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【あとがき】
それでなくとも長大な論文に、今更付け加えるべき点は特にない。 とは言え、このまま
終わらせるのも惜しい気がするので、ここでは、蛇足になる事を恐れずに、儀礼が〈制度〉
によって取り巻かれる事で維持・継続される、という本論文の論点とは異なる視座を持ち
出しておきたい。
さて、カミオロシを含む共同祭祀は、それが信憑性を持つにせよ、そうでないにせよ、
本論文で見たように倦むことなく続けられており、更にはまた、その記録・伝達という行
為を成し遂げるためのモティヴェイションは、非日常的な時間・空間である（この点につ
いては誰しも認めるであろう。）セアンスの場を離れても存続し続けている。この事は、
即ち巫俗というものが、日常にも深く浸透したものである事を示しているのではないかと
考えられる。このような事例を見てくると、巫俗研究は、巫女自身並びに巫儀の場を離れ、
日常的な場面をも含めた社会・文化的コンテクスト全体の中でのその位置付けや機能とい
ったものの追求に向かうべき事を、改めて考えさせられるのである。
巫儀＝セアンスばかりを対象とする事によって、序論でも述べたシャマニズムとは神と
人とのコミュニケーションである、というようなテーゼが創り出される訳であるが、それ
はそれとして正しいとしても、ほんの少し視野を広げ、或いは一度でも参与観察を試みれ
ば、巫儀を含むあらゆる儀礼には人と人のコミュニケーションが付き物である事は誰でも
分かる事である。 M.アトキンソン［ATKINSON　1987 ］の行なっているような、巫儀の場
のみに焦点を当てた研究にも意義は認めたいのだが、事例によってはより大きな文脈に配
慮する事も必要である事を述べておきたい。
蛇足ついでに、もう一つ付け加えておく。当り前のことではあるが、「書かれたもの〔文
字〕はあとに残る」［デュフレンヌ、M.      1991   （1995）:173］のであり、また、本論文に
何度も登場したJ.グデ イが言 うように、「言葉を紙上に書き記すことによって、ほとんど
全く別の形による批判的な検討が可能になる」［グデ イ　1977  （1986）:94］のである。即
ち、文字情報として、場合によっては電気的手段によって記録された託宣（カセット・テ
ープやワード・プロセッサ、或いはコンピュータ上のデータの事である。）は、当然の事
ながら事後的なチェックが可能なのである。　しかし、実際にそうした事が行なわれている
という話は殆ど聞かないので（的中した例のみが後々まで語られる。）、託宣の記録は、
要するに唐桑町のあるインフォーマントが同じく口寄せ巫女の関与する共同祭祀の際にい
みじくも述べた通り、その年の吉凶その他を「心にとめとく」（2000/1/18）べく行なわれ
ているという事になるのだろう。当たりはずれについては強いて問わない、とい う〈良識〉
とでもいうものが、カミオロシ・託宣を支えるエトスなのである。
これで言うべき事は言い尽くした。最後に更なる蛇足を述べて本論文を閉じる事にする。
それは即ち、本論文もまた、そこで議論の対象となった、近代テクノロジー、乃至は近代
的学問制度の申し子である、とい う事である。本論文は、主として自作したパーソナル・
コンピュータ、S社製のノート型パーソナル・コンピュータ等を用いて製作された。引用
文や資料編に収録した画像データの入力には、C社製のスキャナその他が力を発揮し、最
終的な出力を担ったのはH社製高速インクジェット・ブ リンクであった。正直なところ、
これらのテクノロジーなしには、本論文の完成はおぼつかなかった事と思う。更にはまた、
本論文には提出期限が存在した。これなくしては、何かに付け怠惰な筆者の事、ここ迄集
中して論文執筆に取り組む事はなかったであろう。尚、先に述べた「近代的学問制度の申
し子」、とはそうい う意味であるが、筆者はこれを特にネガティヴには捉えていない。こ
こでは、本論文で提示したような、口寄せ巫女が関与する共同祭祀が〈制度〉的なものに
取り巻かれている、とい うテーゼについても同様である事を注記しておきたい。
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資料I ：口寄せ巫女の詞章
ここには、カミオロシを中心に、宮城・山形両県の口寄せ巫女の詞章を掲載する。幾つかの資料（⑧、⑨、⑩）
は文献から引用しているが、大部分は、筆者の手などによりカセット・テープに録音された音源を筆者本人が文
字化したものである。文献からの引用に関しては、本文と同様の形式で行なっているが、テープ起こし等の表記
に関しては、記載上の注意を述べておく。
基本的には全文平仮名で記述し、漢字でルビをふる、というのが理想なのであるが、印刷の都合上、あるいは
読みやすさを考慮して、筆者が考える標準的な発音がされており、かつまた明らかに意味の分かる語については
漢字表記にした。但し、伸ばしたり、縮めたり、濁音の付加・消去といった実際の発音のされ方を明確に表現す
るために、場合に応じて筆者に聞こえる音声をひらがなまたはカタカナ表記にし、0 内にその語が表現してい
るものと考えられる意味を漢字表示した。
特に括弧のない部分は全て巫女の発話であり、また、O 内には巫女の動作と発話上の変化を、O 内には（場
合により　O 内）クライアントの動作と発言「これはF 」で囲ってある。）を記載してある。資料n に採譜を示
した部分は、〈〉で囲ってある。聞き取れない語は「…」で、意味不明の語には「？」を後ろに付した。語尾を
母音で伸ばす場合は、r－j 記号を用いた。長さに応じて同記号の数を適宜増やしてあり、また伸ばした後で再
び元の母音が明確に発音される場合には、それも記入した。
時間については、実時間（何時;何分）と、記載された章句の始めからの時間（何分´ 何秒″）をそれぞれ記
入してある。前者は当日の筆者自身のメモによるもので、後者はテープ起こしの際にストップ・ウォッチを用い
て計測したものである。よって、特に後者においては、録音・再生装置の回転速度の差による誤差が含まれてお
り、あくまでも目安という事になる。
尚、段落の区切り、句点の付け方については、筆者が口調、内容の変化に応じて恣意的に行っている。読点は、
文字通り発話の切れ目に忠実に入れてある。
もう一点、祭文、呪文とも見なせる定型句が託宣の前後に置かれている事が多いが、この部分についても、録
音されている音声をなるべく忠実に記載する事にした。これは主として、定型句とは言っても毎回微妙に異なっ
ている事、太鼓やカネの音でかき消されている部分が多々ある事を示したい事などによる。
数字に関しては、音読みについてはアラビア数字、訓読みには漢数字を当てている。但し、定型句（呪文・祭
文）の部分の数字は、雰囲気を伝えるべく漢数字を用いた。
神名の漢字表記は基本的に『古事記』［倉野憲司校注　1963 ］に倣ったが、適宜その他の資料も参考にしてい
る。また、仏名は筆者の知識に基づいて記載した。
頻出するワセ、ナカデ、オクデについては、『広辞苑』ではそれぞれ「早稲」、「中手」、「奥手・晩生」などが
当てられているが、ここでは唐桑でのメモ、庄内地方での文書において一般的な「早生」、「中生」、F晩生」を
用いる。発音はそれぞれ記載してある。
資料I －①　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のオシラサマアソバセ(1995 年1月16日・大沢地区の同族2件）
1995年1 月16 日午前にO・S巫女宅で行なわれたオシラサマアソバセである。クライアントは大沢地区の人々
で2 la、計5 名である。各組はそれぞれ同族乃至本分家関係にある。
a。　　「若松権現」を祀る家を含む同族
この日の1 組目である。女性2 名と男性1 名の計3 人で来ている。名前等は聞いていない。
1。 「若松権現」を祀る家
同家の女性（1938 年生）が来ている。
（クライアントが説明する。「男は62 歳、41 歳、7 歳。女は58 歳（当人）、36 歳、14 歳。」）
[9:03  （00'　00 ″）に開始。シヤラシヤラと錫杖を振る音。2 拍手2 回。太鼓による伴奏。時折カネが入るj
〔カネ〕そもーそもー、高天が原に一かむ（神）づーまりますすめらがむつ（皇親）カムロギカムロミ（神漏岐
神漏美）のーみこと（命）を持ちてーすめみおやーイザナギ（伊邪那岐）のーおおかみ（大神）筑紫のヒュウガ
（日向）の橘の、オド（小戸）のアワギ（阿波岐）が原に一喫ぎ一祓い一給いーし一時になりまーせる、ハラエ
ード（祓戸）のおおがみ（大神：以下同様）諸々のー〔カネ〕まがごと（禍事）罪m れをば、祓い一給い一清め
一給うーと申す一事のよし（由）を、天津一神国津一神〔カネ〕諸々のー、かむ（神）達と一共に聞こし一召せ
とー、かしこみかしこみ…〔カネ〕、そもそも奉るに、かけまくもかしこき（畏き）、大日本の…御降臨、…守
らせ給え十二の大神子の年は、日吉一二の宮の大神、丑の年は、…大津大明神寅の年は、日吉三の宮の大神卯の
年は、ツキョミ（月読）の大神イサワの大神辰の年は、愛宕大神巳の年は…の大神ナカワラ（中原？）の大神、
午の年は玉姫の大神未の年は、アマテラススメ（天照皇）大神野猿の年はナマシオコウズンノの命、酉の年はヒ
コホホデミミ（日子穂穂手見）の命戌の年は、ヒコホホニニギ（日子穂穂邁濯蔡）の命亥の年はウガヤ、フキア
ワセズ（鵜葺草葺不合）の命を以て、大前に…申すー。
[9:05  （02  '　58 ″ ）歌になる。〕あ一らーだーま一やー、年の一始めーのー、年お一とーこー（男）、祝い一て
ー、まーいー（参）り一、たまのーお、ふくみーずー、ついで一えーいーる。きーみー（君）は一都－のー、わ
ーかーのーこしみーの、わーき一にー、よしうーえーてー。なによーしー、かによーしーい、ぎょうじはーよー
－おーしーい。 うぐーいーすー（鶯）はー、船のーこづくにー、巣を掛－けて一、あなたーの一小枝－に飛び う
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一一つ一一りー（移）りー、こなたのーお小枝に飛び う一つー（移）る0 きょー－お.    （今日）来－る黄金一
来一るー。　じょうた一な一あはんじょう（繁盛）と一、だいたーな一あはんじょう（繁盛）と、さやずる一う一
こい（声）こそ一、みーみーいー（耳）に一聞こえ一しー、めでた一あーさーあーや一。いーのーち一い（命）
長いーのー、ひやくをもおってー、くめどーもー、もれどーもー、はかれーえーどーもー。月日－のーお 、いく
にーや、このくーうーらー（倉）はー、くまーんく一せーんー（幾万幾千？）のーだーびーてー、さーむーろ一
（？）このくーら（倉）のー。四つーの隅にーはー、つ一るー（鶴）とー、亀とーがー、座りーまーすーう。つ
ーるー（鶴）は一千ねーんー（年）、かーめー（亀）は一万お う？とー、さやずーるーう、こい（声）こーそー、
みーみーい（耳）－に一聞こえーしー、目出たーあーさーや一一。（以下、重複が起きている。この部分をセッ
トで記憶している、と考えて良いだろう。）いーのーちーい（命）長いーのー、ひやくをもおってー、くめど一
もー、もれどーもー、はかれーえーどーもー。月日－のーお、いくにーや、このくーうーらー（倉）はー、くま
ーんくーせ一ん一（幾万幾千？）のーだーびーて一、さーむーろー（？）このくーら（倉）のー。四一つ一の隅
にーはー、つーるー（鶴）とー、亀とーがー、座りーまーすー う。つーるー（鶴）は一千ねーんー（年）、かー
めー（亀）は一万おう？とー、さやずーるーう、こい（声）こーそー、み一みーいー（耳）に一聞こえーしー、
目出たーあーさーや一一。出羽のーおてまーをー、見立一てーまつれーばー、しろとーりー（白鳥）千びーき一
（匹）、打ちそーろーおーえー（揃え）。声をーお揃えーてー、ちーよー（千代）にーい、やちよー（八千代）
とー、さやずーる一声こーそー、みーみーい（耳）に一聞こえーしー、お もしーろーお（面白）やー。うまや（厩）
－のー、うーちーをー、めーだーてーまつれーばー、子馬－をー、三十一、三匹、あーきーのーお糸にーてー、
つながーりーいー（繋がり）たーりーやー、五色の一糸にーてー、神まーあーかーせーえ。かーら一にーいー、
寵をしょうしー（? ）、じゅうわりー、こめたーらー、しめ（姫？）をーおーま一つー。一のーお枝にーはー、
銭がーなある。ニーのえーだ（枝）に一はー、金がーあ一なーあーる一。三の枝にーはー、よね（米）がーあー
な一るーう。天降らせたまえ、…
〔9:13  （o'    00" ）以下、口調が速くなる。小声になり、聞き取れずj …。はっ。
〔9:13  （10 '    14 ″）若松権現の託宣。また、速度は戻る。口調が変わり聞き取りやすくなる。ここからが託宣
であるわけだが、口調は1 人称の語りというよりは、メロディを伴った歌に近い。そのために、母音で伸ばす事
が多くなっている。西洋音楽等に見られるメリスマ唱法はこれを拡張したものに他ならない。〕こんにーち-  （今
日）この一座－にーおいてー、若松権現と称じおり若松権現の知らせにおいてーはー、さて我々のー、守りおく
にはー、正月から、さて一正月は歳徳神と相守りおいてー、5 月は田の神となりおいて守りおくしー、8 月は命
日直りと、年に3 度一家内に変わりのないようにー、氏子に変わりのないようにー、相守りおく我々の事なるが
我々の、当年の4 月においてーはー、はーるー（春）風と一見えおくーしー、そのうち2 月3 月、雪または、さ
て海においてーもー、丘においても荒れる年の事なれば、心得て世話求めおくベーしー。夏は一日照りと見えな
がら一時どーきー、ライキー（雷気）と見ておくー。秋においてーはー、時化のある年ではあるけれどー、夏の
盛りからと9 月の間においてーはー、我々部落にや変わりはなけれども、竜巻の起りやすき年の事なればー、高
潮においては充分注意を、求めおくベーしー。
我々病名なるびょうめ（病名）においてーはー、春には流行風邪、または持病の再発のー、恐れなるから心得
てー、夏においてはなんかの水の変化のそのためにー、生水生食事で患い事とも見えるからー、心得て厳しく世
話求めおくベーしー。さて秋から冬にかけてーはー、寒さの早い年の事なれば、当座の風邪が元病みでー、悪い
病のあられる年の事なればー、悪い日にちでも入れないように、当座のかん、当座の持病と思わずに、ようじ（養
生？）を求めおくベーしー。
次なる我々のー、イヤ（家）においては普請、普請造作縁組人寄せ何事もー、差し支えのない年とも見えれど
もー、慎まなければならない年とも見えるからー。さて我々の月日の2 月の月のー、5 月の月と、s 月に11 月に
は、普請造作においてーもー、縁組においてーもー、人寄せにおいてーもー。その月日は使わぬように一心得て
世話求めておくベーしー。 方角においてーはー、イザ（居座）（同巫女によれば、「今座っている所」という意
味だそうである
 
   1993/9/24)よりもにしみなみ（西南）の間の方角に、ひがしきた（東北）の間の方角はー、
その方角は必ず植木においてーはー、立木においてーはー、心得て一刃物で…を切らないように一心得て、世話
を求めおくベーしー。
次なーる一我々の当年の年においてーはー、さて田作なる田作においてーはー、我々の見る所は、当年は春し
ばれる年の事なれば、雪が4 月の初め迄は残るものとも見えるがー、種下ろしにおいてーはー、さて土に一温度
を与えてから、世話を求めたならば、別にむやみな変わりのない年の事とも見えるーしー。さて当年は、6 月か
ら7 月にかけてーのー、我々の見る所、雨のあられる年の事なればー、朝には必ず追肥を用いないように、心得
て世話求めおくベーしー－。
さて我々の当年の年においてー、さて当年の、畑作なる畑作においてーは一、春先においてーはー、さて土に
温度を加えてから、種下ろしを用いたならば、穀取（と）りのある年とも見えおくーしー。さて我々の一当年の
年においてーはー、夏から秋にかけてーもー、豆小豆においてーもー、ワセ（早生）を用いおくベーし一。オク
デ（晩生）を求めてならば、さて7 月8 月においてーはー、…、若返ると共に癖のはえる月とも見えるからー、
心得て一、ワセ（早生）またはナカデ（中生）を用いておくベーしーい。秋先においてーもー、別にむやみな変
わりはなけれども、変わりはないとは言いながら、2 年越しのもの、さて畑作においてーは、手早く世話求めお
くベーしー。
次なる我々の、イヤ（家）においてーはー。むやみな変わりはなけれども、正月から12 月迄は、2 月3 月迄
は別に変わりはなけれども、4 月5 月においてーはー、さて身内の中が一、喜びもあるがよ ‥職場職業のー、苦
労のある月とも見えるから、…を怠らず、厳しく世話求めおくベーしー。次な一るー我々の当年の5 月6 月は家
- 196 －
族は喜び事とも見えるからー、7、8 月は身内の中と見えるがー、車の上で、怪我や過ちとも見えるから、必ず
や注意を求めおくベーしー。H 、12 の月においてーも一、シンルイの中とは言いながらー、突然の日に、患い
起こす恐れあるから心得てー。
次なーるー、我々の浜漁なる、浜漁においてーはー、さてこの、正月2 月、浜にての水の温度の定まらないそ
のためにー、磯草の折れる年とも見えるが、旧正月から2 月にかけてーは一、磯草の色も直りおく、温度も定ま
りおくから。さて旧正月我々の、2 月から3 月の、ワカメにおいてーもー、海苔においてーもー、さて磯草は順
調に、良く伸びるとは言いながら、…心は焦らずにー、月を待ちおいて世話を求めおくベーしー。
次なる我々の、網漁なる網の漁においてーはー、年々より1 週間から、十日は遅れるものと見えおくーしー。
北洋においてーはー、我々の見る所は、漁のあられる年ではあるけれど、さて我々の見る所－はー、期間が短い
ものと見える、それで区域が年々よりー、せまるものと見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。カツ（鰹）
漁においても漁のあられる年と見えおくーしー。近海縄においてーもー、漁はありおけれどもこの春に、竜巻ま
たは、潮の速さのそのためにー、怪我の多い年とも見えるから一、心得て世話求めおくべし南洋縄において一も
ー、むやみな変わりはなけれども、この8 月から、9 月10 月においてーは一一、水のなぐ年の事なればー、漁に
おいては思わしくはなけれどもー、春先は変わりはなき事と見えおくーし一。豪州なる豪州においてーもー、5
月から、さて我々の見る所は、正月から5 月の月においてーはー、寒さの深い年とも見えるからー、心得て世話
求めおくベーしー。さて我々春三月は乾燥、がちの年と見えおくが、火ばやい（早い）年とも見えるからー、心
得て世話求めおくベーしー。
我々の主人においても年のまわりにおいてーはー、別にむやみな変わりはなけれどもー、変わりはないとは言
いながらー、オホン、2 月の月のー、13   日から15  日にかけてー、イザ（居座）より南の方角に立ちおいて一、
物なくし事とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。2 番目の男の身の上において一はー、さて3 月の
十日の日にちを厳しーくー、3 月十日の日にちにおいてーはー、イザ（居座）よりも南の方角なるが、団体の中
で、盗難なるとも見えるから、その時には是非、是非是非出かけなければならないその時は、油断のないよに注
意を求めおくベーしー。3 番目の男の身の上においてーはー、8 月の11 日の日にちを厳しーく、団体の中でえ、
さて食事が元で、患いとも見えおくーしー。
次なるオオヘラドオリにおいてーはー、3 月二十日の日にちを厳しーくー、血のため（？）が元なりてー、関
節患いとも見えおくーしー。2 番目のヘラドオリにおいてーはー、5 月末から、6 月にかけーて一、イザ（居座）
より南の方角に立ちおいて。油断が元となりおいてー、患いとも見えるから、心得て世話求めおくベーしー。さ
て我々の小さい女の身の上においてーはー、11 月の十日の日にちに、二十日の日においてーはー、血のためが
元となりおいてー、結びっいたる(?)  恐れあるから心得てー、当座の風邪、当座の患いとは思わずに、設備の
ある場所で、養生求めたならば、変わりのない年とも見えるから、我々は海には航海安全、丘には交通安全、五
穀の身の上においてーはー、作神となりおいて相守りおくから、我に向かいて不信心不信仰にはなしおかないよ
うに一、厳しーしーくー、慎一み一おくベーしー。
〔9:31  （28'    05" ）託宣終わる。数珠。速い呪文。錫杖入る。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七、
さいほう八方固めて九もちを整え十分、まつればー、びょうじやも…。…。
〔9:31   （28'　38 ″）後半は聞き取れない。直ぐ終わる。〕はい。ロんなか乾ききって。
2。 オシラサマを祀る家（そのD
数えで82 歳の女性（1914 年生）が来ている。この家が他2 軒の本家であるらしい。
〔年齢を確認している。] （「男57 、あともう一人、26、あと女、おなご、82 と54 と二人。男二人におなご二人。」）
〔9:32  （29 '    30 " ）「オシラサマの真言」、「月揃え」。数珠の伴奏。〕オンベーオンベーシラマンダー、カーミ
ニオンベーシラマンダーオンベーオンペーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダーオンベーオンベー、シ
ラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー。…オシラボトケの…。そもーそも一正月は一正観音二月は貴船の
大権現三月サカモトさんの、大権現四月は…の大明神、五月はハコサキ（筥崎？）のー…、六月住吉神社の大明
神、七月…の大明神、八月白山命婦一大権現、九月熊野一三社一大権現十月…十一月、イザナギイザナミ（伊邪
那岐伊邪那美）の命一十二月…諏訪の大権現、総じて日本の六十四すみの神々の…。はっ。
〔9:34  （31 '　00 ″ ）オシラボトケの託宣。〕こんにーちー（今日）、この座においてー、オシラボトケとお招じ
おきオシラボトケを守りおくにーはー、さて正月16 日、3 月の16 日、さて－Q 月の16  日にー、12 月の16  0 に
おいてーはー、悪い日にちでも入れないように、お互いが心得て一厳しく慎みおくベーしー。当年のーオシラボ
トケにおいてーもー、当年の月日において一はー、はーるー（春）風－と一見えおくーしー、夏日照りと言いな
がら一、時どーきーライキー（雷気）と見えおく一しー、秋においては秋つけ（？）のある年の事なればー、海
においても丘においても充分注意求めおくベーし0
当年の年においてーはー、気候がふんだん（?) な気候の事なればー、春は長く夏短く、秋早い年の事なれば
ー、物事は充分注意を求めおくベーしー。我々の当年の年においてーはー、普請造作においてーもー、縁組にお
いてーもー、差し支えはなけれども当年の年は、さて我々の、…の…になりおいて、さてごこく（？）の中央の
年の事なれば、八方ふさがりと見える年の事なれば、もし普請造作、縁組人寄せー、世話求めるその時は、かな
らーずー（必ず）心得なければならないがー、地相家相は良く調べて世話求めおくベーしー。さて当年は、春か
ら少なくなり、物価の定まらないとしつき（年月）の事なれば、しにぐる（？）月年とも見えるから、心得て世
話求めおくベーしー。
我々オシラボトケとなりおいてーはー、病名なるびょうめ（病名）においてーはー、春三月は、流行風邪、ま
た名もなき病のある年の事なればー、心得てー厳しく慎しまなければならない年の事なるから心得てー。さて我
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々のー当年の夏においてーはー、生水生食事のそのためにー、食事に充分注意を求めおくベーしー。生水生食事
をすすめおいたならばー、胸の内からお腹の患いとも見えるから一、なにしろは、必ず食事は、一度は水は熱湯
湯ざましで世話求めおくベーしー。秋においては変わりはなけれどもー、当年の年においてーはー、普請造作縁
組人寄せなる年がー、当年は差し支えはなく、差し支えはないとは言いながら、2月の月一と、5月の月－とー、8
月に注意がなければないものと見る（？）注意を求めおくベーしー。
我々の一当年の一畑作なる畑作においてーはー、麦小麦においては変わりはなけれども一、さて一夏から秋に
かけての豆小豆においてーはー、ナカデ（中出）－を一用いおくベーしーい。さて我々の、畑作の畑作において
一は一、ふん、別にむやみな変わりはなけれどもー、さて5 月から、6 月1 月迄はー、気候がムラな年の事なれ
ばー、種下ろしを求めるにはー、世話求めおくにもかなら一ず-  （必ず）、注意を求めなければならないが、追
肥のないようにー、元肥で世話求めおくベーしー。我々の当年の年においてーのー、さて豆小豆においてはむや
みな変わりはないが、秋になりおいて一麦、種を下ろすその時は、年々より寒さが、半月は早いものとも見える
からー、心得て世話求めおくベーしー。
さて我々田作なる、オッホン、田作においてーは一、別に変わりはなけれども一、変わりはないとは言いなが
らー、年々とは違い気候がムラな年の事なればー、植え付けにおいてーはー、土に温度を加えてから、田作を求
めたならば、穀取りのある年とも見えるからー、追肥は用いないように一心得て世話求めおくベーしー。
海においてーもー、船玉においてーもー、別にむやみな変わりはなけれども、変わりはないとは言いながら、2
月3 月の月と一春7 月から8 月にかけてー、水のなぐ年の事なれば、潮の速さのそのためにー、高潮の早さ一上
がる年の事とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしa 北洋においては漁のあられる年ではありおくがー、
当年は、区域が狭まるものと一見えるからー、何分心得て世話求めおくベーしー。カツ（鰹）漁においても別に
変わりはなけれども。さて近海縄においてーはー、漁のあられる年ではありおくがー、竜巻の起りやすい年とも
見えるからー、近海縄と言いながら、沖近海のだいりょう（大漁）縄においてーもー、時化の多い年の事なれば、
我々のイザ（居座）には変わりはなけれども一、身内の中などや、怪我や過ちなどのー、起りやすい年とも見え
るから、心得て世話求めおくベーしー。我々の当年の、豪州においては、4 月5 月一迄は、寒さが深い年の事な
ればー、むやみな変わりはなけれども、注意は求めなければ、ならない年と見えおくーすー。
次なーる一我々の当年の、当年の男の身の上においてーはー、当年の男の身の上においてーはー、5 月の月の
ー、11 日12 日の日にちにおいてー、イザ（居座）よりひがしーみなみ（東南）の間に、団体の中に立ちおいて
ー、思いがけない、物なくし事とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。2 番目の一主人の身の上にお
いてーはー、8 月12 日の日にちを厳しーく、食事のために患いとも見えおくーすー。
さて我々オオヘラドオリの身の上においてーはー、3 月の月のー、二十日後先においてーはー、寒さのために
ー、関節の患いとも見えるからー、寒さには、悪い日にちでも入れないように、心得て世話求めおくベーしー。2
番目のヘラドオ引こおいてーは一、4月の十日後先においてーはー、イザ（居座）より北の方角に立ちおいてー、
思いがけない、当年は、相手に誘われてー、過ち怪我とも見えるから、その節には我々、オシラボトケとなりお
いて、むら（群）がらす（烏）、さもなければ、…心得てー、厳しく世話求めおくべし
その他においてーはー、正月から5 月迄変わりはなけれども、6 月の月においてーはー、かねての弱い姿のよ
うに、見えれどもお、持病が元となりおいてー、送り別れと見えるからー、身内の中なるから心得てー、8 月9
月10 月は、家族に喜び便りのある月とも見えるから、その時には、必ず住所は良く定めて、結び合わせて、い
ちど（一同）守るから心得てー、イザ（居座）に変わりのないようにー、氏子に変わりのないようにー、相守り
おく我々の事なるが、春三月は火早（ばや）い年の事なれば、火の元には充分一注意を一求めおくベーしーいー。[9:48
  （45'　22 ″）託宣終わる。短い唱え言。聞き取れない。〕火難盗難水難病難厄難…。はい、はい。
〔9:48  （48'　40 ″）終了。〕
3。 オシラサマを祀る家（その2)
数えで59 歳の男性（1937 年生）が来ている。
〔年齢を聞いている。〕（「男は59 、55、29 、六つと4 人男。女は、29、25、あと五つ。」）〔O・S 巫女はこれを反
唱して確認している。〕
〔9:49  （46'　40 ″）開始。〕オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダーオンベーオンペー
シラマンダーカーミニ、オンベーシラマンダーオンベーオンベーシラマンダーカーミニオンベーシラマンダーオ
ンペーオンペーシラマンダーカーミニオンペーシラマンダーバ ‥
〔9:50 （47'　10 ″ ）真言らしきものを唱えている。神名奉唱なしで直ぐにオシラボトケの託宣に入る。〕はいっ。
こんにーちー（今日）、この座－において一、オシラボトーケと招じおき、オシラボトケを守りおくにーはー。
正月じゅう一（1）6 日3 月16  日、9 月16 日においてーはー。悪い日にちでも入れないようにー、お互いが一厳
しく慎みおくベーしーい。当年のーオシラガミの知らせにおいてーはー、はーる一（春）風と見えおくーしー、
夏日照りと言いながらー、時どーきー、らいきと一見えおくが。
さて我々－のあ秋においてはー、海においても一丘においてーもー、充分注意を求めなければならない年－と
一見えおくがー、さて我々の当年の年においてーはー、さて当年の年においてーはー、病名なるびょうめ（病名）
においてーはー、春三月は流行風邪－、または持病の再発のー、恐れなるから心得てー、夏においてーは一当年
はー、らい、あー、生水生食事のそのために、胸の内からお腹の患いとも見えおくーしー。さて我々の当年の年
においてーの、秋においてーはー、さて海においても丘においてーもー、流行病のある年の事なるし、病名は、
はっきりしない患いの、恐れなるから心得てー、よくぞ注意を求めおくベーし一。
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我々の一麦小麦においては変わりはなけれどもー、豆小豆においてーもー、所により、ワセ（早生）、または
ナカデ（中出）を用いおくベーしー。さて我々の当年のー、はたけ（畑）作においても野菜においてーはー、4
月の月－にー、二十日過ぎたならばー、種下ろしを求めたならば一、別にむやみな変わりのない年とも見えるか
らー、心得て一厳しく世話求めおくベーしー。
さて我々の当年の年においてーのー、田作においてーはー、気候がふんだんな気候の事なればー、元肥で世話求
めなければならねどもー、追肥を用いたならば若返ると共に、癖の付く恐れなるから心得てー、かならーずー（必
ず）元肥で一世話求めおくベーしー。田作においてーもー、畑作においてーもー、それさえ心得たならば、別に
むやみな変わりはなけれどもー。
当年の年においてーは一、我々の主人の年に、見る月日においてーはー、当年の年においてーは当年からー、
…の年においてーはー、何事にも注意を求めなければならない、年と見えるから、八方ふさがりの年の事なれば
ー、普請造作においてーもー、縁組においてーもー、心得て厳しく世話求めておくベーしー。 さて我々は中でも
慎まなければならないのが、正月の月－ とー、4 月の月－とー、7 月に ＼o月にー、物事は充分注意を求めおくべ
ーしが、我々の当年の年においてーはー、さてー、心得なければならないのは、海において一もー、丘において
一もー、2 月3 月の月－とー、はた、さて8 月から9 月にかけてー、胸騒ぎの起りやすい年の事なればー、海に
おいてーもー、丘においてーもー、心得なければならないのが、竜巻または…が、高潮の恐れなるから心得て、
厳しく世話求めおくべし（切れ目なし。）
当年の年においてーのー、我々の見る所は、浜においては磯草のー、年々とは変わりはなけれども、潮の温度
の定まらないそのためにー、一時は磯草は折れるものと見えるからー、心得て世話求めおくべし。2 月3 月にな
りて、海苔において一もー、ワカメにおいてーもー、さて、…海藻においてーもー、温度が定まれば伸びるもの
とも見えるからー、気を焦らぬように、2 月3 月迄はー、浜に降りないように、下がらぬように心得てー、厳し
く世話求めおくベーしー。壷網においては漁のあられる年ではありおくが、…の事なれば、心得て世話求めおく
ベーしー。我々の当年の年においてーはー、さて当年の、カツ（鰹）漁においては漁のあられる、年ではありお
くがー、なんかの水の変化のそのためにー、4 月辺り迄はー、漁のー、さてー、ムラのあると見えおくーしー。
さて我々近海縄においてーもー、この春三月は、潮の速い年の事なれば、この方角に出向く舟玉はー、充分注意
を求めお…（ここでカセット・テープを裏返すため、中断。この部分では「1 番目の主人」についての予言を述
べているはずである。）　・‥においてーは一、2 番目の主人の身の上においてーはー、4 月の月半ばから、5 月に
かけーてー、思いがけない苦労のある月と見えるがー、3 番目の男の身の上においてーはー、6 月の月の十日後
先においてーはー、団体の一中でー、過ちとも見えるからー、心得て世話求めおくベーし。幼い男の身の上にお
いてーはーQ 月から9 月にかけーてー、さて気候のために胸の内からー、お腹の患いとも見えるからー、厳し
く世話求めおくベーしー。
次なーる一我々、さてオオヘラドオリにおいてーはー、この厳しい、正月のつきすえ（月末）から2 月にかけ
ーてー、血のため（？）が元なりてー、患い事があると一見えおくしー。2 番目のヘラドオリにおいてーはー、8
月三日の日にちを厳しーくー、思いがけない相手に誘われて一、南の方角に誘われて一、盗難事とも見えるから
ー、必ずものは油断を持つでないようにー、油断を求めたならば、盗難とも見えるからー、心得て世話求めおく
ベーしー。
我々主人においてーはー、身の上に、年々、やもう？病の起らぬように、変わりのなきよにや守れどもー、何
しろ寒さの激しい年の事なればー、身を大切にー、悪い風邪でも引かぬよー、世話を求めおくべし我々は、オッ
シャボトケとなりおいてー、イザ（居座）に変わりのないようにー、氏子に変わりのないように、繰り返すのよ
うではありおくがー、注意を求めたならば、変わりのない年と見えおくーし、その他において一もー、家族にお
いて一はー、我々は前になり後ろになり、相守りおくから、我に向かいてー、不信心、不信仰には、なしおかな
いよに一、厳しく一慎みーおくべし一。
〔10:03  （60 '    30 ″）短い唱え言。］一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう、八方固めて九も
ちを整え、オッホン。
〔「月揃え」と「日揃え」が唱えられる。太鼓の伴奏。カネも時折入る。〕正月は一正観音二月は貴船の大権現
三月サカモトさんの大権現四月は…の大明神、五月はー…、六月住吉神社の大明神、七月…の大明神、八月白山
〔カネ〕命婦一大権現、九月熊野一三社〔カネ〕の大権現十月… 〔カネ〕、十一月イザナギイザナミ（伊邪那岐
伊邪那美）の…、十二月…大権現、…六十四すみの…を、広前に一恐れ一恐れー、…申し一奉るー。一日伊勢神
明、皇大神宮…、二日は…カミオカ（上岡？）大明神、三日は…〔カネ〕大明神、四日は…、五日は…、六日は
弥勒一大菩薩…、七日・‥、八日は薬師如来一、九日熊野一三社の、…、十日は塩竃六社の大明神、十一日シラカ
ワ（白河？）大明神、十二日一山の一神、天降らせ給えー、十三日…虚空蔵菩薩、十四日は祇園一三社の大権現、
十五日ヤワタ（八幡）一八幡大菩薩、十六日［カネ］・‥、十七日千手一観音十八日、正観音十九日馬頭一観音、
二十日は十一面観音二十一日…観音二十二日、…魚藍観音…、二十三日勢至一観音、二十四日は〔カネ〕愛宕山、
大じぞ（地蔵）菩薩、二十五日北野…大天宮天降らせ給え、二十六日…、二十七日貴船の大権現、二十八日オオ
ヤマツミ（大山津見）の命、天降らせ給えー〔カネ〕、二十九日…、みそか（三十日）は白山命婦大権現、総じ
て日本六十四すみの神達の、広前に一恐れ一恐れ一申し一奉る一。本年宮城一県本吉郡唐桑町大字、…〔カネ〕
‘・・海には航海安全、丘には交通安全、…家族に変わりのなき事〔カネ〕、…守り給えと一謹んで一申す〔カネ〕。
〔10:07  （64  ′30 ″）太鼓終わる。数珠の伴奏。］火難盗難水難病難‥・厄難七つの難…といえどもただ今の祈念
を以て、…ソワカーとは、敬って一申すー。オンペーオンベーシラマンダーカーミニオンベーシラマンダー、オ
ンベーオンベーシラマンダーカーミニオンペーシラマンダー。オンアービラウンケンソワカ、…〔その他真言。〕
ソワカー、火難盗難水難病難やごう（？）厄難、…オンアービラウンケンソワカ、アービラウンケンソワカ。［2
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拍手2 回。〕はいどうもねー。（クライアント「ありがとうございました。」）
〔10:09  （66'　00 ″）に終了。直会へ。〕
b。 大沢地区のK家を含む本分家
午前中の2 組目である。女性二人で来ており、若い方（1945 年生）がもう一人（K さん（1937 年生）。数えの59
歳。）の本家に当たり、こちらが先になる。
〔11:23   （00'　00 ″）カネ。〕本家さ先さおろすから。
［雑談続く。カネ1［可。本家の主婦の夫の年齢を聞く。数えで55 歳で、同巫女によれば厄年、という事になる。
カネ2 回。太鼓始まる。〕
〔11:24  （01 '　10 ″ ）祝詞。太鼓で伴奏。時折カネが入る。〕そも一〔カネ〕そもー、高天が原にーかむ（神）
づーまりますすめらがむつ （皇親）カムロギカムロミ（神漏岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてー、すめみお
やーイザナギ（伊邪那岐）のーおおかみ（大神）筑紫のヒュウガ（日向）の橘のオド（小戸）のアワギ（阿波岐）
が原に一表ぎ一祓い一給いーし一時に〔カネ〕なりま一せる、ハラエード（祓戸）の一諸々のーまがごと（禍事）
罪臓れをば〔カネ〕、祓いー給いー清め給う一と申す一事のよし（由）を、天津一神国津一神諸々の－[ カネ〕、
かむ（神）達と一共に一聞こし一召せと一申すー。そもそも…この年に…（以下聞き取れず。口調、伴奏には変
化はない。）
〔H:27   （04'　00 ″）速い経文になる。太鼓で伴奏。時折カネが入る。聞き取れず。〕
［H:29  （06  '    00 ″）太鼓止む。真言から「月揃え」へ。数珠で伴奏。〕…ノーマクサンバンダラ…。サラサラ
センダンマッカラシヤーターソワタヤ、ウンミタラーターカンマン正月は正観音二月は、貴船の大権現三月サカ
モトさんの大権現四月は、トウカンヤの大明神、オホン、五月松尾はスミヤの大明神、六月住吉摂社の大明神七
月シッシヤの大明神、八月白山命婦大権現、九月熊野三社大権現十月トウトウカミヤの大明神、十一月イザナギ
イザナミ（伊邪那岐伊邪那美）の命十二月、バンニカシワの大権現総じて、日本六十四すみの神々の広前に、恐
れみ恐れみ申す。…コンガラ…セイタカオンキリキリ、…を守らせ給えアービラウンケーソワカアービラウンケ
ーソワカアービラウンケーソワカ。おっ。はっ。
[11:30 （07'　20"  ）真言。聞き取れていない部分は、明瞭な韻律を伴ない、母音を長く伸ばして誦されている。
数珠の伴奏。〕そーもーそーもーお。…オンベーオンペーシラマンダーカーミニオンペーシラマンダーオンペー
オンベーシラマンダーカーミニオンベーシラマンダー、オンキリキリ…ソワカオンキリキリ…ソワカオンキリキ
リ…ソワカ。‥・オホン。
[11;31  （08'    15″）託宣に入る。数珠で伴奏。〕そもーそもー、こんにーちー（今日）この一座一においてー、
オシラボトケーと一招じおりオシラボトケを守りおくにーはー、正月16 日－、3 月の16 日9 月16 日において
ーは一、悪い日にちでも入れないように、心得て一厳しく慎みおくベーしー。当年のーオシラボトケの知らせに
おいてーはー、当年の年においてーはー、はーるー（春）風－と一見えおくーしー、さて夏日照りと言いながら
ー、時どーきーライキー（雷気）と一見えおくーしー、秋においても海においてーもー、丘においてーもー、潮
の速い年のその上にー、時化る年の事なればー, 心得て世話求めおくベーしー。当年の年においてーはー、春は
長く一夏短く、秋早い年の事なれば、心得て世話求めおくベーしー。
我々の当年の年においてーのー、病名なるビョウメ（病名）においてーは一、春三月は、流行風邪－、または
持病の再発のー、怖れなるから心得てー。夏においてーは一生水生食事のそのためにー、さて患いの、怖れなる
が、大腸の患いとも見えるからー、何分生水生食事は取らないようにー、心得て一世話求めおくベーしー。さて
我々の一秋においてーは、名もない病の流行る年の、事なればー、立ちくらみを求めたその時はー、手早く診察
場に出向くようにー、心得て世話求めおくベーしー。さて我々の当年の年においてーはー、普請造作縁組人寄せ
何事もー、慎まなければならない年－と一見えおくーし一、慎まなければならねどもー、イザ（居座）よりー巽
の方角とー、さて当年は、当年の年においてーはー、ネ（子？）の方角においてーは一、アキの方とも言われる
年の事なればー、その方角から用事を求めれば、変わりのない年と見えるがー。さて慎まなければならない、方
角においてーはー、イザ（居座）より一にしみなみ 西m) の方角とー、ひがしーきた（東北）の方角はー、コ
ンメイテキサツの事なればー、この方角をば何事にも使わぬように、心得て世話求めおくベーしー。月において
ーは一当年はー、3 月の月－と、6 月が本命なるからよくぞ注意を求めおくベーしー。9 月の月－とー、12 月の
この月には何事もー、厳しく世話求めおくベーしー。
さて我々のオシラボトケとなりおいてー、事業においてーもー、稼業においてーもー、当年の年－はー、7 月
迄は一さて過ぎぐるしい年の事なればー、取引においてーもー、整理においてーもー、心得て世話求めおくベー
し一。それさえ心得たならば、事業においてーはー、別に変わりのない年－と一見えおくーしー。
次なる我々のー、田作－なる、オホン、田作においてーはー、春三月は、しばれる年の事なればー、土に温度
を加えてから世話求めおくベーしー。さて元肥で一世話求めおけば、変わりのない年とも見えるがー、追肥を用
いたならば、6 月からはー、さて7 月にかけてー、雨がちな年の事なれば、かられる（枯られる？）とともーに
ー、癖の付く恐れなるから心得てー。我々の当年の年においてーのー、畑作なる畑作においてーはー、春三月は
麦においてーもー、小麦において一もー、別に変わりはなけれどもー、夏作なる夏作においてーはー、豆小豆に
おいて一はー、所によりより、ワセ（早生）、またはナカデ（中出）を用いおくベーしa 我々オシラボトケに
・‥たびにおいてーはー、中出と見えるから心得てー。さて我々の春蒔きにおいて一もー、春野菜においてーはー、2
月3 月,  4 月の初め迄は、さて雪または、霜柱の降りる年の事なればー、土に温度を加えてから4 月－、二十日
頃－、二十日過ぎて、種下ろしを求めたならば一、穀取りのあるものと見えおくーしー、秋から冬にかけての、2
年越しの種下ろしは、寒さが早い年の事なればー、早目に世話求めおくベーしー。
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次なーるー我々の当年の年の、浜漁なる浜の漁においてーは一、当年は磯の磯草においてーも、さて我々の正
月から、2 月の月において一はー、気候がふんだんな気候な事なればー、磯草が何かの変化のそのために、磯草
の折れるものと見えおくーしー、旧正月我々の、2 月3 月となればー、水温が定まるものと見えるからー、その
節には、海苔においてーはー、当年の年は、コブ、または当年のー、ワカメにおいても根数が付くものと見える
からー、心得て世話求めおくベーしー。さて我々近海縄においてーは一、正月2 月3 月迄は、水のなぐ年の事な
ればー、苦労のある月と見えるからー、心得て世話求めおくベーし一。我々北洋においてーはー、期間が短いけ
れども、漁のあられる年ども見えるからー、この方角は、ただしき、区域がせまるものと見えるから、油断のな
いように、心得て世話求めおくベーしー。南洋縄においてーもー、別にむやみな変わりはなけれども、8月の月、
末から半ばにかけてー、当年は、当年は立巻とー、潮の速さのために、さて怪我や過ちのあられる年ども見える
からー、心得て世話求めおくベーしー。我々豪州においてーはー、漁のあられる年ではありおくがー、5月の月、6
月の月初め迄はー、寒さの深い年の事なればこの方角は、充分注意を求めおくベーし一。
さて我々の当年の年においてーはー、心得なければならない月においてーはー、さて正月から、12 月迄はー、
正月2 月3 月は、別にむやみな変わりはなけれども― 、4 月の月においてーはー、何かの損失のそのためにー、
苦労のある月と見えおくーしー、5 月から一さて6 月7 月迄は、物価か定まらないそのためにー、思わしくない
年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。浦浜においてーはー、8 月から、9 月10 月の月においてー
はー、さて漁のあられる年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。
我々の当年の主人の身の上に‥。
（11:44  （21'    30″) 残念ながら、途中で録音が終わっている。カセット・テープのストックが切れたためであ
る。当日のフィールド・ノートでは、この後しばらく託宣（オオヘラドオリ、2 番目から5 番目迄のヘラドオリ
に対するもの）が続き、次に別家の3 名の年齢が確認された後、各々に対する託宣（同じく主人、オオヘラドオ
リ、2番目のヘラドオリ）がなされ、呪文、「月揃え」、「日揃え」、「何年は何の神…」と続き、「55 歳の年祓い」。
「59歳の…」と唱えられ、計30 分程で全行程が終了した、とある。）
資料I －②　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のオシラサマアソバセ（2000年1月16日・大沢地区の同族1件）
2000年1 月16 日午前にO ・S巫女の自宅で行なわれた、資料I －①の2 組目と同じ大沢地区のK さん（1937
年生）等二人によるオシラサマアソバセの詞章を記載する。まず本家の女性（1945 年生）に対する託宣、続い
て分家のK さんとなる。
1。 本家の女性
〔10:25  （00'     00 ″）錫杖シヤラシャラ。カネ2 回。伴奏の太鼓を打ち始める。〕そもーそもー、高天が原にか
む（神）づまりーますめらが、むつ（皇親）カムロギカムロミ（神漏岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてーす
めみおやーイザナギ（伊邪那岐）のーおおがみ（大神：以下同様）筑紫のヒュウガ（日向）の、橘のーオド（小
戸）の一アワギ（阿波岐）が原に一喫ぎ一祓い一給いーしー、なりまーせるハラエード（祓戸）の一諸々のーま
がごと（禍事）罪欄れをば、祓い一給いー〔カネ〕清め一給うとー、申すー事のーよし（由）をー、天津一神国
津一神八百万の、かむ（神）達と一共に一子の年は一日吉の、二の宮の一大神、丑の年は、（この辺で太鼓が速
くなる。）…大津大明神寅の年は、…（録音切れる。）、ツキョミ（月読）の一大神ミサワの大神、辰の一年は、
〔カネ〕…（録音切れる。）がみナカワラ（中原？）の大神午の一年は、ヤマシロ（山城？）の一大神未の年は、
アマテラスースメ（天照皇）大神野猿の年はE カネ〕、ナマスオコウズンノの一命酉の年は、ヒコホホデミミ( 日
子穂穂手見）の一命戌の年は、ヒコホホニニギ（彦火火邁邁蔡）の命一亥の年は〔カネ〕、ウガヤフキアワセズ
（鵜葺草葺不合）の一命を以て、…、おん（御）前に、聞こし召せー。
〔10:27 （02:22）一旦停止。何か話している。以下、しばらく数珠で伴奏。〕オホホホン。そもそも一より二け
んの三より四はらい五反の巻物六七さいほう、八方固めて九もちを整え…、－より二けんの三より四はらい五反
の巻物、六七さいほう八方固めて九もちを整え十分まつれぱ…、オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオン
ベーシラマンダー、オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー、オンベーオンペーシラマ
ンダー、・‥［しばし沈黙。］はいっ。
〔10:29 （04  '    00 ″）託宣開始。無伴奏、時折数珠を擦る。〕ほんじ一つー（本日）この座においてー、オシラ
ボトケと」（ここ迄、録音が切れている。決まり文句なので、他のオシラサマアソバセから補う。）称じおくオ
シラボトケを、守りおくにーはー、正月16 日、3 月16 日、9 月の16 日12 月の16 日においてーはー、悪い日に
ちでも入れないように、家内家族、相守る、（間）当年のオシラボトケの知らせにおいて一はー、はーるー（春）
風－と一お見えおくーしー、そのうち当年は、春が、長い年と見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。夏
においては日照りと言いながら、時どーきー、ライキー（雷気）と一見えおくーしー。秋においてはー、海にお
いてーもー、丘においてーもー、時化る年の事なればー、当年は、変わりゃすい年とも見えるからー、心得て世
話求めおくベーしー。
当年の一年においてーのー、病名なる病名においてーはー、春三月は、流行風邪または、持病の再発の、恐れ
なるから心得てー、厳しく世話求めおくベーしー、さて我々夏三月において一はー、水が大きく、変化のあるも
のと見えるからー、生水生食事は取らないように、生食事を用いたならばー、胸の内からお腹の患い事と、見え
おくーしー。秋においてーはー、秋から冬にかけては、感冒がちなー、風邪の流行る年の事なればー、さて悪い
日にちでも入れないように、もし風邪ど分かりしその時は、手早く診察を用いおくベーしー。
さて我々当年の一年においてーはー、当年の年においてーはー、我々の見る所、春においてーはー、田作、畑
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作なるが、畑作においてーはー、さてーしばれ・る年の事なればー、種下ろしは、常よりは、半月、は遅れるもの
と見えるからー、上に温度を加えてから、種下ろしを求めおくベーしー。さて我々の当年のー、豆小豆において
ーは、所により種類を、選ばなければならねどもー、さて我々の見る所は、早生を用いたならば、らいきの、激
しい年の事なれば、花の盛りのその時にー、癖の付く恐れなるから我々はー、当年は、ナカデ（中出）、または
オクデ（晩生）を用いたならばー、穀取りがあるものと見えおくーしー。
我々田作においてーもー、当年はー、追肥は用いない ように、元肥で世話求めおくベーしー、我々が、年々通
叫こ田作－、植え付けたならばー、当年の年は、寒さのそのためにー、元枯れの恐れなるから心得てー、必ず追
肥は充分、追肥を用いないようにー、心得てー、元肥で世話求めおくベーしー。それさえ心得たならば、畑作に
おいてーもー、田作においてーもー、変わりのない年と見えおくーしー。
さて我々当年の、浜の漁なる浜の漁においてーはー、磯草においては根数は付いてはありおくがー、水の温度
が定まらないそのためにー、当年は、色が着かないものと見えるからー、根腐れの、根が腐れる恐れなるから心
得てー、旧のーお、正月から2 月になれば、時化る年とも見えるしそれにー、雪のある年ども見えるからー、そ
うなりおいたならば、海苔においてーもー、ワカメにおいてーもー、年々通りに色が着くものと見えるし、金高
の上がる年とも見えおくーしー。
次なる我々の当年の一年の一、さてー、岸の漁においてーはー、年々とは違い、水のなぐ年の事なればー、網
においてーも一縄においてーもー、I週間から十日は、遅れるものと見えおくーしー。我々の当年の、カツ（鰹）
漁なるカツの漁においてーは一、漁はあるにはありおくが、4 月5 月は水のかんけ（関係）で餌不足な年ども見
えるが、フ月から8 月－、9 月迄は、漁のあられる年－ とも見えおくーしー。我々北洋なる北洋においてーもー、
漁はあるにはありおくがー、区域がなんかの変化のそのために、狭まるものとは見えるからー、違反のなきよに
心得てー、世話求めおくベーしー。我々イカ漁なるイカの漁においてーもー、漁のある年ではありおくがー、何
しろ、水の変わりやすい年なれば一、秋から冬にかけて一冬至後先迄は、漁がじんせき（？）にあるものと見え
おくーしー。我々近海縄においてーは、当年は、年々とは違いー、3 昼夜半、4 昼夜を走りたならばー、漁はあ
るものと見えるが、沖過ぎないようにー、心得て世話求めおくベーしー。南洋縄においてーもー、漁には別に変
わりは無けれどもー、沖は一竜巻のー、起こりやすい年の事なればー、心得なければならない年－と一見えおく
ーしー。豪州においてーはー、漁のある年－と一見えおくーしー。
次なる我々の当年の、12 ヶ月の、としつき（年月）においてーは、正月2 月は変わりはなけれどもー、3 月の
判ざにおいてーはー、我々の見る所はー、縁者一つき一なるがー、どの家族どのイヤ（家）とは指しよはなけれ
どもー、時化のために沖浜で、怪我とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。4 月5 月6 月迄はー、就
職職場のそのためにー、苦労のある月とも見えるが、これ我々のイヤ（家）ばかりでない、当年の年はー、物価
においてーもー、物事においても事業家におい、おきてーはー、ふけき（不景気）な世の中のそのためにー、な
かなか職場が見つからないものと見えおくーしー。さて我々5 月6 月－、7 月迄はー、家族にー、喜びだよ（便）
り入る月と見えるからー、氏子に変わりの無いようにー、家内家族－でー、会話を求めて、世話を求めおくベー
し。10 月H 月になれば、元通りに、海においても丘においてーもー、事業稼業においてーもー、再び復活を求
めるものと見えるからー、気を焦らぬように一心得てー、厳しく世話求めおくベーしー。
さて我々主人の年星においてーはー、当年の年はー、何事にも一差し支えはなけれどもー、差し支えはないと
は言いながらー、2 月の月－と一、5 月の月－ とー、8 月にH 月は、事業家におきおいてーもー、職場において
ーも一心得なければならない年とも見えるからー、大きく手を広げないようにー、ここにさ（2、3）年たてばー、
良き道がー、当面授かるものと見えるから、にさ（2、3）年の内はー、こそでも（？）世話求めおくベーしー。
次なる我々のオオヘラドオリにおいてーはー、2 月の月のー、十日後先においてーはー、当座の風邪が元なり
てー、首筋から関節の患いとも見えるからー、血の上がり下がりの変化のなきようにー、診察場には厳しく世話
求めおくベーしー。2 番目のヘラドオリにおいてーはー、3 月の末から4 月にかけーてー、人の事で苦労のある
月とも見えるからー、物事を、頼まれても、この年のまわりにおいてーはー、必ずー、遠慮（援助？）を求めた
ならばー、さて我々5 月6 月、7 月頃迄は、親戚に、安心事故（？）ものと見えおくーしー。我々－3 番目の女
の身の上においてーはー、6 月末においてー、イザ（居座）より北の方角に立ちおいてー、思いがけない、当座
のー、要件用向きが、元なりて苦労のある、月日ども見えるからー。我々オッシヤボトケにおいてーはー、それ
さえ心得たならば、氏子に変わりはない、イヤにも、変わりはないよに見えるどもー、春三月は火ばや（早）い
年の事なれば、乾燥がちの年の事なればー、心得てーきびしーく一慎みおくベーしー。
〔10:44  （19 '    56 ″）託宣終了。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう、八方固めて九もち
を整え…。…商売繁盛、…（数珠）アビラウンケンソワカ、アビラウンケンソワカ、…はいっ。
〔（10:45  (20'　28"  ）に終了〕
2.　分家のKさん
〔10:50 (00'     00 ″）祈願対象者の年齢を聞くo] （r64 だって、64、3 人だよ。3 人。男二人、おなご一人。））
［10:50  （00 '　44 ″ ）オシラサマの真言その他を唱える。］オンベーオンベーシラマンダーカーミニオンベーシ
ラマンダーオンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー－より二けんの三より四はらい五反
の巻物、六七さい ほう八方固めて九もちを整え十分…、一より二けんの三より四はらい 〔数珠入る。〕、五反の
巻物六七さいほう八方固めて、九もちを整え…（数珠。小声で何か唱える。聞き取り不能）。おほほほん。
〔10:51   （01 '　34″）託宣開始。〕こんにーちー( 今日）、この座一にーおいて、オシラボトケーと一称じおりオ
シラボトケを守りおくにーはー、正月16 日3 月16 日、さて-9 月の16 日、12 月の16 日においてーはー、悪
い日にちでも入れないようにーお互いがー、心得てー厳しく慎みおくベーしー。当年のオシラボトケの知らせに
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おいてーはー、はーるー（春）風－ と一見えおくしー、それに海においてーはー、高潮の一上がる年の事なれば、
心得て一厳しく世話求めおくベーしー。夏は日照りと言いながら一時どーきー、ライキー（雷気）と一見えおく
ーしー、丘は秋、夏から秋にかけてーはー、我々の見る所は海においてーもー、丘においてーもー、時化る年の
事なれば、充分注意を求めおくベーしー。
我々病名なるびょうめ（病名）においてーも、春三月は流行風邪、または一持病の再発のー、恐れなるから心
得てー、夏は一生水生食事のそのためにー、患いの恐れなるから心得てー、悪い日にちでも入（い）れないよう、
お互いが注意を求めおくベーしー。次なる我々のー、秋から冬にかけてーはー、感冒がちの風邪の、流行る年の
事なればー、かねての持病再発のなき所を、お互いは、やくすーかに（？）ようじ（養生？）を用いて、世話求
めおくベーしー。
次なる我々の当年のー、年においてーのー、畑作なる畑作においてーはー、当年の年においてーはー、さて春
三月は、あー、気候は別に変わりはないとは言いながらー、旧のつきひ（月日）の正月から、2 月にかけては、
にわか雪、または、寒さの深い年の事なればー、我々の見る所はー、田畑一当年の、畑作においてーはー、さて
土に一温度を用いてから、種下ろしを求めたならばー、穀物においても野菜においてーもー、穀取りがあるもの
と見えるからー、心得てー、世話求めおくベーしー。夏から秋にかけてーのー、豆小豆においてーはー、所によ
り種類を選ばなければならねども、我々の見る所は、ナカデ（中出）から、オクデ（晩生）を用いたならば一、
穀取りがあるものと見えおくーしー、麦小麦においてーはー、別にむやみな変わりはなけれども。 さて我々田作
において一はー、我々のイザ（居座）ばかりでなく当年はー、さて一雨がちな年の事なれば一、植え付けのその
時にかならーずー（必ず）、元肥で世話求めおくベーしー、追肥を用いたならばー、7 月、から8 月にかけーて
ー、雨のある年の事なれば、…癖の付く恐れなるから、何分田作においても畑作においてーもー、元肥で世話求
めおくベーしー。
さて我々浜漁なる浜漁においてーはー、当年は、磯草においてーはー、水の温度が定まらないそのためにー、
今の所はー、見る通りー、漁が定まらない年と見えるが一、さてこのー、旧正月から我々の、3 月4 月の初め迄
はー、我々の、ワカメにおいてーもー、海苔においてーもー、色が直りおくものとも見えるからー、寒さが長く
なればー、金高の上がる年－と一見えおくーしー。
我々網漁においてーはー、漁のあられる年ではありおくどもー、I 週間から十日は遅れるものと見えおくーし
ー。餌場においてーは、漁のあられる年とは言いながらー、当年は、餌場が沖と見えるし北沖なるから心得てー。
イカ漁においてーはー、春は三月むやみな変わりはなけれどもー、夏から秋冬にかけての冬至迄はー、漁のある
年と見えおくーしー。 さて我々の一近海縄においてーはー、オホンオホン、漁のある年とは見えながらー、年々
よりー、さてー、漁は一岸と見えるからー、心得て、沖過ぎないようにー、世話求めおくベーしー。北洋におい
て一もー、漁がありおくにはありおくがー、区域が狭まるものと見えるからー、違反のなきよに世話求めおくべ
ーしー。我々の当年の年におきてーのー、当年の年におきてーのー、さて近海縄においてーもー、南洋縄におい
てーもー、水のなぐ年の事なれば、年々よりは、漁はないものと見えれどもー、金高が上がる年と見えるからー、
心得て世話求めおくベーしー。豪州なる豪州においてーもー、漁のある年－と一見えるーしー。
次なる我々の一当年の一年のー、正月から12 ヶ月にかけてーのー、当年の年はー、3 月の月－とー、さて我
々4 月の月は、ホンメイになりおきてある（？）月なるが、6 月と9 月と12 月のこの月は一、普請造作縁組、
人寄せ何事も、慎まなければならない、年－と一見えおくーしー。我々当年の年においてーはー、ああさてホン
メイテキサツ（？）においてーはー、イザ（居座）よりー、西の方角とー、東の方角と、それからひがしきた（東
北）と、にしみなみ（西南）の方角はー、病門鬼門と、それから、当年は、こんじん（艮神？）の、回りおく方
角なればー、上は一切動かさないようにー、心得て世話求めおくベーしー。さて我々当年は、3 月過ぎ、4 月の
月においてーは一、当年は、職場稼業においてー、大きくー、職場が変るものと見えるからー、何分心得てー、
家内家族、または、数多皆様方の会話を求めて、職場は動かさないよに、心得て世話求めおくベーしー。6、7
月においてーはー、身近なものでー、思いがけない苦労のある年と見えおくーしー。我々当年の、8 月9 月は喜
びの、便りの入る月－と一見えおくーしー。10 月11 月の月においてーはー、別に一大きく変化はなけれどもー、
当年の年は、さて、送り別れは、5 月に10 月、11 月がー、我々の縁、イザ（居座）から縁付いた者なるがー、
かねての持病が元なりてー、送り別れとも見えるし、その他においてーはー、別にむやみな、変わりのない年と
見えおくーしー。
次なる我々のー、主人の身の上においてーはー、さてー、3 月九日の日にちにおいてーはー、イザ（居座）よ
り南の方角に立ちおいてー、人の事でー、苦労のある月と見えおくーしー。2番目の男の身の上においてーはー、8
月十日の日にちを厳しーく一、イザ（居座）より西の方角に、立ち退きに、職の中で、些細な事が元なりてー、
苦労のある月と見えおくーし一。さて、オオヘラドオリにおいてーはー、5 月七日八日の日にちにおいてー、急
にー、温度が上がる年の事なれば、持病が元となりおいてー、患いとも見えるが、その他においてーは、当年は、
半年黒星でー、夏から冬にかけてーはー、開く年の事なれば、物事は、順調にゆくものと見えるから、心得て、
厳しく一慎みーおくベーしー。
〔11:06  （16 '    50 ″）託宣終わる。〕一より二けんの三より四はらい、五反の巻物六七さいほう八方固めて九も
ちを整え。丘には交通安全、…商売繁盛…祈願を祈り奉る…。
[11:07  （17 '     20 " ）「月揃え」、「日揃え」。太鼓の伴奏。〕〔カネ〕正月は正観音、二月は貴船の大権現、三月
サカモトさんの大権現、四月はトオガミヤの大明神、五月は…〔カネ〕、六月住吉神社の大明神、七月…の大明
神、八月白山命婦大権現、九月熊野さんの大権現、十月‥・、十一月イザナギイザナミ（伊邪那岐伊邪那美）の…、
十二月I カネ〕…諏訪の大権現。‥・神々の、…恐れ一恐れー、…奉る。一日は一伊勢神明皇大神宮…奉るー。天
降らせ給えー、二日は…大明神、三日…大明神、四日は・‥、五日・‥、六日…、七日が…、〔カネ〕八日は…、九-
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日熊野一三社大権現、十日は塩竃六社の大明神、十一日シラカワ（白河？）大明神、十二日山の一神…、十三日
は…、〔カネ〕十四日は…、十五日ヤワター（八幡）八幡大菩薩、十六日…権現天降らせ給え、…十七日千手観
音、天降らせ給え、十八日正観音、天降らせ給え、十九日ばと（馬頭）観音、二十日は十一面観音、二十一日…
観音〔カネ〕、二十二日…観音、二十三日勢至観音、二十四日愛宕山大じぞ（地蔵）菩薩、天降らせ給え、二十
五日北野…、二十六日…、二十七日…二十八日…オオヤマツミ‥・、二十九日…、みそか（三十日）は〔カネ〕白
山命婦大権現、…神々の〔カネ〕、日の神、‥・365 ロ、…奉る。…陸前本吉郡唐桑町、大沢…火難盗難水難よ ‥
心得てー…。
〔H:12   （22'　10 ″ ）錫杖シヤラシャラ。唱え言。2 拍手。鈴をジヤラジャラと鳴らす。尚、ここで断っておく
が、この鈴は天井から吊り下げられた大型のもので、山形県庄内地方の巫女達が用いる手に持って振るものとは
異なる。〕オンペーオンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー、ノーマクサンマンダーマラ…コン
ガラニーセイタカ…クリカラー年の月日を守らせ給え…［2 拍手。鈴ジャラジャラ。］
〔H:13   （23'   00″）終了。〕
資料I －③　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のオシラサマアソバセ(2000 年4月20日・小鯖第2行政区のS・Y家）
2000 年4 月20  日午後にO ・S巫女の自宅で行なわれた2 件のうち、前半部であるS ・Y 家のオシラサマアソバ
セの詞章である。同家の「嫁」らしき女性が一人で来ており、同地区平磯の1・K さんも一緒に聞くo   I・K さんは
メモを取っており、これを後で久保の嫁に教える。以下、極めて音質が悪いので、聞き取れない部分が多々ある。
(14:06 （0'   00 ″）カネ、鈴ジャラジャラ。］オッホン、
〔カネI 回。太鼓始まる。太鼓で伴奏。〕そもーそーもー、高天が一原一にーかむ（神）づーまりーますすめら
がむつ（皇親）、カムロギカムロミ（神漏岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてーすめみおやーイザナギ（伊邪
那岐）のーおおがみ（大神：以下同様）筑紫の、ヒュウガ（日向）の橘の一オド（小戸）のーアワギ（阿波岐）
が原に一喫ぎ一祓いー、給いーし一時にー〔カネ〕なりまーせる〔カネ〕、ハラエード（祓戸）の一諸々のー、
まがごと（禍事）罪欄れをばー、祓い一給まい一清め一給うと一申す一事のーよし（由）〔カネ〕をー、天津一
神国津一神八百万の、かむ（神）達と一共に一聞こし一召せ 〔カネ〕と一申すー。そもそもその奉るには、オン
ベーオンペーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー 〔カネ〕、オンペーオンベーシラマンダー、カーミ
ニオンペーシラマンダー、オンベーオンペーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー［カネ］、オンペー
オンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダー。…ふう。
［14:08   （2'    00″）太鼓止む。口調変わる。〕はあ。本日において一陸前唐桑町大字、中井の…、当年70 、6 歳
なるー…、年明けて、気を（？）奉る。〔数珠の伴奏〕一より二けんの三より四はらい五反の、巻物六七さいほ
う八方固めて九もちを整え十分まつれば…。‥・給え。　ううううう。一より二けんの三より四はらい五反の巻物六
七さいほう、八方固めて九もちを整え十分まつれば…。12 ヶ月…子の年は、…大神宮寅の年は、…三の宮の大
神卯の年は、月読の一大神ヒサバの大神辰の一年は、愛宕大神巳の年は、ウラ（浦？）のー、大神ナカワラ（中
原？）の大神午の一年は、…サガシオの大神未の年は、アマテラス、スメ（天照皇）大神野猿の年はナマシオ、
コウズンノの命酉の年は、ヒコホホデミミ（日子穂穂手見）の一命戌の年は、ヒコホホニニギ（彦火火厦il蓼）
の命、亥の年はウガヤフキアワセズ（鵜葺草葺不合）の命を以て、…。一より二けんの三より四はらい五反の巻
物、六七さいほう八方固めて九もちを整え、十…。オホンオホン。
〔14:10  （4'     30″）託宣に入る。以下、伴奏なし。数珠が時折入る。〕ほんじ一つーう（本日）この座－におい
てー、オシラボトケーと称じおきオシラボトケの守りおくにーは一、正月16  日3 月16 日、9月16  0 12 月の、16
日においてーはー、悪い日にちでも入れないように、心得て一厳しーくー、慎みおくベーしー。当年の年のーオ
シラボトケの知らせにおいてーはー、当年の年はー、風にてきはきだ（？）厳しき年と見えおくべしー、さて夏
にて見えおいてーはー、当年は一気候が温暖な気候の事なればー、ライキー（雷気）と一見えおくーしー、秋か
ら冬にかけてーはー、海においてーもー、丘においてーもー、時化る年の事なれば、心得なければならない年と
見えおくーしー。当年の年においてーのー、我々のイザ（居座）においてーはー、普請造作、縁組聞こえてなり
おくがー、厳しーく一慎まなければならない年に一見えおくーしー。
さて我々の当年の年においてーはー、田作畑作においてーは一、別にむやみな変わりはなけれどもー、当年は、
畑作田作においてーはー、気候がふんだんなそのために、一週間なりしー、半月はー、遅れを求める年と見えお
くーしー。さて我々当年の、豆小豆におきてーはー、早生または、ナカデ（中出）を用いると見えしがー（？）、
オクデ（晩生）を求めたならば寒さの早い年の事なればー、穀取りがー、…と見えるからー、早生からナカデ（中
出）を用いおくベーしー。
我々浜漁なる浜の漁においてーもー、当年は、海においてーはー、潮の速い年で時化のある年なればー、岸漁
においてーはー、年々とは変わりはなく漁はあられる年ではありおくがー、長年では当年はー、岸漁はすぐ決ま
りなれど（？）、冬のー、4 月過ぎから、5 月にかけてーはー、心得てー、厳しく世話求めおくベーしー。磯草に
おいてーもー、別に変わりはなけれどもー、海苔において一もー、ワカメにおいてーもー、一時は水の変化のそ
のためにー、根－ぐさ（腐）りのーありおいたがー、他は別に変わりのない年と見えおくーしー。
次なる我々カツ（鰹）漁なるカツの、漁においてーはー、半年においてーはー、水のかんけ（関係）でこの3
月から、5 月末迄はー、餌不足の年と見えるからー、お互い心得て、厳しく世話求めおくベーしー。近海縄にお
いてーもー、漁のあられる年ではありおくがーあ、10 月の月はー、船の荒れる年の事なればー、出がけにはそ
の都度に、必ず月初めに、神参りまた…、称じおいて出すようにー、心得て世話求めおくベーしー。当年の年の
南洋縄においてーはー、竜巻の起こりやすい年の事なればー、この春三月においてーはー、本当に苦労をかけた-
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年ともさぞかし、おくーしー。さて、夏から秋にかけては南洋縄においてーはー、漁のあられる年－と一見えお
くしー。豪州においてはこの、我々の5 月迄は、寒さが深い、年と見えるが、逆に漁のある年とは見えるーが一、
潮の速さのそのためにー、怪我過ちとも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。北洋においてはー、1 週
間から十日は、遅れるものと見えおくーがー、その他においてーはー、別に変わりのない年－とも見えるーしー。
次なる我々のー、正月から12 月迄の間は、当年の、主人の年で、見える、…がー、八方ふさがりの年の事な
れば、ひやくしは（？）一生の年の事なるから心得てー。当の主人においてーはー、さて5 月の月の7 日の日に
ちを厳しーくー、当座の持病が元なりてー、関節の患いとも見えおくーしー。さて2 番目の男の身の上において
一はー、6 月の18 日にちを厳しーくー、イザ（居座）より南の方角にー、頼まれてー、団体の中でー、物なく
すとも見えおくーしー。3 番目の男の身の上においてーは、我々は、変わりのない、年の事にも見えるーがー、
なかなか思うようにー、職場が、…でない年とも見えるからー、この秋から来春にかけてー、この身の上に喜び
事と見えおくべしー。さて4 番目の男の身の上においてーはー、さてこの6 月－、7 月は、気候の変化のそのた
めに一、生水生食事で患いとも見えるから一、必ず生水生食事は、取らせないようにー、心得て世話求めおくべ
ーしー。
さて我々オオヘラドオリにおいてーはー、さて当年の、4 月の月の二十日後先においてーはー、当年は、一時
一体を、傷付くものと見えるからー、何分4 月一杯はー、診察場に、養生つとめて世話求めおくベーしー。2 番
目のヘラドオリにおいてーは、6 月の一十日後先においてー、イザ（居座）より北の方角でー、思いかけない相
手がある事なるが、交通の上でー、過ち事と見えおくーしー。3 番目のヘラドオ引こおいてーはー、別に変わり
はなけれどもー。よ（四）番目のヘラドオリにおいてーはー、8 月からー、9 月にかけーてー、イザ（居座）よ
り北の方角にー、相手に誘われ、友達同士の怪我過ちとも見えるからー、心得て世話求めおくべし我々のー、オ
シラボトケとなりおいて、家内家族においてーはー、当年の年は半年黒年で、半年開く年の事なればー、物事は、
充分注意を求めおくベーしー。
次なる我々の当年は、…と、今月と、3 月の月－とー、6 月の月と― 9月に12 月においてーはー、普請造作に
おいても、ほんや（本家？）のうまや （厩？）の土においてーもー、動かさないよに心得て世話求めおくベーし
一。当年の年はー、ふけき（不景気）な世の中とは言いながら一、物価の定まらないそのためにー、この年一年
はー、精神的の苦労のある年とも見えるがー、我々は氏子に変わりのないように、シンルイ縁者に変わりのない
ように守るどもー。さて4 月過ぎと5 月においてーは、これ我々に、縁組なるが見える、50 から60 あとさき（後
先）において、首先から脳の、患いとも見えるからー、それが元となりおいてー、さて一我々は送り別れと見え
るし。さて5 月6 月は縁談のためにー、喜び事とも見えるからー、良く見聞きを求めて、世話求めおくベーしー。8
月9 月においてーは一、沖浜でー、潮のあられる年と見えるから一、風になるから心得てー。11  月12 月におい
てーもー、…旅他国の事なるが、身内の中で、苦労のある月と見えおくーしa さて当年はー、風の激しい年の
事なればー、火の元には充分注意を求めおくベーしー。それさえ、心得たならばー、我々は、春三月は、必ず、
浦浜に変わりのなきようにー、夏は生水生食事に一、注意を求めて守りおくー。秋から冬にかけてーはー、当座
の病のはやらぬように、相守りおくから、不信心、不信仰にはなしおかないようにー、きびーしー－く（厳しく）、
尽くしーおくベーしー。
〔14:26  （20 '    55 ″）数珠の伴奏。〕一より一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう八方、固め
て九もちを整え十分まつれば…。（一回で終り。）
〔14:27  （21 '　05 ″ ）「月揃え」、「日揃え」。太鼓で伴奏、時折カネが入る。極めて聞き取りにくい。〕そもそー
も一正月は、正観音、…二月は貴船の大権現、三月サカモトさんの大権現、四月は…の大明神 〔カネ〕、五月は
…、六月住吉神社の大明神、七月…の大明神、八月白山命婦大〔カネ〕権現、九月熊野さんの大権現、＋月…、
十一月イザナギイザナミ（伊邪那岐伊邪那美）の 〔カネ〕・‥、十二月…八幡大権現。一日は一伊勢神明皇大神宮
奉るー。天降らせ給えー、…守りー、二日は…大明神〔カネ〕、三日…大明神、四日は…大明神、五日…〔カネ〕、
六日…、七日…、八日は薬師… 〔カネ〕、九日熊野一三社大権現、十日は塩竃六社の大明神十一日〔カネ〕シラ
カワ（白河？）〔カネ〕大明神、十二日…、十三日…八幡宮…、十四日は… 〔カネ〕、十五日…八幡大菩薩、十
六日…、十七日千手観音、十八日正観音〔カネ〕、十九日ばと（馬頭）観音、二十日は十一面観音 〔カネ〕、二
十一日…観音、二十二日魚藍〔カネ〕観音、二十三日勢至観音、二十四日〔カネ〕愛宕山大じぞ（地蔵）菩薩－、
天降らせ給えて、… 〔カネ〕… 〔カネ〕、二十五日…、二十六日…、二十七日…二十八日オオヤマツミ（大山津
見）〔カネ〕の神、…天降らせ給えー、二十九日せんげん（浅間）・‥、みそか（三十日）は白山命婦大権現、‥・
白山…〔カネ〕… 〔カネ〕…〔カネ〕…366 日… 〔カネ〕、奉る一所、陸前唐桑町大字一中井－[ カネ〕…〔ヵ
ネ〕病気災難…。
[14:32  (26 '    18″）太鼓止む。小声で何か唱えているが、聞き取れず。〕…変わりなきように、相守らせ給え
・・・、〔鈴ジャラジャラ〕、…成就相守らせ給－えー。〔2拍手〕
〔一同2 拍手。14:32  （26'　55 ″）に終了。〕はい、分かった？
［クライアントとの対話。］これ、ご飯さ入れて、食べる。
〔以下、オシラサンの扱いに関する説明。オシラサンにかぶせる赤い布と、お札、米袋、御神酒、蝋燭を渡す。O・S
巫女のオシラサンにあげてあった饅頭を我々全員に配る。〕
資料I －④　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のオシラサマアソバセ（2000年4月20日・小鯖第1行政区のトT 家を大本
家とする同族によるもの）
資料I －③に示したオシラサマアソバセに引き続いて行なわれた、小鯖第1 行政区平磯のI・T 家を大本家とす
る同族のオシラサマアソバセである。
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〔14:35位に参加者の入れ替え。準備、世間話。かなり長い。オシラサンについての話題もあった。〕
〔15:03   （00 '　00 ″ ）カネ、もう1 回カネ。小さな声で唱えごと。］オホン。［カネ］。そーもーそーもー 〔太鼓
始まる。さっきの祝詞よりもテンポがかなり速いい 、〔カネ3 …（極めて聞き取りにくい。おそらく 「そも一そ
もー、高天が原に一かむ（神）づーまりますすめらがむつ（皇親）カムロギカムロミ（神漏岐神漏美）のーみこ
と（命）を持ちて一」と唱えているのであろう。）すめみおやーイザナギ（伊邪那岐）の一大神筑紫のヒュウガ
（日向）の橘の一オド（小戸）のー、アワギ（阿波岐）が原に一襖ぎー祓いー〔カネ〕・‥、ハラエード（祓戸）
のー諸々のーまがごと（禍事）罪儲れーをば一祓い一〔カネ〕給いー、清め一給うと一申す一事のーよし（由）
を一天津一神国津一神 〔カネ〕、八百万の神達と一共に一聞こし一召せとー、〔カネ〕かしこみかしこみ敬って
ー申すー、そもそも、〔カネ〕、…。
〔15:04  （01 '　50 ″）カネ止む。何か唱えているが、聞き取れない。数珠の伴奏。〕…。
〔15:05  （02  '    30 ″）呪文と真言。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物、六七さいほう八方固めて九も
ちを整え十分まつれば三より、四はらい五反の巻物六七さいほう八方固めて、九もちを整え十分まつれば、…。
オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンペエシラマンダー、オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオ
ンペエシラマンダー、オンベーオンペー、シラマンダー、カーミニオンペエシラマンダー。－ より…八方固めて、
〔小声で唱え言。聞き取れない。しばし静寂。 15:07 （04'　00"  ）に発言。］焼かれたオシラサマが来てっから、
そのお祈りすっから。ちょっと待ってね。〔錫杖の音で伴奏。唱えごと。聞き取れない。「宗教争いしたのが…、」
というような事も話している。〕
〔15:07  （04'　46"  ）〕ふっ、ふっ。〔さらに何か話している。数珠をする音。〕
〔15:08  （05 ′34 ″）「般若心経」唱えるが、冒頭以外は殆ど聞き取れず。やや早い太鼓で伴奏、時折カネを叩
く。〕マカーハンニャーハラミタシンギョー（摩詞般若波羅密多心経）〔カネ〕…。
〔15:10  （0フ'    12 ″ ）に終り、「オホン、オホン」、何か唱える。数珠。〕－より二けんの…六七さいほう八方固
めて、…カーミニオンベエシラマンダー、オンペーオンベーシラマンダー、〔間〕はいっ。
〔15:10 （07  '    35 ″）託宣に入る。伴奏は数珠。〕ほんじ一つ一（本日）この座一にーおいてーえ、オシラボト
ケーと一称ずる、オシラボトケを、守りおくにーはー、正n 16 日3 月16 日、9 月16 日12 月の、16 日において
ーはー、悪い日にちでも入れないように、お互いが、心得て一世話求めておくベーしー。当年のオシラボトケの
知らせにおいてーはー、春三月は、もの皆、変わりがなけれども、夏から秋にかけてーはー当年は、海において
ーも一、丘においてーもー、ふんだんな気候の事なればー、物事は充分注意を求めおくベーしー。
さて我々当年の、病名なる病名においてーはー、春三月は流行風邪、または、持病の再発のー、恐れあるから
心得てー、夏は生水生食事のそのために、幼き者においてーはー、年高さまの身の上においてーはー、胸からお
腹の患い事と、見えおく一しー。秋から冬にかけてーはー、流行やまい（病）と見えるが中にーもー、首筋から
脳の内の、中において、吹き出物のある年とも見えるからー、当座の血圧、当座の病と思わず、患いまたは、病
気をするその時は一、しかるべき所で診察は、求めおくベーし一。
次なる我々の、当年の年においてーはー、当年の、我々のー、浜漁なるから心得てー、磯草においてーも、当
年は、こりょう（小漁）においてーも、水のなぐ年の事なればー、出はい（入）りはのその時は、必ず足下にー、
注意を求めおくベーしo 当年のーこの網漁においてーはー、1週間から十日は、遅れるものと見えおくーしー。
さて我々、当年の、カツ（鰹）漁なるカツの漁においてーはー、当年は、この3 月から、6 月迄は、漁はある
にはありおけど、何かの水の変化のそのために、餌不足の年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。
北洋においては漁のあられる年ではありおくが、区域が定まりてーえある年の事なればー、必ず油断のないよう
に一、区域は必ず守りおくベーしー。さて我々当年の年において一のー、当年の年においてーのー、近海縄にお
いてーはー、漁のあられる年ではありおくがー、6 月から、7 月にかけ一てー、沖潮さむりょう（？）に、沖潮
しおいたならばー、竜巻または怪我の多い年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。秋から冬にかけ
てーはー、金高の上がる年とも見えるからー、お互いがー、連絡を求め、世話を求めおくベーし0 次なる我々
南洋縄においてーはー、当年はー、当年はー、さて春から夏は、別にむやみな変わりはなけれども、秋から冬に
かけてーは、海の水のなぐ年の事なればー、南洋縄とは言いながらー、時々時化る年とも見えるからー、心得て
世話求めおくベーしー。豪州においてーはー、寒さの深い年の事なればー、当年は5 月から6 月迄はー、お互い
心得て、世話求めおくベーしー。
次なる我々の当年の、田作畑作においてーはー、水の変化のそのためにー、追肥を用いないように一、追肥を
求めたならば、癖の付く恐れなるから心得てー、田作は元、元肥で一世話求めおくベーしー。さて畑作なる畑作
においてーはー、当年の年においては春の内においてーはー、時折、まだにわか雪、また冷たく、さて雨の降る
時期の事なればー、心得て一世話求めおくベーしー。豆小豆においてーはー、所により種類を、選ばなければな
らないがー、我々オッシャボトケの知らせにおいてーはー、ナカデ（中出）を用いたならば、穀取りのある年と、
見えおくーしー。さて我々の、秋から、冬にかけてのねん（年）越しは一、…での作物は、寒さの早い、年とも
見えるがー、春は長く、夏短く、秋早い年なればー、種下ろしは手早く世話を求めおくベーしー、苗…は手早く、
世話を求めおくベーしー。
次なる、12 ヶ月の月日においてーはー、正月2 月－3 月迄は、変わりはなけれども、4 月の月から5 月にかけ
一てー、思いがけない浦浜にー、潮の関係で怪我過ちとも見えるが、その節には必ず、通りの…に、または部落
においてー、火の玉と、現れて心得るべしー（反応あり。）、相守りおくから心得て一世話求めおくベーしー。
さて我々のー、6 月7 月の月は、旅から商人が、入る時期の事なればー、それは、心得なければならないのー、
今からにさ（2、3）年前の時節とは事違い、物価が、上がり下がりのそのためにー、我々部落ばかりでなく、不
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景気のそのためにー、旅から商人が入るからー、一人占めはもつでないように一、お互い隣近所を誘い求めー、
来たにん（人）の、住所と、会社名をば、必ず控えを取るようにー、心得て世話求めおくベーしー。8 月から9
月にかけては、我々浦浜なるから心得て一、旅からの目の前の、子供においてー、さてH 、2 から、5、6 にか
けてー、さて、足を滑らし、怪我とも見えるからー、必ずー、注意を、求めおくベーしー。さてー、9 月10 月
は、部落こぞんでも喜び事とも見えおくーしー（反応あり= ）、10 月11 月は、病気と言いながら、かねての持病
の再発かー、元となりおきてー、胸からお腹の患いとも見えるからー、これがほんのり姿と見えるからー、心得
て、守りおくベーしー（反応あり。）、12 月の月においては50 、5、6 の身の上なるが、男の身の上なるがー、油
断が元なりてー、怪我過ちとも見えるからー、必ずー、―人立ちでは旅は続けないようにー、相手の手を取りて
一、世話求めおくベーしー。
さてそれさえ求めたなら、部落にや変わりはなけれどもー、我々主人のエガラ（家柄？大本家の事か？）にお
いてーはー、4 月の月－とー、フ月の月－とー、10 月の月には、普請造作においてーは、縁組においてーはー、
商売稼業においてーも一、心得なければならないのは、商人は、さて、取引のそのためにー、苦労のある月と見
えるからー。さて我々の、あとはカガミ（？）の、身の上においてーは一、8 月9 日の日にちを厳しーくー、イ
ザ（居座）より南の方角に一、立ちおいて物なくすとも見えおくしー。オオヘラドオリにおいて一はー、この我
々の、5 月の月末から6 月の、急に気候が変わるそのためにー、患いとも見えるから、当座の、風邪とーはー、
患いとは思わずにー、厳しく世話求めおくベーしー（反応。）。 さて我々女の身の上にーおいてーはー、10 月の
月においてーはー、是非是非北の方角に、出掛けなければならない、月日が見えるからー、その節には、身のか
（代）わりを必ず念じおく、世話求めおいたならば、変わりのない年と、見えおくーしー。
次なるイチシンルイにおいてーはー、正月2 月の春三月においてーはー、変わりはなけれどもこの3 月末から、4
月にかけては、主人の身の上がー、当座の風が元なりてー、関節の患いとも見えるから一、それから我々の当年
の、5 月6 月、フ月迄は一、当年の年はー、縁者の中では変わりはなけれども、身内の中で、持病再発で、送り
別れが見えるし。その他においては、必ず必ず、心得なければならないのが、5 月と8 月と－12 月においてー、
余所から突然要件見えおくーしー、立ち退かなければならないのとも見えるから、その節には必ず、権利を求め
て立ち退かなければ、立ち退いたならばー、人のために、苦労のある月と見えるから心得て、それさえ心得れば
変わりのない、年とーも一見えおくしー。
さてニーシンルイにおいてーはー、当年の半年はー、開く年でー、半年は黒年、年なるから心得てー、何分－、
何かの事業稼業とか、全ての用事の、用事を求めるその時はー、改めて周囲－から世話求めおくベーしー。我々
が、見る所は、5 月6 月は一、家族の余所から喜び事見えるからー、一度に喜ばないで、良く時間をかけてから
世話求めおくベーしー。9 月10 月の月には、当年の年はー、よその船玉でー、思いがけない、過ちの連絡、聞
く恐れなるから心得てー、人事とは思わずにー、浦浜の厳しき年と見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。3
番目のシンルイにおいてーはー、当年はー、秋から冬は、黒年の年なるが、心得てー、必ずや、気を焦らずにー、
物事を世話求めおくベーしー。普請造作、縁組、人寄せにおいて一はー、差し支えのない年と見えるからー、心
得て世話求めおくベーしー。
さて、我々の、…（次なる？あるいは3 番目の？）シンルイにおいてーはー、8 月9 月は旅にん（人？）で、
苦労のある月とは見えるから一、その節には、イザ（居座）は親しく、ほで（？）、遠い縁の仲だと思わずに、
我どなたでも喜ばすから隣近所をさしおき、世話を求めおいたならばー、取引においてーもー、変わりのない年
と見えおくーしー。
4 番目のシンルイにおいてーはー、さてこの3 月末から4 月にかけてー、身近なものなるが、物なくし事とも
見えるが、それが、気を焦らずに、人と人とも、触れあいでー、物なくしとも見えるからー（反応あり）、心得
て世話求めおくベーし―。7 、8 月はー、思いがけない余所から、喜び事とも見えるーしー、8 月9 月は人のため
にー、苦労のある月とも見えるから、心得て、心を落ち着けて一、女の口出しが元となりおいてー、家族で悩む、
苦しみの、ある年と見えるからー（反応あり）、必ず言葉は控えて世話求めおくベーしー。
次なるエンルイ、シンルイにおいてーはー、当年は普請造作においてーもー、縁組みにおいてーもー、土用で
なければ差支えない年とも見えるからー、中でも5 月半ばにおいてーは一、家内家庭内の、誰やどなたと指すで
はなけれどもー、誤解が元ともなりおきてー、患いごとと見えるから、遅れをとらないようにー、持病再発の…
（「変わりないように守って下さい。」）、心得て世話求めおくべし。
我々オシラボトケとなりおいて、個人の身の上では、長い月日、…出掛けられたり、さて物事に…、…なら当
年の年はー、家内家族のシンルイはー、元となりおき再び、部落のオシラボトケとなりおいてー、先祖を導き、
または、浦浜においても、…においても、変わりのなきよに、守り神となりおいた事を、我々ながら、喜んでな
られるが一、春三月は、当年は、さて風の激しい年の事、時化のある年の事なればー、火の元には充分注意を求
めおくベーし一。我々はいつも、当年は、オシラ、オシラ権現となりおいてー、一つはりょうがみ（漁神）、一
つは…神となり、一つは漁神ともなりおいてー、浦浜に、事故災害のなきように、縁者エドシ（？）の身の上に、
廻りおいて相守りおくから心得てー、厳しーくー、厳しーくー…。
〔15:35   （32 ′48 ″）託宣終り。この辺りでオシラサンを押さえて、数珠を机に載せる。]一より二けんの三よ
り四はらい五反の巻物六七。オホンオホン、さいほう八方固めて九もちをととのえ十分まつれば…。…給え、災
いのあるときには、見に代えて、相知らせよー…。
〔15:36  （33'　28 ″）カネI〔目。〕そもーそもー、奉るー。・・・ ［太鼓伴奏、時折カネ。「オシラ祭文」か？全く聞
き取れない。15:38  （35 '    00 ″）にテープを裏返し、B 面へ。この辺りは全く聞き取れない。r十六の…」と言
っている。終盤で少しテンポが落ちる。〕・‥火難病難なき事に…。
〔15:41   （38 '     10″）錫杖ジャラジャラ、唱え言。］…商売稼業に、…なきように、…いやさかいやさかいやさ
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か・‥給えー。〔2 拍手〕オンベーシラマンダー、カーミニオンペエシラマンダー、オンベーオンベーシラマンダ
ー、カーミニオンペエシラマンダー、オンペーオンベーシラマンダー、カーミニオンペエシラマンダー－。
〔15:42   (39'　00″）鈴ジャラジャラ。〕（クライアント「どうもお。」）分かりましたか？
（「はいはい、分かりました。」）
〔以後、古いオシラサンについての談話。〕
資料I －⑤　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のカミサマアソバセ（1995年1月13日・松圃地区鴨木）1995
年1 月13 日午前に0 ・S巫女の自宅で行なわれた同集落のカミサマアソバセの詞章である。
[9:20  （00 '    00 ″）m.竹を使 うジリジリとい う音が続く。ジャラジャラと鈴の音。会話あり。 クライアントの
筆者に対する「ここの神様、ポンドにいい神様だから。」とい う声が聞こえる。 世間話が続く。以下、O・S 巫女
の筆者への発言。〕あのね、あんたね、最初拝むのがね、部落の罪臓れさ、そいつをよけ祓いするわけだ。そし
て、あのお、去年の分をよけ祓いして、今年から、1 年、いいように、何事もねえようにね、幸福な年でありま
すようにって願掛けねえと、生きてる限り大なり小なり苦労があるわけだけどもさ、それをよけ祓い、この方々
が1 年中の年を迎えに来てるわけだ。ね、そいだから、聞いてれば分かるから、テープとらばとってもいいよ。
〔9:25  （5 '    45 秒）開始。カネ1 回。太鼓も入る。以下、太鼓は伴奏として常に叩かれている。〕…そもー[ カ
ネ〕そ-  [カネ］もー、高天が原にーかむ（神）づーまります、すめらがむつ（皇親）カムロギカムロミ（神漏
岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてーすめみおやー、イザナギ（伊邪那岐）のーおおかみ（大神）－、筑紫の
ヒュウガ（日向）の橘のオド（オド）のーアワギ（阿波岐）が原に一襖ぎ一祓いー〔カネ〕、給いし時に、なり
まーせる、ハラエード（祓戸）の諸々のーまがごと（禍事）、罪稔れをば一祓い一給い一清め一給うーと申すー
［カネ］事の、よしを一天津一神国津一神、八百万のかむ（神）達とともに、聞こし一召せと一申すー。そもそ
も掛けまくも、オホオホン、かしこみ大日本の〔カネ〕…、守らせたまえ十二の宮のおおがみ（大神:以下同様）C
カネ］子の年は、日吉一二の宮の大神丑の年は、‥・大津一大明神寅の年は、日吉一三の宮の一大神、卯の年は
ツキョミ（月読）の一大神イサワの一大神辰の年は、愛宕一大神、巳の年は…の大神ナカワラ（中原 ？）の一大
神午の年は、玉姫の一大神未の年は、アマテラスースメ（天照皇）大神野猿の年は ・ー‥〔カネ〕コウズンノの命
酉の年はヒコホホデミミ（日子穂穂手見）の命、戌の年はヒコホホニニギ（彦火火厦邁鉢）の命一、亥の年はウ
ガヤフキアワセズ（鵜葺草葺不合）の一命を以てー、オホン〔カネ〕、時平成7 年－、正月13 日ただ今…所は、
本年宮城県本吉郡唐桑町、大字一松圃一にーおいてー…、〔カネ〕鴨木一部落－…、当年祈願を果す一所は、18
軒そのヤー（家）その門出の水を、…守らせ給えー、当年の〔カネ〕、78歳なるお年男を以て、シンメイ（神明？）
神社…奉るー。心の緩む一事なく気の緩む一事なく 〔カネ〕、心一慎ましくー、当年の、年を守らせ一給え一。
〔太鼓、終わる。〕オホホン。
〔9:30 （o'　10 ″ ）口調が変わる。テンポは速い。数珠の伴奏。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六
七さいほう、八方固めて九もちを整え＋分まっればりょうあざもありー－。
〔口調また変わる。今度は歌になる。 ゆっくりで、比較的聞き取りやすい。〕あらーだーまーやー、年の一始め
一のー、年おーとーこー（男）、祝いてー、まい（参）りー、たーまのー、ふくみーずー、ついでーえーいーる。
きーみー（君）はー、都－のー、わーかーのーこしみーのー、わーき一にー、よしうーえーてー。なによーしー、
かによーしーい、ぎょうじはーよ一－おーしーい。うぐーいーすー（鶯）はー、船のーこづくに一、巣を掛－け
てー、あなたーの一小枝一に飛び う一一つ一一り一（移）りー、こなたのーお小枝に飛びう一つ一（移）るー。
きよ一－おー（今日）来－る黄金－来－ るー。じょうたーなーあはんじょう（繁盛）とー、だいたーなーあはん
じょう（繁盛）と、さやずる一こい（声）こそー、みーみー（耳）に一聞こえーしー、めでたーあーさーあーや
ー。いーのーち一い（命）長いーのー、ひやくをもおってえ、くめどーもー、もれどーもー、はかれーえーどー
もー。オホン、オッホホン。月日－のーお、いくにーや、このくーうーら-  （倉）はー、くまーんくーせーんー
（幾万幾千？）のーだ一びーてー、さーむーろー （？）このくーら（倉）のー。四一つーの隅にーはー、つーる
ー（鶴）とー、亀とーがー、座りーまーすーう。つ一る一（鶴）は一千ねーんー（年）、かーめー（亀）は一万
おう（?) と一、さやずーるー、こい（声）こーそー、みーみー（耳）に一聞こえ一しー、目出たーあーさーやo
出羽のーおてまーを一、見立－てーまつれーばー、しろとーりー（白鳥）千びーきー（匹）、打ちそーろ
ーおーえー（揃え）。声を一揃えーてー、ちーよー（千代）にーい、やちよ一（八千代）と一、さやずーる一声
こーそー、みーみー（耳）に一聞こえーしー、おもしーろー（面白）やー。うまやー（厩）のー、う一ちーをー、
めーたーてーまっれーばー、子馬－をー、三十一、三匹、あーきーのーお糸にーてー、つながーりーいー（繋が
り）だーりーやー、五色の一糸にーてー、神まーかーせーえ。かーら一にー、寵をしょうしー（? ）、じゅうわ
り一、こめたーらー、しめ（姫？）をーおーま一つー。一の枝にーは一、銭がーなある。ニーの一枝にーはー、
金がーあーなーあーるー。三の枝にーはー、よね（米）がーあーなーるーう。
〔9:36 （16'　30 ″ ）数珠が入る。唱え言が変わる。 口調が速くなって、聞き取りにくい。〕天一降らせ給え一正
月は正観音天降らせ給え、二月は貴船の大権現天降らせ給え三月サカモトさんの大権現天降らせ給え、四月はト
オカミヤノの大明神天降らせ給え五月は、ハノカミヤマ天降らせ給え六が一つ（月）は住吉摂社の大明神 天降ら
せ給えー、七月摂社の大明神天降らせ給えー、八月白山命婦一大権現天降らせ給えーえ、九月熊野三社大権現天
降らせ給え、十月トオトオカギヤの大明神、天降らせ給え十一月イザナギイザナミー（伊邪那岐伊邪那美）のミ
゜―トー（命）天降らせ給え、十二月、バンジカシワの大権現、総じて、78 歳なるお年男を以て、18 げん、そ
のヤ（家）その門出の水を、守らせ給－えー。はいっ。
［9:37  （17'　53 ″ ）一旦数珠が止む。託宣に入る。伴奏は数珠。〕こんにーちー（今日）この座においてー、と
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一しー（歳）神と称じおりとーしー（歳）神の一守りおくにーはー、正月3 がん日5 がん日、7 がん日その間の
内－はー、百日でもならさないようにー、家内、健全な心でも持たないように一、また一部落にー、悪い日にち
でも入れないようにー、心得て、厳しく慎みおくベーしー。当年のとーしー（歳）神の知らせにおいてーはー、
当年の年においてーはー、はーるー（春）風－と一見えーおくーしー、2 月3 月迄は、雪があるものーと一見え
おくーしー。そのうち我々の一夏においてーはー、日照りと言いながらー、時々ライキー（雷気）と見えおくー
しー。秋においてーはー、海においても丘においてーもー、秋から冬にかけては、竜巻または、はーさて高潮の
一、恐れなるから心得てー、春は長く夏短く秋早い年の事なればー、物事には、充分注意を求めおくベーしー。
さて、我々の当年の、病名なるびょうめ（病名）においてーもー、春三月は、流行風邪またはー、持病の再発
の恐れなるから、心得てー、厳しく世話求めおくベーしー。夏においては、なんかの水の変化のそのためにー、
疫痢や何かが起こるものとも見えるからー、年は重ねた身の上にも、幼きものにも、生水は与えないように、も
し世話求めるその時はー、熱湯にしおいて湯冷ましで、与えたならば、変わりのない年と見えおくべしがー。秋
から冬にかけてーはー、秋のー、秋から冬の境においてーは一、病名の、ない病の流行る年とこ見えるが、頭痛
が元となりおいてー、首すじから脳の内の患いとも見えるからー、お互い心得て一、厳しく世話求めおくベーし
一
次なーるー、我々当年の年においてーはー、普請造作縁組人寄せ何事もー、差し支えはなけれども差し支えが
ないとは言いながらー。イザ（居座）よりも、にしきた（西北）の間の方角とー、ひがしきた（東北）の間の方
角をば心得てー、ホンメイテキサツ（？）の事なれば、ひがしきた（東北）の、あい、間の方角と、にしみなみ
（西南）の間の方角はー、ワカメにおいても植木においてーもー、心得て、厳しく一世話を求めおくベーしー。
そのうち我々の月日においてーはー、我々月日においてーはー、さて、五穀（？）の中央何とするなれでありお
いてもー、トウオウ（？）の年においてーはー、八方ふさがりの年の事なればあ、この方角に、世話求めた年と
しをば、何事にも心得て、畑で一普請造作、縁組求めるその時は一、そのイヤ（家）の年でー、よく見聞きを求
めて調べてからー、世話を求めおくベーしー。慎まなければならない月においてーはー、正月の月－ とー、4 月
の月一とー、7 月に、その10 月の月をば、何事にも使わぬように、心得て一世話求めおくベーしー。
次なーるー、我々の一当年の、田作－なる田作においてーはー、さて我々は、2 月3 月、4 月の初め迄はーあ、
雪または、霜さで当年はー、しばれる年の事なれば、田作は年々より、1 週間から二十日は遅れるものと見える
からー、…の植え付けのその節は、たあ、必ず元肥で世話求めおくベーしーい。追肥を用いたならば、若返ると
共に、癖の付く恐れなるから心得てー。 さて我々畑作においてーはー、当年は麦小麦においては変わりはなけれ
ども、変わりはないとは言いながらー、元枯れの恐れなるから心得てー。次なる我々はるだけ（春畑？）におい
て一は一、春の種下ろしにおいてーもー、4 月の月の十日過ぎにならなければ、本当の、土に温度にない ものと
見えるからー、土に温度を加えてから、種下ろしを求めたならば、穀取りのある年と見えおくーしー。豆小豆に
おいてーはー、当年の年は、ナカデ（中出）－とー、見えおくーしー。…所によりワセ（早生）を用いなければ
ならねどもー、オクデ（晩生）を用いたならば我々の一、7、8 月がーあめっき（雨月）の事なればー、さて癖
のはえる（？）月とも見えるからー、さて我々はナカデをもちおいて探す年と見えおくーしー。さて秋なる秋に
おいてーは一、手早く世話求めなければならない年と見えるからあ、何しろ春は長くー、夏短く、秋早い年の事
なれば、田作においてーもー、畑作においてーもー、充分心得て世話求めおくベーし一。
次なる我々の浜漁なる浜漁においてーもー、当年の年は、正月から、2 月初め迄は、水の温度が定まらないそ
のためにー、海苔においてーもー、磯草においてーもー、根数は付いてはありおけども、伸びが悪いものとも見
えるからー、旧正月我々の、2月、3 月になれば、冷たい雪水ともなりおいて、磯草が伸びるものと見えるから、
気を焦らぬようにー、心得て世話求めおくベーしー。我々壷網と縄においてーのー、岸漁においてーはー、漁の
あられる年ではありおくがー、潮の速い年の事なるしい、些細な事でー、高潮の上がる年の事なれば、海の水の
なぐ年とも見えるからー、心得て世話求めおくペーしー。北洋においてーはー、別にむやみな変わりはなけれど
も、変わりはないとは言いながら、期間が短いものとも見えるし、それに区域の、狭まる年の事なればー、必ず
違反のないようにー、我々は守りおけども、もし逃れがたないその時はー、むらがらし（群烏）と騒がしおくか
ら心得て、注意を求めおくベーしー。カツ（鰹）漁なるカツ漁においてーもー、3、4 月迄は、餌不足な年とも
見えるから、2 月から8 月にかけては、カツ漁が、あるものと見えるから、心得て世話求めおくベーしー。近海
縄においては当年は、春三月は竜巻－またはーあ、潮の速いそのためにー、思わしくない年とも見えるし、尚怪
我過ちの、多い一年の事なれば、心得て世話求めおくベーしー。南洋縄においては漁のあられる年ではありおく
がー、8 月9 月においてはー、なんかの物価のそのためにー、さて当年は安い、…節とも見えるから。次なる、
我々の豪州なる豪州においてーはー、漁のあられる年と見えるから、心得て一世話求めおくベーしー。漁はあり
おけども、我々の見る所は当年の年は、5 －6 月迄はーあ、寒さが深い年の事なれば、豪州は、苦労のある月と
見えるから、年々とは事違い当年は、水のなぐ年の事なれば、出船入り船のその時には、かならーずー（必ず）
産土権現大明神とー、月参りや、刻参りはもちて（用いて）おくベーしー。
次なる我々の当年は、とら、さて事業においてーもー、表稼業においてーもー、勤め先においてーもー、さて6 、7
月迄は物価が思うようにー、定まらないそのために、各家庭に響きはー、大きくあるものと見えるからー、心得
てー、世話を求めおくベーし。我々白山命婦大権現とは、なりおき一年々－、正月は歳徳神と身を変えて、5 月
は田の神と身を変え、変えてーさてや8 月は、命日直りと年に3 度－、氏子に変わりのないようにー、部落に変
わりのないように、相守りおける一中でも当年は、正月、2 月は変わりはなけれどもー、3 月の初めにおいては、
高潮のある年と見えおくーしー。4 月、5 月は、就職のために苦労のある月と見えおくーすー。7、8 月において
はー、高潮のある年とも見えるから、お互い警戒を求めて世話求めおくベーしー。8 月－9 月の月においてーは
ー、漁の上で一喜び事等見えおくーすー。10 月11  月12 月は、縁談でー、喜び事とも見えるから、恋仲でもあ
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るその節には、必ず住所一等良くー、その人の、気心は良くも良くも調べてから、縁結びを用いおくベーしー。
さて我々の当年は、春三月は火ばや（早）い年とも見えるから、乾燥がちな年の事なれば、火の元に充分注意
を求めおくベーしー。中にーは－3 月二十日の日を厳しーくー、3 月二十日においてーはー、思いがけない車の
上で一え怪我や過ちとも見えるから、地面のー、さて凍るの年の事なれば、秋の、うん、春の事なれば、気の油
断のないように一心得て世話求めおくベーし―。7 月の月の24 日5 日の日においてーはー、旅の船玉で、思い
がけない機会が元となりおいてー、さて、むげっき事（？）と見えおくず。10  月のつきすえ（月末）において
ーはー、我々部落でなけれども、送り別れとも見えるからー、ひとごと（人事）とは思わずー、お互い心得て一
世話求めおくベーしー。それさえ求めたなら当年は、南の方角も、北の方角も、う－-^ －隣組にーおいてーはー、
大きな変わりもない年とも見えるから、厳－しーく一世話求めおくベーしー。
〔9:58  （38'　18 ″ ）口調変わる。テンポはかなり速い。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほ
う八方固めて九もちを整え十分まつればビョウジヤもあけーるー。〔カネ〕
〔太鼓がたたかれる。時折、鐘も打たれる。太鼓の音が大きいため、聞き取りは困難だが、唱えられているのは
「月揃え」、「日揃え」である。〕そもーそもー 〔カネ〕正月は一正観音二月は貴船の大権現三月サカモトさんのC
カネ〕、大権現四月は…の大明神、五月はハコサキ（筥崎？）のー…、六月住吉神社の大明神、七月…の大明
神、八月白山命婦－ 〔カネ〕大権現、九月熊野一三社一大権現十月…〔カネ〕十一月、イザナギイザナミ（伊邪
那岐伊邪那美）の命一十二月…諏訪の大権現、総じて日本の六十四すみの神々の一広前に一恐れ一恐れー、申す
ー。一日伊勢神明皇大神宮おおかみ（大神）〔カネ〕、二日は…カミオカ（上岡？）大明神三日は…大明神四日
は木船の…、五日は〔カネ〕…、六日…、七日が…、八日は薬師一如来－、九日熊野一三社大権現十日は塩竃六
社の大明神、十一日シラカワ（白河？）大明神、十二日山の神…天降らせ給えー、〔カネ〕十三日は…菩薩一十
四日は、地蔵菩薩一天降らせ給えー…、十五日ヤワター（八幡）八幡大菩薩、十六日… 〔カネ〕十七日千手一観
音、十八日正観音、十九日馬頭観音、二十日は十一面観音、二十一日…観音、二十二日…観音、二十三日勢至一
観音〔カネ〕、二十四日は、愛宕山大地蔵 （じぞ）菩薩、二十五日北野大天宮…、二十六日…、二十七印・・二十
八日オオヤマ〔カネ〕ツミ（大山津見）の命…、天降らせ給え一二十九日ツキョミ（月読）の…天降らせ給えー、
みそか（三十日）は白山命婦大権現、…天降らせ給え、…広前にー、総じて三百六十五日の神々 〔カネ〕広前に
恐れ一恐れ一奉る。78 歳なるお年一男を一以て、海には〔カネ〕商売繁盛、大漁祈願、丘には交通安全 、各家
庭の中にーおいてーは、持病再発のーなき所、… 〔カネ〕そのヤ（家）－その門出の…給い一、〔カネ〕…。
〔太鼓が止み、お経になる。速い。殆ど聞き取れない。 錫杖が伴奏として振られる。〕…不動明王、そもそもー
オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベエシラマンダー、…ソワカー。〔2 拍手3 回。この間、何かを
唱えているが聞き取れない。鈴が烈しく振られる。〕白山命婦大権現。はい。　どうもね。
〔鈴が振られる。I 同も2 拍手。 さらに何か唱えている。〕相守らせ給え。…はい、どうもありがとうございま
した。〔10:03   （43 '    45 " ）に終了。〕
資料I －⑥　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のカミサマアソバセ（2000 年1月18日・中井地区地の神）2000
年1 月18 日午前に0 ・S巫女の自宅で行なわれた同集落のカミサマアソバセの詞章である。
〔8:55に0 ・S 巫女、錦の衣を着る。軒数の確認を行う。〕14 軒？（「神様と15 軒な。」）はい。（ちなみに、「台
帳j では16 軒になっている。年齢の確認も行われる。」（「91 歳。」）
〔お愛宕様の札を準備。白山様も。米の小袋をちょうど15 枚っかんで、一同驚く。世間話。この日は河北新報
の記者2 名と、川島秀一氏が取材に来ていた。筆者は同巫女の「孫」として紹介され、一同笑う9:08 に水を
準備。黒衣に替える。トシカサの年齢を再び確認する。）92 ？（「うん92. 」、「いや91 ．」）
〔9:10 （00'　00 ″）鈴をジャラジャラ。2 拍手。唱え言、聞き取れず。その後、笠竹についての説明。「今年は
変化が多い。」などと話している。〕
【9:】O（O（丿　39 ″）カネ2 回。笛竹をジャラジャラ。何か唱えている。〕テンコウリンテン、テンコウリンテン、
テンコウリン。
〔更に笠竹をジャラジヤラ。〕テンコウリンテン、テンコウリン、テン。
［もう一度笠竹をジャラジャラ。］テンジン、テンテンジンテン、テンジン、…かなー。
〔9:12 （02'　00 ″ ）静かになる。ここで手の節を見ている。何かつぶやいているが聞き取れず。〕
〔9:12  （02'　32 ″ ）カネ1 回。太鼓始まる。〕ドン・ドン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…ドンツ。カーン、
ドン・ドン、ドン、ドンツ。ドン・トーン、カーン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…ドンツ。
〔クライアントとの対話。〕まだこねえの？（「一人遅れる。J、「あ、来た来た。」、「来たから。」）
〔9:13   （03'　45 ″ ）太鼓とカネで伴奏。〕〔カネ〕そもーそもー〔カネ〕、高天が原にーかむ（神）づまりーます
ます（ママ）すめらがむつ（皇親）カムロギ、カムロミ（神漏岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてーすめみお
や、イザナギ（伊邪那岐）の一おおかみ（大神）筑紫のヒュウガ( 日向）の橘の、オド（小戸）のーアワギ（阿
波岐）が原にー裡ぎ祓い一給いーし時にー、なりまーせるハラエード（祓戸）の一諸々のーまがごと（禍事）、
罪欄れ一をば一祓い一給い一清め一給うと申すー、事のーよし（由）を一天津一神国津一神、八百万のかむ（神）
達と一共にー、聞こし一召せと一申すー、そもそも〔カネ〕かけまくも、かしこき（畏き）大日一本の一国アマ
ガミョナグミゴタイー（？）所の、留守を一守らせ給えー、12 のおおがみ（大神：以下同様）子の年は、日吉
一二の宮の一大神丑の一年はー…大津の、大明神寅の年は、日吉一三の一宮のー大神卯の年は、ツキョミ（月読）
の一大神ヒサワの大神辰の一年は 〔カネ〕、愛宕一大神－、この年この月この刻 のー、災難をば打ちはろうと申
すー〔カネ〕奉る、そもそも巳の年は、ウザの一大神ナカワラ（中原？）の大神、午の一年は玉姫の一大神、未-
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の年はーアマテラス、スメ（天照皇）大神野猿の年は、ナマシオコウジンノの命－酉の年は、〔カネ〕ヒコホホ
デミミ（日子穂穂手見）の一命戌の年は、ヒコホホニニ ギ（彦火火邁邁蔡）の命－亥の年は〔カネ〕、ウガヤフ
キアワセズ（鵜葺草葺不合）の一命を以て、この時平成12 年、正月18 日ただ今…おる所は、本年宮城一県本吉
郡、唐桑町大字中井－じのかみ（地の神）部落に［カネ］、…そのヤー（家）その門出を、…時にー、守らせ給
えーこの世の守りに…〔カネ〕相守りーなさしめ給えと一謹んで一申す一。
〔何かしゃべっている。〕
[9:17  （07'　40 ″ ）錫杖シヤラシャラ。歌に入る。〕ううん、あーら一一だーまーやー、年のーお初めのーお、
年おー－とーこーお （男）、祝いーてーえ、まーい（参）りー、さーまーのーお、ふくみ一ずー、ついでー－い
ーるーう。きーみ一（君）はー、都－のーお、わーかーの一おこしみのー、わーき一にー、よしう一一えーてー。
なによーしーい、かによーしーい、ぎょうじーはよー－おーしーい。　うぐ一一いーすー（鶯）はー、船のーおー
こづく一にー、巣を掛－あーけーてー、あなたーの一小枝一にー、飛びう一つ一一（移）りー。こなたーあーの
一小枝－にー、飛びう一つー（移）りー。今日降－る黄金一降一るー。　じょうたーあーなーあーはんじょう（繁
盛）と、だいた一あーなーあーはんじょう（繁盛）と、さやずーるーう一声こーそー、みーみーいー（耳）にー
い聞こえーし、おもしーいーろ一一（面白）やー （ここは小鯖のもの、「目出たーあーさーよー。」とは異なっ
ている。）。いーのーちー（命）、長いのーお、ひやくを一一持－つてー、くめどーも一一もれーどーもー、はか
れーえ一どーもー。月日－のー、いーず一にー、このく一うーらー（倉）をー。く一まーんーくーせーんー（幾
万幾千? ）のーたびーてー、さむろーおー（？）このくーら（倉）－のー、四一つーのーお一隅にーは、つーる
ー（鶴）とーお、亀とーがー、座りーまーすーう。つ一るー（鶴）はーあ一千ねーん、かーめー（亀）はーあ万
おう（？）と、さやずーうーるーう、声こーそーお、みーみー（耳）にーい聞こえーしー、目出たーあーさーあ
ーよ一お。出羽－のーおーおてまーを、みーだーてーえー（見立て）、まつれーばー、白とーりーいー（鳥）千
び一きー （匹）、打ちそー－ろーお一えー（揃え）。声をーお一揃えーてー、ちーよー（千代）にー、やつよー
おー（八千代）とー、さやずるーうーこい（声）こーそー、みーみー（耳）にーい聞こえーしーい面しーいろ一
一（白）やーあ。いまやーのーお、うーち一をー、めーたーえーてーまつれーばー、子馬をーお一三十一三びー
きー（匹）、あーきーの一糸にーてー、つながーり（繋がり）だーりーやー。五色のーお糸にーてー、神まーあ
ーかーせー。かーあーらーあ一に一敏をしょうしー（？）、じゅうわーりーい、こめたーるー、しめを（姫を？）
－ま一つー。一のーお一枝にーはー、銭がーあーなーあ一る一う。ニーのーえーだー（枝）にーはー、金がーあ
一なーあーるー。三のーお一枝にーはーあ、よね（米）がーあ一なーあーるーう。
[9:23  (13'　05 ″ ）口調が速くなる。伴奏は数珠。小声になる。j一より二けんの三より四はらい五反の巻物六
七さいほう八方固めて九もちを整え十分まつれば…。一より二けんの三より四はらい五反の巻物、六七さいほう
八方固めて九もちを整え＋分まつれば…。一より二けんの三より四はらい五反の巻物、六七さいほう八方固めて
九もちを整え＋分まっれば…申すー。
〔9:23   （13'   40″）数珠止む。何か唱えているが、聞き取れず。〕はっ。
〔9:23   （13 '    50 ″）託宣に入る。〕こんにーちー（今日）、この座一にーおいてー、とーしーがみ（歳神）と称
じおり、と一しーがみ（歳神）を一守りおくにーはー、正月一三がんにち五がんにち七がんにち、その間の時－
は一、百日でもならさないように、家内てんでんな心でも持たないように、持たせないよ一に一厳しーく一慎み
おくベーしー。当年のとーしーがみ（歳神）の知らせにおいてーは一、はーるーみつき（春三月）は風、または
高潮の恐れなるから心得てー、夏は日照りと言いながらー、らいきーと一見えおくーしー、秋においてーはー、
海においても丘においてもー、荒れる年なるし当年はー、気候がふんだんな年の事なればー、春は長くー夏短く
秋早い年の事なればー、物事には充分注意を、求めおくベーし一。
次なーる一我々の一当年の、病名なるびょうめ（病名）においてーもー、春三月は、流行風邪またはー、感冒
がちの風邪の事なればー、必ず当座の風邪とは思わずに一、診察場に厳重に、診察を受けるよに心得てー、守り
おく我々の事なればー、我に向かいて不信心、不信仰にはなしおかないように一。夏においてーは一当年はー、
水が大きく変化のある年の事なればー、幼きものやー、年を重ねた身の上にー、生水生食事はすすめないように
ー、もしー、すすめおけばー、胸の内からお腹の内の、大腸の患いとも見えるからー、心得て一厳しく世話求め
おくベーしー。
秋から冬にかけてーはー、当年の年においてーはー、さて、風または、竜巻の起りやすい年の事なればー、心
得て世話求めおくベーし一。春三月においては、乾燥がちな年の事なればー、火の元には充分注意を求めおくベ
ーしー。さて我々当年の年においてーのー、ホンメイテキサツにおいてーはー、さて我々の九紫一火星のー、辰
が中央な年の事なればー、この年は60  年に一度めぐる年の事なればー、荒い年ども見えるからー、心得て世話
求めおくベーしー。イザ（居座）より西の方角とー、東の方角とー、北と南のこの方角はー、何事にも注意を求
めおくベーし。我々、心得て、厳しく世話求めなければならない月においてーはー、3 月の月一とー、6 月の月
－とー、さて－9 月と12 月のこの月はー、何事にも、良くその年、そのイヤ（家）の、主人の年で調べてから
世話求めたならば、変わりのない年と見えおくーしー。
次なーる一我々当年の一浜漁なる浜の漁においてーは一、当年の年は、磯草においてーはー、いる数は付いて
はありおくがー、当年は水が、さて、水の変化があるそのためにー、色が着かないものとも見えるからー。さて
我々旧の正月2 月になればー、にわか雪またはー、しばれる年の事なれば一、そうなりおいたならばー、ワカメ
においてーも、こぶ（昆布）においてーも、海苔においても、色が直るものと一見えるし、金高の上がる年と一
見えおくーしー。
さて我々当年の、岸漁なる岸漁においてーのー、餌場においてーも一、小魚においてーもー、I 週間から十 日
は、常より遅れるものと見えおくーしー。次なる餌場においてーは、年々より、東一北の、方角の一、沖なるか-
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ら心得てー、その方角に立つ前に、世話求めおくベーしー。我々北洋なる北洋においてーもー、年々とは変わり
はなけれ、変わりはなけれどもー、さて我々はー、見る所が区域がせまるものと見えるからー、この方角に出向
く船玉にーおいてーは一、違反のないようにーお互い、連絡を求めて世話求めおくベーしー。我々カツ（鰹）漁
なるカツの漁においてーは、春三月は、別にむやみな変わりはなけれどもー、さて4 月5 月においてーはー、当
年の年はー、餌不足な年の事なれば、お互いが心得なければならない年と見えおくーしー、6 月から8 月－9 月
迄はー、カツは漁のある年とも見えるがー、年々より岸と見えるから一、沖過ごさぬように、心得て世話求めお
くベーしー。我々近海縄なる近海縄においてーはー、当年はー、海の水のなぐ年の事なればー、さて年々より、2
昼夜ぐらい手前からー、さて心得て、3 昼夜半、4 昼夜で漁場が決まるものと見えるから一、心得て世話求めお
くベーしー。次なる我々の当年のー、南洋縄なる南洋縄において一は一、春から6 月頃迄は一、別にむやみな変
わりはなけれどもー、何しろ変わりは無いとは言いながら一、潮の速い年の事なれば、怪我のある年の事なるし
ー、南洋縄においてーはー、8 月9 月においてー、竜巻の起りやすい南洋なるから心得てa さて我々豪州なる、
豪州において一はー、年々のー、とは変わりなけれどもー、変わりはないとは言いながらー、寒さが、深い年の
事なればー、心得て世話求めおくべし漁においてーはー、変わりのない年一とも見えおくーしー。我々イカの漁
なるイカの漁においてーはー、年々よりは、漁のあられる年ともありおくがー、何しろ我々のー、見る所は、夏
から秋、冬至迄はー、漁があるものと見えるが、何しろ、今日の、どなた様のー、船玉にありおいてもー、世の
中一般にー、海の水のなぐ年の事なればー、出船入り船のその時に、注意を求めたならばー、海においては変わ
りのない、年と一見えおくーしー。
我々畑作なる畑作においてーもー、春三月はしばれる年の事なればー、野菜においてーも、当年の年において
も穀類においてーもー、半月ぐらいは遅れるものと見えるからー、土に温度を加えてから一、種下ろしを求めお
くベーしー。それから我々のー、見る所は豆小豆の、事はー、ナカデ（中出）－またはオクデ（晩生）を用いた
ならばー、穀取りのある年と一見えおくーしー、ワセ（早生）を用いたならば、7 月、8 月がー、ライキ（雷気）
のためにー、癖の付く恐れなるから、花の盛りで腐れる年の事なればー、ナカデ（中出）からオクデ（晩生）を
用いおくベーしー。我々田作－なる田作においてーもー、年々よりは、当年の年はー、植え付けにおいては遅れ
るものと見えるが、元肥で世話求めおくべし、田作においてーはー、追肥は用いないようにー、元肥で世話求め
おくベーしー。それさえ心得たならば、畑作においてーもー、田作においてーもー、麦小麦においてーも一、一
切変わりのない年－とも見えおくーしー。
さて我々当年の、14 軒の12 ヶ月の月日においてーはー、正月2 月は変わりはなけれどもー、3 月の月におい
てーはー、3、4 月は、みずだなの（？）方でー、苦労のある月－と一見えおくーしー、5 月6 月においては喜び
事－と一見えおくーしー7 、8 月の月においてーはー、旅の船玉にー、苦労のある年と一見えおくーしー、さ
てH 月12 月は、年を重ねた身とは見えるどもー、持病が再発となりおいてー、患いの恐れなるから心得てー、
必ず当座の病、当座の持病と思わずにー、手早く診察場に世話求めおくベーしー。我々の東北の間の方角とー、
西南の間の方角のー、植木だけは切らないように心得てー、切り求めたならばー、苦労がある年と見えるからー、
その方角をば必ず、心得て、切らないよに世話求めおくベーしー。
さて我々のー、東の方角からさしおくから心得てー、東の方角の隣組においてーはー、この2 月の月から3 月4
月迄はー、当年は、さて、年を重ねた身と、若さの身とはさ（察）しようはなけれどもー、持病が元となりおい
てー、送り別れと見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。我々の当年の年においてーのー、5 月6 月にお
いてーはー、30 からよんじゅう（40）、後先の身の上においてーはー、交通の上で怪我とも見えるからー、何分
当年の年においてーはー、荒い年の事なればー、心得て世話求めおくベーしー。
さて我々－、西の方角の、隣組において一はー、正月末から2 月の月においてーはー、身近なものーでー、怪
我がありかちとも見えるからー、当年は、充分注意を求めおくベーしー。5 月6 月においてーはー、就職職場の
そのためにー、当年は、ふけき（不景気）な世の中の事なればー、なかなか就職がー、見つからない年の事なれ
ばー、時間をかけて一良く調べてから世話求めおくベーしー。6、7 月は変わりはなけれども、8 月は旅からの、
孫子の寝泊まりなるがー、水の上で怪我とも見えるから、そのほか（他）においてーはー、縁談とも喜び事とも
見えるし、お産の上では、我々の見る所は、心に、開く年の事なれば一、我々は相守りおくから心得て。
我々愛宕山社地蔵菩薩となりおいての、当年の年の知らせにおいてーはー、3 月の月のー、24 日、10 月の月
の、24 日においては、年に2 回、氏子に変わりのないように、オホン、家族に変わりのないようにー、浦浜に
変わりのないよに守れども、何しろ今年は、九紫火星が中央の年の事なれば、辰が中央にはい（入）りて八方ふ
さがりの事なれば、水の立つまた水のなぐ年とも見えるし、それに荒れる年の事なればー、海においても丘にお
いてーもー、職場においてもー、事業家におきおいてーもー、この6 月から7 月迄は、物価が定まらないそのた
めにー、各家庭の中もー苦しい年とも見えるからー、必ず手を広げないようにー。8 月9 月になればー、物価も
定まりおくし、海からも、丘からもー、喜び事のーあられる年なるからー、心得て世話求めおくベーしー。我々
はーあ、正月は歳徳神、5 月は田の神、8 月は命日直りと、年に3 度－、浦浜に変わりのないようにー、氏子に
変わりのないように、心のあんじょうと、事故災害のなき所－、祈願一とーして祈り一奉－るー。
〔9:44  （34'　20 ″）託宣終わる。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう（この辺から錫杖は
いる。）八方固めて九もちを整え十分まつれば…、持病再発のなき所海には、航海安全大漁祈願、丘には交通安
全、…奉る。火難盗難水難病難、浜々に変わりのなき所相守らせ給－えー〔カネ〕。
[9:45  （35'　00 ″）「月揃え」、「日揃え」。太鼓が伴奏。〕正月は一正観音、天下らせ給いてその次〔カネ〕は、
・・二月は貴船の大権現、三月サカモトさんの、大権現四月は…の大明神、五月は…スミヤ（住谷？）の大明神、
六月住吉神社の大明神、七月シキシヤ（式社？）の大明神、八月白山命婦一大権現、九月熊野三社の大権現、十
月‥・カリヤ（メり谷? ）の大明神、十一月イザナギイザナミ（伊邪那岐伊邪那美）の・‥、十二月〔カネ〕…の大権
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現。その月…神々の広前に、・・・恐れみ恐れみ申す一奉る* 。一日伊勢神明皇大神宮…奉るo 二日は…大明神、
三日…成田の大明神、四日は…、五日…延岡大明神、六日…、七日… 〔カネ八 八日は薬師如来…、九日熊野一
三社大権現、十日は塩竃六社の大明神、十一日シラカワ（白河？) [ カネ3 大明神、十二日山の神…明神…、十
三日は…虚空蔵菩薩、十四日は祇園三社の…、十五日ヤワター（八幡）八幡大菩薩、十六日…の権現、十七日千
手観音、十八日正観音、十九日馬頭観音、〔カネ〕二十日は十一面観音、二十一日延命観音、二十二日如意輪観
音魚藍観音、二十三日勢至観音、天降らせ給え…、二十四日は愛宕山大地蔵菩薩、天降らせ給えて、その時は…
祓い一守りー、二十五日北野大権現大天神、二十六日…大明神、二十七日木船の大権現二十八日…不動［カネ］
…、二十九日…、みそか（三十日）は白山命婦、大権現、天降らせ給えて、その…祓いに祓え、［カネ］…神々
の広前に、恐れみ恐れみ申す一月の一数、12 ヶ月日の数300 、66 日、当年、平成12 年のこの時に一おいてー、
来る年を一来る年 〔カネ〕、海には航海安全、…一同のー…を、祈り一奉るー〔カネ〕…会社の、いや栄えに栄
えーまつり、… 〔カネ〕…〔カネ〕…天降らせ給え。
〔9:50 （40'　00 ″）鈴ジャラジャラ。〕火難盗難水難病難・‥厄難部落に悪い日にちの入らぬように、心得て相守
らせ給え。アービラウンケンソワカ、アービラウンケンソワカ、当年91 歳の、お年男を以て当年の、一年の祈
願を奉一るー。アービラウンケンソワカー、アービラウンケンソワカー、アービラウンケンソワカー…。
[2 拍手。一同も2 拍手。真言を唱えて、2 拍手。鈴ジャラジャラ。再び真言。真言は聞き取れない。〕…
〔9:50  （40'　55 ″）終了。］はい、どうも。（「ありがとうございました。」）
〔対話に入る。台風がどうこうと話している。箆竹で、「風」の卦が出た、という事らしい。〕私がたん（語ら）
なくても、それで判断してる。愛宕さんは、家内安全、14 軒の、こっちは海の安全祈願、白山様さはこっちを
納めて下さい。
[10:00  （50'　00 ″）直会へ。〕
資料I －⑦　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のカミサマアソバセ（2000年1月19日・小鯖第1行政区）2000
年1 月19 日午前に0・S巫女の自宅で行なわれた同行政区のカミサマアソバセの詞章である。
〔9:18  （0'    00″）に開始。カネー回。数珠を伴奏に小声で何か唱えているが、聞き取れない。〕
〔その後、笛竹で占いを行う。「卦」を見ているのだそうだ。〕テンコウリンテン、テンコウ、リンデン、テン
コウと。ジャラジャラ。テン、コウリンテンテンコウリンテン、テンコウ、と。ジャラジャラ。テンリンリンテ
ン、リンリンリンテンテン…。
〔一同に説明をする。〕これね、…今年なかなか世の中やかましくなってて、色々ある年なのでみている。しゃ
べっている時は全然かず（？）ないけど、これ覚えておいて、後で付けてて、調べてみるかなあ、という事でや
っている。
〔「カンオウ丸」が沈んで44 年になる、という対話をしている。昭和30  （1955）年の事らしい。0・S 巫女によ
ると、今年はその年と何もかも同じだという。〕
〔9:21   （3 '    00 ″）鈴をジャラジャラ。カネ、太鼓。〕ドー－ン・トーン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…カ
ーン、ドー－ン、トーン、ドン、ドン、ドン…。カーン、カーン、カーン、〔数珠〕ジャラジャラジャラ。［少
し間］
[9:22  （4 ′23 ″）祝詞その他。太鼓で伴奏。〕〔カネ〕そもーそもー、高天が原にかむ（神）ずまりーますす
めらがむつ（皇親）カムロギ、カムロミ（神漏岐神漏美）のーみこと（命）を持ちてー、すめみおやーイザナギ
（伊邪那岐）のーおおがみ（大神：以下同様）筑紫の日向の、橘のーオド（小戸）のーアワギ（阿波岐）が原に-
襖ぎ一祓い一給いーしー、なりまーせるハラエード（祓戸）の一諸々のー、まがごと（禍事）罪臓れーをば一
祓い一給い一清め一給うと一申すー事のー、よし（由）を一天津一神国津一神八百万の神達とー、共に一聞こし
一召せと一申すーそもそも奉るには、十二の大神年を一守らせ給えー、子の年は一日吉一二の宮の一大神丑の年
は、タツ大津大明神寅の年は、日吉一三の一宮の一大神卯の年は、ツキョミ（月読）の一大神ヒサバの大神辰の
一年は、ハマの一大神巳の年は、ウラの一大神ナカワラ（中原？）のー大神午の一年は、…〔カネ〕の大神未の
年は、アマテラスースメ（天照皇）大神野猿の年は、ナマシオコウズンノの命一酉の年は、ヒコホホデミミノ（日
子穂穂手見）命一戌の年は、ヒコホホニニギノ（彦火火渥渥蔡）命一亥の年はー、ウガヤー〔カネ〕フキアワセ
ズノー（鵜葺草葺不合）命を以て、シンメイ（神明？）神社一奉る一時どき、平成12 年、正月19 日－ただ今…
おる所は、宮城県本吉郡唐桑町、大字〔カネ〕…部落の一同、30、9 軒、そのヤー（家）そのやどりの水を、当
年79 歳〔カネ〕なるお年一男を以てー、…、願い一奉る一時どき海には航海安全、大漁祈願一丘には交通安全、
職場一稼業に惑いのなきように、事業一稼業においては、いや栄えC カネ〕栄えーまして一、互いに、体におい
ては、…祈りー 〔カネ〕だーてーま一一つー－る一一（奉る）。オホホン。（数珠）
〔9:27  （9 '    00 ″）「神歌」に入る。稀に数珠の音がする。〕くあーら一一だーまーやー、年のーお初めのーお、
年お一一とーこーお （男）、祝いーてー。ま一い（参）りー、さ一ま一の一お、ふくみ一ずー、ついでー－いー
るーう。〉（譜面化：資料Ⅱ－①）きーみー（君）はー、都－のー、わーかーの一おこしみのー、わ一きーにー、
よしうー－えてー。なによーしーい、かによーしーい、ぎょうじーはよー－おーしーい。うぐ一一いーすー（鶯）
はー、船のーこづく一にー、巣を掛－あーけーてー、あなたーの一小枝一に一、飛びう一つ一（移）りー。こな
たーあーの一小枝一にー、飛びう一つー（移）りー。オホン。今 日来－る黄金－来－るー。じょうたーあなーあ
はんじょう（繁盛）と、だいたーあなーあはんじょう（繁盛）と、さやずーるー う声こそー、みーみーい（耳）
に一聞こえーし、目出たーあーさーよー。いーのーちー（命）、長いのーお、ひやくを一一持－つてー、くめど
ーもーお、もれどーもー、はかれーえーどーもー。月日－のー、いーず一に、このくーうーらー（倉）を。くー
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まーんくーせーん一のー（幾万幾千？）、たびーてー、さむろーお（? ）、この倉一のー、四一つーの一隅にー
は、つ一るー（鶴）とー、亀とーがー、座りーま一寸－。つ一るー（鶴）はーあ千ね一ん、亀は一万お う（？）
と、さやずーるーう、声こーそー、みーみー（耳）に聞こえーしー、目出たーあーさーあーよー。出羽－ のーお
てまーを、みーだーてー（見立て）えー、まつれーばー、白とーりーい（鳥）千びーき一（匹）、打ちそーろー
おーえー（揃え）。声を一揃えーて一、ちーよー（千代）にーい、やつよーおー（八千代）とー、さやずる一う
声こーそー、み一みーいー（耳）に一聞こえーしー、おもしーいろ一一（面白）やー。いまやーのーお、うーち
ーをー、めーだ一之－てーまつれーば、子馬をーお一三十一、三匹、あーきーいのー、糸にーいてー、つながー
りー（繋がり）だーりーやー。五色のー、糸にーてー、神まーあーかーせー。か一ら一にー、寵をしょうじー（? ）、
じゅうわーりーい、こめたーりー、しび（姫？）をーま一つ一。一の一枝に一はー、銭がーあーなーるー う。二
一の一枝にーはー、金がーあーなーるー。三の一枝にーはよね（米）がーあーなーる一う。
〔9:32  （14'    14" ）以下、口調が速くなる。伴奏は数珠。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さい
ほう八方固めて九もちを整え、十分まつれば…一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう、八方固
めて九もちを整え＋分まつれば…いちより二けんの三より四はらい五反の巻物、六七さいご う〔数珠止む。〕八
方固めて九もちを整え当年、79 歳なる年男を以て、…守らせ一給えー。〔間〕はっ。
［9:32  （14  '    55 ″）託宣へ。〕こんにーちー（今日）、この座－にーおいてーは、とーしーがみ（歳神）と称じ
おりー、とーしーがみ（歳神）の一守りおくにーはー、正月3 がん日、5 がん日、7 がん日、その間の時－はー、
百日でもならさないように、家内てんでんな、心でも持だないよに、また悪い日にちでも入れないよ一にー、心
得て一厳しく世話求めおくベーしー。く当年のーとーしーがみの知らせにおいてーはー、当年の気候においてー
は、はーるーかーぜー（春風）と一見えおくしー、そのうち我々のー、部落ばかりではなくて、一般的にー、水
のなぐ年の事なればー、心得て一厳し〈 世話求めおくベーしー。〉（譜面化：資料Ⅱ－①）さて夏三月において
ーはー、日照りとは言いながらー、らいきーとーお見えおくしー、秋においてーはー、秋から冬にかけてーはー、
海においても丘においてーえもー、荒れる年の事なればー、物事は、充分注意を求めおくベーしー。
我々病名なる病名おいてーもー、春三月は、流行風邪またはー、水の上がらぬー、胸からおなか（腹）の患い
と一見えるから、心得て一厳しく世話求めおくベーしー。夏においては急に水の変化の変わる年の事なればー、
生水生食事は取らないようにー、一時一熱湯にしおいて湯冷ましでー、子供だち（達）や年寄りを、世話求めお
くベーしー。秋においては感冒がちの風邪の、流行る年の事なればー、かねて一持病を持つの身の上はー、手早
－く一診察、場に立ちおいてー、養生求めおくベーしー。それさえ心得たなら別に変わりはなけれども、変わり
はないとは言いながら、当年の年は春は長く一夏短く、秋早い年の事なればー、物事は、充分注意を求めおくべ
ーしー。
さて我々の当年の年はー、辰の年のでまり（年回り？）においてーはー、中央の年とは言いながらー、同じ辰
年でも当年は、火の年の生まれのー、辰が中央なれば、八方ふさがりの事なればー、普請造作においてーもーお、
縁祖においてーも一お、心得て人よせを用いおくベーしー。 さて我々が注意を求めなければならないのが、イザ
（居座）より北の方角とー、南の方角と、西とーお、東の方角はー、何しろ敵味方の月日の事なればー、心得て
一世話求めおくベーしー。当年の年においてーはー、12 ヶ月とは言いながらー、さて我々のー、月日において
ーはー、12 ヶ月の、365 日と言いながらー、1 日増えてーえ6 日にーなりおいてーありおくから心得てー、水に
おいても火においてーも、事業稼業においてーもー、当年は－7 月頃迄はー、日がー、世の中が、不景気のその
上にー、物事の要件用向きー、事業稼業においても、各家庭においてーもー、定まらないそのためにー、お互い
の職場といまだ（？）はー、何かと心得たある年の事なれば、心得て、今の職場は必ず、こそども離れないよう
に、勤めを求めおくベーしー。 10月の月日から11 月にかけてーはー、また元に戻るにや戻るども、本当の一道
においてーは、心得て一世話求めーおくベーしー。
さて我々当年の年の、海の漁なる海の漁においてーはー、水が温度が定まらないそのためにー、磯草に色が着
きがたい年の事なればー、さてー、各家庭浜の、近い皆様だち（達）には、大きく変化を求めおかせるが、牡嘱
においてーもー、帆立においてーもー、病気の付きやすい年と見えおく一しー。さて我々当年の、旧正月から、
二月にかければ時折、にわか雪または、冷たい、乾燥がちとは言いながらー、さて当年は冷たい水に変わるその
ために、海苔においてーもー、ワカメにおいてーもー、さて漁がつくものと見えるからー、それ迄は心得てー、
世話を求めおくベーしー。
次なーる一我々、縄漁においてーもー、網の漁においてーもー、当年は、1 週間から十日、半月は、遅れるも
のと見えるが、当年の、餌場においてーは一、思－いおくより、沖の方角と見えるし、東や北の方角とも見える
からー、何しろ区域が、狭まってある年の事なればー、心得て一不安のないようにー、世話求めおくベーしー。
さて次にーイカの漁なるイカの漁においてーもー、春から夏にかけてはー、遅いものと見えるども、金高が上が
るものと見えるから。さて夏から秋、冬中迄においてーはー、漁のあられる年－とーお見えおくーしー。次なる
北洋なる北洋においてーもー、年々とは変わりはなけれどもー、変わりはないとは言いながらー、北洋において
ーはー、漁のあられる年ではありおくがー、区域が狭まるものと見えるからー、違反のないよに心得てー、注意
を求めおくベーしー。カツ（鰹）漁においては漁が、あるにはありおけども、餌不足な年の事なればー、水のか
んけ（関係）なるから心得てー、5 月から、8 月過ぎ9 月迄は、餌もじゅんちよ（順調）になるものと見えるか
らー、漁があるものとー、世話求めおくおくベーしー。我々近海縄なる近海縄においてーはー、年々よりは、二
昼夜も岸ど見えるから、沖潮下がるようにー、心得て世話求めておくべし。5 月末からはー、南の方角と見える
からー、近海縄はこれさえ心得、変わりはなけれどもー。我々南洋縄なる南洋縄においてーはー、当年の年にお
いてーもー、春から夏、夏から秋にかけては、8 月9 月は南洋縄の、働く場所においてーはー、海から火柱の上
がる年水、火ば水の柱の立つ年の事なれば、事故災難の多い年とも見えるからー（クライアントの反応あり。「守
－214 －
つて下さい。」）、その方角においては、心得て、何日和を良く見て、働くよに心得てー。豪州なる豪州において
ーもー、漁はありおけどもー、寒さの深い、年ども見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。
我々や畑作なる畑作においてーもー、春は、長い事なるがー、それにい、我々の、2 月末から、にわかに寒さ
が、深い年の事なればー、さて必ず、野菜を蒔くにも、穀物を世話求めおくにーはー、1 週間から十日は、遅れ
るものと見えるからー、土に温度を加えてから、元肥で一世話求めておくベーしー。豆小豆においてーは、ナカ
デ（中出）またはオクデ（晩生）を用いたならばー、穀取りのある年と見えおくーしー。次なる我々の当年の年
においてーのー、田作なる田作においてーもー、1 週間から半月は、遅れるものと見えるが、植え付けのその時
にー、元肥で世話求めておくべし、追肥を用いたならばー、8 月末から9 月においてー、時化嵐の多い年の事な
ればー、オホン。若返るととも一にー、さて癖の付く年なるから心得て、それさえ心得たならば、海においても
丘においてーもー、変わりのない年－と一見えおくしー。
我々12 ヶ月の月日においてーはー、当年はーあ、神月とは言いながら、目出たき年のー、火のー、年の事な
ればー、当年は、水のなぐ年の事なればー、海岸に降りるに、浜を巡りおくにも良く、心得て世話求めておくベ
ーしー。さて我々の、2 月-  3 月は、別にむやみな変わりはなけれどもー、変わりはないとは言いながら、3 月
末から、4 月迄はー、身近なものでー、苦労のある年と見えおくーしー、また職場稼業においてーもー、社会の
道を歩ませるには、就職のー、苦しい年の事なればー、時間をかけて良く調べてから、就職に、立ち向かせるよ
うに、心得て世話求めておくベーしー。5 月の末6 月7 月迄はー、当年は、気候がふんだんな気候な事なればー、
かねての持病から元となりおいてー、首先から脳の内の、患いの、流行る年なるから心得て一、お互いが、悪い
日にちでも、入れないようにー、心得てー、厳しく世話求めおくベーしー。8 月9 月は、当年はーあ、縁談のた
めにー、部落に喜びが見えるからー、必ず旅他国からのその時はー、良く、住所を調べ、その家庭の、イザ（居
座）のないよ（内容）を良く調べてから、心得て縁結びを求めおくベーしー。H 月12 月においてーは一、当年
の年は、旅立ちの、恐れなるから心得てー、我々は道中の変わりのないようにー（クライアントが反応。「お願
いします。」）、部落に変わりのなきようにー、相守りおくども心得てー。12 月の月においてーはー、旅の船玉で
ー、怪我過ちの、出る年の事なるから心得てー、さてそれさえ心得たならば、一般的において一はー、変わりは
なけれどもー。
次なる我々、上通からさしおくから心得てー（「はい。」）、3 月の十日から、25、6 日迄はー、25、6 から7 、8
はー、油断が元となりおいて、交通の上で怪我とも見えるからー、何分春は、しばれる年の事なればー、交通の
上で怪我のなきようにー、お互いが注意を求めおくベーしー。5 月－6  月においてーはー、当年の年においてー
はー、旅から商人が、入りて、そのまま、必ず取引求めては、後で苦労のある年とも見えるからー、心得てー。
（間）厳しく世話求めおくベーしー。一対一では取引は用いないように、もしー、旅人がこれこれこうと言うそ
の時はー、隣近所を誘い求めて、会社名をーとー、来たにん（人）の住所をー、確かめてから取引を用いおくベ
ーしー。8 月の月においてーはー、当年は、若ぜ若さの身の上に、喜び事－と一見えおくしー。 10 月11 月の月
においてーはー、55 、6 から7 、8 にかけてー、男とも女ともさ（察）しようはなけれどもー、食事が元となり
おいてー、胸からお腹の患いとも見えるからー、気候が温暖なそのために、食物においてーはー、充分注意を求
めおくベーしー。その他においては勤め先においてーもー、別にむやみな変わりのない年と、見えおくーしー。
我々ひらいさわ（平磯ないし白磯）部落－、2 の隣組においてーは一、2 の隣組において一は一、3 月のフ日8
日の日にちを厳しーくー、22、3 から7 、8 にかけーてー、人に誘われて一苦労の、ある月と見えるからー（反
応あり。）、誘いが出たその時はー、必ず心得なければならないのは、良く住所を調べたり、良く道を（？）良
く調べてから世話求めておくべし。4 月5 月においてーはー、さてお産の上に、苦労のある月と見えおくーしー。
それから我々の当年は、この春三月においてーはー、浦浜において、潮の速い年の事なればー、心得て世話求め
おくベーしー。10  月11 月はー、部落に喜び事と一見えおくー。H 月12 月は、我々の、部落から縁付いた家庭
の中なるを、油断が元となりおいてー、過ち怪我が元で、おくれ別れが見える（反応あり。）一、心得て世話求
めおくベーしー。
次なる隣組においてーはー、さてこの5 月の月迄はー、水だなもの（？）、また就職のそのために、苦労のあ
る月と見えるからー、中でーも、我々の、当年の年においてーはー、さて心得なければならないのは、浦浜なる
から心得てー、さて5 月の月から6 月にかけ、浦浜でー、春の船玉でー、怪我ありがちとも見えるし、さて7 、8
月は、当年は、旅からの寝泊まりで、水の上で一怪我 とも見えるから（反応あり。）、心得て世話求めおくべし。10
月11 月は、60 から、70 近い、身の上に、首筋から脳の内の患いとも見えるから、その節には手早くかねての、
持病とは思わず、びょうしゅういの（？）所－、手配を求め、診察を求めたなら、別に変わりのない、年－と一
見えおくしー。
我々愛宕山地蔵菩薩となりおいての、当年の知らせにおいてーはー、春は長く一夏短く、秋早い年でー、ムラ
のある年の事なればー、悪い日にちでも入れないように。出はるにも、また一、旅の人と人との、交流を求める
に、心得なければならないのは、良くは心を調べてからー、世話を求めおくべし。我々は、29 軒、その村その
角で、部落一同、イザ（居座）に変わりのなきように、悪い日にちでも入らぬように、海には航海安全、大漁祈
願、丘には交通安全、職場惑いのなきように、事業稼業、表稼業において一はー、年々とは違いー、しゅう（？）
当年は、当年は、厳しい年の事なればー、取引求めるたて、整理を求めるにも、必ず手を広く用いないように、
厳－しく慎み置くべし。我々は、正月は歳徳神となりおいてー、浦浜に変わりのなきよに守りおくし。夏におい
ては、さて一、かならーずー（必ず）、体において、心に掛けて、心得て、食物を取れる所、相守り置く、8 月
は命日が折と、年に一三度－、家内に変わりのなきように、部落に変わりのないように、相守りおく我々の事な
れば、…（錫杖を振り始める。以下聞き取れず。）
[10:00  (42'　15 ″ ）託宣終わる。j火難盗難水難病難…厄難七つの難…（声が小さい。聞き取れない。）。
－215 －
[10:00  （42 '    50 ″) 太鼓で伴奏、時折カネが入る。極めて聞き取りにくい。］そもーそもー〔カネ〕正月は一
正観音、…その次…二月は貴船の大権現、三月サカモトさんの大権現、四月は…の大明神〔カネ〕、五月はハコ
サキ（筥崎？）のー…［カネ］、六月住吉神社の大明神、七月…の大明神、八月白山命婦一大権現、九月熊野－
さん〔カネ〕の大権現十月…［カネ］、十一月イザナギイザナミ（伊邪那岐伊邪那美）の…、十二月［カネ] ■‥
諏訪の大権現、…神々を、…前に一恐れ一恐れー、…申しー奉るー。［カネ］一日伊勢神明、皇大神宮を奉るー。
二日は…カミオカ大明神、三日…大明神、四日は…〔カネ〕、五日…、六日…、七日・‥、八日は〔カネ〕…、九
日熊野一三社大権現、十日は塩竃六社の大明神、十一日シラカワ（白河？）大明神、十二日山の神…天降らせ給
えー、十三日は〔カネ〕‥・、十四日〔カネ〕は…、十五日ヤワター（八幡）八幡大菩薩、十六日…、十七日千手
一観音、十八日正観音、十九日ばと（馬頭）観音、二十日は十一面観音、二十一日…観音、二十二日…観音、二
十三日…観音［カネ], 二十四日愛宕山大じぞ（地蔵）菩薩、天降らせ給えて、…〔カネ〕守りて［カネ］…天
降らせ給えて、〔カネ〕、二十五日…、二十六日〔カネ〕…、二十七日…二十八日〔カネ〕〔カネ〕‥・オオヤマツ
ミ（大山津見）…、二十九日…、みそか（三十 日）は白山命婦大権現、…E カネ] ‥・〔カネE 広前にー、…奉
る。
当年79 歳 〔カネ〕の年男－、29 軒そのやーその門出に、火難盗難水難病難、…厄難のなき所、相守らせ給え
ー
〔10:05  （47'　40 ″ ）太鼓止む。小声。殆ど聞き取れない。］…平成12 年…宮城県本吉郡唐桑町、大字神止部落
‥・、〔2 拍手〕アービラウンケンソワカー、アービラウンケンソワカー、アービラウンケンソワカー、ジヤラジ
ヤラ。（一同2 拍手）、オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベエシラマンダー、オンベーオンベーシラ
マンダー、カーミニオンベエシラマンダー、オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベエシラマンダー。
〔2拍手〕
〔10:06  （48'　40"  ）〕どうもありがとうございました。
〔鈴ジャラジャラ、一同2 拍手。お札と、米袋、ミカンを配る。O ・S 巫女は「来年からお不動さんおろそう。」
という話をしている。〕
資料I －⑧　 戸川安章採集による山形県鶴岡市中道のトM 巫女によるオコナイサマアソバセ（1951年9月30日）
ここに引用したオコナイサマアソバセの詞章は、戸川によると、1951 年9 月30  日に、友人の家で祀っている
オコナイサマを借りて同巫女宅で遊ばせて貰ったものであるという［戸川　1954   （1986 ）:415］。本稿に挙げた
事例との比較対象のために、非常に参考になる資料なので、ここに全文を引用する。これまでと同じく、基本的
に原文通り記載するが、「（予言省略）」とあるのも、原文通りである事を注意しておきたい。筆者の注釈は0
内に書き込んである。資料I －⑨についても同様である。
（数 珠 を 押 し もみ 〈丁〉 ま た 押 し もみ 〈丁 〉）
我 昔 所 造 諸 悪 業　 皆 由 無 始 貧 騏 痴　 従 身 口 意 之 所 生　 一 切 我 今 皆 懺 悔 〈丁 〉
（数 珠 を 押 し もみ 〈丁 〉）
わ れ 昔 よ りつ く る と こ ろ の も ろ もろ の悪 業 は 、 み な 無 始 の 貧 咳 痴 に よっ て 生 ず る と こ ろ な り。 一 切 を わ れ い ま
懺 悔 し 給 う 〈丁 〉
（数 珠 を 押 し も允 丿Ill　　　　　　　　　　　　　　-'
 L -c ん
。
さんぽだいこじん　　　　　　　　　　　　　　　かわうち
南無 大 悲観 世 音
ヽ
天 照 大神
ヽ
八 幡 大 菩 薩
ヽ
春 日 大 明 神
ヽ
牛 頭 天 王
ヽ
耳 言 大荒 神
ヽ
稲 荷 大 明 神
ヽ
鬼 子 母 神
ヽ
河 内 大
明 神
ヽ
太 田 大 肌 サ
ヽ
弓 矢 八 幡
ヽ
大 日 如 来
ヽ
六 所o 権 現
ヽ
金 毘 羅 大権 現 （数 珠 を 押 し も み 〈丁 〉）
ヽ
泉 の 大 明 神
ヽ
三十 三 観 世 音 菩 薩
ヽ
赤 坂 薬 師 友 石 竹
ヽ
貴 船 大 明神
ヽ
当 家 ほ ん けo 本 尊
ヽ
白山 大権 現
ヽ
戸 隠 の 大明 神
ヽ
峰 の 薬 師
ヽ
馬 頭 観 世 音 、 荒 沢 地 蔵 権 現 、 金 峰 山 〈丁 〉、 峰 に… … 、 恐 れ な が ら 湯 殿 山 大 権 現 、月 山 大 権 現 、 鳥 海 山 大 権 現 、
三山 大 権 現 、 岩 本 本 明 寺 、底 淵 … … 、 歳 徳 大 善神 、 日本 大小 の神 〈丁 〉。
（数珠 を 押 し も み 〈丁 〉）
そもそも日本国大小の神祇、敬白、山城国加茂の大明神、大和春
住吉の大明神、遠江国粟鹿の大明神、河内小原の大明神、駿河国富
日刻 印lヽ安房影 らヽさきの大明神ヽ摂津国
士 浅間まで招じ相寄せ給う〈丁〉、和泉国三
島の大明神、甲斐国市河の大明神、下野国白髭の大明神、常陸国鹿島の大明神、近江国……… たらたかんまんく丁)。
石山二十四社ヽ冑の盟れり
ゃらせ給う 〈丁〉。えびす……
ヽ最上三十三所はやらせ給う〈丁〉‰金峰山ヽ わた9
みO ……゛｀力｀づき
ヽ小月山ヽ荒沢地蔵大権
現ヽ吹越熊野O 権現ヽ左り童子ヽ右ぎ童子ま、尽炉じ相寄せ給う( 数珠
を押しもんで‰〈ア〉)。羽黒三所大愧芦ヽ払川八大金剛童子ヽ黄金堂三十三体正朔尹 音菩薩
、ヽ声 坂薬師……、M
蓮寺……/ 」ヽ羽戸の観世音ま々招じ相( はん) 秀す芦 ふ( 数珠を押し皿) 。鶴岡上に山王
ヽ
下に山王
ヽ藤島上
下
六所O 権現
ヽ 山王く うまんのくヽ茫
羽戸観世音菩薩ヽ 貴船の明ち 凄 寺千手観世音菩薩( ぼさあ)
ヽしょうふ乱
大徳ヽ熊野のお滝の不動まで招t
ニ相寄゛給ふ。蕨岡十一面観世音菩蒔
ヽ住吉の樵現ヽ吹浦原 牡 薬鰐炎々招じ相
寄せ給ふ。杉沢の権現、鳥海山日光月光十二天、船玉の権現、酒田占に山王、下に山王、弁財天、白山の権現、
狩川正八幡、余目いぎょうはくさん、しょうかんの、八幡まで招じ相寄せ給う。　うんたらかんまん。
(数珠を押しもみ)
そ も 孟 匁 鈴 の は じ ま り は … … 熊 野 の 権 現 … … 鈴 の も ち は じ め な り 。 愛 染 明 の … … 月 の 二 十 六 夜 は 二 十 六 夜 と て
■　　　　　　　　　　　　　 －　　　k・天占農黍瓦りありがたき神なり。愛染明王のすんじん……のなにごとも心のまいこゆきすきあれや……、一の鈴
は天照大神の鈴なり。二つの鈴は戸隠の明神の鈴なり。三つの鈴は金毘羅大権現の鈴なり。四つの鈴はきのみや
呉鯨
£ A.
り。五つの鈴はおいべしの鈴なり。六つの鈴は福禄神の鈴なり。七つの鈴は七福神の鈴なり。八つの鈴は
毘沙門天の鈴なり。九つの鈴は歳徳大善の鈴なり。十の鈴は愛染明の鈴なり。十一の鈴はこの世を治め、しょう
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ふくたてまつるたいせんの鈴なり。十二の鈴は十二菩薩の鈴なり。
（次に祓詞を読む）
いざなぎ・いざなぎのみことを以てまかる協れをも、やまいのさわりと月き水のさわり、きたなきくさぐさの
罪ことは、すなどの風の天の八重雲を吹きはらうことのごと〈 、水を以て火をしめすがごと〈 〈丁〉、湯を以て
ふきけやすがごとく……もろもろのさわり、欄れをば、しょうがんのひとの橘のあおきが原の神のみたまのふゆ
のまにまに払い清め給えと申すことのよしを呑つ神・国つ神 一八百万の神もろとも天のふけごまの八つのおん耳
ふりたてゝ聞き給うと、かしこみ、かしこみ白す。
。鯵 仁方根清浄大祓を読む）
天照大神のたまはく。人はすなわち天が下のみたまものなれば、すべからくしずまり、しずまることをつかさ
どるぺし。心はすなわち神のもとのあまじなり。わがたましいをいたましむることなかれ。この故に目にもろも
ろの臓れをみて心にもろもろの不浄をみず、耳にもろもろの〈丁〉儲れを聞いて心にもろもろの不浄を聞かず。
鼻にもろもろの臓れをかいで、心にもろもろの不浄をかがず。身にもろもろの臓れを触れて、心にもろもろの不
浄に触れず。思いにもろもろの臓れを思って心にもろもろの不浄を思わず、この時に清く潔よきことばあり、を
ろもろの法は影の形のごとし。清く浄ければ仮りにも臓るゝことなし。せっをとらばうべらず。花よりぞ木の実
とはなる。 わが身すなわち六根清浄なり。六根清浄なるが故に五臓の神君安寧なるが故に天地の神と同根なり
〈丁〉。天地の神の同根なるが故に願いとして成就せずということなし。無上の霊宝、神道加持〈丁〉。
（次に般若心経を読み、それらo づいて祈願のことばを述べる）
只今、弘法大師、ミ十三観音菩薩……家内安全、火難盗難相のがれ……災難相のがれ……家内安全、日本国中
の神（二拍手・合掌・二拍手）。（数珠をまるめて机の上におき、小さい細長い行李から白扇（中啓を持つ巫女
もある）と鈴を取りだし、扇を開いて左手に、鈴は右手にたずさえ、一旦それを両頬のあたりまで持ちあげてか
ら乳のあたりまで振りおろすこ と三度ばかり、やがて次のような神楽歌をうたいはじめるが、そのふしまわしは
追分け調にやや近い）
ご祈祷に、今日のみかぐら、まいらせる、まいらせたりや、かさねがさねに、かさねがさねに。〔改行無し：筆
者注〕ちはやぶる、神に祈りは、しげけれど、つ ゆ（千代）ふる神の、こ 刈ままいどの、こ 則ままいどの。
氏子は、いのちながらえ、身は長く、かどある石も、ひらくなるまで、ひらくなるまで。
この世に、らんたいけたい、きよむれば、悪魔をよせず、富ぞいれます、富ぞいれます。
伊勢の国、天の岩戸を、おしひらく（き）、高天の原に、神をあそばす、神をあそばす。
ありがたや、玉のすだれを、巻き上げて、神楽の音を、聞くぞうれしき、聞くぞうれしき。
よろこびに、なおよろこびが、かさなりて、聞くにうれしき、きょうのよろこび、神のよろこび。
しょんぐわつは、
にんがつは、高嶺
としのはじめの、福男、家内安全、祝ひそめけれ、祝ひそめけれ。
平田の、雪とけて、まず咲きいでる、まんしやくの花、まんしやくの花。
三月は、桃のまつりに、あうひとは、千歳の祈り。〔ママ〕のむやかならず、のむやかならず。
しんがつは、卯月八日の、花ざかり、谷にうぐいす、花とこそ棲む、花とこそ棲む〔ママ〕
ごんがつは、あやめよもぎで、ふきそめて、家内安全、祝ひそめけれ、祝ひそめけれ。
六月は、こふくこずよに、眺むれば、蝉のからこえ、天にひゞかす、天にひゞかす。
七月は、稲のうえ照らす、いなずまの、光りをさして、富ぞいれます、富ぞいれます。
八月は、いとながかれや、かつらすめ、よものやまべに、もみぢそめけれ、もみぢそめけれ。
くんがつは、菊の祭りに、あうひとは、千歳の祈り、のむやかならず、のむやかならず。
十月は、ごにちあられの、とゞめたや、神にあらわれて、社さだめる、社さだめる。
十一月は、なにをたよりに、この冬を、萱にかゝりし、雪とこそ棲む、雪とこそ棲む。
しもばしら、雪にけたごに、雨たるぎ、いずれ日暮れと、風は吹きくる、風吹きくる。
この殿の、いのえ（乾）の隅に、瓶七つ、七つの瓶に、そゞろ波うつ、そゞろ波うつ。
かみみちは、ちい応ち（千日）も刈こち（百日）、道七つ、中なる道は、神の通い道、神の通い道。よのごとも、
なやむななつ、親名さえ、鈴とりそえで、神招ぐ、神招ぐなる。いかなる神も、神もまします、神もまします。
大日の、衣の袖は、広けれど、包むにあまる、今日のよろこび、神のよろこび。
（扇と鈴を机に返し、おこないさまの女神を左手に、男神を右手にたずさえて耳のあたりまで差しあげる。そ
うすると、間もなく託宣がはじまるのである。そのことばー ）
花神楽の心づくし、あな珍しく、てどられるおくない本尊。何年も長い間、おくない本尊、お衣も着せられず、
実に苦しまれたおくない本尊なれど、こんにちこの座にてよろこばれ、お衣着せられ、ありがたきおくない本尊。
十月の十五日は出雲の国にのぼられることとなっている身の上なれば、おくない本尊、このとき忘れずに心がけ
て、おくない本尊に赤のめし二人ぶり、盃で一つずつ供えてもらえばよろこぶおくない本尊。高烏帽子もへらど
りも信心してくれるならば、毎年お衣着せかえてもらえばよろこびなれども に こから予言のことばになるが、
それは、採録しなかった）四年目、四年目ごとに今までのお衣脱がせられ、新しきお衣を着せかえる身の上にな
っている。けれども、何年間もお衣着せられず、出雲の国にのうぼることもできず苦しまれたおくない本尊。け
れども神を信心してくれるひとびとのおかげにて、お衣着せられてよろこぶおくない本尊（ここからふたたび予
言のことばをいう、省略）このおくない本尊は、先祖よりも代々にてまつられてきたおくない本尊であることな
れば、毎年毎年忘れずにお衣着せかえてもらいたい。また今月中でも、また十二月二日、三日でもよし、たんぼ
からたんぽへと、稲場の風にあててもらうならばよろこぶおくない本尊（予言省略）おくない本尊を祭っていた
ことを忘れていたはずなれど、必らずこれからはおくない本尊を祭っていたことを忘れず、厚く信心してもらえ
ばよろこぶおくない本尊。十月十五日、出雲の国にのぼられれば、畳三畳は座にてすわれてよろこばれるおくな
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い本尊、その前には忘れずに、稲場の風といえば、たんぼからたんぽへと巡ることであるほどに、忘れずに稲場
の風にあててもらえばよろこぶおくない本尊である（予言省略）おくない本尊は悪いことはなく、どこまで ちょ
ろ二びをとらせてやるおくない本尊。秋のおかぐらをありかたく、何年ぶりなるおかぐらをあげられてょろこぶ
おくない本尊（ニ升言省略）。家内安全、この家繁盛と守らせ給う、こんにちの仰せ。
に こで、 ″おくないさま// を机の上におき、前のように扇と鈴をたずさえてふりならしつつ、再び神楽歌をう
たう。）よろこびに、なおよろこびが、かさなりて、ともにうれしき、今日のよろこび、神のよろこび。（机と
膝の間で、扇のうえに鈴をあて、いかにも埃を払うような態で、鈴の音をたてながら唱えごとをいう。そのこと
ばー ）
払い給え、清め給う。払い給え、清め給う。払い給え、清め給う六根清浄なり。払い給え、清め給う。（二拍
子・合掌・二拍手）
（以上でまつりを終わる）［戸川　1954   （1986）:424-429］
資料I －⑨　岡田照子採集による山形県鶴岡市O・某巫女のオコナイサマアソバセ中の神歌（1950年頃）
庄内地方のミコによるオコナイサマアソバセ中の「十二ヶ月の神歌の如きのもの」の詞章である。採集年は記
述されていないが、1950 年頃のものと考えられる。「V 」は、繰り返し記号である。
○正月は年の始めの福男家内安全祝いそめけれV
O 二月は高嶺平田の雪とけてまず咲きいでるまんしやくの花V
O 三月は桃の祭りにあう人は千歳の祈りのむや必ず 、ヽ／
○四月は卯月八日の花盛り谷に鴬花どこそ凄むV
O 五月はあやめのよもぎでふきそめて、家内安全祝いそめけれV
O 六月はこふくこずよに眺むれば蝉のから声天に響かすV
O 七月は稲のうえ照らす稲妻の光をさして富ぞいれますV
O 八月はいと長かれや桂すめ、四方の山辺に、紅葉染めけれV
O 九月は菊の祭りにあう人は千歳の祈りのむや必ず ／ヽ
○十月はごにちあられのとどめたや神にあらわれ社定めるV
O 十一月は何を頼りに此の冬を萱にかかりし雪とこそ棲むV
O 霜柱雪にけたごに雨たろぎ、いずれも日暮れと風は咲 〔ママ〕きくるマ
○このとののいのえの隅にかめ七つ、七つのかめにそぞろ波打つ。（以下略）[ママ〕［岡田　1961:17-18］
資料I －⑩　山形県東田川郡三川町0・M巫女による初午詫宣（1999年2月10日・同町対馬地区）
1999 年初午前日（2 月10 日）にO ・M 巫女の自宅で行なわれた、稲荷様と地蔵様の託宣である
記述の方法は資料I －①から⑦迄に記載した宮城県のO ・S 巫女によるものと同様である。但し、これは後日
（8 月の調査時）にこれを録音していた前宿元I・E 氏（1933 年生）から入手したものであり、恐らくは録音され
た部分の前に若干あったのではないかと考えられる祭文・経文等が抜けている。何とも残念なのだが、これは依
頼者が、託宣の部分を必要であると考え、まさにその部分を録音していた、という事を意味しており、これはこ
れで重要な事柄なのである。
尚、ここではオリジナル・テープからダビングしたものによって時間を計測し、表記しているので、やはり若
干の誤差が生じているであろう事を述べておく。開始時間が不明なので、録音の開始を「00'　00  "   Iとする。
〔（00 ′ 00 ）鈴を振り始める。かなり長い。ちなみに、これは宮城県本吉郡唐桑町の0 ・S 巫女が用いる天井か
ら吊り下げられたものとは異なり、手に持って振るものである。(00  '    25 ″）「御神楽歌」が歌われる。同巫女
は語尾を余り伸ばさない。韻律もメリスマが少なく、シンプルである。〕くゴケドウ（御祈祷）に、今日のミカ
グラ（御神楽）まいらせて、まいらせたりや、重ね重ねに、重ね重ね一に一〔鈴〕。〉（譜面化：資料H －②）千
早ぶる神に祈りはすげけれどー〔鈴〕、打ち振る神の、ここは毎度－ のー、ここは毎度－のー〔鈴〕。氏子はー、
命長かれ、身は長くー［鈴］、アトアルヒも丸くなるまーで、丸くなるまーで〔鈴〕。このようにー、ナンダイ
ケタイキをいればー（？）、悪魔を寄せず富ぞ入れまーすー、富ぞ入れまあーす一 〔鈴〕。伊勢の国－、天の岩
戸を押し開きー〔鈴〕、高天が原に神を遊ばーすー、神を遊ば一すー〔鈴〕。あ りがたやー、玉の簾を巻き上げ
て一〔鈴〕、神楽の音をも聞くぞ嬉しーきー、聞くぞ嬉しーきー〔鈴〕。喜びにー、尚喜びを一重なりてー〔鈴〕、
聞くに嬉しーきー今日の喜びー。神の喜びー〔鈴やや多め〕。ううん。稲荷山一、霞隔てて遊ぶれどー 〔鈴〕、
他の神にリショウなるもーのー、リーショウなるもーのー。
〔（02'　15 ″ ）鈴3 回。カネも1 度打つ。 口調が変わり、託宣に入る。歌ではなく、極めて日常的な話し方で
ある。かなり早口とも言える。〕左より、右々にうつるぜいの神（？）、行えばこそ、ぜいやまつらん。神とや
ら今日無事にいらる。神の道場にぎやかに飾り、春の花神楽の志、早々とたち運んで、あげて貰って、ありがた
くてとりゆく。この部落も、末永く幸せ続かれるように。ただ今、すがった男も倒れたりせぬよう、事故災難に
遭わねえように、前に立ち後ろに立ち廻って守ってやる。えっと、今年はふさがってる方角は、西、いや北の方
角、今年から3 年間、北の方角さ廻ってふさげてる事だし、その方角の木一切ったり、枝落としたり、なるべく
建物建てたりしねえように、ほして気を付けて貰いたい。頭さわり受けたりしねえように、守ってやる。で、今
年の悪い年となれば、タカエボシ、タカラ達、ヘ ラドリ方でも、どの人方でも悪い年となれば、子の年生まれ、
それに、うさぎ年、午の年、午の年、羊、ああ、申の年、その年は悪い年に当たっている事だし、なるべく、え
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えん、その年の時は何事するでも良く気を付けて、で、年祓いをして貰うのも悪くないかと見える。頭さわり受
けたりしねえように、守ってやる。また、今年となれば、やっぱり、去年同様に天気はちょっと不順だかと見え
るけれども、去年よりは悪くないかと見える。
それで、作とる時は、なるべく天気見て、そして肥料くれる時や、農薬使う時は、良く天気見て気を付けて使
うよう心掛けて貰いたい。良い所はとても良いけれども、ちょっとの油断から、悪い所は物凄く悪くなる恐れも
あるかと見える、良く良く気を付けるよう心掛けて貰いたい。畑作もそう悪くないかと見える。畑作は7 分半か
ら8 分半位。それに、車で行く所もあるかと見えるし、田作は、やっぱり、中は、ワセ（早生）は8 分から8 分
半ぐらいで、ナカデ（中出）は8 分から9 分、9 分超える所もあるかと見える。田の作も、豊作取られるように、
田の周り畑の周り、昼3 度、夜3 度、片肌脱いで廻って守ってやる。
それに、今年は火ばやい（早い）年になっているかと見えるし、なるべく、7 月と8 月は特に火の元に気を付
けるように。秋は、10  月11  月、その頃は良く気を付けるよう心掛けて貰いたい。…されるように、氏子が災難
逃れる様に、それに、火の元ともなると、3 月から4 月にかけても、ちょっとの油断から、手過ち起こす恐れあ
る、良く気を付けるように。（「方角はどちらだ？」と聞く女性あり。それに答えて、）この部落の、にしみなみ
（西南）になっているかと見える、部落の中心から見てにしみなみ（西南）。良く心掛けるように。‥・が災難逃
れるように、大手拡げて廻って守ってやる。商売している人とか、事業しているタカエボシヘラドリ方も、何事
さしても良く気を付けられるけど、そうと（相当）のじんがい（人害？） うける恐れもあるし、それに、間違い
起こす恐れもあるかと見える。良く気を付けるよう教えといて貰いたい。どの商売も繁盛されるように、危ない
商売、塗装とか、大工さんとか、そういう危ない商売してる人方も、良く気を付けるように。ちょっとのゆでん、
油断から、災難受ける恐れある。そして、いい時と悪い時と、おっきく波もあるかと見える。良く気を付けて、
悪いからといって油断しねえように。人の信用なくしねえように。良く気を付けて貰いたい。
この部落の、北の方角のうち（家）には、盗賊入られる恐れある。5 月頃良く気を付けるように。あと、盗賊
など入ったりしねえように。タカラ達とこも悪い友達持たねえよう、悪い方さ誘われねえように、前に立ち後ろ
に立ち廻って守っている。けれども、7 歳から17 、8 位迄のタカラ達は、ちょっとの油断から水で災難受ける恐
れある,  7 月ころ、気を、良く良く気を付けるよう心掛けて貰いたい。うちむら（内村？）災難逃れるように前
に前に立ち後ろに立ち廻って守ってやる。それに、やっぱり、同じ7 月から8 月ころ、東の方角で、10  歳ぐら
いのタカラ達が、火遊びのために、火難起こす恐れあるかと見える。良く気を付けるよう教えておいて貰いたい。
火遊びなどしねえように、守っているけど廻って守っている。稲荷大明神も、部落のみんなむつましく仲良く、
人の信頼を受けて、それで繁盛されるように、さっき言ったように、商売とか、事業している人がたは特に気を
付けるように。ちょっとの油断から、だまされたり、間違い起こしたりする恐れもあるかと見えるし、良く気を
付けるように。それに、洪水となれば、水となるてーと、4 月から、5 月かけてもちょっと、おっきい水事故起
こす恐れもあるし、それから8 月ごろも洪水起こす恐れあるかと見える。 良く気を付けるように、みんな察して
おいて貰いたい。いちごろ災害受けたりしねえように、喜び取られるように守ってやる。
この部落のヘラドリやタカエボシからも、稲荷大明神には、いつでも、厚く信心して貰って、ありかたく喜ぶ。
年の悪いタカエボシやヘラドリ、なるべく印鑑使う時は気を付けるように。間違って使ったり、まず、あの屎さ
れたりする恐れもあるかと見える。そこも良く注意してしといて貰いたい。面倒な事など起こさねえように、喜
び取られるように守ってやる。 ううん。みんな安心して、楽しく過ごされるように。それから、11 月ころは、
部落の大切な仕事の事で、ちょっと、もめるかと見える。良く気を付けるよう心掛けて貰いたい。もめたりしね
えように、喜び取られるように守ってやる。それに、留守する時は必ず、もう一度、火の元良く確かめて、戸締
まりも良くして出掛けるように。喜び取られるように守ってやる。稲荷大明神にも厚く信心して貰って、おりが
たく喜ぶ。それから、稲荷大明神となれば、いつでも守ってはいるけれども、なかなか、天気となるてと、不順
な時は物凄く、続く不順だ、続く恐れあるかと見える。良く気を付けるように。・‥あと、災難逃れる様に、過ち
起こさねえように、喜び取られるように守ってやる。とうむら（当村）一同何事もなく、丸くはんじょ（繁盛）
されるよう守りおく。今日？
〔（o'　00"  ）。鈴が何度か振られる。2 拍手が聞こえる。〕
［（10 '     15 ″）ここから、再び歌。短い。〕地蔵さん、肩に掛かりし紗の衣－〔鈴〕、七重も八重も、重ね重ね
ーにー、重ね重ねーにー。
〔（o'     30″）鈴3 回。以下、普通の口調での託宣。］左より右りにうつるぜいの神、行えばこそ、ずいやます
らん。何とやら、今 日一日選び、神の道場にぎやかに飾り、春の花神楽の志し、ありがたくて取り置く。地蔵菩
薩なり。とうむら（当村）安全守ってやる。火難盗賊は逃れ置く。手過ちは出さぬよと、あまたの…守りおく地
蔵菩薩なり。この部落のタカラ達とこも、怪我などしねえように、災難さ遭わねえように、いつでも、前に立ち
後ろに立ち守って、守ってはやるけれども、7 月ごろはどうしても、車で、怪我する恐れもあるかと見える。良
く気を付けるように。で、二十歳から〔ここでカネの音。　うっかりという感じ。〕、30 歳位迄の、…道路…つて
言えばいいか、そ ういう人方は、乗り物さ気を付けるように。まず、ちょっとの油断から、災難起こす恐れある
かと見える。良く気を付けるように。　して、30 歳から、40  歳迄の間のタカエボシは、我よりも南の方角、みな
みにし（南西）の方角で、大切な、印鑑使う時、間違って使う恐れあるかと見える、良く気を付けるように。そ
れは、やっぱり40 歳から50 歳位迄のタカエボシだかとみえる。みんな様々の事で集まって、話し合いする時も、
さっき言ったように、もめる恐れもあるかと見える。争い起こさねえように、みんな安心して楽しく過ごされる
ように守ってやる。
地蔵菩薩となれば、タカラ達の事は特に守ってはいるけれども、ただ、水には良く気を付けらせて貰いたい。
やはり6 月、7 月、8 月ころの、水には良く気を付けらせるように。水で災害受けたりしねえように。それから
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小さいタカラ遠は、5 月ごろは悪い病気、流行って、わけても倒れるタカラも多く出るかと見える。8 月から9
月ごろ特に気を付けるように。それでも災難逃れる様に、倒れたりしねえように、丈夫で立派なタカラに成長 さ
れるように。で、3 歳位のタカラとなれば、うちの中で焼けする恐れあるかと見える。これは、まず、5 月ごろ
だかと見る。なるべく油断しないで、気を付けて見守って、いて貰えば、ありかたい。そちな災難逃れる様、前
に立ち後ろに立ち廻って守ってやる。みんな安心されるように。そしてヘラドリ方も、自分がた同士でいざこざ
起こさねええように、うちで明るく楽しく…つくしていかれるように、商売してる40 歳ぐらいのヘラドリも、
ちょっとの事から、大の恨み受ける恐れあるかと見える。良く気を付けて商売するようにしといて貰いたい。面
倒な事起こさねえように、大の世話受けて、まじめでいえで（？）務めて繁盛されるように、守ってやる。やっ
ぱり、商売となるってといい時と悪い時があるし、そして、間違い起こしたりするてと、つい楽してしま うかと
見える。それからだいぶん（？）ともなれば（カネ）、それもしんらく（？）しねえように、いつでも機嫌良く、
そして…するよう心掛けて貰いたい。で、繁盛されるように守ってやる。みんな安心されるように。ええん。壁
より外（春日儀夫によれば、「その土地に住み縁づいたもの」［春日　1965   （1986）:42］である。）がたも、みん
な丈夫で働いていたり、…しくされるように、喜び取られるように。11 月ころも、悪い風邪流行るかと見える。
まだまだ月日はあるけれども、良く気を付けるよう教えといて貰いたい。…の悪いびょうき流行ったりしねえよ
うに、守ってやる。今もちょっと、風も強く、感冒起こしやすいかと見えるさけ、少しでも風邪気味した時は、
すぐ…して大切にして貰いたい。
縁付く結ぶタカラ達とこも、良い縁付く結ばれるよう守ってやるし、ただ、年の悪い時は、なるべく決めねえ、
決めねえように、どうしてもいい大あって決めたい時は、時は、年祓いしといて決めるよう心掛けて貰いたい。
良い大さ縁づくように。そして、亥の年生まれの、タカラ達とこは、北の方さ縁付かせねえように。それに、み、
さ、酉年生まれ、酉年生まれの大どこは、西の方さ縁付かせねえように。西の方はふさがってるかと見える。そ
れから、午は南の方角さ、縁付かせねえように。あと、うさぎは、あの、東の方さ縁付かせねえように。そして
気を付けて貰いたい。…とこさ縁付いて、幸せされる様に。縁付くのは悪いけれども、貰うのは悪くないかと見
える。いい とこさ縁付くように。いい縁付く結ばれるように、良いとこさ縁付かれるように、前に立ち後ろに立
ち廻って守ってやる。
なるべく、年友達同士でっかいする時は、良く気を付けてつかいするよう気を付けて貰いたい、せわし？され
るように、喜び取られるように守ってやる。地蔵菩薩も、今年は良い年であるように、良い作取られるよう、良
い畑作も取られるように、前に立ち後ろに立ち廻って、大手拡げて廻って守ってやる。それに、タカエボシ方は、
自分方同士達で話しする時は、なるべく、酒の入った時はしねえように。ちょっとの事からいざこざ起こしやす
いし。それから、40  歳位、40 代の、ヘラドリ方となれば、ちょっとのみためから悪い事立ち廻られる恐れある
かと見える。良く気を付けるよう教えといて貰いたい。で、特に、ふさがっている方角は、今年は北の方角、は、3
年間ふさがる今年から3 年。
それから、マワリコウジ様となれば、春は東、夏は南、秋は西、冬は北って廻って歩くコウジ様もいるかと見
える。そういう時は暦の上の春－とか。夏とかって、なるべくつじちょうさ？したりしねえように。あと、おっ
きく、植木…当たったりしねえように、気を付けて貰いたい。…さ、後のさわり、引いたりしねえ様に守ってや
る。みんな安心して、楽しく過ごされるように、北の方角のうち（家）では、盗賊入られる恐れもあるかと見え
る、良く気を付けるように。
それに、10 歳から17 、15 歳ぐらい迄の、タカラ、南西（みなみにし）の方さ出掛ける時ちょっとの油断で、
乗り物で災難受ける恐れある。3 月の末ころ、良く気を付けるよう教えといて貰いたい。氏子ら災難逃れる様に、
喜び取られるように、守ってやる。みんな安心されるように。そして、小さいタカラ達の、悪い病気流行りやす
いのは、3 月4 月から5 月ごろと、秋は、12 月から、まだずっと、月日はあるけれども、12 月から1 月かけて
は、小さいタカラ達の悪い病気流行るかと見える。そこも良く気を付けて貰いたい。この部落さ悪い病気など大
ったりしねえ様に、いつでも明るく楽しく、忙しく過ごして行かれるように、喜び取られるように守ってやる。
タカラ達どもは、火遊びはさせねえように、おっきくなる恐れあるかと見える。そこ、良く注意して教えといて
貰いたい。
うちむら（内村）災難逃れる様に、喜び取られるよう守ってやる。それから留守する時は、戸締まり、火の元
は良く確かめて、戸締まりも良くして出掛けるように。盗賊など入られねえように。手過ち起こしたりしねえよ
うに。喜び取られるように守ってやる。まず、40 歳、50 歳ぐらいの、60  歳の、その位のクカエボシがたは、印
鑑使う時は特に気を付けた方がいいかと見える。やっぱり、ちょっと編されて使う恐れあるかと見える。そうい
う事んならねえように。それだ月日となれば、9 月ごろだかと見る。良く注意して教えといて貰いたい。商売し
ているタカエボシヘラドリ方とこも、人のせいめい（？）上に受けて、繁盛されるよう守ってやる。いい時と悪
い時と、波もあるかと見える。良く気を付けるように。小さいタカラ達とこも、怪我しねえ病気しねえように、
丈夫で立派なタカラに成長されるように。若いタカエボシ、ヘラドリ方とこも、大のせいめい上に（？）見えて
丈夫で働いて、そして楽しく忙しく過ごして行かれるように、喜び取られる様守ってやる。
田作も畑作も豊作されるように、田の周り畑の周り、昼3 度、夜3 度、片肌脱いで廻って守ってやる。秋作も
悪くないかと見えるし、気を付けてがんばるよう心掛けて貰いたい。田作となればさっき言ったように、ワセ（早
生）は、まず、8 分半から9 分、ああ、ワセ（早生）でなくナカデ（中出）、ナカデ（中出）は8 分半から9 分、9
分半位迄かと見える。けれども、ワセ（早生）となればちょっと落ちるかと見えるさけ、良く気を付けるように。
それから肥料を使う時肥料や、農薬使う時は、良く気を詰めて使うよう心掛けて貰いたい。間違いのために、お
っきく、さいそ う（？）する恐れあるかと見える。良く気を付けるように。　して、若いヘラドリ方も、消毒薬と
か、そういうの使う時は良く気を付けるように。自分の体さかける恐れあるかと見える。それで、4 月と、それ-
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から8 月ごろだかと見える。良く気を付けるよう教えておいて貰いたい。…な災難逃れるように、喜び取られる
ように守っている。そして、地蔵菩薩にも、この部落のヘラドリやタカエボシ方からはいつでも厚く、信心して
貰って、ありがたく喜ぶ。とうむら（当村）一同何事もなく、丸くはんじよ（繁盛）される守りおく。今日、お
うせー。
〔（21'　36 ″ ）カネ。鈴。再び、歌になる。冒頭部と同じ旋律・テンポである。〕喜びに、尚喜びを一重なりて
ー［鈴］、共に嬉しきー、今日の喜－びー、神の喜－びー。
〔鈴を烈しく振る。2 拍手が聞こえる。〕（「ごくろうさま。」）ああ、どうも。
［（21'　30"  ）ここで、テープは終わる。〕
一読して分かる通り、同じ庄内地方の巫女とは言っても、資料I －⑩に示したO ・Y 巫女とはその語り口に相
当な相違がある事が分かるであろう。常套句はF 何々かと見える」、F守りおく」、F良く気を付けるように」で
ある。更にまた、0・Y 巫女も同じ意味の事を常套句にしているのだが、口調がやや丁寧である事にも注意を喚
起しておきたい。
資料I 一面　 山形県東田川郡三川町0・M巫女による地蔵様の託宣の筆者自身によるメモ書き（1999年4月24日・同
郡余目町南野地区）
1999 年4 月24 日に同地区地蔵様堂内で0 ・M 巫女によって行なわれた地蔵様と稲荷様の託宣を含む祭祀のメ
モ書きである。
〔(10:17) 鈴を取り出す。右手に鈴、左手に扇を持つ。〕…今 日のミカグラ…千早ぶる… 〔鈴を振りながら唱え
ている。〕、天の岩戸を押し開き、…七重も八重も重ね重ね…」口調が変わり、「地蔵菩薩…。60 代、70 代…建物
建てたり、…よく気を付けて貰いたい。東の方、夏さ入ってからは北の方角、気を付けて貰いたい。今年は特に
悪い年。子の年生まれ、酉年生まれは特に悪い年に当たっている。（ここで、聞き直す方あり。「子の年?」）今い
ったのは悪い年の人達。悪い年の人達は、家建てたりしないように。体の、…祈ってる。地蔵菩薩も守っている。
今月末…6 月にかけては…水に気を付けるように。 タカラ、ヘラドリ。（クライアント達は真剣に聞いている。）
体の疲れた人は、‥・ 12-3 歳のタカラ達、海水浴…30 代のタカエボシ、…の恐れある。8 月…商売しているタカ
エボシ、…繁盛するよう祈ってる。いい時と悪い時と波がある。部落の…タカエボシ、間違いで、その責任とら
ねばならぬ時ある。「どういう災難？」今言った。6 月、川 月特に気を付けた方が良いと見える。40 代のヘラド
リ、話し合い…裏切る。気を付けるように。過ち起こさぬように。火の元に気を付けて。5 月頃は、小さいタカ
ラ達。…大切にして貰いたい。ヘラトリ、タカエボシも、風のために…、若いタカエボシ、30 代、40 代、50 代
…するように。病気…祈っている。地蔵菩薩も…
〔（10:29）鈴、歌、唱え事、次の託宣に入っている。「お稲荷さん」らしい。〕大工とか…の仕事してる人は特に
気を付けるように。（作柄は：筆者補）八分から八分半。所によっては九分から九分半。農薬使 うときはよく気
を付けて。‥・八分から八分半。守っている安心して…。事業している…仕事、気を付けるように。繁盛されるよ
うに。…のタカエボシも気を付けて貰いたい。 その人方は特に気を付けた方がよいと見える。北の方、建物、7
月と8 月、5 月の末。水には良く気を付けるように。 タカラ達、立派に育つように。喜び続かれるように祈って
る。タカエボシ、7 月8 月10 月12 月は、煙草の吸い殼…気を付けるように。…貰いたい。秋の11 月の月初め
頃、気を付けるように0    （ここでまた聞き直している。）60 代のタカエボシ、出掛けるとき6  月頃ちょっとの油
断で、…気を付けるように。
((10:35) 鈴を振るj 喜びにー、…飾られてー…[ 鈴を激しく振って、2 拍手を3 回j
［（10:36）終了。〕どうもごくろうさんです。
資料I －⑩　山形県東田川郡三川町0・M巫女による地蔵尊の託宣の筆者自身によるメモ書き（1999年4月24 日・同
郡余目町古関地区）
1999 年4 月24 日、資料I －⑩に示した南野の祭祀終了後に古関のH ・C 氏宅で行なわれた、地蔵尊に対する
託宣を含む祭祀のメモ書きである。
〔（13:10）カネ4 回。二拍手。数珠を鳴らし、心経。〕そもそも東方に、…西方に…のつるぎ、〔カネ2 回、□L 、2
拍手。鈴と扇を取り出す。〕
〔（13:14）御神楽歌。〕…千早ぶる…こことまいどの…氏子は…悪くなる迄…悪魔を寄せず、富ぞいれます。伊
勢の国、天の岩戸を…ありがたやー…きくぞ嬉しき、…喜びによ ‥きくも嬉しきカミの喜び。左より右にうつる
‥・カミのどうじょう…地蔵菩薩氏子…守ってやる。守りおく地蔵菩薩なり。タカエボシ、事故など起こさぬよう
に、去年迄3 年座ってた…が、今年から西？に座る。家建てたり、災い受けたりしないように。 この部落のタカ
ラやタカエボシ…子の年、酉年、午、卯が悪い。子は北、酉は西、午南、卯は東、タカエボシ大黒柱倒れること
ある。守ってやる。タカラ達、悪い仲間。登校拒否、…守ってやる。西の方角、盗賊、8 月末頃。火の元、7 月8
月、秋は10 月と12 月。煙草の吸い殼に気を付けて。守ってやる。みんな安心して…。5 月末から6 月、過ち起
こす恐れある。火の元。喜び続くよう守ってやる。タカエボシ、ヘラドリ、60 代、70 代、体の悪いときは湯治
にいかねえように。小さいタカラも、5-6 月は悪い病気はやる。水で災難受ける。11 月焼け死ぬ恐れある。前に
立ち後ろに立ち守ってやる。洪水…守ってやる。みんな安心されるように。 30-40代のタカエボシ、乗り物、守
ってやる。書類のやりとり。印鑑つくとき気を付けるように。12-3、25-6、危ない仕事、水には気を付けるよう
に。いつでも気を付けるように。この宿元のヘラドリ、喜び続くように、守ってやる。ここのタカエボシも長引-
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かないように。若いタカエボシ、‥・問題ある。前に立ち後ろに立ち守ってやる。地蔵菩薩も守ってやる。地蔵菩
薩も篤く守ってもらって…。
〔（13 : 24）鈴が振られる。〕喜びに…尚喜びを重ねつつ、…今日の喜び。（一同、「ありがとうございました。」）
［終了。］
資料I －⑩　山形県東田川郡羽黒町O・Y巫女による地蔵様の託宣（1999 年8月23日・同郡藤島町東堀越地区）
1999 年8 月23 日に東堀越のK ・0 家（屋号）で行なわれた、0・Y 巫女による地蔵様の託宣を録音したものを、
筆者自身によるメモを参考にしつつ記載する。前半のお経や祭文はきわめて聞き取りにくく、ほとんど資料とし
ての意味を持たないかも知れない。但し、お経、六魂清浄の後に、全国の神々の名が唱えられ、その後1 から12
までの数に関する祭文があって、1 月から12 月までの祭文が唱えられている事は読み取れると思う。
（「水です。」）はいどうもー。
〔10:03（00 ’00 ″）カネを4 回鳴らす。呟き。数珠ジャラジャラ。〕
[10:05  （01'　38 ″）再びカネ4 回。数珠。〕
〔以下、お経。殆ど聞き取り不能であるが、途中から祝詞に移っているのだけは分かる。〕
に の辺りで客の一人が蝋燭を点け、もう少し後で線香を点けた。）…、南無大事大師観世音ボーサツ（菩薩）
南無大事大師観世音ボーサツ（菩薩）、南無大事大師観世音ぼさ一つー（菩薩）。かみしばらえ高天が原にかむ
（神）づとまります（カネ2 回）・■■カムロギカムロミ（神漏岐神漏美）のみこと（命）をもってまかる植れをも
って我等が身の障り、…の障り並びに…障り臓れをば、はろ（祓）う事の如くに、だい…の戸鎌をもって…の如
くに、病気や…ごと…障り、欄れをば…橘の、アワギ（阿波岐）が原にー…事のようし（由）を、…たてる、聞
こーし召せと一申すー。
〔10:08 （05'　00 ″）「般若心経」が唱えられる。極めて聞き取りにくい。数珠による伴奏。〕般若波羅密多心経
観自在ボーサツ（菩薩）…般若波羅密多しんぎょー（心経）。
［10:09 （06'　46 ″）「六根清浄」に入る。〕南無三菩提ごーげ（権現）、南無三菩提ごーげ（権現）、天照ましま
すスミオン神のータマワク人は即ち天が下に、御霊モノナリすべからく静めしずまる事を司るべし｛ごヽは即ち、神
と神との元のあるじ（主）たりやーが魂を傷ましむる事なかれこのように（カネ）、目に諸々のフジュウ（不浄）
を見て心に諸々のフジュウ（不浄）を見ず耳に諸々のフジュウ（不浄）を聞いて耳に諸々の、フジュウ（不浄）
を聞かず鼻に諸々のフジュウ（不浄）を嗅いで心に諸、々のフジュウ（不浄）を嗅がず身に身に諸々のフジュウ
（不浄）を触れて心に諸々のフジュウ（不浄）を触れずオモイ（意）に諸々のフジュウ（不浄）を思うて心に諸
々の、フジュ ウ（不浄）を思わず、この時 ものは浄き潔ければ事は諸々の、法は神と形のごーとーし（如し）、
清き潔き仮にも禄るる、事一なし一事をとらんばすべからく皆はなよりぞーこの身とはなり我が身は即ち、六根
ショジョウ（清浄）なり六根ショジョウ（清浄）なるが故に天地の神と同根なり天地の神と、同根なるが故に万
物の霊と同体なり万物の霊と同体、なるが故になす所－の願いとーして成就ならずーという事はなし、ムジョウ
（無常）レイホウ（霊宝）神道ごガンジー（加持）。
〔10:11   （08'　57 ″）小休止。数珠。〕。
〔10:12  （09 '    21 ″）〕そもそも日本の…山城の国賀茂の、ダイミョージ（大明神：以下同様）大和の国春日の
大明神、摂津の国住吉の大明神、阿波の国唐崎の大明神、…伊勢の国伊勢神明大神宮諏訪の国クワガタの大明神
尾張の国熱田の大明神三河の国…の、大明神、トウトオミ（遠江）の国アワシカの大明神、駿河の国…大菩薩…
藤代松川摂社の大ミョジン（明神）…、三島の国三島の大明神甲斐の国、水沢の大明神シモサ（下総）の国カン
ドリ（香取）の大明神…観音近江の国…大明神…大川…ゴーゲ（権現：以下同様）・・・白馬の…、最上さんが…出
羽の国…かたじけなくも…月の山、大日如来…奉る。左は金峰山…わだつみの…ここに…荒沢…大ボーサツ（菩
薩：以下同様）、…熊野…羽黒は三社出羽神社…、祓い川には祓戸の大神黄金堂にさんじゅ（三十）三体、…薬
師…貴船の大明神…千手観音…不動明王…権現…不動毘沙門…、鶴岡さんの…延命カンノ（観音）…薬師…観音
ヤワタ（八幡）八幡大菩薩…鶴岡…八幡…だもう。
（14:28）　そもそも…幣束に住吉の権現…熊野の権現、鳥海山に…のゴウゲー（権現）…フナヨシのゴウゲー
（権現）・‥酒田…シラヤマ（白山）のゴウゲー（権現）・‥砂越…立川に…狩川に正八幡…余目に…八幡大菩薩‥・
そもそも狩川…八幡大菩薩…地蔵大菩薩…そもそも…この世を治め奉る。聖徳太子のシンジュウは…金比羅大ゴ
ゲン（権現）のシンジュウなり…のシンジュウは戸隠大ミョジン（明神）の、シンジュウなり、…天照こ（皇）
大神ぐ（宮）のシンジュウなり…五つのシンジュウは若宮のシンジュウなり…六つのシンジュウは、…じんのシ
ンジュウなり、七つのシンジュウは吉祥寺の、自在天王のシンジュウなり、八つのシンジュウは南無八幡、大菩
薩のシンジュウなり九つのシンジュウは熊野三社大権現の、シンジュウなり、十のシンジュウは毘沙門、天王の
シンジュウなり十一のシンジュウは、閻魔大王のシンジュウなり十二のシンジュウは、山の神十二のシンジュウ
なり、そうして十二のシンジュウは…それは…の神の…御祈祷の…。
〔10:21   （18'   50″）数珠を擦っている。〕
[10:23 （20'　02 ″）鈴を準備する。水を飲む。鈴を右手、扇を左手に持つ。〕蝋燭消えねえの？（「消えねえ。」）[10:25
  （21 '　40 ″ ）鈴を振り始める。「御神楽歌」が歌われる。］くごぎど（御祈祷）に今日のみかーぐら（御
神楽）、まいらーせるー〔鈴〕、まいらせたりーや、かーさ（重）ね重ねにー〔鈴〕、重ね重ねーえ一にー〔鈴〕。〉
（譜面化：資料n －③）千早ぶる神－に祈－るーは 〔鈴〕、するけーれーどー〔鈴〕、千早ぶーるー（振る）神
はこーこはーまえど（毎度）のー〔鈴〕、ここはーまえど（毎度）－のー〔鈴〕。正月は年－の初めの、…〔鈴〕、
家内安ぜーん（全）いーわ（祝）いそめーけーるー 〔鈴〕、祝いそめけーる一一〔鈴〕。ニー月は…、雪つーい
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一てー、…マンジャクのはーあーな（花）－ 〔鈴〕、マンジャクのはーあーなー（花）〔鈴〕。三月は桃－のまつ
一うーり（祭）にあうひ一とー（人）は一 〔鈴〕、千歳の祈りににぎやかなら一ずー［鈴］、にぎやかならず一
［鈴］。しん（四）月はー、…よーばの花ざーかーりー（盛り）[鈴〕、神の祈りーしはーな（花）に、…しむ〔鈴〕、
花に…［鈴] 五月は一…ふきそーめーてー〔鈴〕、こころよかれーとーいーのり（祈り）、染めけーるー〔鈴〕、
祈－り染めけーえーるー 〔鈴〕。六月はー…、まがるれどー〔鈴〕、…天にひびかーすー（響かす）〔鈴〕、天に
ひびかーあーすー（響かす）〔鈴〕。七月はー、その上照－らし稲づーま（妻）の一〔鈴〕、・‥いりまーすー[ 鈴〕、
…いりまーすー〔鈴〕。八月はーいと長かーあーりや、かつらーすぎー［鈴］、桃の山でーもーみじ（紅葉）、染
めけ一り一〔鈴〕、紅葉染めけーりーr 鈴〕。九月は一菊のまつーり（祭）にあう人－はー［鈴］、ちとせの祈り
・ー‥、かなわーずー〔鈴〕、…かなわーずー 〔鈴〕。十月はー‥・とどめーえーたやー 〔鈴〕、かみやらわれーて、
やーしろ（社）定まーあーるー〔鈴〕、社定まーあーるー〔鈴〕。十一月は何－のだよーりに、この冬をー[ 鈴〕、
…かくれーし（隠れ い 、ゆーき（雪）とこそすーるー〔鈴〕、雪－とこそすーる－r 鈴〕。十二月はー［鈴］雪
の…神七一つー、七つの神－に、そぞろ波打一つー 〔鈴〕、そぞろ波打一つ一 〔鈴〕。千代にーあるひーと（人）
は…、かーみ（神）の誓い一にー〔鈴〕、神の誓い一にー〔鈴〕。 うーん。しち…〔鈴〕、かーみ（神）もましー
まーす一〔鈴〕、神もましま一すーr 鈴〕。…衣のそーおーで（袖）を広げーれーど一 〔鈴〕、…今日の喜－びー
〔鈴〕、今日の喜－おーびー〔鈴〕。
〔鈴を振る。下を向いて、何事か呟く。鈴が何度も振られる。〕前の方さ、出はって下さい。
[10:33 (30'　21 ″）口調はややフラットになる。伴奏は鈴。〕よるよ一りも…の神－[ 鈴〕、行えばーこそ〔鈴〕
…、ますら日本のかみがーみ（神々）を参るー 〔鈴〕。なむとうや今 日一日において、村方の一人々心を揃えー
〔鈴〕、ヘラドオリさ足運んでー、村方の〔鈴〕、地蔵、安産地蔵の、神楽、あげおいてやれー 〔鈴〕。喜－びに
喜びー 〔鈴〕をいかばかりーこそ満足 〔鈴〕、その上の、… 〔鈴〕ます秋のこの度は〔鈴〕、秋の分に8  月23 日
〔鈴〕、いつの、いつの日とさいたる日に〔切れ目なし。〕
[10:34  （31'　55 ″）ここまではそれなりに歌であったが、突然口調が変わる。この変化はかなり急激で、これ
自体興味深い。以下、鈴を適当な所で鳴らしながら、普通の口調で語る。しばしば混ざる語尾の「－」は余り長
くない。〕なった事もありませんでした。ありがとうございます。それで、4月の23 日と、まず秋の分は、まず、8
月の23 日と、ポンド（本当）に、まず、ありがとう。まず、村の方々、地蔵さんの近くの、おお、家の方々や、
そいさ、また、ずっと、この、この部落は、まず、100 軒のおっきい（大きい）部落で、うー、ほら、まず、あ
ったども、うー、まず、もうすこーし（少 い 、ポンドに、御託宣に、まず、みんなで集まって、村の事にもお
願いであるわけだども、それで、ほら、これからもー、若い方、中年の方、まず、老人の方がたもー、今までも、
丈夫で、暮らして、長く病気もいたさないでー、う一、まず暮らしたわけだしー、うー、まず、これからもー、
おお、うー、まず、みんな、若い方も、うー、まず丈夫で、はたら、暮らすように、事故も遭わないように守り
続けてやりまーす。「一同F お願いします。」）〔鈴〕それでえ、まずはー、ほら、60 歳どお、60 イ戈の方々、のご
と、伝えてやりまーす。何となく、こう、見るようなわき（訳）ださけえ、それでえ、うん、60 と、おお、1、2、1
の人と、9 歳の、男の方と、男性の方一人、そいさ、61 歳の女の方も、女で、女の方で、あの、10 月のお、半
ばころ、この、うーん、事故で危険な事がありますので、良く、注意して下さい（反応）。相逃してやります（反
応）。それで、今度お、五十との、うーん5 歳とか、50 と7 歳のお、おお、女の人も、いますー、部落に、それ
でー、11 月、うー、うー、11 月の10 日－ころ 〔鈴〕、 うー、その、まず、体をのー、うー、まず、こう、10 日
ころから、すっきりしないので、うー、そしてそれからが、我慢が、我慢とおして〔鈴〕、うん、まず、この12
月の、月初めから〔鈴〕、ほの、まず12 月半ばのころ倒れる事にありますので、良く、そのH 月ごろから、が、10
月ごろから、厳しいころから、すっきりしない ようでありますから、良く注意して〔鈴3 、すごく、そのころか
ら、医者の手当をー、良く、受けて、検査して貰う事にして下さい。早めに。　うん〔鈴〕。それでー、まず、そ
んな事をー、長く、悪いたちの病気をいたさないように、う一守っていますー（やや反応あり）。地蔵さん〔鈴〕。
それで、ほら、地蔵さんはー、あー、お産や、だ、みんなとまず、いろいろ守って、老人若い方、うー、次の
方もみんな、良く、ほら、タカラタカラの事も、みんなの事を守ってはいるわけだども〔鈴〕、それでー、まず、
ほら、子供、あのー、ちっさい（小さい）子供方 〔鈴〕、うん、それでー、4 歳、とか、6 歳とか、の、あと3 歳
の子供方を〔鈴〕、うー、あのー、まず、3歳、4歳も、うー、の子供もいる、いるしー、部落には、それでー〔鈴〕、
まず、その一、事故でのー〔鈴〕、3 歳、4歳の男のタカラ、事故で危険な事がありますので、良く、その、まず、9
月の、二十 日ころ、21 日ころーかまで、良く気を付けて、危険が、あるので、ええ、注意して下さい（反応あ
り）〔鈴〕。それで、そんな事を、重い事故な、急、重い事故でありますので、横切るどーか、様々有りますの
で〔鈴〕、それで、重い事故がありますので、うー、そいでもまず地蔵さんは、その時附いていって、今までと
同じく附いていって、守っていますー（反応）。はい〔鈴〕。そうしてほら、まず、ほら、老人の方々からにも、
良く、地蔵さんにも、花を供えて貰ったりー、花好きだ、うー、花好きだ、花好きだんだ地蔵さんは 〔鈴〕（こ
の辺り、一人称が崩れている。）、それで、いつもいつ もほら、花納めて貰ったりやー、そいさ腹巻きを、ほら、
うー、まず、納めて、うー、また、納めて貰ったり毎年〔鈴気 そいで、帽子をのー、納めて貰ったり〔鈴〕、
…カネの事だっても、ほら、またー…も納めて貰ったりして、そ うして、一杯になったーの〔鈴〕、うーん、ほ
ら、腹巻き、ほら〔鈴〕、前、それを、あいだな、おっしよ（和尚）さんから、今迄通り、前みでよ、のお、 う
ーん、たまったら、その処置して、供養して、処置して貰う事に、して貰ってるんだ。それでえ、ポンドにあり
がたい 〔鈴〕、 うーん。（語りかけているようなふ うに聞こえる。確認を取っている、という感じ。）それを、ま
ずは〔鈴〕、うー、この、あのー、まず［鈴］、これからも、その、あれだろか、あの、うーん、そのー、あの、
地蔵さんの、のお、ここで毎年、責任者での、おお、まあ、こ うして、ええ、地蔵さんの・‥もきれいにして貰っ
たりや〔鈴〕、それさ、その、毎年毎年、こうして、うー、まず同じ、同じく、責任者を、おお、もって貰って
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ご苦労ですども、その上さ［鈴］ほら、まずー、みんなで〔鈴〕、近い人達も、ほの、地蔵さんの近い人達方〔鈴〕、
のお、それでー、色々、ほらのお、うーん、まず、手伝って貰ったりや、これからもずうっと長く、そうして、
まつらって、今まで通りのばすからど、同じく今までどり（通り）、こうして、春、秋、の分ど、まず、10 月中
と、おお、う一、まずみんなの力でもってえ、あ一、そうして、うー、まず、そうして、信心して、貰ってる事
で、これからも、今までと同じく〔鈴〕、そうして、貰って、お願いしまーす（反応あり）〔鈴〕。
そ うして、ほら、事故ってえば、今年も去年も、ほら、村では、大した、事、のお、 うっ、なかっ 〔「なかっ
た。」という反応を待って続ける。〕たのお、ださけ、そうして、なかでまたありがた、ありがたくてのお〔鈴〕、
う一お、まず、だし、ほら、若い人も、倒れてもいねし、うー、ポンドに丈夫で、事故もなく、みんな、勤め人、
の方も、若い方も、う一、まず、丈夫で、事故もなく、ありがたいー。それでも、この、それでー、その、〔鈴〕
ええ、その、 うー、あのー、やっぱり外さ出て、ほら、あのー、勤め人は数はいるどーもー、外で働いている、
ほら、歩道の場所で働いている方も、あるわけだ村では。それさ、それさ職人の方も、うー、あるわけだ。そし
て〔鈴〕、そこのほら近い場所の、ほら、 うー、まずう、うー、職人て大工さんのお 〔鈴〕、それでー、うー、
ちょっと、まず、地蔵さまから見ては東の方とかのお、そして近くの、方のお、まず、建前の時とか、そいさは
家と、建前の時とか何かの、そいで、ほの、秋、あの来年の春だのお、うん、そいで、そいで危険な事有ります
ので、良く〔鈴〕、怪我する事あるな一 （反応）、そして、うーい、まず、注意して下さーい（反応）〔鈴〕。そ
れで、うー、まずは、うー、これからも、それさ、ほの、秋なっとほら、なんだ、それこそ、海に、何かこう、
釣りー、しき（好き）だしと（人）も、いるようだどー〔鈴〕、そう、男の方やー、男性の方、そうして、40 と、7、8
歳、50〔鈴〕、50、2、3 歳の、男性の方も、良くのお、うー、まず、10 月の末ごろ、良く危険だ事有りますので、
注意して下さい（反応）［鈴］。それは、良く守って、地蔵さんは、守っていますし、そい さ個人個人でもの、
う一ん、その、うーん〔鈴〕、その今までは、火災の方が、別に大した事－も一なかった、どーも、まず、個人
でよー、こう、なんだー、秋－、秋なってからだのお、その、12、12 月〔鈴〕、まず、うー、七日ころ、八日こ
ろとか、それ、ひょっこりのお、何か、ほら、故障とでも言えばいいか〔鈴〕、うー、まず故障での、あの、ガ
スの故障とーかのお、そいだような状態で、危険な事がありますので、良く、そいさ漏電一の、危険な事ちょっ
とあるわけださけ、それは、3 月ごろだ、1 番は。秋より。3 月ごろ〔鈴〕。うーん。それが漏電だな。 うーん。
電線の、外ののお、外の建物の、あのー、故障とかでのお、そういう事もあるーさけ、良く良く注意。そんな火
災なんかは遭わないように、守っています〔鈴〕。それさほら、乾燥機の、うん、それこそ9 月－の、うー、そ
お、はち、9 月の二十日ごろ、二十日前だのお、17、8 日頃だ、それこそ、それも、危険な事夜有りますので、
夜、のお、良く良く〔鈴〕気を付けて下さい。地蔵さんのばしょう（場所）のとこからみっとよ、こう、にしみ
なみ（西南）の方角の場所－ 〔鈴〕らしいかと見えます。 うん〔鈴〕。そいで、ほら、北の方とかのお、うー、
まず、北の方さー、ほら 〔鈴〕、まず、それこそ、風の吹き回しでのお、危険な事有りますので、良く、良く、
そんな事は、…てはいられねえ［鈴］、さけ、ほれも、地蔵さんはよおくー、うー、まず、うー、逃してやりま
す（反応）。そんな事ないように［鈴］。 うーん。そいさほら、今年は海水浴行ったってもう子供方、何気なく、
丈夫で、まず、水の事故もなくて暮らしたわけ、うーん、まず、そこさなんか、良く附いていったわけだよ。子
供方に［鈴］。（反応）うん。まずまず、丈夫でー、これからも、おばあさん方も、うん、やっぱり、ほら、自
転車で〔鈴〕、出る方もあるだー。あの、70 歳の、71 にもなった方は、女の方、の、それで、う〔鈴〕、え、あ
いだ（あれだ）、あーのー、10 月のよ、それこそ、そいで、そう、あいだ、十日過ぎ、11 日、12 日ごろ、は［鈴］、
相手が悪くて、相手、悪くてよ、そいで、スピードのかけ過ぎで、うん。乗用車だっども、そうして、前からは、
うん、その乗用車は、脇から、ずこんと来るわけ。そうして、後ろからは〔鈴〕、うー、ダンプが来て、うー〔鈴〕、
そうして危険な事有りますので、その時も、まず事故、ないように、良く、しっかり見守り続けてやります（反
応）。良く気を付けて下さい（「はあい。」）〔鈴〕。そいさ、ほの、女で、バイクでも、乗る方、あるう、それこ
そ、50 と、5、6、50 と2 、3 歳、の、かた（方）や〔鈴〕、そいで、まず、来年のー、4、4 月の月初め、4 月の、4
月の10 日ごろだのお、おお、良く良く気を付けて下さい〔鈴〕。それも店先さ、あの一出はる時ださけ 〔鈴〕。
まず、良く良く、うー、事故なんかあわないように、しっかり見守り続けてやりま一す（「お願いします。」）［鈴］。
まあず〔鈴〕、4 月の23  日、秋の分は、うーん8 月23 日、いつもいつも〔鈴〕、まず集まって、まず御託宣に集
まって、ほしてー、まず、のお、それこそ、信じてもらって、ポンドに、ありがとうございます〔鈴〕。普段に
も、ほら、あー、まず、地蔵さんの御堂に 〔鈴〕、いつも、まず、村の方々から、うー、老人の方々、若い方々
も、そうして、余所の、えんぽ（遠方）の人方からも、うー、まず、参拝、来る、まず参拝に来て貰 う〔鈴〕、
うー、事は良くある時、ある時もある、うーん、良く、あれだ、地蔵さんの御堂に、まで 〔鈴〕、うん、えんぽ
（遠方）の方からも、うー、そうしてほら、商売の事も良く守ってる神だしよお、そいさ、田圃－の事も、だて
もや、今年は、うー、すごくのお ［鈴］、まずー、だのお、秋は早く、 う一、それこそ秋さに、こいだけの暑さ
続いたために、のお、うー、まずは〔鈴〕、 うー、このお、おお、だ、割とのお 、いいほう（方）だのお、今年
は、作柄としては、うーん。そして、秋は、でもかし、早く来るわけだ、今年、その、刈り取りするには〔鈴〕。
うーん、まずまず、うーんほんと（本当）に、でも、ほら、あー、むこうの、時と違って、ほら、水の出る恐れ
もなくて、それで長雨も余りなくてよかったとも、ただ暑さだけは、普通の、あのお、うーん、何年ぶりだって
いう事でな、今年は 〔鈴〕。　うん。そでも（それでも）まず、みんな、部落の人達もお、うー、それこそ、丈夫
で、ほら、仲良く、女、女達もー、老人、中年若い方もーみんな〔鈴〕、丈夫で、どこさ、集まり事さではって
も、何事も、ほら、役員の方達も、達も一、若い女の方も、 うんほら、みんな〔鈴〕、それこそ、役員のだんせ
（男性）の方々も、うー、みなあれやこれやと、別に人のためで傷つく（？）事も、いたさないで、部落長も、
ポンドに、良かった、今年も。また来年も、みんな役員の方〔鈴〕、うー、まず、うー、長く、うー、それこそ、
うー、何気なく、務めていくように、えー、守っています （反応）〔鈴〕。それさ、預かり事あっ時は、ほら。
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やっぱり、うー、公民館とかの、その、やっぱり、秋－ころだかしー、えー、1 月ころや、秋あって、冬。それ
でえ、後始末の粗末ある為たばこの吸い殻とかや、夜集まった時、それで、1 月の、まず、うーんと、だのお、
十日過ぎ、だ、うー、それこそ、15 日頃が、十日過ぎて、14 日、15 日ごろだ、それ、ちょっとの始末での、始
末で危険な事有りますので、良く、後始末は、うー、責任者、の方、厳重にの、気を付けて貰いたい、時有りま
す〔鈴〕。うん、そんな事、うー、まず、火災の方なんか、遭わないように、しっかり見守り続ける、見守って
います。あと、みんな丈夫で、働き暮らすように、事故に遭わないように、守ります〔鈴〕。見守っています〔鈴几
［10:58  （55 ′50 ″）この辺りから鈴を頻繁に振る。歌になる。〕地蔵の…。喜びにー、尚喜－びを重ねーては
ー、うれしーや、今日の喜－びー、今日の、喜－おーびー。…地蔵様〔鈴〕。（一同、2 拍手。 もう1 度2 拍手。）
はい、終わりました。（rどうも、ご苦労様です。」）
〔11:00 (57'　58 ″ ）全て終了する。〕
常套句を幾つかピックアップしておく。「何々有りますム「守っています」あるいは「見守ります」、「注意し
て下さい」等を挙げておきたい。また、タカラ、タカエボシ、ヘラドオリなどの巫語が殆ど用いられていない事、o・M
巫女その他と異なり、相手の反応を期待しながらの語り掛けという雰囲気が強い事を述べておく。
資料I －⑩　 山形県東村山郡中山町Y・Y巫女のホトケオロシ・カミオロシ（1978 年・研究者の個人的な依頼によ
る）
同巫女によるホトケオロシ、ご祈祷、カミオロシの詞章である。収録は1978 年 日 月で、烏兎沼宏之氏による。
筆者がテープ起こしに用いた音源は、宇兎沼氏が生前の1990 年にダビングしたものを妻・喜代子氏より借り受
け、更に筆者が自宅でダビングしたものである。そのため、時間表示については、多少の誤差を含んでいる。開
始時間が不明なので、分・秒単位で示す。
1。 ホトケオロシ
（「じゃどうかお願いします。」）
［（0'　00 ″ ）太鼓か弓を叩いている。 かなり速い。詞章は無いが歌になっている。旋律については資料n －④
の譜面を参照の事。〕〈おーおーおー、おーおーおーおーお。　うーうーうー、うーうーうーうーう。〉・‥。
〔（00'　52 ″ ）歌詞のある歌になる。〕〈末－ならーあーぬ、かがすーがーあーだーあーや〉（譜面化：資料n －
④）、といやれーやー、きょうすーの一水－、かたず（じ）けな一いーまつおーいーてーえまつけたーるーう、
うつむけに一ついてーはーなるほーどーお、おーおーお一父親がーみーじーぼーしーどーあーけーてーまーいー
るー、く我が身－の事なればーあ、この座の対面なんにょーり-  （何より）、うーれしーくー（嬉しく）思わー
るーる。〉（譜面化：資料II －④）…事－の一子宝の一身の上ならばーあ、らいげ一つ（来月）一風邪ば一りー
（ばかり）引き受けないーように一良－く一気を付けてーだーめー、この座ででも今ころ（頃）迄我々もー、あ
れ一よーこれよーと、力になるー我々であるけーどー、なるほーどーあの世－がー、急に無情の風にー、誘われ
るーとーはーしゅめ（夢）にも思わないー。5 日なーりー、3 日な一り一床に着いたならばーあきらめてもーお
るけれどーもー、床の床にもろくに一着かないで一娑婆立ちのいてー、タカラーや家内にばり（ばかり）皆、苦
労苦言ばり（ばかり）差し置いた一我であーるー、娑婆立ちのくこの世を去る年いならばー、いとま-    （暇）も
一差し置くけれどもいとまー（暇）もーしーかねて一娑婆立ちのいてーえ、子宝達にばーりー（ばかり）苦労苦
言ばり（ばかり）差し置いて一心配ばり（ばかり）差し置いた一訳であるー。いまころ（今頃）なろは一孫宝で
ーも一蝶よ一花よーとーお、皆家内のう一つー( 内）で一片手一並ベーてー、負け一ずーおとらーずー（劣らず）
力になる我であるけーどーあのよーに一娑婆立ちのいてーえ、まだーなるほーど一御娑婆の心－なのは一日もー
忘るーるーしま（暇）は一なーいー。何と言うたーて一立ち直す一事出来ないすー、まめや達者でばり（ばかり）
おるよーにーばーりー（ばかり）相まーもーるー（守る）、まーだー、変わりーやある節とーはー、とお迄も逃
れるよーにーい、とおは一つでぬがれないせつ（そいつ）腹~ 立つだ顔のしゅめまくら（夢枕）で知らせおーく
ーう、腹立った一顔の夢枕の時ばり（ばかり）一気を付けてーだーめー。何と言 う一たーて一立ち直すー事出来
ないすー、なるほーど一子宝達ばーりー（ばかり）まみ（豆）や達者でばり（ばかり）おるよ一に一相まーもー
るー（守る）。〔間〕（（04  '     19″）質問開始。「おかげさまで、元気出たから。」）うーん。なるほーどー、これ
も我がためあれも我がためこれさておいてーたまわーるー、何よーり一嬉しく思わるーる、この座ででも対面す
なけりゃすーかーねーる、何よーり一嬉しく思わーるーるー、なるほーどーこの座で対面させおくとは夢（しゅ
め）にも思わない何より嬉しく思わーるーる。
（「孫も皆家立ててよ、元気で…」）うーん、どこ迄も繁盛と一相なるようにばーりー（ばかり）、相まーもーる
ー（守る）、何と言うたーて一立ち直す一事出来ないす一子宝や一孫宝一達ばーりー（ばかり）、まみや（豆や）
達者でば一りー（ばかり）お るようにーばーりー( ばかり）相まーもーる一（守る）。ま一だ一変わりおる節腹
立つ夢枕で知らせおくかーらーあ、夢枕の時ばーりー（ばかり）良－く気をつーけーてーたーめー、何を言うた
ーてー。
（「中山町のよ、村の事聞きたいんだけど、…繁盛するもんだか…」）うーん、 うーん、それはすんぱい（心配）
なさる事ないとはみーえーる（見える）、どこ迄も一繁盛と一我など今頃（いまころ）なればー、まだまーだー
力になりてーはなーしー（話？）どこ迄も一差し置かれる我であるけーどー、あのような一急に一娑婆立っとは
しゅめ（夢）にもおま（思わ）なーい、これも一娑婆におる時さて我がため我がため差し置いてーたまわりてー
え、我も一負けず劣らず力になる積もりーでーお るけれ、みたけれどーもーお、あのよーな一急に無常の風に誘
われて一娑婆立つにーて一あーる、子宝ばり（ばかり）も一皆片付ける一迄ばり（ばかり）もーおればー、今頃-
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なの皆華々と一皆しわ（祝）いの座敷一飾りーて一、負け一ず一劣らーず一力になる我であるけどー、
振り合いだておがたに（？）おるわけでうち片手並べておるけれどーもーお、皆我ば一り一（ばかり）
な一無常の風に誘われて一娑婆立ちのいた一我であーる一。
まだ袖の
あのよー
（「うちの婆ちゃん…」）うーん、家内の身のうーえ一（上）家内アイノマクラの身のうーえー（上）、う、心配
なさる事なけれ一どーお、今月（こんげーつー）かけて一来月風邪ばり（ばかり）引き受けないようにー気を付
けてーだ一めーえ、まごい娑婆達のいたーばり（ばかり）も家内やかタカラ達ばり（ばかり）まめや達者でばり
（ばかり）おるよーにーばーり-  （ばかり）、草葉－の蔭で一後ろに回り一前にーだーち一、相まーもーるー（守
る）、何と言うたーて一立つ直す一事出来ないすー、うーどこ迄もーおるわけではないーけ一何というー、これ
からばり（ばかり）繁盛と一相成るよ一にーと一まあ相守るからー、いつか浮かんで暇も一すーう。（弓を叩く
音？）
〔（08'   07" )  以上、約8 分で終了。〕
決まり文句ははっきりしている。「差し置く」、「何と言うたて」、「相守る」などである。
2。 カミオロシを含む祈祷
〔祈祷の前の対話〕
〔鈴か何かの音。〕医者はどっちさかかってる？（「H 先生。」）長崎から北の方になってるわけ？（r西だね。西
北になってる。J」西北？大丈夫だな。（「下の方の娘なんだけどー、ちょっと、」）何年生まれだ？（「昭和33 年
の、1月。」）何処か悪いのす？（「うんちょっとー、腹のとこよー、痛いんだって。」）いつから？（U 年前だな。」）
まだ大学さ入ってござるの？（「高校生、山形の西高さ入ってる」）奥さんと二人あわせてご祈祷してあげっか
ら。…昭和33 年の1 月生まれだす？（「ああ昭和36 年だ。」）36 年1 月。数えの18 歳だね。（という事は、1978
年の録音という事になる。）（「今作ってるのはなんてござるのか？」）こいつか？これはご祈祷して、あとひき
とって流してもらえますか。〔間〕頭痛いとはいわねえべす？〔以下、踊り談義。省略〕（「ご祈祷は長くかかる
んでしたっけか。」）だけど一決まっとるだかす。10:30 位に終ると思う。（「丁度十八夜様、屋根替えする事にな
ってて…」）（以下省略）
〔祈祷の次第〕
(（00 ′00 ″）鈴或いは錫杖をジャラジャラ。祝詞。韻律は殆どなし。日常語よりもむしろ抑揚がない。かな
り早口である。〕掛けまくもかしこき（畏き）ハラエド（祓戸）のオオカミ（大神）たかいごと（？）をおいま
つるセオリツシメ（瀬織津比責）の神ハヤアキツヒメ（速秋津比責）の神、ハヤカワシヤイミ（？）の神イブキ
ドヌシ（息吹戸主）の神ニョカッシヤ（？）の神かくこのかんどころへ、あまかぎりおり一集いまして今 日の祓
えわざを聞こし召せとかしこみかしこみまおーす（申す）。一切成就－の祓い清めて汚き事あたまりなければ汚
き事あらず一事のたまがけ、清く清しとまおーすー（申す）ぶんこく（分国）に神の力ますますマトウカの悪魔、
祓い給い給いやつくし（筑紫）より悪魔の加持はききたよりこれより返せ、伊勢の神々一高天の原にかむ （神）
つまりますスメラガムツカムロギカムロミ（皇親神漏岐神漏美）の命の筑紫のシーガ（日向）の橘の、オド（小
戸）のアワギハラ（阿波岐原）に襖ぎのあらいたもう（給う）時ありませる、ハラエド（祓戸）の大神たつ（達）
諸々のマガコト（禍事）罪臓れを祓い給え、清めたもお（給う）とまおす（申す）一事のよし（由）を以て平ら
けく安らけく聞こし召せともおすー（申す）。ジャラジャラジャラジャラ〔鈴〕
［（01 '　30 ″ ）以下仏名奉唱。口調は祝詞と殆ど変らず。〕南無大事大師観世音菩薩南無大事大師観世音菩薩強
くニホンダイショウのスンギを、ショタイサマショタイコーメー、ショタイミョウジンキフー三菩提コーグトー
ゴナンボサイゴコ ウコシュウーを、〔数珠入る。〕ダイロクダイシカンマン不動ミョオウ（明王：以下同様）十
八夜正観音二十三夜三犬勢至観音二十六夜愛染のコウバンから晴れやかに、苦しみなく拝み奉る東方薬師如来ジ
ュウニスンソモニョーサンダイゴーゲ（大権現：以下同様）リョウブ帝釈トーグテンノサンノウは、十一社大権
現ジュウイチメカンノ（十一面観音）ジュンテ（十手）カンノ（観音）千手観音、若松教観音ま（前？）に奉る
湯殿山大権現、月山大権現羽黒山大権現ナンミョテンザイテ日本ダイリョトモの大権現奉る、サンダイショウ（大
師）不動明王ヤマダイシ不動明王、深沢大師不動明王荒沢大師不動ミョオ（明王）、ケンザキダイショウ（大師）
不動明王チオニ大日ダイジョ（大師）ガンマン不動明王拝み奉るツイ（？）文殊大菩薩普賢大菩薩フヅツミ（？）
妙見大菩薩フズイチマン（？）虚空蔵菩薩、大日如来ヤクマン（？）大菩薩一生の守り本尊、普賢大菩薩千手観
音オントウ（？）に、ウウン、51 歳の女51 歳の女（繰り返している。）18  歳の女コンビョウキビョウタトウバ
キコウノ相障りしヒノホウシノサクェツノ狂いツムジの痛み、胸の苦しみ腹中の苦しみそうしてソンナその他の
痛みフクビョウの痛み、チョツカンノ崇り障りござろうともそもそもいと浅ましきはれやかに拝み奉る般若、ジ
ュウロクジンズンスマストミョウブツ大事大師観世音〔終わりはややゆっくり唱えられる。〕。
〔（03'　32 ″ ）一且停止。数珠も止む。すぐ始まる。〕ナムケミョウニテンガテイシスンメテンショウ（天照）
皇大神宮サンボダイコウノ春日大明神、ウェの明神シゴシのタイナン流れますようにショナカの明神その次の、
災難逃れますようにショウキの明神（ここで数珠が入る。）その事の大難逃れますようにテンショウジョテンの
ソツヨウ供養、祓いてみ奉る六根清浄即ちその身その災祓い清め奉る…。
〔（04'    13" ）インドネーション一瞬変化。数珠で伴奏。テンポは変っていない。〕うーうーうーナムサーンー
ボーダーイーコ>―ウジーン（南無三菩提荒神？）、ナムサンボダイコウジンナムサンボダイコウジン伊勢シンメ
（神明）テンショウコダイ（天照皇大）神宮、ジュンジョウ春日大明神デンジョウ八幡大神卜－ゴクトウショウ
の鎮守、キリガミサンボウのゴホウペンの御利益与えなさいてナーニトウショウ当年51 歳の女、18  歳の女の身
に驚き障りなきいかなるキキシヤスキキキアリなりとも所願成就、御守りさせ給えオンビョウ持病タトウバキコ-
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ウの相障りしヒノホウシのサクエ、ツノ狂いツムリの痛み胸の苦しみ腹中の苦しみゴシの痛みソクビョウの痛み
ロクサンの崇り障りござろうともそもそも、いとおぞましきもと晴れやかに御守りさせ給え祈念のツクシを以て
願い上げ奉る。当年守り神のポンプ（本尊）〔数珠止む。〕トリゴー（取子）祈年の病者 〔数珠始まる。〕トーベ
テーなさしめ給え、悪魔降伏怨敵退散アクセイ退散身の上繁盛願いみ奉るナーニトウソ、ゴホウベンの御利益与
えなさいキニンの病者ナイショリテノ気持晴れやかにゴトウベンゴトウベンー。
[（05'　39 ″ ）ここから何かの経典。長い。はっきりしたメロディがある。詞章は殆ど聞き取れないがr 一切
衆生」「般若波羅密」という語が頻繁に繰り返されている。〕んーんー、そもーそも、…。
〔(10 00 ″）「般若心経」。同じ旋律。数珠の伴奏。〕マカハンニヤーハーラーミーター（摩詞般若波羅密多）
ジーショウケン…ボンジソワカ。
[(1ノ　30  ″)   以下も同じ旋律。数珠の伴奏丿 般若心経と敬って申すーそもーそも、ただ今のギョウバイチブ
ツトミョウブツイチテンショ ウコウダイジング（天照皇大神宮）、春日大明神オンリュウ大菩薩のおん所に申す
ー申し、サムローと申すーケミオロスナグいついつの方角まいらせサムロ、〔数珠止む。すぐ再開。〕日本六十
ムクニ（六国）にはシング行者、タカエーダイシのシキフーショウゴンジライナクテンギ、サキザキ山々の一大
師の天狗と言えば、イサガクジュウジョウこれクダ（降）らしたも鳥海の山一立山白山ミカギ山、ホンジュウの
ツイトウザワケある時は、大先達ともキンドナニノオノコトにー、ソウブンなり花は一昔にカイリテ（帰りて）
出ずる、時はヤエン（野猿？）と忘れでる一天狗のシビキ、サイカクに一天狗流儀あって熊野さん、羽黒山に神
集りてーやがて申すー。〔数珠が一瞬速くなる。口調変る。かなり早口。〕クンシのホンソナイワキニゴタイ（脇
に五体？）ヤクテンマカンジンマナイシロワラ、ナイヌキニタモーリメニ
〔（12  ′50 ″）数珠が止む。ここから託宣。テンポは落ち着く。語彙が極めて分かりにくい。〕くわーれら（我
ら）もなかーなか一の事－かなーにかとうつーや申すーおや〉（譜面化：資料H －④）、51 歳の一代守りポンプ
（本尊）普賢菩薩の事なればー、ダイジョをとりなやま病者まあソワカーややみカイシーしーかいすー、いくら
か気候がけもあるけれどもいくらか芯が疲れておるためもあるとも見える。医者のーテミヤク、今のーテミヤク
でよろしいが、う、その都度ムスリーチュウジョーと一日に3 回ずつ1 週間、時折与えてみたほ（方）がよろし
いが、エイビ（忌み日？）はなるほど今月のーこ、これは－11 月の16 日17 日迄のエイビである。時折つのぐ
すり（薬）でも与えたり今の医者のーテミヤクでも与えたりなされば落て（ち）着くかと見える。一夜も早、な
る事、18 歳のヘラドーのなる事身の上も、これはーなるほどシガシュー（東で？）湯治一高湯温泉、蔵王高湯
一温泉でも湯治なされば落て（ち）着く。一夜も早くーマメや達者と相なるように相守る一代の神、きとくとい
うように喜び見せようどのダキンノウ通らそうー。
〔（14'     35″）託宣終る。祭文へ。〕大事大師観世音菩薩十八夜正観音二十三夜、〔ここから数珠で伴奏。〕トク
ダイ勢至観音観音二十六夜愛染の十一メ（面）観音千手カンノ（観音）、千手カンノ（観音）若松キョウ観音拝み
奉る南無大師不動ミョオウ（明王：以下同様）、大日如来八幡大菩薩当年50 、〔間〕51 歳の女18 歳の女ホンビョ
ウキビョウタトウバキコウの相障りしヒノホウシノサクェツ、スクナンシヤのクライツマヤの（？）痛み胸の苦
しみ腰のイクゲコあらん、ウウン、腹中の苦しみ腰の痛み…カンノ当たり障りござろうともそのフンネツを冷ま
し、よく晴れやかに拝みネギ奉る大事大師カンジーオン（観世音）o
[（15 '     27 ″）伴奏止む。rプて根清浄j の祝詞へj 六根清浄の大祓えスミオン神のーミタマワクそは即ち天が
下の御霊モノナリすべからく、静めしずまろう司るべし心は即ち神と一神と一の元のアランたるわざ魂を傷まし
むる事なかれ、この故に目に諸々の不浄を見て心に諸々の不浄を見－ず耳に諸々の不浄を聞いて、諸々の不浄を
聞かず、鼻に諸々の不浄を嗅いで心に諸々の不浄を嗅がず口に諸々の不浄を言うて、諸々の不浄を言わず身に諸
々の不浄を触れて心に諸々の不浄を触れず意に諸々の不浄を思うて、ナカゴに諸々に不浄を思わずこの時潔けれ
ば諸々の法は影と形の如し一清き良き潔き事あれ仮にも臓るる事－なし事とらんばすべからく皆はなよりぞこの
身とはなり我が身は即ち、六根清浄なり六根清浄なるが故に天地の神と同根なり天地の神と同根なるが故に五臓
のジンク（心君）アンネン（安寧）なり五臓のジンク（心君）、〔間〕アンネン（安寧）なるが故に万物の霊と
同体なり万物の霊と同体なるが故になす所の願いとして成就一せん、成就ならずという事はなし、ムジョウ（無
常）レイホ（霊宝）神道加持。
〔【16'　54 ″）別の呪文へ。全く意味不明。〕カンゴンシーソーレーコンダーケン（炊艮震巽離坤兌乾：いわゆ
る八卦）、トオカミェミタメ祓イ給工清メタモウ（給ウ）トカシコミカシコミマオス（申ス）ソモソモ人間ノホ
ンズクハスベタノミ給エバ、ケショウシショウジチショウカニショウト申スショウダンダブッムノコウペンニハ、
ニョイリ（如意輪）観音オンクツモノ守護シー（神）スミタマシタイニ八八幡大菩薩オンタツモノ守護シースミ
タヲマエニギシュ ウゴーゲ（権現：以下同様）、タツモノ守護シースミタヲマナクニニッテンガッテオンタツモ
ノ守護シースミタモエオンジュウ菩薩、タツワモノ守護シースミタマワルニハセノ観音オンタモノ守護シースミ
タフクズビレ千手観音、タツモリ守護シースミタマワニハ白山権現オンタツモノ守護シースミタマワルキニ、ニ
ジュウコウノ菩薩オンタツモノ守護シースミタマ下ニナンボ観音オンタツモノ守護シースミタモワダニ、ヤクブ
ン如来オンタツワノ守護シースミタモウ給エトオガヌスダイミョウズ（大明神）オンクツモノ守護シースミタモ
ハラニ、ウスイツ権現オンタツモノ守護シースミタマシロニヤノドノ権現オンタツワノ守護シースミタ御前二熊
野権現、タツモリ守護シースミタモウニ弥勒菩薩オンタツモリ守護シースミタマジザユシリュウ権現、タツモリ
守護シースミタマワクモラニ春日大明神のオンタツモノ守護シースミタマアスノウジン、八幡大菩薩オンタツモ
リ守護シースミクマシラニツソンコウノーオンタツワノ守護シースミクマソワトオノ、シュミノウラガデテハト
ウノユミノウラマデ神ノ立ツ下人間ノ身ノ内ナレバタダ愚カニソウラワズ、キョウリシハ経文ノ剣ヲモオテ（以
テ）強イテナストイキズリ給工今日ノキリガミトラウン今日ノキクガミソモソモコドウノ明観音、アスメ奉リマ
タ二十五日内裏ノ御祈祷スゴシ十五日ダイセイシガエソク勧請トモラウソノツイタツ、
-   227
[(19'　00 ″ ）「日揃え」。〕ショウコウグンシ神明天照コダイジング（皇大神宮）二日はネンドウヤワダイミョ
ウジ（大明神：以下同様）に三日はタホンブツワリ大明神四日はゴロウ権現、五日は弥勒菩薩六日はニマントウ
ミョウ菩薩アマノミョウジ（明神）七日は、アラカガミ大明神八日は薬師如来九日は熊野権現十日はジュウクミ、
イチニチ（- 日）シロワタの権現ニニチ（二日）シヤーマの神三社大権現サンニチ（三日）ウズブノコウソウ菩
薩四日は普賢菩薩、ゴニチ（五日）ミナ如来八幡大菩薩ロクニチ（六日）キョウゴの天王シチニチ（七日）ウサ
モル千手観音ハチュチ（八日）正観音クニチ（九日）キムリダイミョウズ（大明神）、二十日はカークワニュウ
のゴーゲー（権現）イチニチ（一日）オシラ（？）権現二日サカモトサンノ（山王）三日白髭ヨウカ（四日）は
愛宕守護地蔵権現五日北野は大自在天満天ゾ六日、バンのカスマ（鹿島）ダイミョウ（大明）の七日トワムスダ
イミョウ（大明）八日ソウシー相模の国大日ダイシュカンマン不動明王九日、箱根のゴーゲン（権現）ミソカ（三
十日）にかたじけなくもハンシンギ守らしたもサンジュウバンジイナ、バンニかわって世にかわり日にかわり十
二月ギョウバ息災と、敬って申す。
〔（20'　15 ″ ）以下、長い祭文。極めて難解である。〕そもそも心経といえばわずかなスキヨにましませば神の
御前で、ショミ（読み）奉れば十六歳のころもちなり所願なのためには祈祷とーなりその身のためには、ツイゴ
ン陀羅尼の守りとなりカド（角）には吉祥天の悪しき事をばテンキリツケル四方切り八方切りきしの明神ウンタ
ラタカマ、大般若ロツピヤー（六百）巻の中入りも大事の源シッソウシュウケツ到来サンニチシオときはゴジュ
ウテンで、わけて降らしたもうアサシバをサカエテテ（天）にのぼらしたもうヨウシをサカエテテ（天）に降ら
しそのニワをなし、ツミニツマラワネンドー仏の光カヤカミノイガキリテヲカケテトウカサラサラモロオンソワ
カサタケマラヤーヤソマガラニタツイデ見れば、タイリンニョクトウキリキリニヤふっとお九つばりはクマシイ
のミツマニ神ずいります、みのきりすいてはイカクいりますスメタにみえますニメンにケンボスついにつハンニ
チツウズウイッキョウハンミョウシズンケズリがとこにシキャクをおさめ、八幡シシンシジョウ八幡シシンのお
んなか（御中）におん身上がりともサシキタリとも障りとなりませぬように、ダイセンに輝くシキャク八幡シシ
ンシジョウヤクブンの神祓い給い、悪魔を祓いしタモ（給）うったい とミョウズをつみ当りてはイソンオンミョ
ウイカンジオン（観世音）ゴウホウザホウの蓮華に、びやっこう（百光）しきたーて一シントクのかけ事現わす
ボンジーテンニョーカイ、（ここは切れている。）・■■ コウコウ五人の剣を持ってシショウショウ毒薬の病ショウ
メイするニビ観音の力をもおて（以て）、オツダイショウユヨ観音のたての水にてホウノモウソウのソウムザワ
ハンミョウキュウテイし、なみをそのシンレツウクウのかじえ（風）吹けばノウメツしもの雲はりて（晴れて）
月明らかにけらすスイリャクダイカン、雨降りばかけをがしゅごしをめんするはゴウスイシャク、サンダイクー
センリのみなこれカンジオン（観世音）のホンジキ（本力）なるミョウカンノ（明観音）、ゴライ奉りましいま
一タモン（多聞）のしながつみにおつ事を互いなす八百万の神をば神集め、集め給い神祓いに祓い給い、大國主
病者を明らかにゲンキキドクベくすめ給い今日のキリガミトラウン今日のキリガミ
〔（22'　40 ″ ）- 瞬数珠をジャラジャラ。〕かけまくもーあやにかしこき（畏き）八百万の神中にしづまります
大國主の神小名彦名の神岩長比売の神の、大前を慎み敬いおろか（愚か？）にてネギもうさく当年、51 歳の女
次に18 歳の女の病にかかる、苦しみ悩み過ち犯す事のあろうば皆おすてきなおす祈念の利益、あらわさしめ速
やかに見舞いをやさしめて、時はカケハニノツ永く元のオンザイ（御在？）、送り奉り帰り給えとカシコミカシ
コミマオース（申す）アメノミナカヌシ（天御中主）の神クカミ、ムスビ（高皇産霊）の神カミムスビの神アマ
テラス（天照）、大御神ヨカッシヤの神タツ（達）八百万の神タツ（達）共に元のオンザイ、送り奉り帰り給え
とカシコミカシコミ申すー。〔数珠〕
〔（23 ′45 ″）更に呪文が続く。〕南無大事大師観世音菩薩〔数珠入る。〕十八夜正観音二十三夜三大勢至観音
二十六夜、愛染オコウバンカラ晴れやかに苦しみなくケンノおきますようにキミョウニテンガテン、伊勢神明天
照コダイ（皇大）神宮コウダラシヤゲンソワカ、オオボノイワヤマサンシノゴゲシキシヤノミズゴジョウジダイ
シリョウマンノタイリョウマントオースーウ。〔2 拍手〕御祈祷してあげたからさ。
〔（24 '   45 ″）で終了。］
資料I －⑩　 烏兎沼宏之採集の山形県東村山郡中山町Y・Y巫女による十八夜観音託宣
以下、烏兎沼による、Y・Y 巫女が生前行なった、「岩谷集落の人たちの頼みで十八夜観音をおろした時の記録」
である。
(神前に向って正座する。数珠とトドサマを出し、外法箱は、ひざの前に横にして置く。)(
祓いを読み、次に国がけ祓を読む。続いてお十八夜の真言を唱える。)
( 経文を読む時は、数珠を繰る。お十一八夜の真言は次の通りである。)
そもそも所願し奉る
滋賀の山路を巡る月影も
沖にある帆、漕ぐ舟や
遠暁の雲にこそ祈る
月待と申す
祈りのかなわずば
心の内の隠れ家を
見るに眼はいらぬもの
まことの月の明け暮れもなし
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明日は必ず
日は海中に出でて
海中に入る
一人の御心の月を見つむれば
弧空もあれ、元、地なるもの
弧空の至上は、皆白妙に
風ありて
さだかに残る有明の月
朝夕べの月を今朝見れば
入るべき山もあらばこそ
さるほどにホガク真妙は峰の月
峰の月は南にあり
ニキュウ西や東とトウソウ
ほかなき月はおぼろに
今宵いずこは片割月よ
影かすかに待ち居たり
待ちいた月を友として
月の続きの奥を見る
オクオクニネンモ風信も無きもの
いかほど遠き旅の道
謹請散供( きんじょうさんぐ)
再拝再拝と
謹んで敬って申す
(ここで、トドサマを持ち、外法箱を打ちながら託宣をする。)
我らもなかなかのことか……
(「お十八夜様だがっす」)
天の神お十八夜正観音と称じおり
よく神遊びとはかげながら喜びである
当村より心そろえて神遊びは
わがためわがためさせおく真心は
我は受け取りておる
家内繁昌威徳繁昌、朝夕行く先々も
変わり目なく相守る
「F何か変わりあるなら教えてけらっしやい。」)
変わりは別にないけれど
これは十二月の月北がかりから悪い風邪が
はやると見える
当村から北がかりから入ると見える
我も十は＋までも逃札るように相守る
また十一月の月幼児、六歳から八、九歳までの幼児
車のあやまちがあると見える
十一月、未月である
当村より町一帯にさせおいて東がかりであると見える
(「火のあえまちは？」)
火難は別になけれども
また十二月南がかりから通りいっぺんの盗賊入ると見える
これから繁盛と……
(「村はさびれてしまったけど……」)
年に二・三回参りさえさせおけば、それでよいと見える
出来るなら春の内がよろしいと見える
春の内ならいつでもよろしいと見える
当村ばり繁昌と相成るようにぱり相守る
(「何か願いはないか。」)
願いは別になけれども
春の内いつでもよいから
出来るなら数ある参りさせおいた方がよろしい
豆や達者で災難ばり十は十までも逃れるように
これから繁昌と相守る
託宣のとうらそー
(また、数珠を繰りながら、始めの祓いと同じものを読む。)[ 烏兎沼　1987:97-99]-
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資料II －①
宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のカミサマアソバセ（213頁参照）
「神歌」 の冒頭部
J =
 106
あらー たー まーやー　　 とーしー のーお　 はじめーのー　　 としおーとーこー
い わい一てー まー いー り一　　 さー まー の一おふくみーずー　 ついで一い一 る一
J =  ,0
託 宣 冒 頭
とうねんのー　　　　と‾し‾がみの‾　　　　　しらせにおいて‾は‾
とうねん のきこうにおいてーはー　　 はー るー かぜとーみ えおくーしー
こころえてーきびしく　　　　せわをもとめおくベーしー
－230 －
J =
 112
資料II －②
山形県東田川郡三川町0・M巫女の御神楽歌（218頁参照）
ご け ー ど う に ー　　　　　　 き ょ う の み か ー ぐ ら　　　　　 ま い ら せ て ー
まいらせたー りや　　　　　 か さねが さねにー　　　　　　 か さね　 が さね一にー
資料II －③
山形県東田川郡羽黒町0・Y巫女の御神楽歌（222頁参照）
J =
 108
ご きーど一一に　　　 きょ うのみかー－ぐ ら　　　 まいらー せー るー
まい らせ たーりや　　　　 かさね一がー さねにー　　　 かさねが さねーにー
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資 料n －④
山形県東村山郡中山町Y・Y巫女のホトケオロシ・カミオロシ(225 ・ 227頁参照）
ホトケオ ロシの導 入歌J=60
、.
オーオー　 オオオ　オ‾　オオ‾　　　　　　ウウウー　ウウウー　ウウ
ホ ト ケ オ ロ シ の 冒 頭 歌
J =
 106
す　 えー　 えー　 な　 ら一一　 ぬー わ　 が　 すー　 が　 たー　 －　 やー
ホ ト ケ オ ロ シ の 冒 頭 部
わが　 みー　 のー　 こと　 な ればー　　　　 この　 よの　 たいめん
なに　よーりー うれ　しー　くー　　おもわーるーうーるー
カミ オロシの冒頭部
J = u
わ　 れ　ら　もー　　　な　 か　な　 かのー　こ　とー　か　なー　にか
と―o や　もうすーおや　　　ごじゅういっさいの　いちだい　 まもり　ほんぞ
－232 －
ふ　 げ　 ん　 ぼ　 さ　っ　 の やら と　 な　 れ　 ばー
資料II －⑤
岩手県東磐井郡大東町M・Y巫女のホトケオロシ
か らの　 かがみ　 と　　　 ご しょ うど　 と われて
資料 皿－④
みれば　ど れほど　　 わがみも　　　なんぼ　ど のよに　なり　おいても
しゃばの　 わかれや　 うきよの　　　　わかれは　っらいー　 もの
－233 －
資料Ⅲ：託宣の文字記録
以下に記載する託宣の文字記録については、原文のスタイルを可能な限り反映すべく心掛けた。スペースの節
約のため、或いは表記の困難さのため、改行を「／」記号で示している部分もある。また、「風」「間」「門」「関」
「御丿等については、略字体が頻繁に用いられているが、これについては「風［略字体］」の様に記載する。字
の大きさは、その年度分の資料中で最小のものを基準に、〔やや大きめ〕、〔大きめ〕、［大きい］の4 段階で表示
している。その他の筆者による注釈も、全て〔〕内に記入した。追記がなされている場合には、＜＞内に記入し
ている。訂正・抹消などは●■などを用いて表わす。難読な字は「？」で表わし、場合によってはその後ろに推
定される語を〔〕内に書き入れた。場合により、推定される字を書込み、C？〕を付した個所もある。尚、紙面
を節約すべく、2 段組で記載しているが、そのために一部の長い行については折り返しが生じ、2 行にわたって
しまう事になった。
資料Ⅲ－①　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のオシラサマアソバセ（2000年4月20日）
2000年4 月20 日に、0・S巫女宅で連続して行なわれた2 件のオシラサマアソバセについてのメモ書きである。
どちらも、小鯖第1 行政区平磯のI・Kさんによる。
1. 小鯖第2行政区のS・Y家のオシラサマアソバセ
B4 の紙の半分を用いて縦書きされている。丸数字は原資料のママである。
4/20　S・Y宅　　 ①
おひら様
正月十六三月十六・九月十六十二月十六日
当年知せ
春三ヶ月　気早い　夏気候ふんだん
秋冬　海、丘、時化の多い年
何事もきびしい　つつしむ事
○畑田、一週間［略字体］半月おくれ
○豆小豆　中出をもえる（早出）
浜漁　潮の早い年　時化の多い年
岸　四月末　五月かけてきびしく
磯草変りなし
鰹漁　水の為　三月　五月末　いさ不足
近海　漁のある年　七月漁／海のあれる年
神参りせよ
南なわ
立巻のおこりやすい
[2 ページ目：上のページの下に、向かい合わせで
記入されている。3
南洋なわ　　　　　　　　②
漁がある
ごう州
五月寒さが多い　潮の早のためけがとみえる
北洋、一週、おくれる
■正月十二月の間〔略字体〕
主人　八方ふさがり
？しやくし一生
五月七月きびしく当座持病かんせつ
二男
六月十八きびしく　南方団体の中でものなく／す
三男
前に後になり守りおくども
職場が思ふ様　夏、冬がよろこび
四男
六・七月　気候生水生食には
とらせないように
大へら
四月二十日前後一時体おつきき
四月－ぱいはおくこと
[3 ページ目：同じ紙の裏を使用。]
二へら　　　　　　　　　 ③
六月十日前後北方
思いかけない　交通の上てあやまち
三女　 変りなし
四■女
八月九月北方・相手にさそわて
けがあやまちと見える
当年黒年　 半年　ひらく年
今月三月　 六月　 九月　 十二月
ふしん造作　本家土は
動さない事
精心的苦努のある年
四月五月
五十才六十才首すじ
それが？におくれ別れ
五月六月
よろこびこと
[4 ページ目：下半分で、前ページと同じ向きに記
載されている。〕
八月九月　　　　④
沖浜　漁ある
?
? ?
十一月十二月
旅　他国身内の中で苦労あり
火の●もとは注意
生食生水、注意
2. 小鯖第1行政区平磯の|・T家を大本家とする同族6軒によるオシラサマアソバセ
同じくI・K さんによるメモ書きである。この後、手帳に清書するとの事である。 B4の用紙に、左右半分ずつ、
縦書きされている。
－234 －
大家、仁屋、山崎、大家新や
茶畑、上道
旧三月十六日　おひら様
正月　十六　三月十六、九月十六　 十二月十六日
当年　春　 三ヶ月　 かわ〔変の字を消してある。〕り
なし
海丘において注意よせ
春　三ヶ月持病　夏生水生食
胸からおなかの病
秋、首すじふき出もの　血圧
動気する時は病院
浜　磯草　 小漁　 水の泣く年　 足もとに注意
あみは一週間〔略字体〕おくれる
鰹　 三月六月漁有り　 水の変化の為
いさ不足
北洋　区域が定まる年　区域はかならず守れ
近海●漁　 六月七月　 たちまき又　 けがと見る
秋冬　金だかの上る年
南、春夏は変りなし
秋冬　海の水の泣く年　沖だけ時化
[2 ページ目:  1ページ目の下。向きは同じ。〕
ごう州　五月六月心意て世話
田　畑　つい肥を求めないよう
畑作　春まだ寒
豆小豆　 種類（中でをおく　 〔（）」が無い。〕
秋冬　作物　 寒か早　 種手早く
十二ヶ月
正月二月三月変りな
四月五月　 思いがけない潮ためけがと見える
六月七月旅から商人が来る　物價上り下る
八月、九月　旅から十一　 十五才足すべらせ
けがと見える
九月十月よろこび
十月　十一月　 持病　 胸、おなかの病
十二月　 五十五　 六才男由だんが本けが
ーで旅をしない よう
大家
四月　 七月　十月不しん造作
縁組に心意える事
苦劈のある月
〔3 ページ目：裏面が使われている。〕
大へら
八月　九月きびしく南ものなくし
五月月末六月　 病元と見える
女 ＋月　北方出なけはならない時
身の廻をきびしく
一〔○囲い〕正月　二月　春　変りなし　仁や〔や
や右〕
三月　四末　主人の身の上風〔略字体〕かんせ
つ
五月　六月　七月　縁者の変りなく
持病　おくれ別れと見え
五月　八月　十二月外からの要件
その時いん求めて人の為苦旁
二[ ○囲い〕
半年開〔略字体〕半年黒年　山崎〔やや右〕
事業の時は定めて日を見よ
五月六月　家族から喜〔七三つ〕ばないよう
九月十月　外の舟玉あやまちの聞〔略字体〕え
る
浦浜きびしく
三〔○囲い〕　　　　　　大家新や
秋冬　黒年　気をあせらず
ふしん造作　さしつかいない■
八月　九月　苦努のみえる
旅人　隣近所にさそう〔やや左〕
〔4 ページ目。裏下段。向きは前ページと同じ。〕
四〔○囲い〕三月末　 四月目下　茶畑 〔やや右〕
物なしく事、人と人とふれ合い
七月／八月思いかけな　 喜〔七三つ〕ひ事
八月九月　人のため苦労あり
家族口出しをひかへる
五[ ○囲い〕　　　　　　 上道
不しん造作土用でなけは
さしつかいない　 五月半
目まい〔訂正あり。〕がもとで病いあり
おくれと見える
資料Ⅲ－②　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のカミサマアソバセ（2000年1月18日・中井地区地の神）
2000 年1 月18  日午前に行なわれた地の神のカミサマアソバセでの託宣に関するあるクライアント（名前等不
詳）のメモである。同クライアントは、メモについて、「特に貼ったりしない。心にとめとくだけ、忘れてしま
うけど。j と話していた
 
  B5 版の大学ノートに横書きである。丸数字は、原文のママである。
①
春風　高しお　 日てり．　 雷
秋あれる．
春長．　夏短．　秋短
病　春．かんぼ う風〔略字体〕邪．診さつ うけよ．
夏．水の変化．　子供　年より（水）に
大腸のわずらい．
?
?
冬．だつまき
3‐ つき．かんそう
西
60 年の一度．あらい年
3 月.   6月.   9月12 月．〔ここは四
角で囲っている。〕
東｝注意[4 行にわたる3
北
南
主人の年調べておく．
浜 の 漁 、 いそ草　つくが
水の変化で色がつかない
［2 ページ目:  1 ページ目の左のページ。］
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②2月．雪，しばれる
若め．こぶ　 のり　色が良くなる
金高上る．
いさだ　 小魚　 一週間〔略字体〕10  日おくれる．
→
←
東北の方が良い．
北洋〔丸囲い〕区いがせまる
いはんのないように注意する
カツオ［丸囲い］4 ～5 月
えさ不足
近海C 丸囲い]  2 日
漁場
南洋 〔丸囲い〕
6 月～9 月　漁有り
岸の方が良い.
〔消してある〕～4 昼夜で良い
けがのある年
8 月9 月だつまきおこりやすい
ごう州 〔丸囲い〕寒さ深い.
〔3 ページ目〕
③
イカ〔丸囲い〕漁有り
夏～秋→ 〔上の行につながる．〕
世の中一ぱん　 のりおり注意．
畑　春3 つきは寒い．
半月位おくれる．土に温度加える
豆あづき、　 中で．おく　 ■用いる．
田．　 上つけはおくれる．もとごえで・・・
つい肥は用いないで．
麦．小麦.    14件の中で
3 月■4　 苦労（めづだなもの．
ないj
[() 」は
5～6 月．よろこぴ
7 月8 月．たびの船で苦労11
～12 月年よりやまい．
診さつせよ．
〔4 ページ目：以下、番号はないが、右頁から左頁
に、という順序でノートが用いられている．右頁の
裏が③である.〕
植木きらないでおけ
東の方となりぐみ
2 ～3 月．　4月．年誰か．
おくれわかれ．がありそう．
5 ～6 月.　30 ～40
交通の上でけが
西のとなり
正月末～2 月
めついだなかの　けがや
5 月～6　 しゆう職みつからない．
時間をかけて、調べて良く考える6
月
たびの子供で　 水のけが
よろこび　・ お産
〔5 ペ ー ジ 目〕3
月24 日
家 族
10 月24 日
たつが中央に入り八ぽうふさがり
あれる
物価が定まらず苦しい
手をひろげないで
海でも陸でで〔ママ〕よろこびが多い．
資料Ⅲ－③　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のカミサマアソバセ（2000年1月19日・小鯖第1行政区）
2000年1 月19 日に行なわれたカミサマアソバセで、0・S巫女による託宣を平磯の1・K さんが手帳に書き取っ
ていたものを示す。横書きである。
日時12・1・19 －
9 時
会議名　神様あそばせ〔ここ迄、日時、会議名は手
帳の地の文である。〕
上通　　79才
神止り　77 // ) 29戸×3,000 =  87,000〔3 行にわた
る。〕
白磯　　78 //
正月三ヶ月　悪い事はないよう
当年　春風〔略字体〕　 水の泣く年
夏、日でり　秋、海、丘、あれる年
病名　春はやり風〔略字体〕　 胸かおなか
夏　急に水の変化　 生水を取るな
秋　寒ぼうの方　持病の方は病院
春　長く　夏短く
中央の年　辰は火の生れで
〔2 ページ目〕
八方ふさがり
人寄せを注意
北の方　南の方　西東の方
心得いて世話せよ
12ヶ月
水におても火においても
7 月頃まで不景気なるたて職場不足
10 月　11 月元にもどる
－236 －
海の漁は水が定まらない
旧正月　にわか雪　冷たい水で
色がつく
なわ、あみ、いさだ、
東の方がく
〔3ページ目〕
近海　5 月南の方
南洋なわ　春 一秋、海から火柱、水柱
ごう州、寒の深い年
畑作　春は長い　2 月末寒が深くなるI
週がらおくれる
豆、中出　おくで
辰の年は水の泣く年
2 月、3 月　変りなく
3、4 月　 目下の事で苦労ある
就職はよく調べよ
6、7 月は首すじは持病あり
8　9 月　 縁談はよろこびあり11
、12 月　旅立のおそれ
(4 ページ目〕
12 月旅の舟玉でけがと見る
上通
3 月　10、25、28
由だんか元交通事故と見える
5 月6 月　旅から商人があり
後苦労あり　1対I ではだめ
8 月　喜〔七三つj び事　10－ 11 月男女
食事かもとで病いとみられる
白磯
3 月　7、8日きびしく
23 － 27、8　 人にさそわれる
苦労あり
4月5 月
この春　 浜
お産の上で苦労
潮の春　10  月　H 月喜び〔七三つ〕
〔以下、神止に関する託宣については記載
されていない。 I・K さんは平磯の方なので、
書取を止めたという事であろう。]
こ こ で
資料Ⅲ－④　山形県東田川郡三川町猪子・八幡講
八幡講、即ち八幡神社祭典に関する資料には、祭典の基本的な手順を示したものに名簿が加わった一綴り（便
宜上「八幡神社祭典記録」と呼ぶ。）と、「八幡講祭典宿元行事台帳」の計二綴りが存在する。その前にまずは、
平成11   (1999）年の祭典時に配られた「平成十年度八幡神社収支計算書」記載の0 ・M 巫女による「御詫宣」を
抜粋する。
1。　「平成十年度八幡神社収支計算書」記載のO・M巫女による「御詫宣」
同文書はB4 版を縦に使っており、御託宣は会計報告同様横書きに手書きされ、左下の八分の一強を占めてい
る。極めて簡潔に要約されている点を指摘しておく。
イ、稲作
口、畑作
ノゝ
一
一
ホ
ヘ
ト
御詫宣
早生8.5分　中生8.5～9,0分7.0
分～8.5 分 農薬に注意〔2 行にわたる。〕
北の方木を切ったり、新築しない事
6月、8 月、10 月、H 月災難の恐れ有り
5 月、S 月、洪水の恐れ有り
西の方で6 月頃盗難の恐れ有り
今年、年の悪い人、子、卯、酉、午、年生まれ
2。 八幡神社祭典記録
表紙はない。編年順に最新のものを一番上に追加していく形で綴られている。以下、編年順に記載する。
昭和50 （1975）年：縦書き。便凄に縦長に手書きさ
れている。初期のものにはミコに関する記述がない
ことが注g される。
八幡神社祭典〔やや大きめ〕
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米一斗五升は講中で買い会計より
金をもらう
一、取魚（野菜）は五人して出す（季節もの）
一、講銭は一戸一〇円集める
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I 赤飯一重箱八幡神社へ
2　H　　n　　　S宮司ヘ
ー、赤い昇は鳥居の前に
一、白い昇〔大きい〕は宿元へ
欠席者［省略：7 名の名がある。全て屋号。］七
?
???
下同様3
昭和五〇年三月十九日　晴天　 無風〔略字
宿元　　N ・S〔屋 号：以
昭和51   （1976 ）年：縦書き。やや小さめの用紙を横
長に用いている。
八幡神社祭典
一．講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米十七Kg 〔縦並び〕会計からいただく
一、取魚（野菜）は当組五人で一品公民館で
作る
一、講銭は十円づゝ集める
1. 赤飯一重箱　八幡神社へ
;/　　　　　S宮司へ
一、赤いノボ卵ま鳥居の前に
一、白い大きいノボリは宿元へ、
一、今年度新しく掛軸（八幡大神）一本
Ya の寄贈あり
欠席者〔省略：4 名の名がある。〕
昭和五十一年三月●〔修正の跡〕十九日（寒
い日ちらゝ〔繰返し記号〕雪）
宿元　　S ・Z
〔ここに5 人の名がある。〕
昭和52  （1977) 年：縦書き。用紙は不明だが横長に
使われている。
八幡神社祭典〔やや大きめ〕
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米二〇K 、会計からいただく
一、取魚（野菜）は当組五人で一品　公民館で作る。
～、講銭は＋円づつ集 める
・赤飯一重箱は八幡様へ
●　　/;　　　　　S宮司ヘ
ー、赤いのぼりは、鳥居の前に
一、白い大きいのぼりは、宿元へ
・ s・G より清酒二本いただく
欠席者 〔省略：7 名 の名がある。〕
昭和五十二年　三月十九日　小雨
宿元　　Y ・S
昭和53 （1978) 年：欠落。
昭和54 （1979）年:B4 の原稿用紙の右半分を縦長に
用いている。縦書きされている。以下、同様。
八幡神社祭典
一、講中の肴は会計が仕入れる（〔ママ〕
一、赤飯米（もち米）は20K は会計からいただく．
一、取魚は当組五人で一品公民館で作る
赤飯一重箱は八幡神社え
//　　　　　S宮司え
一、赤いのぼ 卵i八幡神社の鳥居の所に立てる
一、白いのぼりは宿元え
欠席者〔省略：4名の名がある。〕
昭和五十四年。三月十九日　快晴
宿元　　E・S
昭和55  （1980 ）年：便護に縦書き。
八幡神社祭典［大きな字］
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米（もち米）は　二〇K は会計からいただ
く
一、取魚は当組五人で一品公民館で作る
一、講銭は十円づづ集める
赤飯一重箱　八幡神社へ
);　　　　　S宮司へ
一、赤いのぼりは八幡神社の鳥居の所に立てる
一、白いのぼりは宿元へ
欠席者〔省略: 12名の名があるj
昭和五十五年　 三月十九日　晴天　 無風〔略
字体〕
宿元　N ・K
昭和56  （1981 ）年：この年から、「参加者調」とい う
表が付記される。記載しないが、これから講員が59
名であったことが確認出来る。縦書き。
八幡神社祭典［大きな字］
一、講中の折箱は会計が仕入れる．
一、赤飯米（モチ米）二〇K 代金は会計から戴く
一、取魚は当組五人で一品公民館でつくる．
一、講銭は十円づゝ集める
赤飯一重箱　八幡様へ
μ　　　　　S宮司へ
一、赤いのぼりは八幡神社の鳥居の間〔略字体〕に
立てる．
一、白いのぼりは宿元へ
欠席者〔省略：6名の名がある.〕
昭和五十六年三月十九日　晴天　暖かい日
和
宿元　M・J
昭和57 （1982）年：便漆に縦書き．
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、講中の折箱は会計で仕入る
一、赤飯米（餅米）二〇K 代金は会計より戴く
一、取り魚は当組五人で一品　公民館で作る
一、講銭は十円づつ集める
一、赤飯　一重箱　八幡様へ
;;　　　//　　　S宮司へ
一、赤いのぼりは八幡神社と鳥居の間〔略字体〕に
立てる．
一、白いのぼりは宿元へ
欠席者〔省略：2名の名がある.〕二人
昭和五十七年三月十九日　晴天暖かい日和
宿元　S・H
昭和58 (1983) 年：便瀋に縦書き。
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、講中の折箱は会計が仕入る
一、赤飯米（餅米）二〇K 代金は会計より戴く
一、取り魚は当組五人で一品公民館で作る
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一、講銭は十円づつ集める
一、赤飯｛重箱　八幡様へ
S 宮司へ｝〔2 行にかかる。〕宿元
で
一、赤いのぼりは八幡神社と鳥居の間［略字体］に
立てる
一、白いのぼりは宿元へ
欠席者［省略:12 名の名がある。］十二人
昭和五十八年三月十九日　　　　　晴天・
寒い冬空
宿元　S・Y
昭和59 （1984）年：便簾に縦書き。
八幡神社祭典［大きな字］
一、講中の折箱は会計で仕入れる
一、赤飯米（モチ米）20K 〔ここは、縦に並べて
ある。〕代金は会計より戴く
一、取魚は当組五人で一品公民舘でくる〔ママ〕
一、講銭は十円づゝ集める
一、赤飯一重箱　八幡様へ
S 宮司へ
一、赤いのぼりは八幡神社と鳥居の間〔略字体〕に
立てる。
一、白いのぼりは宿元へ
欠席者〔省略：3名の名がある。〕
昭和五十九年三月十九日　晴天暖かい日和
宿元　M・T
昭和60  （1985) 年：この年から、「参加者調べ」（タ
イトルのないものもある。）に出席者、欠席者の人数
が記載されるようになる。これは以後、毎年作成さ
れている。この年は出席者52 名、欠席者 フ名であっ
た。便凄に縦書き。
八幡神社祭典〔大きな宇〕
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米は二十キロ農協より買い会計より金をも
らう
一、取魚（野菜）は当組全員で一品公民館で作る
一、講銭は一戸一〇円外に小豆代四〇円計五〇円集
める
一〇円は会計にやる
1. 赤飯一重箱　 八幡神社へ
1.     "　　;/ S 宮司へ　宿元でとどけ
る〔2行にかかる。〕
一、赤い昇は鳥居の前に建る
一、白い昇は宿元へ建る
欠席者〔省略：7名の名がある。〕七名
昭和六十年三月十九日
宿元
晴
E ・D
昭和61  （1986）年：出席者45 名、欠席者14 名。便
漆に縦書き。
八幡神社祭典
一、講中の折箱は会計が仕入れる．
一、赤飯米は二十 キロ農協より買い会計より金をも
らう．
一、取魚（野菜）は当組全員で一品公民館で作る．
一、講銭は一戸十円外に小豆代四十円計五十円集め
る.
＋円は会計にやる
・赤飯一重箱
●　●　U　　　//
る 。 〔2 行 に か か る 。〕
八幡神社へ
S 宮司へ　宿元でとどけ
一、赤い昇は鳥居の前に建る
一、白い昇は宿元へ建る
欠席者〔省略。14 名の名がある。〕
一、S・Yaより清酒一本いただく。
昭和六十一年三月十九日　東より風〔略字体〕
強く　小雨
宿元　N・K
昭和62  （1987) 年：「祭典参加者調」には、「八幡神
社講員名簿」とい う別のタイトルも付けられるよう
になる。現在講員59 名と記されている。便凄に縦書
き。
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米は農協より買い会計から金をもらう
一、取魚（野菜）は当組全員で一品公民舘で作る
一、講銭は一戸十円外に小豆代四十円計五十円集め
る
講銭＋円は会計に届ける
○赤飯一重箱　　八幡神社へ
○11　　　n　　S 宮司へ　）宿元で届け
る〔2行にかかる。〕
一、赤い幟は鳥居の前に建る
一、白い幟は宿元へ建る
欠席者〔省略：3名の名がある。〕
一、S・Yaより清酒二升いたゞく
昭和六十二年三月十九日　晴
宿元　S・K
昭和63  （1988) 年：「祭典参加者調」とい うタイトル
は消え、「八幡神社講員名簿」となる。便凄に縦書き。
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、講中の折箱は会計が仕入れる
一、赤飯米は二〇キロ農協より買い会計から金をも
らう
一、取魚（野菜）は、当組全員で一品公民館で作る
一、講銭は一戸＋円外に小豆代四十円計五十円集め
る.
＋円は会計にやる．
・赤飯一重箱
・   // μ
八幡神社へ
S 宮司へ　宿元でとどけ
る[2 行にかかる。〕
一、赤い昇は鳥居の前に建る
一、白い昇は宿元へ建る。
欠席者C 省略：1 名の名がある。〕
一、S・Ya より清酒二升をいただきました。
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昭和六十三年三月十九日　くもり一時雨
宿元　A・I
平成元（1989）年：サインペンで書かれているよう
で、字が太い。体裁の整った「八幡神社講員名簿」
が添付され、講員数はF 計60 名」となっている。こ
れは、この年にしか用いられていない。便篠に縦書
き。この年から、記述方式が大きく変化しているこ
とが分かる。欠席者は名簿にチェック記号が付いて
いる15 名であるものと思われるのだが、人数を記載
していない。
八幡神社祭典［大きな字］
一、講銭は戸十円外に、小豆代四十円
御札代五十円　 計百円集める.
－、赤飯一重箱　 八幡神社へ
;/　　　　　S宮司へ　 ＞宿元で 〔2 行にかか
る．〕
一、赤い昇は鳥居の前に建る．
一、白い昇は宿元へ建る
志・宿元より清酒二本・ Ya より清酒2 本
太田俊男より清酒二本
平成元年三月十九日（日）くもり
宿元　S・J
以下、別紙に横書きで添付されているもの。・は白丸。
平成元年3 月19 日（日）
・講銭は当組で集める
・買物は（ボーレン草15、キリボス10 袋、豆腐17
コ）
代金は当組者が割付ける.
・調味料は宿元で出し
・公民館の使用料は宿元で払う
以上
平成2 (1990）年：この年より、ミコに関する記述が
行なわれるようになる。便護に縦書きである。タイ
トルのない参加者調べによれば、欠席者は11 名とな
っている。
八幡神社祭典 〔大きな字〕　 平成二年三月十九日
一、一ヶ月（みこ）を聞く。
一、一戸より六百円を徴集する
内訳　講中会費五〇〇円　　 御ネL代 〔ママ〕
小豆代　 四十円　　　 講銭一戸十円
一、赤飯　一重箱　 大　八幡神杜
一　　μ　　中　S 家へ＞宿元で朝とどけ る
〔2行にかかる。〕
一、赤い昇は八幡様へ　白い昇は宿元へ建てる。
一、宿元より酒二升　Ya より酒二升
一、当日　 昼会計　 豆腐十七コ　代金当組五人で割
当
一、公民館使用料、外　 講味料 〔ママ〕は　 宿元負
タン
ー、会終了后懇親会ヒは宿元
一、参加者〔省略：6 名の名がある。うち2 名は「欠」、
一名は 「当番」となっている。これは当組のことだ
ろう。〕
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平成二年三月十九日　宿元　S・G
平成3 （1991) 年：便瀋に横書きである。別紙による
と出席者45 名、欠席者15 名である。
八幡神社祭典
晴
平成3 年3 月19 日（火）
1、　3月10 日　みこを聞〔略字体〕く
1、　I 戸当、600 円徴収する．講中会費500 円、御
礼代50 円小豆代40 円講銭10 円
1、　赤飯のもち米は農協より20Kg 購入し会計が支
払う.
1、　酒、折箱、ジュ'―ス等は会計が仕入れる.
1、　当組で1 品、野菜ものを、公民館で作り材料代
は当組で支払う．
但、公民館使用料、調味料は宿元で支払う
1、　赤飯I 重箱、八幡様、S 家へ宿元で朝届ける.I
、 白いのぼりは宿元へ、赤いのぼりは八幡様へ朝、
建てる.
I、　S・Ya、宿元より酒2 升づつ頂く．
宿元　E・Y　当組
［4名の名前］
平成4 （1992）年：便1 に縦書き。出席者50  名、欠
席者10 名。
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、三月一日みこを聞〔略字体〕く
一、一戸当り六百円徴収する、講中会ヒ五百円、御
〔略字体〕礼代五十円
小豆代四十円講銭十円
一、赤飯のもち米は農協より二十Kg 購入し会計が
支払う
一、折箱、酒、ジュース等は会計が仕入れる
一、当組で一品、野菜ものを公民館で作り材料代は
当組で支払う
公民館使用料と調味料は宿元で支払う
一、赤飯一重箱　 八幡神杜へ
μ　　μ　　　　　S宮司へ　 宿元でとどける 〔2 行
にかかる。〕
一、赤い幟りは鳥居の前に建る
一、白い幟りは宿元へ建る
一、S・Ya より清酒二升、S・H より一升、宿元より二
升
平成四年三月十九日
宿元
曇 りS
・Y
平成5 （1993 ）年:便僕に縦書き。出席者47  名、欠席
者13 名。
八幡神社祭典〔大きな字〕
一、三月八日’みこ’を聞〔略字体〕く
一、一戸当り六百円徴収する．講中会ヒ五百円御礼
代50 円
小豆代四十円講銭十円
一、赤飯のもち米は農協より十五Kg 購入し会計が
支払う
一、折箱、酒、ジュース等は、会計が仕入れる
一、当組で一品・野菜ものを公民館で作材料代は当
組で支払う
公民館使用料と調味料は宿元で支払う
一、赤飯一重箱、八幡神杜へ
;;　り　　　　　S宮司へ　 宿元でとどける〔2 行
にかかる。〕
一、赤い幟りは鳥居の前に建る
一、白幟りは宿元へ建る
一、S・Ya より清酒二升、宿元より二升
平成五年三月十九日晴天
宿元　S・Z
平成6 (1994) 年：無地の用紙に縦書き。出席者44
名、欠席者16 名。
八 幡 神 社 祭 典 〔大 き な 字 〕
一 、 二 月 二 十 七 日 「み こ 」 を 聞 〔略 字 体 〕 く ．
一 、 一 戸 当 り 六 百 円 徴 収 す る ． 講 中 会 費 五 百 円
御 礼 代 五 十 円　 小 豆 代 四 十 円　 講 銭 十 円
一 、 赤 飯 の も ち 米 は 農 協 よ り 十 五 キ ロ 購 入 し 会 計 が
支払 う．
一、 折 箱 ・ 酒 ・ ジ ュ ー ス 等 、 会 計 が 仕 入 れ る ．
一、 当 組 で 一 品 野 菜 も の を 公 民 館 で 作 り 、 材 料 費 当
組 で 支 払 う．
一 、 公 民 館 使 用 料 と 調 味 料 は 宿 元 で 支 払 う
一、 赤 飯 一 重 箱 、 八 幡 神 杜 へ
μ　　　　　S宮 司 へ　 宿 元 で 届 け る.    〔2 行 に
か か る. 〕
一、 赤 い 幟 叫 ま鳥 居 の 前 に 建 る ．
一 、 白 い 幟 り は 宿 元 へ 建 る ．
一 、S ・Ya よ り　 清 酒 二 升 、 宿元 よ り 清 酒 二 升 出 る ．
平 成 六 年 三 月 十 九 日　 快 晴
宿 元　S ・B
平成7  （1995 ）年：縦書き。出席者52 名、欠席者17
名。ということは、この年に一名欠員が出たようだ。
あるいは数え間違いか？
八幡神社祭典 〔大きな字〕
一、二月二十六日「みこ」を聞〔略字体〕く．
一、一戸当り　 六百円を徴収し　 参加人数をまとめ
神社会計へ報告
する．
一、赤飯のもち米十 五キロ・小豆代は、会計が支払
う．
一、折箱・酒・ジュース等は、会計が仕入れる．
一、当組で一品野菜もの（ホーレン ソウ・キリボシ
のおひたし・漬物）
公民館で作り、材料費は、当組で支払う．
一、公民館使用料と　調味料は、宿元で支払う．
一、赤飯一重箱、八幡神杜へ
/;　　　　　S宮司へ　宿元で届ける. ［2 行に
かかる.］
一、赤い幟りは、八幡神社へ建る．
―
?
?
一 白い幟りは、宿元へ建る．
白い幟の「長木」は、Ya で管理してい
る．
一、Ya より　清酒二本　宿元より清酒二本
平成七年三月十九日（日）　雪・曇り
宿元　H・S
平成8  （1996）年:B4 の原稿用紙半分に縦書き。出
席者45 名、欠席者15 名。やはり前年の記録は間違
いであろう。
八幡神社祭典 〔大きな字〕
一、三月三日「みこ」を聞く．
一、一戸当り六百円を徴収し、参加人数をまとめ．
神社会計 へ報告
する．
一、赤飯のもち米十五キロ、小豆代は会計が支払う．
一、折箱・酒・ジュース等は、会計が仕入れる．
一、当組で一品野菜もの（ホーレンソウ・キリボシ
のおひたし・漬物）
公民館で作り、材料費は、当組で
支払う．
一、公民館使用料と調味料は、宿元で支払 う．
一、赤飯一重箱、八幡神杜へ
μ　　　　　S宮司へ）宿元で届ける. 〔2 行に
かかる.〕
一、赤い幟引ま、八幡神社へ建る．
一、白い幟 卵ま、宿元へ建る．白い幟の「長木」は、Ya
で管理している．
一、Ya より清酒二本、宿元より清酒二本
平成八年三月十九日（火）曇り　宿元　T・H
平成9 (1997) 年：初めてワード・プロセッサが使用
されている。横書き。フォントは明朝体である。数
字は以下3 年間分全て全角。参加者調べには「八幡
神社祭典」のタイトルが付き、同じくワード・プロ
セッサを使用して印刷されている。これが以後踏襲
される。ここでは、その事により、以下の3 年分の
文章に全く異同が生じていない事に注目しなければ
ならない。出席者は44 名、欠席者は16 名。
八幡神社祭典〔大きな字3
一、3 月2 日（日）「巫女」を聞く。
一、I 戸当り600 円を徴収し、参加人数をまとめ、
神社会計へ報告する。
一、赤飯のもち米、1  5 キログラム、小豆代は会計
が支払う。
一、折り箱、酒、ジュー ス等は、会計が仕入れる。
一、当組で野菜（ホーレンソウ、キリボシのおひた
し、）一品と、漬物、豆腐汁を公民
館で作り、材料費は、当組で支払う。
一、公民館使用料と調味料は、宿元で支払 う。
一、赤飯一重箱、八幡神杜へ、赤飯一重箱　S 宮司
へ、宿元で届ける。
一、しめ縄をJ より貰い、八幡神杜に飾る。
一、赤い幟は、八幡神社へ建てる。
一、白い幟は、宿元へ建てる。 白い幟の「長木」と
赤い幟の「竹さお」（粂之助寄贈）
は、Ya で管理している。
一.Ya より清酒2 本、宿元より清酒2 本献上される。
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その他清酒等の献上があった。
平成9 年3 月1  9 日
宿元　　H・D
（水）　 天候　 快晴
当組　　E ・D　　S ・S　　　O・T
来年度の
宿元　　K ・H
当組　　N ・K　　0 ・K　　S ・S
K ・S
S・R
平成10  （1998 ）年:ワード・プロセッサを使用。明朝
体であるが、ところどころゴシックが交じっている。
意図が感じられない ので、何かのミスであろ う。参
加者調べは、ほぼ前年を踏襲している。出席者47 名 、
欠席者13 名。
八幡神社祭典［大きな字］
一。3 月8 日（日）『巫女』を聞く。
一。一戸当たり600 円を徴収し、参加人数をまと
め、神社会計へ報告する。
一。赤飯のもち米、1  5 キログラム、小豆代は会計
が支払う。
赤飯は、業者に委託し経費は当組で支払う。
一。折り箱、酒、ジュ'―ス等は、会計が仕入れる。
一。当組で野菜（ホーレンソウ、キリボシのおひた
い 一品と、漬物、豆腐汁を公民
館で作り、材料は、当組で支払う。
一。公民館使用料と調味料は、宿元で支払う。
一。赤飯一重箱、八幡神杜へ、赤飯一重箱、S 宮司
へ、宿元で届ける。
一。しめ縄をY より貰い、八幡神杜に飾る。
一。赤い幟は、八幡神社へ建てる。
一。白い幟は、宿元へ建てる。白い幟の「長木」と
赤い幟の「竹さお」（粂之助寄贈）は
Ya で管理している。
一. Ya より清酒2 本、宿元より清酒2 本献上される。
その他、清酒等の献
上があった。
快晴
平成　10 年　3 月　1  9 日（木）　 天候
宿元　　K ・H
当組　　N ・K　　S ・R
来年度の
宿元　　s ・s
当組　　S・KS
・K
S・Y
O・K　　s ・s
N ・S
平成11   (1999)年：行書体フォントが用いられてい
る。出席者は43 名、欠席者は15 名。2 名欠員が出
た模様。
-
八幡神社祭典［大きな字］
3 月8 日（月）『巫女』を聞〔略字体〕く。
?
?
?
― ?
?
め、神社会計へ
報告する。
一、赤飯のもち米1  5 キログラム、小豆代は会計が
支払 う。
赤飯は、業者に委託し、経費は当組で支払う。
一、折り箱、酒、ジュース等は、会計が仕入れる。
一、当組で野菜（ホウレンソウ、キリボシのおひた
い 一品と、漬け物、
豆腐汁を公民館で作り、材料は当組で支払う。
一、公民館使用料と調味料は、宿元へ支払う。
一、八幡神杜へ赤飯一重箱、宿元で届ける。
S 宮司へ赤飯一重箱、宿元で届ける。
一、しめ縄をJ より貰い、八幡神杜に飾る。
一、赤い幟は八幡神社へ建てる。
一、白い幟は宿元へ建てる。 白い幟の「長木」と赤
い幟の「竹さお」は、
Ya で管理している。
一、Ya より清酒2 本、宿元より清酒2 本献上される。
その他清
酒等の献上があった。
平成11 年3 月19 日（金）　天候　雨
宿元　　S・Y
当組　　S ・K
来年度の
宿元　　S ・S
N ・S S・K
当組　　S・K　　S・J　　　A・12.
「八幡講祭典宿元行事台帳」
昭和34 (1959) 年：この年から始まる。
［表紙］
昭和参拾四年参月貳拾九日
八幡講祭典宿元行事台帳
[I 枚 剛
八幡神社祭典行事 〔大きな字〕
一、当屋組早且より社殿の
内外を清掃準備す
一、祭典
午前十一時〔以下空白〕
〔2 枚目〕
記［大きい］
八幡講行事〔大きめ〕
一、水稲二反歩耕作
江　尻　二反歩
一、苗代なく当番者五名
を以て苗の問〔略字体〕題を決す
一、水田肥料は会計これ
棋岡し〔？〕其れを使用する
一、税は本田現場に積税とする
一、収穫は全部供出し但し
1　~f ・ ‾ ●・　ゝ 丿f~　U ＝/ ｀W　=I 「・　－ I・フミ 」・ご　 ●W　　　　　1　　 ” 「” ‾・’‾・’　7　●
－ 、 一 戸 当 た り600 円 を 徴 収 し 、 参 加 人 数 を ま と　 ｜　　　 玄 米 一 俵 （ 四 斗 俵 ） わ 当 番
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者之を使用する事が出来る
その他の副産物は当番
者にて處理する
一、谷地川を実施する
イ．場所　 尻の谷地
〔裏へ〕
口．川カヤわ全部八幡講
に揚カヤにして合計の
指図にて處理する
ハ．其の他副産物は全
部当番者之を處
理する
以上
〔3枚目〕
祭典行事
一、神社祭典関係がえを
実施する
一、祭典用酒及び肴は全
部会計これを持参する
一、集得物資
1.米　八幡講申送用一合桝
にて集米する
2.小豆を小茶碗にて一つ集
豆し之を当番者に
分配し赤飯に使用する
3.寮銭は講員一名一亦
集金し会計に渡す
一、赤飯は小豆外当番者ス
餅米五升其の他の物資
全部当番者之を負捨
する事
一、豆腐は当番者一人一升五合
の豆を使用し一金負瘤する
事
[4 枚目〕
記
八幡神社例祭無事終了
祭典要具一式全部申
送りました
昭和参拾四年参月廿九日
宿　元　S・Ya
E・H 殿
〔省略:  以下同面に昭和35   （1960）、36   （1961 ）年
分が記載されている。］
以下、この台帳の記述形式は。これが記録され始
めた1959 年の形式が基本的に踏襲される。上に挙げ
た最後の部分のみが、記録されていくことになる。
変化しているのは、順序のみである。4 年後のも
のでは、次のようになる。
昭和37 （1962）年：
昭和参拾七年四月拾五日
八幡神社祭典に関〔略字体3　し要具
一式異状なく申し送ります。
宿元　s・s
S・K 殿
以下、当年と翌年の宿元の名が毎年変わるのみで
ある。
ところが、S・Ya が宿元をした1978 年から、記述
が極めて細かくなる。
昭和58 (1978）年：
昭和五十三年三月十九日
宿元　S・Ya
三月十日　当組　一同…〔読めず〕
集めた
一金十円　参銭
一金　　　小豆（無い人は五十円）
十九日　午前九時頃　準備等初めた
一、供物、稲米、酒、肴包等
？〔屋号。名前のみ。読めず。〕で準備した
一、公民館に当組で一品御〔略字体〕馳走
を作り、講員一同に外に漬
物●と汁( 豆腐）を出した
一、用具一式異状なく申し送り
ます
E・S様
そして、昭和62   （1987）年に、元の形式に戻り、
れが継続されている。
昭和62   （1987）年：
昭和六十二年三月十九日
宿元S・K
八幡神社祭典に関し
要具一式異状なく申し
送りました
A・1殿
~
-
資料Ⅲ－⑤　山形県東田川郡三川町猪子地区・地神講
ここには、猪子地区・地神講の託宣記録を記載した。まず、採録に当っての注意点を述べておく。
「堅牢地神講御託宣」記録は、表紙がなく年代順になっていない大正7   （1918）- 昭和43   （1968）年分が一綴
りと、「堅牢地神講御託宣」と書かれた表紙のある年代順（上のものが最新）に並べられた昭和42   （1967）一平
成11    （1999）年分と、その下に大正12   （1923）一昭和36   （1961）年分かばらばらに収められた一綴りとい う、
計二綴りが存在する。
まず、表紙のないものから述べる。上から順に、昭和43  （1968）年・昭和23  （1948）年・昭和41   （1966）年・
昭和40   （1965）年・昭和39   （1964）年・昭和38   （1963）年・昭和37   （1962）年・年号不明a  ・昭和31    （1956）
年・大正10   （1921）年（「資本金報告」卜 昭和33   （1958）年・年号不明b ・大正7  （1918）年・昭和32   （1957）
年・大正10  （1921）年・大正5  （1916）年（「講員面附」＝名簿）・年号不明c ・大正11   （1922）年・年号不明d ・
昭和16  （1941）年・昭和19  （1944）年・昭和24  (1949）年・昭和9  （1934）年（「貯金額明細調」）・昭和15  （1940）
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年・昭和10   （1935）年・昭和27   （1952）年分か綴られているが、編年による変化を見るべく、年代順に並べ直
す。
次に、表紙のある一綴りは、上から順に平成II  （1999）年・平成10  （1998）年・平成9  （1997）年・平成8  （1996）
年・平成 フ（1995）年・平成4   （1992）年・平成3 【199】）年・平成2   （1990）年・平成元（1989）年・昭和63
（1988）年・昭和62  （1987）年・昭和61    （1986）年・昭和60  （1985）年・昭和59  （1984）年・昭和58   （1983)
年・昭和57   （1982）年・昭和56   （1981）年・昭和55   （1980）年・昭和54   （1979）年・昭和53    （1978）年・昭
和52  （1977) 年・昭和51  （1976）年・昭和50  （1975）年・昭和49  （1974）年・昭和48  （1973）年・昭和47  （1972）
年・昭和46   （1971）年・昭和45   （1970）年・昭和44   （1969）年・昭和（42）1967 年・昭和36   （1961）年・昭
和35  （1960）年・年号不明e  ・昭和7  （1932）年（「貯金明細調査報告」）・昭和13  （1938）年・年号不明f  （昭和14(1939
）年?) ・昭和34   (1959）年・大正12   （1923）年・昭和7   （1932）年・年号不明g  （最古？）と並べられて
いる。これも、編年順に並べ直す。
基本的に和紙に黒墨書、縦書きされており、以下特に断らない限り、この体裁である。
【1冊目】：表紙はない。1968 年分が一番上になる。
年号不明a:
〔綴じ代につき判読不能〕
五月六月
秋　上??????
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
雨
八分
八分
七分半
七分半
七分
七分
七分半
十月十一月地ちゞきの村より
悪病はやるニ付　百万べを
頼む
四月五月　西南から子供の
わざにて火難見るから
其時は　二十日前から
からし　又　長もので
知らせる　から　御〔略字体〕ちゆい
なさい
年号不明b:
堅牢地神御詫宣［やや大きめ］
苗代　種ウセスル
早生　　七分半
中生　　七分半
晩生　　七分
妻作　　七分
大豆　　八分
小豆　　七分
春蚕　　八分
夏蚕　　七分
秋蚕　　七分
火難　八月宿元ヨリ／北の方〔2行にかかる〕
悪病　八月～九月
神信心■フソク、八月子供ノ
ケガアル千羽鳥デ告ゲ
十一月地所アラソイアリ
右之通
宿元　0・K〔屋号：以下同様〕[2 行やや大
きめ〕
年 号 不 明C:
〔綴 じ 代 に 付 き 判 読 不 能 〕
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苗代　 七分半
早稲
中稲
晩稲
八九月
六七月
四五
八分
II
七分半
?
?
〔 略 字 体 〕
七 月
悪病
火難宿元ヨリ西北
地神社信心 〔やや大きめ〕?
?
?
?
年号不明d:
堅牢地神様御
春作
苗
大豆
小豆
田作
?
?
?
?
かいボ
?
?
?
?
?
七分半
七分
μ
〔略字体〕詫宜 〔やや大きめ〕
六　 ふ〔以下、「ト」に見える。〕
七　 ふ
七　 ふ
六　 ふ
七　 ふ
七ふ半
八　 ふ
六ふ半
神心ニョリ七ふ半迄
八　 ふ
五　 月
六月下ジュン
〔 略 字 体 〕
秋 揚
〔 裏 面 へ 〕
盗 賊
九　 月
七八月
七　 ふ
七 月
宿元ヨリ西北之方
子供ノ業ニテ
火難見る能々心付ベシ
大正5 （1916 ）年：
「大正五年度地神講／・員面附／　S・Yo 祭典」とあ
り、名簿（50 名分）が記載されているが、省略。
大正7(1918) 年：年代のはっきりしているものでは、
最古である。
一苗　　　　　　　　　　　七分半
一早生　　　　　　　　　七分半
一中出　　　　　　　　　八分
一晩　　　　　　　　　　　八分
一大豆　　　　　　　　　　七分半
小豆　　　　　　　　　　七分
畑作ハ水ノタメニフド見ペル
ー春霖　　　　　　　　　　七分半
一夏霖　照ノ為メ二　　　七分半
一秋霖　　　　　　　　　　七分
一水　　　　　　　　　　　四五六月
一雨　　　　　　　　　　五六月
一照　　　　　　　　　　七八M
一大風　　　　　　　　　　九月中
一四月五月二村中ノ道？〔庭？〕宝ケガ
ー火難　　　　　　　　　　七九月
ニノタガエボシ西南ヨリ地所ノ
為二混雑見ヘル
一六月七月　穀物責り彿フ善ス
一十月中十日筆ノ誤リアリ
三山二心信シベス
大正七年三月貳拾壱日
大正10  （1921 ）年：
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
?
?
?
大漁
田作
早
晩
畑作
大豆
小豆
苗
秋上
蚕
堅牢地神御託宣 〔やや大きめ〕
火難
ヨリ
病難
七分半
七分半
八分
七分半
七分半
七分半
七分
八分
春七分
夏七分半
七分半
七月八月
九月十月
七月
宿元●●ニテ〔訂正あり〕／九月
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八日 ／十二日迄
戴キ　誠二有難ヤ　講中が
全人営?　 悪キ事ナキ
様守り居り
八月末九月掛　日天リ／其の鳥メ楽病
旧三月　旧九月　暴風
六月　　　　　　水害
五月　　　　庭賓怪我
稲作
早生　　　　　　八ふ
中生　　　　　　七分
晩生　　　　　　七分
秋上　　　　　　八　分
大豆　　　　　　六分半
小豆　　　　　　七　分
苗代　　　　　　七分半
蚕　　　　　　　春産／時候不順ニテ
春産　　　　　　六分半
夏産　　　　　　七分半
九月十二日ヨリ十六日マデ宿元
西南子供手誤り火難見ル
其節四足二足二通言スル宜リ？？〔諸快？〕癒願コ
ト
昭和9 (1934 ）年：
「昭和九年度／堅牢地神講貯金額／明細調」〔省略〕
昭和10 （1935）年：墨書ではないように見える。サ
インペンだろうか？
見ゆるから月／十五日八八幡社に
／御神酒献じ秤べし
一　庭宝　　　　 五月ケガ見／ユル注意スタし
大正十年 参月廿一日
大正10  （1921 ）年：
「堅牢地神講資本／　 金報告／　 大正十年三月二十
一日現在／」〔省略〕
昭和拾年参月廿一日
堅牢地神御 〔略字体〕詫宣
苗　　　　　　　 七分
早稲　　　　　　 七分
中稲　　　　　　 七分半
晩稲　　　　　　 七分
麦作　　　　　　 六ふ半
大豆　　　　　　 七ふ半
小豆　　　　　　 七ふ
春蚕　　　　　　 七ふ半
夏蚕　　　　　　 七ふ
秋蚕　　　　　　 六ふ
秋揚　　　　　　 六ふ
水　　　　　　　 五、六、八月
風　　　　　　　 五、八月
火難　宿元ヨリ／西北　　 十一月廿日ヨリ廿二日
病気　　　　　　 八月
盗難　　　　　　 十月三日ヨリ十日
小供ノ水難　　　 七月廿日ヨリ六日間
右之通リ
昭和15  (1940 ）年
大正11  （1922 ）年：行書。達筆。
記
大正十一年三月廿一日
地神講　 御寄セ
春日　祝日　選ビ御‐・ 薬［訂正あり］
堅牢地神御詫宜 〔やや大きめ〕
早生　　　　　　 八分
中生　　　　　　 八分
晩生　　　　　　 七分
麦作　　　　　　 八分
大豆　　　　　　 七分
小豆　　　　　　 七分半
春蚕　　　　　　 八分
－
夏蚕?
??????
?
?
?
?
?
?
?
?
病難
盗難
右之通
七分半
五分
七分半
ナシ
九月
七月
八月
七月十日ヨリ廿日迄東南
四十才ヨリ五十才頃迄
ナシ
昭和16  （1941 ）年
早生
中生
晩生
大豆
小豆
春蚕
夏蚕
秋蚕
桑
苗代
秋上
地神様作祭〔やや大きめ〕
田作
八分
八分
七分
畑作
■八分〔訂正あり〕
七分
蚕
八分
七分
五分
七分
七分
七分
昭和十六年　 三月廿一日
[裏面]
火難　 宿元ヨリ西手子供火ワサ
水難　七月十五日ヨリ廿五日迄デ／秋十一月
風難　八月廿日ヨリ三十日迄デ
病難　当月二十日ヨリ来月十日迄デ／秋五十才ヨリ
六十五才　病
昭和19  （1944 ）年：
〔綴じ代で若干読めず。〕
早生稲　　　　　 八分
中出　　　　　　 八分半
おく　　　　　　 七分半
大豆　　　　　　 七分半
小豆　　　　　　 七分半
大安　　　　　　 八分
なたね　　　　　 七分・ 半
五月六月初　火難
やと本より南東
昭和十九年
昭和23  （1948 ）年：青くて薄い墨で書かれてい る。
ややにじんでいて読みにくい。
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苗代
早生
?
?
?
???
?
?
?
?
?????
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
昭和二十三年三月廿一日
堅牢地神御詫宣〔やや大きめ〕
七分
八分
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??????????????
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
六月廿日より西北手アヤマリ
七月半バ
右 ノ 通
宿元　　M ・I
昭和24  (1949) 年：
昭和二十四年三月二十一日
堅牢地神様御詫宣?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
盗賊
悪病
火難
宿元ヨリ西南カラ?
?
?
?
七分
七分
八分
六分
七分
八分
六分
八分
六分
七分
七分
五月下旬
六月
四月二十五、二十六、二十七日／
七月十日夏水／＋月
九月
七月
六月頃
右之通り
宿元H ・T〔2 行やや大きめ〕
昭和27  （1952) 年：
堅牢地神御詫宣
苗代　　　　　　 八ふ
早生　　　　　　 八ふ半
中生　　　　　　 八ふ半
晩生　　　　　　 八ふ
秋水
畑作
春蚕
夏蚕
秋蚕
七月
九月
五月末
七月
八ふ半
八ふ
八ふ
七ふ半
悪病
大風
水出
火難
講 員 ― 同 心 信 を 希 フ
右 之 通 り
宿 元　S ・S
昭 和31    （1956 ） 年 ：
地神講作祭〔大きめ〕
昭和三十一年三月廿一日
稲
苗代四月種失せ有り
早生　　 八分
中生　　 九分
晩生　　 八分
春蚕　　 八分
夏蚕　　 九分
秋蚕　　 八分
畑作　　 八分
五月末六月初めにかけて
水下にて火難あり子供の
火遊び
八月　 水下に悪病あり
七月　 水難あり
九月大風〔略字体〕の恐あり
十月初め盗難あり
右の通り
昭和32  （1957）年：
地神様作祭
稲
早生　　　　　　 八分半
中生　　　　　　 八分半
晩生　　　　　　 八分
春蚕　　　　　　 八分半
夏蚕　　　　　　 八分
秋蚕　　　　　　 八　分
畑作　　　　　　 八　分
四月　地神様ヨリ南西二火
難アリ．
六月　 宿元ヨリ北西二火
難アリ
八月、九月、大風〔略字体〕ノ恐アリ
右ノ通り
昭和廿二年三月廿一日
宿元　S・K
昭和33  （1958）年
稲
早生
中生
地神様作祭
八分半
八分半
晩生
養蚕
春蚕
夏蚕
秋蚕
畑作
八分
八分半
八分
八分
八分
火難　　 四月頃　宿元より西北
十月頃　村の中頃
九月　 大風の恐あり
水難なし
右之通り〔以上2 行大きめ〕
昭和三十三年三月二十一日
宿元　O ・E〔やや大きめ〕
昭和37  (1962) 年：
昭和参拾七年参月廿一日
堅牢地神御〔略字体〕詫宜
田作
苗代
早生
中生
晩生
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
畑作
麦　 七　・ノ半
大豆　　七　/;
小豆　　七　/;
水害　七月下旬頃
火難四月中旬頃宿元より
東北●[ 消された字あり〕
盗難宿元より南東の方より
外二悪病あり御〔略字体〕注意願ふ
右之通り
宿元　M・J〔やや大きめ〕
昭和38 （1963）年：達筆。
地神講作祭〔やや大きめ〕
苗代　　　　　　七　分
早生　　　　　　七・五分
中生　　　　　　八・五分
晩生　　　　　　七・五分
畑作　　　　　　七　分
春蚕　　　　　　七　分
夏蚕　　　　　　七　分
秋蚕　　　　　　八　分
六月　　　　　　悪　病あり
五、六月　　　　大　風
八月末より九月　大　風
四、六、七月　　水難あり
火難　　　　　　なし
五月六月　子供の水難あり
十才より十五才の子供道路上にて
大？盗あり
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講中一同心信の念を厚く
家内安全を希ふ
昭和三十八年三月二十一日
宿元
S・S〔やや大きめ〕
昭和39  (1964 ）年：
〔綴じ代のため、タイトル不明〕
苗代　　　　　　 八分
稲
早生　　　　　　 八　 分
中生　　　　　　 八分半
晩生　　　　　　 七分～八分
養蚕
春蚕　　　　　　 九　 分
夏蚕　　　　　　　八　 分
秋蚕　　　　　　 九　 分
畑作　　　　　　 七　 分
五・六月　 五才一七才
子供の水難あり
七月の上旬大水の恐れあり
四、八、十月　　 火難見エる
宿元より　西之方
七、八、十二月　 盗難
五、六月　　　　 悪病
右之　通
昭和三十九年三月二十一日
宿元N ・K [3 行やや大きめ〕
昭和40  （1965 ）年：
苗代
早生
中生
晩生
畑作
春蚕
夏蚕
秋蚕
地神講作祭
早蒔悪い?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
八分半
四月中旬　　たかえぼしの病気
六月・七月　子供の悪病あり
三月・七月　宿元より西北で火難
特に三月子供の火遊びに注意
六月末より七月始
八月末より九月及十一月
大風に注意
水　難
十八才・二十一才の若い人季節を
問〔略字体〕はず　病気に注意
右之通り〔やや大きめ〕
昭和四十年三月二十一日
宿元
N・U〔やや大きめ〕
昭和41  (1966）年：
地神講作祭〔やや大きめ〕
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苗代
早生
中生
晩生
畑作
春蚕
夏蚕
秋蚕
五月末六月
五月・六月
六月
八分
八分半
八分半
七分
七分半
八分
七分半
八分半
西方二火難アリ
四・五才ノ小供ノ水難アリ
悪病二注意
六月七月　　 洪水アリ
八月　　 十七才カラ二十二才迄ノ
若イ人悪イ友達二注意
九月十月　悪風二注意
九n  ＋月　大風二注意
二十五才三十七才四十九才六十一才
七十三才八十五才　 食物二注意
右之通り
昭和四十一年三月二十一日
宿元
S・S〔やや大きめ〕
昭和43  （1968) 年：サインペンで書かれている。
堅牢地神御詫誼〔やや大きめ〕
苗代
天候不順にて注意を要す
稲
早生　　　　　八分
中生　　　　　八分
晩生　　　　　七分
畑作
穀物　　　　　七分
野菜　　　　　八分
十、十一月頃　三才、四才の
火難あり気をつける
五、六月頃　十九才から二十才の
者南方にて事故おこし
やすい
九月頃熱病おこりやすい
十月より十一月に掛けて
悪いカゼが流行
以上
昭和四十三年三月廿一日
宿元　O ・T
【2 冊目】：表紙に「堅牢地神御詫宣」と墨書されて
いる。
年号不明f: 昭和13   （1938）年のものに良く似てい
る。昭和14  （1939）年か？
堅牢地神　御詫宣
苗代　　　　　　八　分
早生　　　　　　八　ふ
晩生　　　　　　七　ふ
中生　　　　　　八　ふ
畑作
大豆
小豆
春蚕
夏蚕
秋蚕
秋揚?
?
〔 略 字 体 〕
傅染病
火難
七
七
?
?
?
＝
?
?
?
?
?
?
?
八　 ふ
七　 月
九　 月
八・九月頃
宿元ヨリ下手
五月　頃
地所ノ混雑ヲ見ル　十一月　頃
講員一同心信ノ強化ヲ希フトアル
右之通リ〔やや大きめ〕
宿元　M・J〔やや大きめ〕
大正12 （1923）年：
一田作
一早生
一中生
一晩生
大豆
小豆
苗代
？？
秋上
地神様託宣
七分半
七分半
七分半
七分
七分半
七分
七分
七分半
八分
蚕〔天は二つ〕
夏蚕
秋蚕
七分半
七分半
六分
五月六月　　　　雨アリ
七月八月　　　　照り
九月　　　　　　風アリ
四月八日ヨy/ 五月九ゝマデ　西北ヨy
リ
五月六月　　　　病アリ
〔裏面へ〕
五月末大難アリ
東北ノ方ヨリ
九月ノ節二悪病アリ
信心シベシ
大正十二年三月廿一日
昭和7  （1932）年：行書
一田作
早生
中生
晩 ?
?
?
?
?
?
四 月 八 月　 水
七分
七分半
八分
八分
七分
六分
八分
火 難 ア
-
五月六月　 雨
七八月　天　 喜ビ
七月三～虫見ル
七月廿～八月迄デ
子供水ノ土デケガ見ル
地神様～東北
十月～十一月頃迄デ
穀物・盗難有り
右の通り
昭和七年三月廿一日
講員各位
御〔略字体〕　 中
年号不明e: ・は白丸。
記
地神 講
・ 稲
早生　　 八 分 半
中生　　//  II II
晩 生　　 八 分
苗 代　　 八 分 半
・ か い こ
?
?
?
こ八分半
こ八分
こ七分
宿元より春水
掛て村の中五月
頃夏水掛て七月
頃秋水掛て十月頃
・以上火難
春　 三月　西北
夏　七月　//  II
秋　十月　n II
・以上水難
春　 三月
夏　 六月　 西北
秋　十月
・以上悪病
年号不明g: 最古か？草書に近い。難読。
● 五 月 ／ 六月
(〔2 行 に か か る 〕
照 り
九 月
四 月
雨水アリ〔訂正あり〕
七月／八月
(〔3 行にかかる〕四月ハ・
リ
西北より
五月？～九・迄で
早生
中生
晩生
大豆
小豆
苗代
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風〔略字体〕見
雪勝
七分半
七分半
七分半
七分半
七分
七分
火 難 ア
秋 上
畑 作
〔一 行 消 去 ：〔小 豆
蚕C 天 は 二 つ 〕
ナヶ
秋
〔裏 面 へ 〕
五 六 月 富 や
五月 末
八 分
七 分 半
七 分J　と 読 め る 〕
七 分 半
七 分
六 分 半
病アリ
ーノタカヨ／ボシ
●[ 消した跡に見える。］災ナン
東北ノ御子も〔？〕
先立じ
九月ノ節二悪病アリ
二十一日信心シベシ
三月十五・
昭和7 (1932 ）年：
「昭和七年度／堅牢地神講貯金明細／調査報告」〔省
略〕
昭和13  （1938 ）年：
昭和十三年参月廿一日
堅牢地神御詫宜〔やや大きめ〕
苗代
早生
中生
晩生
麦作
大豆
小豆
春蚕
夏蚕
秋蚕????
?
?
?
?
?
?
八分
七分半
七分
七分
七分
七分
六分
七分半
七分
六分
七分
ナシ
五月大風有り
七、八月
五、六月
庭賓　　 五月二日ヨリ五日迄災難有り
火難　　 九月十三日ヨリ西北手アヤマジ
七月頃他村ヨリ土地ノ事ニテ
孚ヒ事アリ
盗難　　　　　　 ナシ
右之通〔大きめ〕
宿元　s・s〔やや大きめ〕
昭和34  （1959）年：
地神講作祭
稲
早生　　　　　 八分半
中生　　　　　 八分
晩生　　　　　 七分半
養蚕　　　　　　 八分
夏;/　　　　 七分半
秋//　　　　 八分
?
? ?
畑作
火難
八分
八月乃末頃宿元
より西之方
右之通り〔大きめ〕
昭和三十四年三月二十一日
宿元　S・Y〔略字体]  Cやや大きめ〕
昭和35 （1960）年：祭典日が異なることに注意。新
暦への移行を示すものかも知れない。
地神講御C 略字体〕詫宜
稲
早生八分半
中生七分半
晩生八分
養蚕
春蚕　八分半
夏蚕　七分半
秋・ 七分
けか見える
盗難十M 十一月宿元より
西ノ方
右之通り
昭和三十五年四月二十日
宿元E・D 〔やや大きめ〕
昭和36  (1961 ）年：この年まで、「右の通り」が記入
されている。
地銀講御詫誼
稲
早生
中生
晩生
畑作
気を付ける
七分
八分（一般によい）
七分半
養蚕
七分
五才より七才
水難　 六月頃
五十三才～六〇才
〔一行消去〕
会議のあやまち
十六才～二十才の男
悪い者にさそはれる
六〇才のたかえぼし
ヶが　 西の方で乗りもの
で
六月始め～七月始
大雨あり
右の通り
昭和三十六年三月二十一日
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宿　 元K ・T E ？ 〕
昭和42  （1967 ）年
堅牢地神御詫誼
苗代
天候不順で不良
稲
早生　　　　　八分
中生　　　　　八分
晩生　　　　　七分
蚕
春秋良し　夏病気
あり
三月末四月始にかけて
洪水あり
五、六月頃子宝の
病気はやる
十才から十五才の水災難
見える
西方で四月末火あや
まりに気をつけよ
以上
昭和四十二年三月廿一日s
・s〔大きめ〕
昭 和44   （1969 ） 年
堅牢地神御詫誼
稲
早生　　　　　　八分半
中生　　　　　　八分
晩生　　　　　　八分
天候不順
畑作　　　　　七分半
春蚕　　八分半一九分
夏蚕　　病気あり
秋蚕　　八分半一九分
西北子供の火あそびに
注意　三　四月
南西　五　六月　水に注意
九月十月　風あり
以上
昭和四十四年三月廿一日
昭和45  （1970 ）年：
〔綴じ代のため判読不能：「堅牢地神御詫誼」？〕
作祭
一、早生　　　　 八分
一、中生　 八分半より九分
一、晩生　　　　 八分
一、畑作　 六分半より七分
一、四月五日より拾日迄
東方凶
一、五月一日より拾日迄
西方凶
一、七月拾五日より二十日迄
東方凶
一、九月拾五日より参拾日迄
西方凶
一、拾貳月一日より五日迄
北方凶
宿元より西北の方角
火難　 有り
一、参月　五月　 九月
拾貳月　火難に注意
一、今年一ヶ年南方
大木切倒し　悪い
〔裏面へ〕
一、四・五歳の子供水の
誤り有り
一、七月頃悪病流行に
注意を要す
昭和四拾五年参月廿一日
宿元0 ・H
昭和46  （1971 ）年：
堅牢地神御詫誼
稲
一、早生　　　　八分
一、中生　　　　八分半
一、晩生　　　　八分
－、畑作　　　　七分半
一、養蚕　春、秋蚕良い
夏蚕は消毒に注意
一、六月から七月講中の主人
政治の事で争い有り
気を付る
一、五月上旬宿元より西南
で子供の火遊び見える
から注意
一、主人で二十五才、三十七、才〔ママ〕四十九才
六十一才、七十三才の人　建物
を建てない様に
一、今年は西の方ふさがりで
木切りや家のおろしかけ
余りしない様に
昭和四十六年三月二十一日
宿元　M・Y
昭和47  （1972）年
地神様例祭［やや大きめ］
昭和四十七年三月二十一日
稲
苗代　　　　　 八分
早生　　　　　 八分
中生　　　　　 八分半
晩生　　　　　 六分
畑作　　 六分半～七分
春蚕　　　　　 八分
夏蚕　　　　　 六分
秋蚕　　　　　 八分
六月／九月　若い人仕事に気を付ける
天候不順により肥料に注意
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六月宿元より南　火難
六月　七月　小供の病気に注意
西の方角　ふさがり
右之通り
宿元
S・S [3行大きめ3
昭和48 （1973 ）年：
堅牢地神講御詫誼〔やや大きめ〕
稲
苗代　　　　　 八分
早生　　　　　 八分半
中生　　　　　 八分
晩生　　　　　 八分
畑作　　　　 七分半～八分
春蚕　　　　　 八分半
夏蚕　　　　　 七分半
秋蚕　　　　　 八分
一、六月宿元より東北から
火難有るとの事にて注意
されたし
一、六月より十二月にかけて悪病にかゝ
りやしいから注意されたし
一、十一月話合で孚い有り気を付
けて下さい
昭和四十八年三月二十一日
宿元
0・H 〔やや大きめ〕
昭和49  （1974 ）年：
堅牢地神講御詫誼〔やや大きめ〕
稲
早生　八分半～九分
中生　八分半～九分
畑作　　七分半～八分
春蚕　　八分半
夏蚕　　七分半
秋蚕　　八分半
一、十二、十三才の子供八月初め
水難有る注意されたし
一、六月、七月に悪病有り
注意されたし
一、二十〔？〕才頃の会社員　金銭関〔略字体〕係
でもめ事がおこる注意されたし
一、北の方角は鬼門〔略字体〕につき
木を切ったり建物は立てない
ように
昭和四十九年三月二十一日
宿元
S・K〔やや大きめ〕
昭和50  （1975 ）年：
堅牢地神講御詫誼
稲作　　 上作までいく
早生　八分半
中生　八分半
晩生　 七分半～八分
? ?
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畑作
春蚕
夏蚕
秋蚕
七分半～八分
八分半
七分
八分半
一、西南の方から水害のおそれあり
子供達に気をつけよ．
一、五、六月悪病が流行する気配
あり気をつけよ．
一、七、八月水の関係で消毒に
気をつけよ．
一、十、十一月火災に気をつけよ．
一、農業機械でけがのおそれあり
気をつけよ、
一、男達はたばこの火に特に
気をつけよ．
右之通り〔やや大きめj
昭和五十年三月二十一日
宿元
I・D〔やや大きめ〕
昭和51   (1976）年：これより先、「右之通り」はなく
なる。
堅牢地神講御詫誼〔やや大きめ〕
稲作
早生　八分半～九分
中生　八分半～九分
晩生　七分半～八分
畑作　　六分～七分
山　　七分半
春蚕　　七分半～八分半
夏蚕　　七分半～八分半
秋蚕　　七分半
一、五月中旬頃南西で水難のおそ
れあり注意せよ
一、七・八月頃子供の熱病と七月頃水害
に注意せよ
一、六月・九月十月風害に注意せよ
ー、年の悪い＜人＞は生木に金物入れぬ様
一、火早い年につき気をつける様
一、消毒薬であやまちない様に
注意せよ
昭和五十一年三月二十一日
宿元
M・J
昭和52 （1977）年：
堅牢地神講御詫誼
稲作
早生八分半～九分
中生八分　～八分半
畑作
六分～六分半
春蚕八分半
夏蚕八分
秋蚕九分
一、東方ふさがり三年間〔略字体〕
一、緑族C ママ〕は年の悪い時は中止
一、年若青年争の起す
おそれあり
一、四、五、八月洪水有り
一、七、八月子供の悪病はやる
一、夏は寒い様である
昭和五十二年三月二十一日
宿元
I・C  [やや大きめ〕
昭和53  (1978 ）年：
堅牢地神御託宣
稲
早生
中生
畑
穀類
養蚕?
?
?
九分
九分
七分半
八分半
八分半
八分
八分半
三月、四月頃　火早い
七月始め子供の火遊びに
注意
六月、盗みに注意
夏蚕　 共同防除の被害
に注意
昭和五十三年三月廿一日
宿元
s・u 〔やや大きめ〕
昭和54  （1979）年：
堅牢地神講御詫宣〔やや大きめ〕
稲作
畑作
穀類
養蚕
早生八分半
中生八分半
晩生七分半
七分半
七分半
春　　　 八分半
夏　　　 八分
秋　　　 九　 分
一、五月末に宿元より西方火災
に気を付けませ う
一、五、六月頃は子供のけがに気を
付けて下さい
一、七、八月始め盗賊に注意して
下さい
一、七八月頃悪い熱病に注意
して下さい
一、七、八月に洪水の恐れ有り
注意して下さい
ー、東方ふさがり今年一年
明年は南の方に廻る
-
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昭和五十四年三月廿一日
宿元　S・T〔やや大きめ〕
昭和55   （1980 ）年：
堅牢地神講御詫宜
稲作
早生　八分～九分
中生　 八分～九分
晩生　 八分
畑作　七分～八分
穀類　 七分半
養蚕
春　　 九分
夏　　 八分～八分半
秋　　 九分
一、四、六、八月　火早い
一、六、七月農薬のまちがい
あり注意
一、七月中宿元より西
災難あり注意
一、八、九月中年の婦人
いざこざあり注意
一、宿元より南東子供の
水難事故あり注意
昭和五十五年三月二十一日
宿元　S・K
昭和56 (1981) 年：
堅牢地神講御〔略字体〕詫宣
稲作
早生　八分半～九分
中生　八分半
晩生　良くない
穀類　　七分半
野菜　　八　分
養蚕
春　　八分半
夏　　悪　い
秋　　八分半
一、子供の火遊び六月中旬
我より東南に於て
男の子　七～八才位
一、水おぼれる子供六月初
め　男の子
一、子供の悪病六月～七月
一、老人達湯治は悪い
［裏面へ］
一、商人家運悪い年
二五才　三十七才　四十九才
六十一才
一、保続〔ママ〕　十九才　二十二才
二十八才　三十一才
三十四才
一、火早い月
三月　六月　八月
秋　十一月　十二月
一、南　今年　来年共
悪い方角
一、六月頃部落の
主人達もめる事
ある
昭和五十六年三月二十一日
宿元　s・c〔やや大きめ〕
昭和57 （1982）年：
堅牢地神御詫誼
昭和五十七年度
稲作　　早稲・中生　八分五厘
晩生　　　　九分
穀類　　　　　　八分
野菜　　七分乃至　八分
養蚕　　春蚕・夏蚕　八分
秋蚕　八分乃至　九分
五月・八月　十月　十二月　火早い
氏子の宝　五月末車に気
をつけるよう
六月初め　六才七才の子供
宿元より南方角に水難
のおそれあり
五月末、八月末宿元より
西方角に盗賊のおそれ
戸締まりに注意を．
五月末、八月末十二、三才の
子供水難のおそれあり
八月、九月　強い風吹く
六月、七月かけて洪水あり
〔裏面へ〕
若いたかえぼし、へらどり
五月頃南方角へ出る時
気をつけるよう
危年〔ママ〕　二十三才　二十五才　二十八才
三十四才　三十七才　四十才　四十三才
四十六才　四十九才　五十二才　五十五才
五十八才　六十一才　六十四才　六十七才
七十才
危年〔ママ〕の人は　家敷の生木に
きずつけないよう　又負請し
ないよう．
商人家運　目上に金銭の借貸又保証人たつ事を
慎むよう
〔以下2 行墨で消してある〕
昭和58 （1983）年：
堅牢地神講御詫宣
稲作
早生　　八分一八分半
中稲　　八分一九分
晩稲　　八分
穀類　　　　　七分半
野菜　　　　　八分
養蚕
春　　　八分半一九分
夏　　　八分半
-
秋　　　八分半一九分
一、宿元より南方角火早い年
五りい 十・十二月特に注意すること
一、三十才の女車に注意すること
四十才の男機械に注意すること
一、西方角三年間〔略字体〕悪い
建物・増築等しないこと
一、此の年代の主人は立木に金物を
あてないこと
34 才　37 42 46 49 52　58　61　64　70 73 才
［数字はそれぞれ横書き］
一、七月八月洪水のおそれ有り
一、水難五月宿元より南方角
小供に気をつけること
一、十八・十九才の若人南方角に出る
時争事に特に注意すること
一、氏子農薬及薬剤に注意
一、商売関〔略字体〕係者ふでのあやまち
お金の保証に気をつけること
昭和五十八年三月吉日
宿元　S・I〔やや大きめ〕
昭和59  （1984 ）年：
堅牢地神講御詫宣〔大きめ3
稲作
早生八分半～九分
中稲八分半
晩稲八分
穀類七分
野菜七分半
養蚕
春蚕　八分
夏蚕　 八分半
秋蚕　八分」
一、宿元よ卵
る様なことで注意しる様の事
一、今年は徳に注意しなければならなのは
西の方木●を切る事またお下掛など
せぬ事
一、今年は徳に火早い年月です　五月七・九
十一月頃火災のおそれがあるから注意
しる様の事
一、南の方で小供の水難が見えるから
気を付ける〔ママ〕て下さる様
一、六月七月頃ろ小供の病気はやるおそ
れあり早目に医院に行様〔ママ〕
－、三十五才～四十才の若者達機械車
に徳〔ママ〕に注意しる様
昭和五十九年三月吉日
宿元　M ・T [やや大きめ〕
昭和60  （1985 ）年：
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堅牢地神講御詫宣 〔やや大きめ〕
以上
稲作　早生　八分～八分半
中生　八分半～九分
晩生
畑作　豆類　七分半～八分
野菜　八分
養蚕　春蚕　八分半
夏蚕　八分
秋蚕　九分
どこの家でも今年は西ふさがり
木を切ったり建物のおろしかけは
しないやうに
来年から三年は北に廻る犬辰
羊丑年生れの人は特に注意
するやうに
七月は洪水に注意南西の方
角で子宝水難の恐れあり
二十五才の若者付合に注意
西の方角で火難の恐れあり
三十代の男北の方角で乗物の
災難あり
四十代の男機械で災難あり
三月頃東の方で盗難あり
昭和六十年三月二十一日
宿元　S・S〔やや大きめ〕
昭和61   （1986 ）年：この年辺りから、書込み量が増
え始める。
堅牢地神講御詫宣
稲作
早生　八分～九分
中生　八分半
晩生
畑作
穀類　七分半
野菜　八分～八分半
養蚕
春蚕　八分半
夏蚕　八分～八分半
秋蚕　九分
一、今年は北ふさがり三年間〔略字体〕木を切った
り建物の
さく、おろしがけをしない様に、もし手を触れ
たら
おはらいを必ずする様特に注意すること。
一、農薬を使用する時は特に注意して使用する
間〔略字体〕違いの恐れあり
一、今年は特に火早い年で五月、七月、十月頃火災
の
恐れあり、子供の火遊びや煙草、たき火に
注意する事、特に七月は注意を要す。
一、今年は男女共、亥年、申年、巳年、寅年は
何に対しても注意が必要である。特に湯治は
さける事。
一、六月、七月は洪水の恐れあり又、十二才～十三
才の
男の子は水難の恐れあり
一、十一月～十二月は、かぜがはやり六月～七月頃
は
子供の悪病の恐れあり
一、九月頃は三十才代の男子は機械に注意をし
四十才代の女子は五日月頃乗物に注意をする事
昭和六十一年三月二十一日
宿元　S・S〔大きめ〕
昭和62  （1987 ）年：
堅牢地神講御詫宣〔やや大きめ〕
稲作
中生　八分半～九分
今年は天候が不順なので、
農薬、肥料を使う時には、
十分に注意すること。
畑作
穀類　八分
野菜　八分
養蚕
春蚕　八分半
夏蚕　八分
秋蚕　八分
一、今年は子年、卯年、酉年、午年
の人はなるべく家を建てたり、保証を
だったり、立木に金物を当てない。
一、今年と来年は北ふさがりで
木を切ったり建物のおろしがけは
しない。
一、今年は火早い年で四月六月、
八月、又十月、十二月は特に
タバコのすいがらに注意。
－、六月、七月、八月は洪水の恐れ
あり、また、二才・三才の子供達は
五月末頃水に注意。
一、秋頃大人小人ともに悪い風〔略字体〕邪1
なやまされるので注意すること。
一、八月、十月頃に特に十八才、十九才
の人は悪い遊びにさそわれるので
気をつけること。
〔裏面へ〕
一、四十代・五十代の人は金の
保証に立つ時は十分に注意すること。
一、三千代、四十代、五十代の人は乗物に
災難あり、特に四十代の女子は
八月頃注意すること。
昭和六十二年三月二十一日
宿元
I・K  [やや大きめ〕
昭和63 （1988）年：書き込みが詳しく、文体が口語
的である。養蚕の項目が消える。
堅牢地神講御詫宣〔やや大きめ〕
稲作
早生、中生　　 八分半～九分
畑作　八分
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穀類
野菜
八分
七分～七分半
一、三〇代の人、農薬を使う時は、まちがって
あつかったり、あやまちをおこしたりする
おそれがあるのでよく気をつけるように
一、今年は天候が不順である
一 どこの家でも自分の屋敷の北の方角
は、今年一年ふさがり、木を切ったり
枝を落したり、その方角におろしがけ
をしたりしないように、
それに来年、東の方角に三年たまわる
一、今年は牛年、犬年、羊年、竜年、
猿年の人は、なるべく家を建てたり
家敷の立ち木に自分で金を当て
たりしないように
－、いくらしたしい人でもまとまった金の
保償人にはならない．
〔裏へ〕
一、五月、七月、十二月は火早いので
煙草の吸いがらに気をつける様に
昭和六十三年三月二十一日
宿元
I・K[2 行やや大きめ：この3 行、筆記具が異なる。]
平成元（1989）年：再び簡潔なものに変化している。
堅牢地神講御詫宣〔やや大きめ〕
稲作
早生　八分半
中生　九分
畑作
七分半　～　八分
－、二月、四月、十月、十二月に
火の元特に注意すること
一、寅年、猪年、猿年、巳年
生れの主人は建物、増築
等はしないこと．
一、四十才の男性は保証関〔略字体〕係
の印に注意すること．
一、六十五才　乗り物に注意
すること
一、東方向　三年間〔略字体〕悪い
一、五才・六才の小供水難
特に注意すること
平成元年三月二十一日
宿元　S・Y〔やや大きめ〕
平成2  （1990）年：
堅牢地神講御詫宜〔やや大きめ〕
稲作
早生
中生
八分半～九分
八分～　九分
畑作
七分半
一、七、九、十一月に火の元
に特に注意すること
一、今年は東方角悪い
一、五才、六才の小供水難に
特に注意すること
一、西、北向の家、盗賊に
注意すること
一、卯年、子年、午年、酉年、
生れの主人は建物、増築
等はしないこと
平成二年三月二十一日
宿元　N ・J〔やや大きめ〕
平成3 （1991) 年：
堅牢地神講御詫誼〔やや大きめ〕
水稲
早生　七分半～八分
中生　八分半～九分
畑　　　 七分半
野菜　　 七分半
農薬の事故に注意。
三月末と四月初め氏子
の中の西北注意。
六月頃小さい子の水の
災難。
悪い友達ヶが六、七、十月。
東の方角、六月初め盗賊。
西の方角
八、十、十二月　火早い。
平成三年三月廿一日
宿元
S・S〔やや大きめ〕
平成4  （1992 ）年：
堅牢地神講御詫誼
稲作　　早生　　七分半
中生　　八分半
畑作　　七分半　八分
一、薬剤散布に注意を要す
一、宿元より南、西北方角で八月
盗難のおそれあり
一、三〇才代の男女車に注意
一、屋敷内立木を切る事は悪い
一、水害は七月八月増水害あり
一、水難は西方子供に注意
－256 －
八分
九分
一、火災は南方で七月八月十一月
特に注意する
一、西方で十月初十一月子供の火
遊に注意する
平成四年三月二十一日
宿元
I・K  (やや大きめ〕
平成7 （1995）年
堅牢地神講御［略字体］詫宣〔やや大きめ〕
稲作　　 早生　　 八分～八分半
中生　　 八分半～九分
畑作　　 七分半　～　 八分
一、今年は火早い年で特に三月
五月七月十月は注意
煙草の吸いがらに注意
一、屋敷内の立木、特に西の方位の
樹木は　切らぬように注意
一、農薬使用時に注意
一、四十、五十才の方々健康に注意
一、六月頃　水の災難あり注意
一、老年の方体の調子の悪い時は
湯治に行かぬように、怪我
したり倒れたりする注意
平成七年三月二十一日
宿　 元
M・J〔2 行やや大きめ〕
平成8  （1996 ）年：この年から、再び書き込みが詳し
くなる。文体は口語的である。
堅牢地神講御
稲作
畑作
〔略 字 体 〕
早 生
中 生
野 菜
穀 類
詫宣
八分半～九分
μ ~ μ
七分　～八分
六分半～八分
一、今年も西方向がふさがり
建物を建てたり、立ち木を切ったり
しないように
一、子年、午年、卯年、酉年の人は
大きなふしんをしないよ引こ
一、廻るこじ神様は春は東
夏は南、秋は西、冬は北にいるから
立木を切ったり、土を動かしたり
しないように
一、今年の火早い月は三月四月・六月
七月八月、秋は十一月十二月
特に注意
一、四月　 五月にかけて洪水の恐れあり
六月は五、六才の子供たちが水難に
合わぬように注意
一、四十代、五十代の人は人の保証人に
ならぬように注意
一、三十代四十代の人はお金を
手にしたら、ちょっとの間［略字体］でも手元
に
置かぬように
〔裏面へ〕
一、六十代、七十代の人は体の調子の
悪い時　又自分の年の悪い時は
湯治に行かぬように、又若い人も
体の調子の悪い時は湯治に
行かぬように余りお湯に
入らぬように注意するように
平成八年　 三月二十日［ママ］
宿元
K・T Cやや大きめ〕
平成9 （1997）年：
堅牢地神講御詫宣
稲作　　早生　　八分半～九分／中生
八分半～九分
畑作　　野菜　　七分半～八分／穀類
六分半～八分
一、今年も西方向がふさがり建物を
建てたり、立ち木を切ったりしないように．
一、戌年、未年、辰年、丑年の人は家
を建てたり大きな普請をしないように．
一、廻るこじ神様は春は東、夏は南、
秋は西、冬は北にいるから立木を切っ
たり、土を動かしたりしないように．
－、火早い月は三月、五月、七月、
九月、十月は案ずることはない
が注意するように．
一、五月、六月にかけて二才～三才の
子供達が悪病にかかる恐れあり
注意
一
農薬散布のとき身体につけな
いよう注意すること．
〔裏面へ〕
一、春先、秋に悪い風邪が流行
するので湯治はしないように．
一、四十代、五十代の人は九月に災
難にあいやすいので注意
一、西北の方向に盗難の恐れあり
戸締まりに注意
－、十三才～二十才の人は悪い
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友達を持たないよう気を
つけること．
一、二十代の初心者の運転は事故
を起こし易いので注意
すること
一、六十才以上の方は乗物に
注意、災難の恐れあり
一、三月～五月、七月～八月、
洪水に注意
平成九年　 三月二十一日
宿元　F・H 〔やや大きめ〕
平成10  （1998 ）年
堅牢地神講御託宣〔やや大きめ〕
稲作　　早生　　八分半～九分
中生　　八分半～九分半
畑作　　野菜　　七分～八分半
穀類　　六分半～七分半
一、今年は、北の方向が三年ふさがり
建物を建てたり、立ち木を切ったり
しない事
一、亥年・申年・巳年・寅年の人は家を
建てたり、大きな普請をしない事
一、廻る金神様は春は東、夏は南、
秋は西、冬は北にいるから立木を切った
り土を動かしたりしない事
一、火早い月は四月、六月、七月、八月、
＋月、十二月、タバコの火に注意する
一、五月～六月にかけて子供達に
悪い病気のおそれ、気をつける様に
一、秋は大人達も悪い病気に注意
一、宿元より西の方角で九月盗難の
おそれ、戸締まりに十分気を
つける
〔裏面へ〕
一、七月、東南の方向、水の災難に注意
一、十二才～二十才の人は悪い友達から誘
われないように気をつける
一、四月～五月、七月～八月洪水に注意
一、二十代、乗り物に気をつける
一、三十代、機械での事故に注意
一、四月～五月子供も機械に気を
つけさせる
一、十一月、筆の誤りに気をつける
平 成 十 年 三 月 二 十 一 日
宿元〔やや大きめ〕
S・U〔やや大きめ〕
平成11 （1999 ）年：最も長い。文体は口語的である。
堅牢地神講御詫宣〔大きめ〕
稲作　　早生　　八分半～九分
一
一
に生
一
中生　　 八分半～九分
畑作　　 野菜
穀類
七分～八分
六分～八分
今年は、北の方向がふさがりで
今年から三年間立ち木、枝
を切ったり建物を建て
たりしないように。
今年の悪い十二支、丑年、卯年、酉年、子年
まれの人が当たっており
気をつける事。
廻る金神様おり、春は東、夏は南、秋は西、
〔裏へ〕
冬は北、と土地 〔ママ〕、建物を
動かしたりしないように。
一
-
一
一
今年は、火早い年で七月、
八月の夏は特に気をつける事。
秋の＋一月、十二月はタバコの
火にも気をつける事。
宿元より北西の方向に
盗難の恐れあり気をつけ
る事。
六月の中頃、火の廻りが
早く北東、北南の方角に
ある家は特に気を
つける事。
今年は、洪水か起きる年
に当たり五月、七月、八月の
月は、特に注意するように。
[2枚目へ〕
一、　稲作、畑作は、豊作
される様う〔ママ〕に天気、体に
注意するように。
一
一
一
肥料、農薬を使用の
とき体にかかる恐れ有り
注意するように。
役得のかたは七月、八月に
失敗する事有り話
には十分気をつける事。
今年の六月の始め六歳の
子宝が水のため災難に
遭うこと有り気をつける事。
五月、六月、子供達が悪
病になりやすく気をつ
ける事。
〔裏 へ 〕
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一一
六十代、七十代の人は病に
なりやすく湯治には行
かないように。
二十代の人で免許の取
り立ての人で名前を
貸したり誘いにのら
ないように。
?
一 三十代の人で自動車、
農機具に十分気をつけ
る事。
平成十一年 三 月
宿元 〔大きめ〕
K・K 〔大 き め 〕
二 十 一 日
資料Ⅲ－⑥　山形県東田川郡三川町猪子 一大神講
ここには、現存する文書資料のうち、「新宅祭式次第」及びF 大神講託宣記録」を記載する。
1。 「新宅祭式次第」
作成年度は不明で、A4 一枚にワード・プロセッサを用いて印刷されている。冒頭の「新」
消そうとした跡がある。
新宅祭式次第
先、修祓
次、降神
次、一拝
次、祝詞奏上
次、玉串拝礼
次、一拝
以上
他、祭典終了後
各部屋祓い
御神酒拝受
2 。
神鏡
一、御米
－、御酒
一、鮮魚
－、するめ　　二枚
一、海草
一、野菜
－、果物
－、塩
－、水
他、適宜。
の字には赤いペンで
「大神講託宣記録」
綴られておらず、ランダムに収められている。以下、記録年不明のものから先に、編年順に記載する。
記録年不明a:B5 の大学ノートが使われている。縦
書き。・は白丸。
・こうたい神宮
北の方　三年間ふさがり
・年代の悪い年
いのしし、さる、み、とら
・立木にさわらない事.
・火早い月
6 月・ 8月・ 10月
・七月末より氏子北西より盗賊C 人偏あり3 あり
・五月・六月、風邪はやる.
・氏子　たかえぼし　七月　北の方角
のりもの注意
農薬に注意
・稲作は　　　　 早生
中で
おく
・回りこうじ神
8 分
8 分～9 分
あまりよくない
春は
夏は
秋は
冬は
東ふさがり?
?
//　　/;
日　　II
北ふさがり
記録年不明b:B4 原稿用紙に縦書き。 1.5枚分。かな
り綴りに誤りがあるが、全て原文のママである。
-
氏子のたかえぼしのわざわいおこさぬ様各人注意し
て下さい
どこの家でも旧年と今年は南の方角がふさがりで
来年から三年間〔略字体〕西方芦がふさがりで
今年は特に悪い年は十二子の羊牛辰卯年の人は特に
たかえぼしだけでなく、ヘラドリも宝達も心がける
様に
特にたかえぼし達は家を建てたり立木に金物を
入れるとぢかに災難を受けたり病気になる
どこの家でも火早い月は六月十月十二月タバコの吸
いがら
火災がお起る
部落の西北の方角の家から手あまりか六月末頃
火災おそれがある
五n 六月頃小さい宝達の悪い病気がはやりやしい
〔左側の欄へ〕
十一月十二月掛けて悪風〔略字体〕がはやる　宝だ
けでなく皆な注意下さい
田作は田作今年も天気が意情な天候と見る
早八分
中八分半一九分
畑　 七分半
野菜七分半
七月末一八月末掛けて増水のおそあり
四月五月六月強風［略字体］九月十月強風〔略字体〕
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に気を付ける様
縁族とならば十二子で悪い年の時はどん時でも決事
しるど病気になったりはなれたりしる
羊年の人は南西方とちがセぬ〔嫁がせぬ：筆者注〕
牛の年人北東にとちがセぬ
いぬの年は西北に／辰の年は東南　＞それぞれ縁族
わるい
［2枚目］
役をもっている、たかえぼし筆でのあやまり注意し
る様
十一月頃会合にき話し合の意けんが合わない為
にあらそいにおつることがある
氏子の中の東の方角　盗賊はいるおそれがある。
五月の中ば頃くれ・ゝ〔繰返し記号〕も注意
西の方角の小宝火遊びしるおそれある
十月のはしめ頃宝の年頃五六歳　十四五才
宝は海水泳で水難のおそれある
十七八から二十四、五才までの男子ちょっとのこか
ら
悪い方にさそはれる事もある
昭和55 （1980）年：便湊に縦書き。○は小さい。
ト 枚目〕
S55.3.16
大神宮　御〔略字体〕託宣〔やや大きめ〕
○宿元の高えぼし　　　　一一四月、五月　金銭災
難見える気をつける
○部落の役員先達　　　　一 時々身具合悪くなる、
自分のことに気をつけて
○年寄りの高えぼし／平どり　　　一一年の悪い時
湯治に気をつける
○中年の高えぼし　　　　一一七月　農薬かぶって
けがみえる
○高えぼし　　　　　　　一一六月頃　部落のもめ
ごとに気をつける
○商いしている高えぼし　一一七月　十一月　災難
あり　気をつける
○部落の若い人　　　　　一一南の方に出かける時
のりものに注意
○緑属する宝たち
決める時は危払
○ 十 九 、
た る
二 十
-
~ ゝ
三月末ころ
ー一年の悪い時決めない
をする
二十五、二十八才は　悪い年に当
○十八・九才（高校生）- 一南の方に出かける時
金残のまちがいあり
○大きい宝
る
○小さい宝
水のさいなん
一一水の上で　 災難みえ
一一五月の末　 油断か ら
- 〔斜めに引いてある〕
六月に高熱と　風〔略字体〕雅に気をつける
〔2枚目〕
○どこの家でも屋敷の南方は　本年より三年間〔略
字体〕ふさがりである
? ?
木枝切りや　下し掛けするな　建物してはいけな
い
○年の悪い高えぼし
生木や自分で金物
に災難あり
○宝たち
る
○四月・六月・八月・
こととび火に気をつける
一一 南の方でなくても
を立てるな。 大黒柱
一一六月　 火あそびみえ
ー－ ＜火早い から＞たば
稲作
早生
中生}  8分半～9 分半
晩生
畑作
野菜　七分～八分
穀物　 七分半
養蚕
春　 九分
夏　 八分半
秋　 九分
○氏子の西の方の人で
夏蚕で消毒のまちがい
見える。〔ここは稲作・
畑作・養蚕の各項目が縦に並べられている。〕
昭和59   （1984 ）年：原稿用紙に縦書き。極めて口語
的である。
大神宮〔やや大きめ〕　御託宣
十九年三月十日
昭 和 五
たかえぼし、に怪我見える。
七月中と見る、乗り物には気を付けて貰いたい。
商売している、たかえぼし、人の信用を受け、又
心がけ
ているが、感情の縫れから、苦しむ事ある。
それは六月の月と九月の月と思う。
どの家でも、屋敷の生木に金物立てたりしない
ように、又、大きい金貸したり、保障だったり
しない
ように。
悪い年は　酉・午・卯・子の年
どこのうちでも、西の方角が塞がり、ことしから
三ヶ年、大将軍が位るから、木を伐っ
たり、枝を落したり、建物を建てたり、
廂などおろしたりしないように。
火の元に気を付けて、西の方で、小さい宝達ちの
火遊びするおそれある、それは、五月末から
六月だかと見る。
No.l〔ママ：以下同様〕
〔2枚目〕
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子宝　水で災難起る怖れある、五月末から六月初め
だかと見る、よく気をつけてもらいたい。
十八・九の男、悪い方に訪れる怖れある、
悪い友達もたぬように。
たかえぼし、共同防除の時に過失ないよう
気をつけてもらいたい。
四月の初め頃は、災難の受け易い、時期と見る。
火早い月と見れば、五月、七月、九月、十一月
タバコの吸からに、気をつけてもらいたい。
たかえぼし、筆の過失おこさぬように。
二十才前後の宝となれば、北に出かける時、一寸の
油断から、災難の怖れある、それは、四月中頃
と見る。
たかえぼしも、自分の年の悪い時や、体の具合の悪
い
時は湯治に行かねように。
No.2
〔3枚目〕
危ない仕事をしている、人達も十分、気を
付けてイカくように。
??????
??????
?
?
?
??
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
八分半
八分～八分半
七分
七分半とみる
七分
七分半～八分
七分半とみる
火難、盗難、出さないように、守ってやる。
宝たちも　災難のないよう、守ってやる
年頃の宝たちも悪い方に行かぬように守ってやる
昼、三度、夜、三度、田・畑を見守ってやる。
昼、三度、夜三度、家の廻りを見守ってやる。
（最初に云はれている言
葉）
No.3
昭和60  (1985 ）年：便m に縦書き。○は小さい。
大神宮
昭和六十年
○　 養蚕
春　 八分半
のまちがい）
夏　八分
御託宣〔やや大きめ〕
(消 毒の時薬剤
?
?
○
秋　 八分～九分
畑作
獲物
野菜
7 分～8.5 分8
分～
(大豆など)
○　　 水稲
早生　8 分～8.5 分／中生　8 分～9 分(
消毒のまちがいみえる
〔()」が無い。]
〔2枚剛
○本年は屋敷の西方ふさがり
木の枝
家のおろし、造作又
切りあたらぬ様
○来年は北に回り三年間〔略字体〕あたらぬ様
○十二支の悪い年の人（いぬ、羊、たつ、うしの人）
金の保証・屋敷の枝に金物当てぬ様
○火早い年である、特に　フ月・9 月・ 11 月
○西- 南の宝6 月～7 月　 水の災難に注意
○宿元より　 西・南り ヒ東方角のふさがりのたかえ
ぼし
は（辰年　 牛年の）生れ
011 月に高えぼし　 意見のちがいでもめごとあり。030
代の高えぼし　 宿元より北に出かける時　 のり
もの注意。
040 代の;;　　//
んしなさい。
九月　機械に気をつけてうんて
○氏子の南東の家　5 月
○平どり　四月～五月頃
物取りに注意
通きん通学注意
昭和61   （1986 ）年：便凄に縦書き。行書に近い。達
筆。
大神宮御託宣
宿元　S・Y〔屋号〕
昭六一、三、一六
一、氏子屋敷の此方　今年から三ヶ年ふさがり、立
木切、枝落し家屋敷増改築控へること
一、火の巡りが早い年、三、五、七、十、十二月が
特に早い　煙草の吸がらに注意すること
一、氏子西方角の子供達　七月頃　火遊による災難
ある
一、家を建てるのに主人の生れ　亥、申、巳、寅年
は凶とされる
一、寅年生れる男子で他人の金銭保証で難に遭うこ
とがある　要注意
一、今年の作柄、稲作　　早生八分半～九分
野菜（畑作）八分
中生八分～八・五分
穀類　七・五分～八分
一、三〇代の男子　農薬による災あり、使用に注意
一、四〇代の女子　五月頃自動車事故に遭うことあ
り　最新の要注意
一、宿元の主人、会合で僅なことで争を起こすこと
ある　気をつけること
一、四、五月に厳しい寒気が来る　作物の管理に注
意すること
一、五、六月に子供の水の事故、又、六、七月にか
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け洪水の発生する恐れある
一、四〇代の男子　印かんの使用で思いがけぬ災難
みへる　押すときに注意すること
[2 枚目］
一、若い男女　悪友に誘はれぬよう、又縁談の出た
場合は　慎重に考へ
厄払いをしてから話をすゝめるように
一、厄年の女達　又一寸でも体調が悪いと思はれる
時は湯治を控へるように
一、職場に出てゐる男子で六、七月頃にお金の盗難
に遭い悩むことがある
置き場所に注意すること
一、十二才～十三才の子供達　遊びに無中で思わざ
る災難みえる要注意
一、商売は良し悪しのはげしい年六月七月にかけ特
にその波におぼれないように
一、50 代の男子、乗りもので災難の多い年とみられ
る、車に乗る時は細心の要注意
一、中年の女達自分達の会合で争となることあり
言葉使いに注意すること
昭和62 （1987）年：便箇に縦書き。
御［略字体］託宣［:大きめ］
六二、三、十六
〇商売には波がある年
06 月9 月は人のわざわいあり
011 月部落の先立っている人書類なくしたり
して責任となければ〔ママ〕ならなくなるので気
を付けること
○北の方ふさがり　木を切ったりおろしかけしたり
しないこと
○悪い年の人　ねの年　とり年・うま年、う年
この人は家を建てたりするな
○火早い年なので　四・六・八月　気をつけること
特にタバコの火に気をつける
○えんぐみで悪い年の人はおはらいすると良い
○宿元より東の方で5 月頃盗賊あり
05 月末と7 月西の方で子供の水難見える
06 月孫宝熱病あり
○三十代の男機械でけがある
○四十代　五十代の男は大きい金の保証しないこと
〔2枚目〕
稲作　　中生　八分半～九分
晩生　七分～八分
畑作　　　七分半
穀物　　　八分
養蚕　　春　八分
夏　九分
秋　八分半
昭 和63  （1988 ）
め。
年:B4 原稿用紙に縦書き。○は小さ
御〔略字体〕託宣〔やや大きめ〕
○北の方がくふさがり　木を切ったり家のおろしか
けしたりしない事
来年は東北でふさがり
? ?
〜
?
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O 若い人　うし年、いぬ年、ひつじ年、九つ年此の
人は
屋敷内の木を切ったり、建物を建てたりしない事
○四十代五十代の人、現金の借り貸し大金に気を付
ける事
○火早い年なので　五月七月十二月　とくに気を付
ける事
又タバコの火に気を付ける
○小さい子宝七月始頃西の方で火遊気を付ける事
○三月四月十一月子供のやけどに気を付ける事
○ヘラドウリ、四十才五十才自分方どうしで、わづ
かな事であら
そいをきること有り気を付ける事
〔左側〕
○氏子の＜内で＞盗賊＜見える＞十月始めより十一
月頃
○部落の役たって居る人筆のおやまつ有り注意しる
事
○氏子タカエボス、まとまった金なくしる事有り気
を付ける事
稲作早生中生八分半～九分
晩生八分
穀物　　　　 七分半
畑作　　　　 七分半
養蚕　　　 春蚕八分半
夏蚕八分半～九分
秋蚕八分
○春先の苗育　 天気不順の為気を付ける事
農薬使用にも注意しる事
○大神宮様大神講の氏子を何●事〔訂正有り。〕もな
いように守る
平成元（1989）年:B5 の原稿用紙に縦書き。やや太
めのペンで書かれている。○はやや小さめ。
大神宮御託宣〔大きめ〕　　　　　 平成元
年三月十六日
○東・北ふさがり
○高えぼし、とら、いぬ、み年生れにけが見えるか
ら気
をつける、七月　十一月頃
○火が早い、四月八月十二月たばこの火に気をつけ
る
○稔作　早生／中生　　　）八分半　野菜七分
○高えぼし三十代けが見えるやくざいに気をつける
○宝宿元西の方火早い七月八月
○水難のおそれ五、六才
○七月八月頃東北に盗難に気をつける
○へらどうり四月頃やくざいに気をつける
○へらどうり三十代金銭のやり取りに気をつける
○四月、五月、八月、■〔消されている。〕災難ある
から気をつける
○月の十五日　内外をまつる
平成3  （1991）年:B4  原稿用紙に縦書き。2 部ある
のだが、筆跡、内容が殆ど同一なので、どちらか一
方は何かの都合で清書したものと思われる。若干語
句が変化している点が注目される。
〔そのI〕
平三年　御託宣〔大きめ〕
今年、東の方ふさがり、木枝切り、家の増改築しな
い
来年から南東ふさがり、三年間［略字体］
生れ年、辰〔厄の間違いだろう。〕年、たつ年生れ、
いぬ年、うし年、羊年、の大要注意
特に五十代の高えぼし、金銭〔つくりのみ〕の貸借、
保誰人には気をつける、
商売している高えぼし、大の信用問〔略字体〕題で
事故あり要注意、
火早い月、三月、八月、十月、特に十二月はタバコ
の火に注意。
稲作、早生八分半、中生八分半～九分　 晩生七分
～八分
畑作、七分半～八分、　 野菜七分
六月、七月、農薬に注意、特に三十代の高えぼし
七月、八月、空巣に注意、洪水に注意、
二月四月、子供風〔略字体〕邪流行。大人 も四月、
五月
十四五才の子供
六月　役職持ちの高えぼし、人のいざこざに注意、
〔その2 ：フォーマットは上と同じ。筆跡がこ とな
るj
御〔略字体〕託宣 〔やや大きめ〕　 平成 三
年三月
今年は東 の方ふさがり、木枝切り、家の増改築、控
える
来年から三年間〔略字体〕、南ふさがり
十二支の厄年、たつ年生れ、いぬ年、うし年、羊年
の人、災難に注意
特に五十代の高えぼし、金銭〔つくりのみ〕の貸借、
保鐙人関〔略字体〕係に気をつける
商売している高えぼし、人の信用問〔略字体〕題で
事故あり、要注意
火早い月、三月、八月、十月、特に十二月はタバコ
の火に注意
稲作、早生、八分半、中生八分半～九分　 畑、穀物
七分半～八分　野菜七分
六月、七月、農薬に注意、特に三十代の高えぼし、
要注意
七月、八月、留守中に盗難の恐れあり、洪水に注意
二月、四月、子供の風 〔略字体〕邪流行、大人は四
月、五月頃
六月、役持ちの高えぼし人のいざこざに注意
十四、五才の子供．
平成4 (1992）年：大学ノートに縦書き、几帳面な宇
で手書きされている。○はやや小さめ。
大神講御託宣〔やや大きめ〕
○今年の厄年は、み年・とら年・ ゐ年・さる年
でこれらの生れ年の人は家を新築したり増築
したりしないこと
○四十代・五十代の男性　金の保証に注意する
○火早い月は　七月・九月・十一月で
七月は西で子供の火遊び、たばこの火に注意する
○稲作　早生・中生共に八分～八分半
畑作　七分～八分
○五・六月頃　二・三才の子供やけどに注意
又　四・五才の子供で水での災難あり
○八月　四十代の女性は特に外出する時
交通事故に注意する。
0 六月～十一月　役持ちの男の人仕事での
間〔略字体〕違いあり
○七月　三十代の女性　農薬のあやまちあり
○二十代の人　盗難（特に金銭）に注意
○六十代　七十代の人で年の悪い人は湯治は
しないこと
以上
平成四年三月十六日［大きめ。ここだけ墨書き］
平成8 （1996 ）年：ワード・プロセッサを使用し、B5
用紙に横書きされている。ゴシック・フォント使用。
数字は全て全角。「春夏秋冬」それぞれのみ、何故か
半角である。この年には、やはりワード・プ ロセッ
サを用いて「大神講名簿（20 軒）」が作られている。4
軒ずつ、5 組に分かれていることが確認できる。フ
ォントは明朝体である。
大神講御託宣［大きめ］
平成8 年3 月5 日・ 10 時～
1. 西方ふさがり平成・8・9 年（2 年間）注意。
1. 枝きり・立物しない事。
1.「春・東」「夏・南」「秋・西」「冬・北」土にさわ
らないように注意。
1. 人の約束を守る、自分で体に気を付けるようにす
る事。
1. 稲作（作柄・中生・早生8 分半～9 分）
1. 畑作（6 分半～8  ・ 7～8 分）
1. 農薬使用に充分気を付けてやる事。
1. 今年は火早い年（4 月～6 ・7  ■ 8 月・秋H 月・12
月）
1. タバコの吸い殼には気を付ける事。
1.   4才～5 才水の事故に気を付けて下さい。
1.   12才～17 才水の災難に気を付けて下さい。
1.   14 才～20 才悪い方に誘われないように見守って
下さい。
1.   20代の人は車に充分気を付ける事。
1.   30代（タカエボシ）機械に気を付ける事。
1.   40 ・ 50 代 （ヘ ラドリ）金のやり取りに気を付け
る事。
1、60 代（ヘラドリ）湯治いかない事。. （良くない）1.
悪い年（鳥（西）・馬（南）・うさぎ（東）・ね（北）
年の方）何事にも気を付けて下さい。
1.   4 ・ 5 月（ヘラドリ・タカエボシ）こら水に気を
付けて下さい。
1.   6月（コダカラ）やけどに気を付けて下さい。
1.   7月北の方に火に気を付けて下さい。
1.   8月西盗難にあわない様に気を付ける事。
以上
平成11   （1999 ）年:  B5 の大学ノートに鉛筆書きした
もので、やや がさつにノートから切り離された感じ
がする。
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平成十一年
こうだい神宮
北の方　三年間ふさかり
とり　馬　ね　うさぎ　わるい年にあたる
60 才70 才のとしにあたる人わとうじに行かない事
今年四月六月八月十月十二月の月日が
火ばやいとの事です
西方で七才　十才と子供が火あそびか
見える事．
五月末ころ子供の水なんかあるとの事
十一月にやくもちしているひとが村でもめる事があ
る。
農薬に注意
稲作　早生
中生
おく
春は
夏は
秋は
冬は
八分
九分
八分
北方
南
西
東
資料Ⅲ－⑦　山形県東田川郡三川町成田新田・初午講
ここでは、元々は公民館＝十王堂に張り出されていたという成田新田・初午講の託宣記録と、「初午諸控帳」
等の出納関係の資料を記載する。
1。 初午講託宣記録
以下、託宣記録を編年順に並べる。全て、和紙に黒墨書、縦書きである。
年号不明a :殆ど草書で、極めて難読であり、かなり
古いもののようである。下のものとは、半紙をまん
中で折り返して、上下逆向きに書かれている。
六月二日～十日迄　雨あり？
小児？見エル
十月一日？？？半頃まで若者
災難　庭宝　気　？？る
七月　虫ミト
七月八月　天気　善ひ
九月　　？？？病
八月十五日　？？
十一月六日　？？？寄
？？？火難　？？？
蚕？七分半迄？？？
五月？？？？六月迄トリイナ
南　悪し？？？スル
五月末　廿八日　十月八日？？？
？？？
2 7　2　　2  3　28　1  5 1 1  1 3 〔計算が書
いてある。〕
宕〔大きめ〕
稲荷神〔大きい〕
盗賊〔大きめ〕　買物〔大きい〕
初午帳〔大きい〕
〔以下、下半分〕
七月八月　 天気ニ？？？
四月八月風〔略字体〕
六月　 ？
七月　 ？
早　 八ト
中　七卜半
晩　七ト半
蚕　 七
ワゝ　 六半
麦　 七卜半
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魚？　七ト
柿？　六卜
？七卜
四月九月　雨？
十七日御〔略字体〕縁II
十日喜〔七三つ〕
年号不明b: 「復員」云々とあるので、第二次大戦直
後のものかとも思 うのだが、いかにも古めかしく、
或いは日露戦争かも知れない。尚、「大明神」と「神
社」では大違いだということも、述べておかなけれ
ばなるまい。
稲荷神社御〔略字体〕詫宜〔やや大きめ〕
一、本年ハ？〔注？〕照リ　？　C注？3 降リ
ー、田作八八分　早生八分中生六七ぶ／晩生九分
－、畑作八八分
－、子宝ノ手過チデ火災ノ見エル
八月ノ中旬ヨリ九月六日迄デ　方角ハ東方
面
一、庭宝ノケガノ見エル
三月四月五月ノ参ケ月二渡ル方角　北西方
面
一、子宝に水災ノ見エル
七月八月ノニケ月二渡ル
一、金銭ノ事二付キ？？〔ニ苦=難？〕ノ見エル
九月中旬ヨリ拾月二渡ル（村中内事）
－、子宝二付キ病災ノ見エル
五月六月ノ弐同二渡ル（水ヨリノ源因病）
一、復員軍人ノ復員八
八月頃迄ハ全員復員卜見エル
御〔略字体〕村中各位〔やや大きめ〕
大正12  （1923 ）年：「地蔵御詫宜」の部分は、紙が小
さかったので、横に並べられず、あいたところに書
いた、という感じである。
大正拾弐年三月？日
正一位稲荷大明神御〔略字体〕詫宜
田作八ふ
畑作八ふ
苗作七ふ
畑作七ふ
蚕
早七八分中七分晩七分
大豆七分小豆七分
春七分半　 夏蚕悪　 秋蚕七分
四月　 五月風有り水有り
照　七月八月
火ナス
病ナス
災ナス
盗ナス
虫ナス
リ
秋上　七ふ半
地蔵様御詫宜
九月　病難有り
九月十月盗難アリ
南北東
五月六月馬病難アリ
四月五月六月作物不動ア
信心無難〔大きい〕
昭和5 （1930) 年：
昭和五年三月九日初午
稲荷大明神御〔略字体〕詫宣
田作　七ふ
早稲七ふ
中稲八ふ
晩稲八ふ
苗　　七ふ
畑作　七ふ半
蚕〔天二つ〕七ふ
春蚕六ふ　　　　　　村中各位ノ
夏蚕六ふ半　　　　　　　御〔略字体〕信心ヲ
テリ？
雨　　五月　九月
照　　七月　八月
風〔略字体〕四月　六月　八月
水　　七月中頃
火　　難　五月／九月十三日ヨリ廿日頃迄
但し北ノ方小児ノアヤマリ
虫害　　七月作物ニアリ
桑作七分余り
九月末ヨリ拾月中頃迄南西北〔以下欠損〕
七月ヨリ人〔以下欠損〕
昭和23  （1948 ）年：地蔵分後半は欠落している
昭和二十三年　初午御〔略字体〕託宣〔やや大き
め〕
稲荷様［大きめ］
一、四月半ば村中一の筆　東の方より善舌
二、五月半ば北、中の方火難
五日前に村中驚く程の橡言
一
一
一 ゝ 四月末頃　南方盗難
四、東の方　庭宝の怪我
五、田作（概して不動）
早生　八分　　中生　八分半
晩生　七分半　　秋揚　八分
六、畑作
大豆、小豆共　七分半
-
―
? ? ? ?
［ここで紙が切れている。元々はつながっていたよ
うだ。］
七、蚕
春蚕　八分　夏、秋　 七分半
八、八月半ば過ぎ村中流行病
百万遍を唱ふべし
地蔵様［大きめ］
－、七月、八月　 北の方　 子供の水難
ニ、六月上旬子供の悪戯デ南の方災難
一
一
一 ゝ 田作
早生　 七分半、晩生　 九分
秋揚　 八分
四、畑作
C以下、別紙と思われるが、欠落3
昭和29 （1954) 年：地蔵ではなく、愛宕神社の詫宣
となっているところが興味深い。前後の資料がない
のが残念である。
稲荷大明御詫宣〔大きめ〕
一、田作
早生
中生
晩生
－、畑作
大豆
小豆
一、養蚕
春蚕
夏蚕
秋蚕
八分
八分半
七分
七分
七分
八分半
八分半
七分半
五月中旬思いもよらぬ子供の誤あり
村の員中に見へる
八月中旬過悪病有り
吉日を選び百万遍を要する
六月頃村の箕中より南方に通り
一度の盗賊が見へる其時二足で
知らせる
七月八月下旬水害見へる
愛宕神社御詫宣〔大きめ〕
一、北方で六月末頃水の上誤有り
一、東方で五月中頃火難見へる
子供の遊びで
以上
昭和弐拾九年三參月三日〔やや大きめ〕
昭和43 (1968) 年: 以下、基本的に幅一間程の和紙
に墨書されている。ちなみに、紙質、縦横の長さは
年度によって異同がある。記述の形式は、ほぼ一定
している。
初午御託宣〔大きめ〕
昭和四十三年二月六日
稲荷大明神〔やや大きめ〕
一、年寄りの高えぼし南に出たとき
けが　みえる　　　　 四月
一、あきないしゃ が取引上のあやまち
265 －
あり、金銭で　　　　六月
一、はやり病でる　　　　七月
一、二十五才　三十七才　四十九才　六十一才
七十一才の人　家　建てるな
一、大将軍様　南　木伐り、建物
建てるな、四月二十四日東にまわる
一、十六才十七才の若者　悪い友達
により不良となる　　　八月
一、村のあらそいごとあり　六月末
一、水害　　　　四月、六月
一、強い風　六月末、九月
一、田作　　　　　　　　　　畑作
早生　八分八厘一九分　　七分五厘～八分
中生　七分　　　　　　野菜／七分五厘～八分
晩生　八分一八分五厘
養蚕
春　　八分　夏　七分五厘秋　九分
延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
一、子宝が悪病にかゝる　七月
一、二才三才の子宝　水難あり　五月六月
一、十二才十三才の子宝水難あり　七月
一、村の事務上のまちがいあり　四月
一、農薬のあつかいでまちがいあり　 六月
一、今年は天候不順のため苗代種蒔
厚くまけ．
一、年寄りの高えぼし血圧高くなる
ことあり気をつけること．
一、われより西南の方角に子供の
手あやまりで火難みえる　 三月末
一、火早い月　　 三月　 四月　八月　 九月
十月
一、荒神様　　　 四月　東の方角
六月　 南の方角
昭和44  （1969 ）年：紙質が良い。達筆。
初午御託宣〔大きめ〕
昭和四拾四年二月拾貳日
稲荷大明神〔やや大きめ〕
一、月の十七日は　禄日でありますから
村中　信心して下さい
- 田作
早生
中生
晩生
養蚕
春八分
八分五厘
八分
八分
畑作
七分五厘～八分
野菜／七分五厘
柿八分～八分五厘
夏七分五厘　 秋八分
一、村で仕事中若者あらそいあり
一、高えぼしの悪い年南の方の立木
切り建物を建てるな
一、やくどし
二十五才　三十七才　四十九才
十五才
一、水害四月頃六月末頃七月頃
一、強い風　四月中頃　六七九十月頃
延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
六十一才　 七
一、子賓けが　　五月六月頃
一、水難　　　　七月八月頃
一、火遊　　　　四月中　頃　四、五才
一、若い高えぼし南の方で交通事故／ある〔少し左
に書かれている。〕
－、子供のやけど　三月から四月頃
一、悪病にかゝる〔訂正されている。〕　三月から四
月頃
一、農薬のあつかいでまちがいあり六月
一、盗難あり　　十月頃
一、若いへらどりあらそい事あり六、七月
一、今年は天候不順のため苗代種蒔
厚くまく様にする事
昭和45  （1970）年：
初午御託宣〔大きい〕
昭和四十五年貳月七日
稲荷大明神〔やや大きめ〕
－、月の十七日はえん日でありますから
村中一同信心して下さい
一、田作　　　　　　　　　　畑作
早生　八分五厘　九分　余り良くない
中生　八　　　八分半　野菜　六分
晩生　余り良くない
養蚕
春蚕良い　夏　秋　消毒で誤る
一、村中、高えぼし三四月筆の誤りで
あらそう有る　心ろづけ
拾一月頃　仕事の上であらそい見ゆる
若い者　九月十月機械でけがの誤り
見ゆる
一、南の方大将軍様か居るので健物を
立てたり生木を切らない様にする
一、来年は大将軍は西の方にまわる
一、高えぼしあきないの上であらそい有る
延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
一、子賓七月頃悪病か見るさげ早く医者
に見て貰い悪くならない様にする
一、西北の方で小供の火あそび五月頃
一、農薬のあつかいて誤りが見ゆる　七月頃
一、盗難　西南の方　十一月
－、七月頃洪水のをそれある大風もある
一、十二三才の小供　水難見ゆるさげ気を付ける
一、高れい者湯治は良くない
一、三月の半ば頃火難のをそれある
一、今年は火早い年で　ありますから
よく気を付けて下さい
昭和46 （1971）年：
初午御託宣〔やや大きめ〕
昭和四十六年二月十四日
一、稲荷大明神〔やや大きめ〕
1 村中安全祈ってやる
2 毎月十七日は縁日であるので
よく村中信心してほしい
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3 田作　早生七分　中生八・五　 晩生八
苗代八
養蚕　春八　夏よくない　 秋八・五
野菜　 八
4 五月頃子供の手あやまち見える
(西)
十才～十五才　南東　水難見える
六月頃　 宝の悪病
七月頃　若い高えぼし機械による
事故見える
十月頃　 西・南　盗　難見える
西の方角木を切るな
建物よくない37 才49 才61 才73 才〔年
齢は横書き〕
二、延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
1 六月　子供の悪病見える注意
2 三才～七才五月初め風〔略字体〕引流行（東の
方より）
3 西の方の宝　東の方の宝火遊び見える注意
4 3月9 月〔それぞれ横書き〕仕事の間〔略字体〕
違ひで高えぼし
争い見える
9 月〔横書き〕頃高えぼし（事業主）間〔略字
体〕違見
える共に注意
5 16 才～20 才〔横書き〕七月頃悪い友達の為め
あやまり見える注意
6 具合の悪い時　湯　治するな
7 大　木を倒す時は祈祷してくれ
8 水害七月八月風〔略字体〕害六月　九月　十月9
九月頃東南　高えぼし
書類のあやまり見える
10九月頃　若い高えぼし
薬　済によりまちがい見える
○田作　早生八分　中生八・五　晩生　八
苗代七～八分
畑　　七～　　穀類六・五＜分＞～七・五分
養蚕　春八分　秋八・五、夏よくない
消毒は余り強くするな
昭和47 （1972) 年：鉛筆による書き込みあり。
初午御託宣〔やや大きめ〕
昭和四十七年二月九日
一、稲荷大明神〔やや大きめ〕
1.村中安全祈ってやる
2 毎月十七日は縁日であるのでよく
村中信心してほしい
田作　早生八分　中生七・五　晩生　七分
苗代八・五
養蚕　春八・五　夏七・五　秋八・五
野菜　七・五
三月　五月かけて子供手あやまち／見える〔左
に書き加えている。〕
五才六才水難（七月十一月頃西南）
四月　～子供の手あやまち　西南
悪い風〔略字体〕がはやる　二月末～四月　十
一月
農薬の害　19才　22 才　27 才　28 才〔年齢は
横書き〕
＋月頃　盗難　西南
延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
若い高えぼし出稼中　4 月6 月9 月間［略字体］
違ひ
若高えぼし筆のあやまり三月末～四月
今年　 火　早い　3 月　6 月　　火難
西南
十三才　十五才　子供の悪病六月頃
乗りものに気をつけて子供に注意
木を切る時は西の方ふさがり
特に祈　祷して
四十九才の人は金銭に注意する様
厄年は建物は注意
商人は十一月頃注意
機械作業は凡て注意
昭和49  （1974) 年：同じく鉛筆による書き込みあり。
初午御託宣〔大きめ〕
昭和四十九年一月十七日
一、稲荷大明神〔やや大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
ー、毎月十七日は縁日であるので
村中信心してほしい
一、田作　早生八分　中生八・五　晩生八・五
一、畑作　七分
一、養蚕　春八・五　夏七・五　秋八～八・五
一、火難　三月半頃西ノ方手あやまり
五月　六月　十二月頃見える
一、水難　五月末頃西ノ方（六才～八才）
一、若い高えぼし人からだまされる
六月半次
一、部落の高えぼし部落の仕事で
なやみ等出る
一、大将軍様は西から北に廻るから建物
木の伐採しない様に
ー、何事もない様に守ってやる
一、延命地蔵菩薩〔大きめ〕
一、子宝十一月十二月頃悪い風［略字体］流行す
る
一、盗難　北の方から見える十一月
一、子宝十五才　十六才八月頃争い見える
一、中年の方　三月末　六十五才以上　三月末
災難見える
一、火難　三月末頃　西の方見える
一、三月末頃人の先に立ってゐる高えぼし
東北の方争い見える
一、洪水　四月　七月
－、荒神様西より北に廻るから
建物　木の伐採は注意
以上
昭和50 （1975）年：鉛筆による書き込みあり。その
内容が翌年分であることがはっきり分かる。
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初午御託宣〔やや大きめ〕
昭和五十年一月十二日
一、稲荷大明神〔やや大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、毎月十七日は縁日であるので
村中信心してほしい
一、田作　早生八分　 中生八・五　晩生八
一、畑作　七・半～八分
－、養蚕春八　 夏七・五　秋八
－、火難　 八月半頃西ノ方で手あやまち
見える守ってやる
一、洪水　四月　 七月　 八月
一、盗難　 六月末～七月頃　東・北
一、薬済被害注意
三〇才から三五才　高えぼし四月五月（西）
一、大将軍　北から東に　廻るから
建物　木の伐採しない様に
一、何事もない様に守ってやる
一、延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、悪病見える注意してほしい
三才～五才　五月頃　八才～十三才　八月頃
一、十九才　二十一才　悪い年に当るので注意
一、四月頃仕事のことで高えぼし
もめことあるので注意してほしい
一、七月～九月頃高えぼし
機械操作であやまり見える
一、十月十一月　大風〔略字体〕害
一、荒神様北より東に廻るから
建物　木の伐採は注意
昭和51  （1976）年：鉛筆による書き込みあり。
初午御託宣〔大きめ〕
昭和五十一年一月十九日
一、稲荷大明神〔やや大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、毎月十七日は縁日であるので村中信心してほし
い
一、六月頃村のことで間違い等見える注意
一、田作　早生八・半中生八～九歩　農薬等に注意
一、畑　野菜　七　穀類八歩
一、養蚕　春八　夏八・五　秋七・五
一、火難　八月半頃案じられる西方
六月末南西　手あやまち見える
一、洪水　五月末頃　七月中頃　西多い
一、盗難　五月末頃東方　十月十一月　東りヒ
ー、薬済被害注意　高えぼし七月頃西・南30 才
一、男ノ宝（十六才）
七月半頃北ノ方で友達との争見える
ー、大将軍　北ふさがり来年より東に廻る
建物木の伐採しない様に
一、何事もない様守ってやる
一、延命地蔵菩薩〔やや大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、五月始め頃十一月中頃部落の中で争見える
一、三月～四月悪病見える気をつけれ
一、五月半東西四一五才宝の水難
一、七月始　三十　三十五才仕事のことで争見える
一、盗難　四月初頃
一、八月　九月　頃病気見える
一、田作　早生八　中生八・半
一、畑　野菜　八　穀類七
－、洪水　五月　七月
一、火難　十月頃
一、厄年　20　37　49　19 22 25 〔以上それぞれ横
書き〕厄払して
一、水難　　　　小宝　五月　七月　見える注意
一、北の方角の建物は悪い来年より東に
廻るから注意
一、信心してもらう有難い
以上〔やや大きめ〕
昭和52  （1977 ）年：鉛筆による書き込みがある。1976
年と酷似している。
初午御託宣〔大きい〕
昭和五十二年一月十三日
一、稲荷大明神〔大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、毎月十七日は縁日であるので村中信心してほ
しい
一、田作　早生八・半九歩　中生八～八・半
晩生は良くない
一、畑作　野菜　七～七・半位　穀類　七歩
一、災難　五月始めと九月頃＜高えぼし＞機械の
あやまち
見える　注意
一、火難　十月頃案じられる注意
一、盗難　五月頃　戸締りに充分注意
一、薬剤　被害注意高えぼし七月頃
一、大将軍　今年より東にいる
建物　木の伐採しない様に
一、何事もない様守ってやる
、延命地蔵菩薩 〔大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、十一月頃高えぼし筆のあやまち見える
一、六月頃　悪病見える気をつけれ
一、盗難　 五月頃　気を付ける様に
一、田作　 早生　八・五～九歩
中生　八歩～八歩半
一、畑　　 野菜　七～七・半　穀類　 七
一、火難　 十月頃
一、厄年　数えの　十九・廿二・二九才
縁談は良くない
ー、水難　十六才　十七才　七月八月見える
一、東の方角に建物　 立木の伐採　 悪い
一、この村一同　何事もない＜様＞願って置く
以上〔や
や大きめ〕
昭和54  （1979 ）年：鉛筆による書き込みあり。
初午御詫宣 〔大きい〕
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昭和五十四年一月十五日
猪子の巫子にて
稲荷大明神〔大きめ〕
村中より信心してもらい何事も
ないよう祈ってやるが充分注意す
るように
一、稲作　早生八分半中生　 九分
畑作　 六分
一、三月より五月にかけて小供の火遊びに依る
火難見える
一、高えぼし金銭に依る孚いあるので注意
一、養蚕　春八分半　 夏八分
一、洪水　 六月末～七月中頃
一、八月九月にかけて小供の水難が見ゆる
一、七月頃部落の相談事でもめる事がある
一、大将軍様今年東の方にあるので建物
立木の伐採をしないように
一、農薬に依る事故も見えるので注意
延命地蔵菩薩［大きめ］
村中安全を祈ってやる
一、五月頃子宝の水難見える
一、二十五才三十七才四十九才六十一才の方屋敷の
木に
金物をあてないように
一、五月　七月悪病流行のようなで〔ママ〕注意
一、三才五才の小供水難が見える　西の方で
一、七月八月頃中年の方東南に行く時又西より
北の方に行く時　交通事故が見える
この村一同何事もないよに願って置く
以上
昭 和55  （1980 ） 年：紙質が良い。書き込みがない。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和五十五年一月廿二日
猪子の？〔戸に立が入っ
ているような字：「巫」であろう。〕子にて
稲荷大明神〔大きめ〕
村中より信心して貰い災難盗難何事も
な〔以下、この年度分は「奈」に近い字体］い様
祈ってやるが　みんなで十分注意する
ように
一、稲作
畑作
一、養蚕
注意
－ 、洪水
一、風
に
早生八分半～九分　中生九分～九分半
野菜類　七分～八分　穀類　七分～八分
春　九分　　　夏　八分半
消毒の際あやまちで病蚕のおそれなり、
六月末～七月中頃
春　三月　と　四月末頃、八月末～九月
寒波見える注意
一、高えぼし　 村の相談ご とで孚い見えるので注意
－、三月～五月にかけて火早さ見える
子供の火遊び　西南方角と東北方
一、農薬に依る事故もみえるので注意
一、大将軍様今年より南の方角に（三年間〔略字体D
ある
ので建物　 立木の伐採をしないように
延命地蔵菩薩〔大きめ〕
村中安全を祈ってやる
一、中年のへらどり　仕事に依る孚いある
一、四〇才～五〇才の高えぼし　事業のことから
難事が見える　九月頃注意
一、三〇才～三五才のへらどり　交通事故見える
四月末頃　よく注意
一、悪友に
一、縁談
九才
-
さそわれるおそれなり　十八才～廿才
南方角　六月頃
十九才　廿二才　廿五才　廿八才　廿
厄祓いしてからきめるように
、二十五才　三十七才　四十九才　六十一才の方
屋敷の
木に金物等を立て　ない　ように
一、西南の方角で難見える　注意　七月～八月頃
一、田作　早生八分半～九分　中生　九分～九分半
晩生　七分
畑作　七分～八分　　穀類も同じ
この村一同　何事も　なく繁盛出来る様
願い置く
以上〔大きめ〕
昭和56 （1981）年：鉛筆による書き込みあり。
初午御詫宣［大きい］
昭和五十六年二月九日
稲荷大明神〔大きめ〕
村中より信心して貰い当村一同何事
もない様守ってやるが皆さんで充分注意
するように　毎月十七日縁日に当る
一、稲作　早生八・五分～九分　中生八分～八・五
分
一、畑作　野菜類　七分～八分　穀類七分半
一、養蚕　春八・五～九分　夏八分半　秋　七分
消毒の際あやまりで　病蚕だすおそれある
良く注意する様に
ー、洪水　七月～八月上旬頃
一、村の先立つ高えぼし　七月頃　相談事でもめる
事ある　充分注意　十一月も
一、六月中旬　東の方角に盗難見える
一、火災　六月　八月　十月　十二月　火早い
タバコの吸がら　西方角　小さい子供の火遊び
見える　充分注意する様に
一、年の悪い高えぼし　建物　おろし掛けやらない
様に
一、大将軍様今年より二年間〔略字体〕南の方角に
ある
ので建物おろし掛け　立木の伐採しない様に
延命地蔵菩薩〔大きめ〕
村中安心して楽しくくらせる様安全守ってやる
一、中年高えぼし五月頃争い見える注意
一、悪病見える六月七月　体を大切に
一、六～七才の子供水による災難見える
一、十七～十八才の高えぼし悪友にさそわれるおそ
れ
あり注意　北の方角
一、九月頃　機械による災難見える　注意
一、中年の高えぼし　四六才位　物の保障に注意
一、中年へらどり　仕事による争い見える注意
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し 、高えぼし四月頃交通事故見る
一、洪水　 七月八月頃
一、縁族　 十九才　 廿二才　 廿五才　 廿八才　 世一
才
厄祓いしてからきめるように
一、二十五 才　三十七才　 四九才　 六十一才　 厄年
は　屋敷の
木等に金物等をあてない様に
一、南の方角に三月頃　火難見える注意
一、盗難　 五月　 六月
一、田作　早生　 八分半～九分中生八分～八分半
一、畑作　野菜　七～八分　穀類　 七分半
一、十一月頃　 部落の高えぼし　 もめ事見える
充分気をつける様に
この村一同何事もなく末長く安楽にくらせる
様家内繁盛出来る様願い置く
以上〔やや 大き
め〕
昭和58  （1983 ）年：書き込みなし。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和五十八年二月十一日
稲荷大明神〔大きめ〕
一、村中より信心して貰い当村一同何事もない
様祈ってやる　毎月十七日緑日に当るので村中
より
信心してほしい
一、盗難　十月頃　南方に見える充分注意
一、火災　五月頃東方角に見えるので充分注意する
様に
一、部落事業者　六月七月頃注意する様に
一、稲作　早生八分～八分半　中生八分半から九分
一、畑作　野菜類七分～八分　穀類　七分
一、春先天候不充分と見る　良く注意する様に
一、七～八才の子供西北の方角　火遊び見える
充分注意して下さる様に
一、七月頃高えぼし　保証関係に注意
一、四〇才　七月末　交通事故見える良く注意
一、大将軍様今年より西方角　三年　大木伐採
並に建物等を建ぬ様に
延命地蔵菩薩〔大きい〕
村中安心して楽しくくらせる様安全守ってやる
一、四〇才　七月頃車に注意する様に
一、村の事業者　六月七月　充分注意する様に
一、七才八才　子供火遊び見える西北の方角に注意
一、十二才の男七月頃水による災難見える　良く注
意
一、五月頃と十月頃　南の方角に盗難見える
充分注意して下さる様に
一、稲作　早生八分～八分半　中生　八分～九分
一、畑作　野菜　七分～八分　穀類　七分
一、七月頃　洪水見える
一、高えぼし　四〇才位　九月頃　部落に迷惑掛る
事あり　気をつける様
一、老高えぼし　神経痛　湯治はやらぬ様に
一、中高えぼし　物の保証関〔略字体〕係に注意
一、皆様より信心して貰い有難い
この村一同何事もなく末長く安楽にくらせる様
家内繁盛出来る様願い置く
以 上［大きめ］
昭和59  （1984 ）年：書き込みなし。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和　 五十九　年　 二月六日
稲荷大明神〔大きめ〕
一、村中より信心して貰い当村一同何事
もない様に安全祈ってやるが皆んなで
注意する様して下さい
一、毎月十七日縁日であるので、信心してほしい
一、高帽子三〇才九月～＋月頃山で災難
見える
一、七月　始め　先立人　大金に注意　 四〇才
一、西の方角去年より大木建物しない様に
一、南の方角　 五月頃　火災に注意
一、田作　 八分～九分　以上
一、畑作　 七分～八分
四月～五月頃　寒さあり農作物に注意
一、養蚕　春蚕　九分　 夏　八分　秋八分以上
消毒には充分　注意して下さい
一、七月～八月頃　事業主注意
一、七月洪水に注意
一、トリ・ウ・ネ年生れ　悪いので充分
■気を付けられます様に
延命地蔵菩薩〔大きめ〕
一、村中安心して楽しくくらせる様安全守ってやる
一、三〇才　五月～九月機械に注意
一、六〇才　血圧に注意　体の弱い人は生水
飲まぬ様に
一、五月　六月　七月　水に注意
一、二十三才　二十四才　男　北の方角悪友に注意
一、二十二才　二十八才　数年で厄年に注意
一、六才～七才　火遊び西の方角注意
一、東北　盗難　七月頃、　十二月頃
一、田作　中生　八分　早生八・五分～九分以上
晩生　悪い
一、七月頃　中年者　意見の相違あり注意
一、先立人　筆　印鑑に注意
一、大将軍様西の方角にあり　西の方には
建物　おろし掛　立木の伐採しない様
この村一同何事もなく末長く安楽に
くらせる様家内繁盛出来る様願い置く
以上〔大きめ〕
昭和60 （1985) 年：地蔵尊分のみ鉛筆による書き込
みあり。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和六十年二月十二日
稲荷大明神〔大きめ〕
一、村中安全祈ってやる
一、毎月十七日縁日であるので信心してほしい
一、村の先立高帽子六月頃枕傾げる事あり
一、五月頃南の方で手誤り見える充分注意
しる様に
一、三月五月七月十一月火早いので注意しる
一、事業して居る人・六月・九月仕事に注意しろ
様に
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一、田作　早・中・　　　八分～九分半
農薬・肥料に相違があるから注意しる様に
畑作、穀類　　七分～八分
養蚕、春　夏　八分半
一、五～六才の子供水による災難見えるので
注意しる様に
一、十八～二十二才の男子　八月頃悪い友達より
誘われる事がある
一、六月頃盗難に注意
一、七月頃水害が見えるので注意
一、大将軍　西の方角　大木切らぬ事
来年から、三年北に　建物、建ぬ様
一、うし・たつ・ひつじ・の人・金銭でもめる事あ
り
一、牛年の人、南・西・北東に出る時注意しる様に
延命地蔵菩薩〔大きい〕
一、村中安心して楽しくくらせる様安全守ってやる
一、三十代高帽子機械による事故見える
一、四十代、金の保証で孚いが見えるので注意
一、三十代、交通事故が見える
一、五～六才の子供水による災難が見えるので
注意しる様に
一、十八～二十二才の男子八月頃悪い友達より誘れ
る事あり
一、七月頃水害が見えるので注意しる様に
一、五月南の方角で火誤りあり、注意しる様に
一、九月頃盗族が見えるので注意
一、田作　早生・中生、　八分半より九分
畑作　　八分　　　　穀物　八分
一、西の方角ふさがり
来年より北の方に三年建物建ぬ様に
大木、伐採しない様に
昭和61  (1986）年：書き込みなし。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和六十一年二月七日
稲荷大明神C 大きめ〕
一、当村■〔消去〕安全守ってやる　火難盗難無き
様に
一、毎月十七日は命日であるので村人より信心して
ほしい
一、稲荷様座っている所も良く掃除して貰い度い
村中何事もなく安楽にくらせる様祈ってやる
一、大将軍北の方角に三年　立木の伐採　枝切
建物等建てない様に注意しろ様に
一、火難　今年は火早い年に見える
三月　五月　七月（特に火早い）秋は十月十
二月
一、東の方角で　六月　七月頃あやまち見える注意
一、五月頃西方角で盗難見える　良く注意
一、七●A 園●子宝水難に注意七月
一、村の先立高帽子　十一月頃金銭〔つくりのみ〕
の保障に注意
一、六月事業者仕事のことで孚い見える注意
一、田作　早生　八・五分　中圃八分～九分
畑作　穀類　七分　野菜七・五～八分　と見え
る
田作　畑作も豊作出来る様昼三度夜三度
かたはだぬいで守ってやる
一、高帽子　　　 いぬ、　 さる、　 み、　 とら、
年生
生木　建物　木伐採に注意
一、縁■族〔この部分、「縁結び？？？」という書き
込みあり。鉛筆ではない。〕　い ぬ　さる　 み　 とら
厄払をしろ様
一、洪水　五月末　 六月　八月頃　注意
延命地蔵菩薩〔大きい〕
一、村中安心して楽しく幸せる様安全守ってやる
一、十代のへらどり　 災難見える　 注意
一、養蚕　春　 八分　 夏八分　秋九分
－、小さい宝　 七月悪病見える　 気を付ける様
一、中年　十一月十二月　悪い風邪はやる　 注意
一、二才～三才の小宝五月頃南の方角でやけど
見えるので気を付ける様に
一、勤めている宝　 金銭〔つくりのみ〕の事で　 だ
まされる？なり注意
一、三〇代の高えぼし五月頃南の方角で車による災
難
見える注意
一、十才位いの女宝　 東の方角で＜乗り物で＞事故
見える七1 月頃
－、事業してい る宝　 六月九月　 なやみあり良く注
意
一、厄年に当る高帽子大切な〔「奈」に近い。〕印鑑
使う時に良く注意
特に四〇代　 気を付ける様に
一、 六〇代　 七〇代 の年の悪い■高帽子湯治に注意
災難にあいやしい
一、二〇代の男　　 悪友に誘われ易い　 女の宝 も注
意
一、縁談結ぶ宝達　 良く厄払いしてよきにはからう
様に
ー、洪水　八月始め頃
一、火早い時期　　 タバコの不仕末に注意
一、田作　畑作　豊作する様守ってやる
いつも厚く信心して頂き有難く思っている
この村一同何事もな □奈」に近い。〕く末長く安
心してくらせる
様家内繁盛出来る様願い置く
以上
昭和63  （1988 ）年：書き込みなし。
初午御詫宣〔大きい〕
昭和六十三年二月九日
稲荷大明神〔大きめ〕
一、村中安全祈って置く
一、毎月十七日は命日である村人より厚く信心して
ほしい
一、高帽子何事にも注意、五月、八月
一、事業主十月頃商買に信用される様に
一、北より東三年立木に刃物使用せぬ様
一、高帽子緑族・いぬ・ひつし・たつ・うし、緑を
結ぶ
時は厄払をしる
一、七月洪水あり
一、火早い秋九月、十二月煙草三月頃
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一、田作八分半　野菜七分半
養蚕　夏・秋・春・八分消毒に注意
一、秋　盗難十一月中・南東
五月子供高熱出やしい
一、十一月十二月村中もめ事あり金銭で
一、六月七月農薬で三十才事故に注意
一、若者南の方で車の事故が見える
延命地蔵菩薩〔大きめ〕
一、村中安心して楽しく幸せになる様安全守ってや
る
一、子供七月頃水難が見える
一、商買・高帽子仕事不順のため信用に注意
一、二五才位　六月七月頃高額な金、取れる事あり
一、緑族二十二才　二十五才　三十一才　良い人あ
る時には厄払して
やる事
一、五月六月・四五才位水難あり
一、七月洪水あり
一、六月九月　強風［略字体］あり立木に用心
一、七月中東南で火早い
以上〔大きめ〕
平成元（1989）年：書き込みなし。
初午御詫宣〔大きい〕
平成元年二月三日
稲荷大明神［やや大きめ］
一、村中安全守って置＜火難盗難無き様に
一、大将軍は東方、今年より三年間〔略字体〕は、
立木の
伐採や、建物等　建てない様注意
一、高帽子の悪い年は、トラ・サル、ミ、イ、の年
一、火難今年は特に火早い年と見える　二月、四月
八月中頃子供の火遊び見える　注意する様
一、高帽子事業のことで九月頃失敗が見える注意
一、ヘラトリ　十月初め、もめごと有り注意する様
に
一、稲作　早生八分～八分半　中生七分～七分半
一、畑作　野菜七分半　穀類七分
一、三十代高帽子機械で四月頃事故見える注意
一、盗難　五月末頃西北方で見える注意する様に．
延命地蔵菩薩〔大きめ〕
一、村中安心して暮せる様　 守ってやる
一、六十二～三才高帽子三月頃南方に出て乗物で
事故見える注意する様に．
一、五才～六才の子供七月頃水による災難見える
一、十六～七才の男悪い友達の誘いに注意する様
一、稲作四月、五月天候不順に注意
七月末から八月初め水害が見える
早生八分～八分半　中生　 八分
一、畑作野菜七分半　穀類　 七分
一、悪い病気　 六月頃　十二月頃
二月～三月に悪いカゼが流行する
一、高帽子の悪い年　 トラ、サル、ミ、イ、の年．
一、共同防除には、充分注意する様に
一、四月、十一月に部落の事で争いが見える注意
一、盗難五月頃西北の方に見える注意する様に．
一、火難十月頃南東の方に見える注意する様に
以上［大きめ］
平成3 （1991 ）年：これが最新である。鉛筆による書
き込みがあるのだが、翌年分は現存しない。少なく
とも平成4  （1992）年に も詫宣は行なわれたものと
考えられる。
初午御詫宣〔大きい〕
平成三年二月五日
稲荷大明神〔大きめ〕
一、当村安全守ってやる　火難盗難ない様に
毎月十七日は縁日でありますので村人の厚い信
心
をしてほしい　 村中何事もなく安楽に
暮せる様に守って置く
一、今年は大将軍東の方角に有る
建物生き木への金物等注意する様に
来年より南の方角悪い用心
一、たつ年、　 うし年、　いぬ年、　ひつじ年
生れの高えぼし　へらどり注意　厄祓を
一、人の先に立ってる高えぼし十一月書類等に注意
一、七月先立高えぼし同志争い見える気をつける様
－、七月十一月火早い と見る　 たばこのすいがらに
注意を
東の方角油断から
一、北の方角に盗賊入るおそれある　五月頃留守時
注意
一、七、八才の宝達　 五月　 六月　 水難ありよく注
意
一、二十三才～四才　乗り物による災難見える
六〇才代女　 のりもの注意　いち難なり
一、商売する人　又事業する人　 六月　 十月気をつ
ける様
左官仕事　 七月災難ある　気を付ける様
作柄不順だが
田作八分～九・五分　早生　悪い
畑作七分～八分　野菜　 七分半と見る
一、四～五才の宝　 三月四月はやり病気ある六月頃
注意
一、縁族　 年の悪い時は決めない様に厄祓いを
一、まわりこうじ
二月四日～五月一日　東方角　 植木　 土いぢり
悪い
五月二日～八月七日　 南方角　 土　 植木　　 μ
八月八日～十一月七日　西方角　II　　　　II
十一月八日～来年の節分迄は北の方角　 悪い
一、養蚕
春蚕一番良く　 夏蚕薬剤に注意　秋蚕よい
延命地蔵菩薩〔大きい〕
一、村中安心して暮せる様　 守って置く
一、商売する四〇代女だまし金に聞〔略字体〕違い
なり注意
一、年の悪い高えぼし建物に注意
一、役持つ高えぼし六月頃なやみ有り気をつける様
一、印鑑で六月七月＜頃＞間〔略字体〕違い見くえ
＞る　 犬　羊　 たつ年生
保証に注意　ひつじ、たつ年金銭〔つくりのみ〕
でなやみ注意
一、犬年生れ男　 北に出る時災難見える　 気を付け
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る様
一、北の方角では盗賊見える注意
一、五月頃　二四～五才　油断から悪い友達に誘わ
れる恐れあり
気をつ
ける様に
一、縁族　たつ年生れ　東南悪い
いぬ年生れ　西北　悪
ひつじ年生れ　南西は良くない
○貰うのは　南の方角が良い
一、六月　子供の病気見えるので注意を
－、七月～八月　洪水ある
ー、三月～四月　苗育等に注意
一、十二～三才の男　七月末水の災難　西南に見え
る
一、三月　四月　十二月　一月　風邪はやる注意
田作畑作共農薬を使う時間〔略字体〕違いのない様
充分気をつける様　又共同防除にも注意を
この村一同何事もなく　まるく繁盛出来る
様守ってやる　　　　　　　　　　以上〔やや大き
め〕
2. 出納関係の資料
以下は「初午諸控帳」、「初午買物帳」などと題された資料フ綴りからの抜粋である。
①大正4 （1915 ）一昭和32  （1957 ）年：表紙なし。か
なり崩した字である。
〔1枚目〕
大正四年三月四日
稲荷大明神
御祭二付費用
相
一白米八升／六合　村中より／初穂
内弐升　酒田／神子殿へ
〔省略〕
〔裏へJ
大正五年三月十日
初午稲荷大明神
御祭二付費用拍
―白米七升／五合余　村中より／御初穂
内弐升　酒田／神子殿
へ上り
〔省略〕
〔左の頁〕
大正六年三月五日初午
稲荷大明神祭礼入日
一白米八枡六合
内
一米　弐枡　酒田て〔乙？〕子御［略字体］初穂
〔省略〕
〔同じ面〕
大正七年三月十二日初午
一白米七枡八合
内参枡　御初穂神子 〔省略〕
〔裏へ〕
〔省略〕
大正八年三月七日初午
寄米九枡
内貳枡　神子二上ゲル
〔省略〕
〔次 の 紙 〕
〔省 略 〕
大正九年三月十三日
寄米　九升
内
弐升　神子二上ゲルC
省略〕
〔裏へ〕
〔省略〕
大正拾年　 参月八日初午
一米　 九升四合
内
弐升　神子二上ゲル
[省略]
〔次の紙〕
[省略]
大正十一年三月三日
一米　九升五合
一、弐升　神コ〔コは小さい。〕上
〔省略〕
〔裏面へ〕
〔省略〕
大正拾弐年三月十日
元請
一白米九升九合　村中ヨリ御〔略字体〕初穂
一金
支彿
一米弐升　神子殿二御C 略字体〕初穂上リ
〔省略〕
〔次の紙へ〕
〔省略〕
大正拾参年参月四日
元請
一米　九升五合　村中ヨリ御〔略字体〕初穂
支彿
一米　弐升　神子様二御〔略字体〕初穂上ケル
〔省略〕
〔裏へ〕
〔省略〕
大正十四年三月十一日初午
元請分
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一　米　九升？？　村中ヨリ御 〔略字体〕初穂 ？
内弐升ハ　 神子様へ御 〔略字体〕初穂上ケ
〔省略〕
〔次の紙は省略〕
次は昭和23  （1948）年に続いている。昭和2（1927）
年分は、綴られておらず、独立して納められていた
のだが、ここに記載しておく。
昭和2 （1927）年：
昭和二年三月朔日初午
寄米　八升参
内　弐升　　　神子二初穂上ル;/
壱升参　　　飯米
残五升
〔省略〕
以下、大正14   （1925）年からの続き。
昭和二十三年三月十日
―米八枡五合　　 御〔略字体〕託宣米
内
弐枡　　　　 神子に
弐枡　　　　 飯
ソ四枡
残米　四枡五合
〔以下、これを酒、長芋、豆腐、醤油と交換したこ
とが記述されている。〕
〔省略〕
〔次の紙〕
昭和二十四年三月五日
初午
一米壱斗
内
米弐枡
〔省略〕
寄米
長沼神子に
〔次の紙〕
昭和二十七年三月一日
初午
一米壱斗四舛　　 寄米
内　弐舛　長沼神　 子米
〔省略〕
〔次の紙の裏：昭和31    （1956）年分は、うっかりこ
こに書いてしまった、という事だろう。〕
昭和参拾一年三月四日
初　 午
一、米八升五合　 寄米
内二升　　　 浜中神子米
〔省略〕
〔次の紙〕
昭和二十八年二月十二日
初午
一、米壱斗●弐升　　　　寄米
内米二升　　長沼神子米
? ?
? ?
〔省略〕
〔裏へ〕
昭和参拾年三月十日
初午
一米壱斗貳升
内二升
三升
寄米
浜中神子
飯米
残米七升　一升七拾五円
代金　 五百弐拾五円
右は部落会計に入れる
部落予算協議
と共に成った為
〔省略〕
〔次の紙の裏〕
昭和世二年三月十一日
初午
一米九升也
内二升
〔省略〕
寄米
神子の分
上記のように、長沼、浜中のミコがこの時期に交
代していることが確認出来る。
②昭和34  （1959 ）年：
〔表紙〕
昭和三十四年三月一日
初午買物帳
当番　A ・M ／ H・S 〔本名：以下同様。〕
〔1枚剛
昭和参拾四年参月壱日
稲荷大明神
御〔略字体〕祭に付費用之控
元請
一米壱斗壱升
村中より初穂
支払
一米二升　　　　猪子／神子様に上げる
稲荷大明神　一升
愛宕神社　　壱升
一米参升　　　　飯米
差引残米　　　　六升
代金　四百弐拾圓也
〔省略〕
ここで、猪子のO・M 巫女が登場する。昭和33 年分
がないのが誠に残念である。
③昭和40  （1965 ）年：
〔表紙〕
昭和四十年二月九日
初午買物帳
当番　0 ・S ／ A・S
〔1 枚目〕
昭和四十年二月九日
稲荷大明神
御祭　費用控
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元請
一米壱斗五＜六＞〔訂正か？〕升
村中より初穂
支払
一米弐升　猪子／坐女に上げる
内　訳
稲荷大明神　壱升
延命地蔵菩薩　壱升
〔省略〕
部落会計より支出
立会人　 協議員
出席
〔3名の名がある。全員男性。〕
④昭和42  （1967）年：
〔表紙〕
昭和四十二年貳月拾一日
初午諸控帳
年番　K ・S ／ S・R
〔1 枚目〕
昭和四十二年貳月拾一日
稲荷大明神御祭費用控
元　請
一、米壱斗六升五合
村中より初穂
現品支払
一、米貳升　坐女
内　訳
一、升稲荷大明神
一、升延命地蔵
〔省略〕
⑤昭和43 （1968 ）年：
〔表紙〕
昭和四十三年二月六日
初午諸相帳
年番　Y ・Y ／ N・S
〔1 枚目〕
昭和四十三年二月六日
稲荷大明神御祭費用拍
元　請
一米壱斗六升五合
村中より初穂
現　品　 支　払
一米　弐升　　　 坐女
内訳
一升　稲荷大明神
一升　延命地蔵
〔省略〕
⑥昭和44  （1969）一昭和48  （1973）年
〔表紙〕
昭和四十四年二月十二日
初午諸控帳
－
? ?
係　S ・T ／ K ・H
補助 者　 〔空 白 〕
〔1 枚 剛
昭和四十四年二月十二日
稲荷大明神御〔略字体〕祭費用抑
元請
一米壱斗四升五合
村中より初穂
現品支払
一米弐升　坐　 女
内訳
壱升　稲荷大明神
壱升　延■命地臓
［省略］
〔次の紙へ。〕
昭和四十五年二月七日
稲荷大明神初午祭典
費用一切明細拍
元請
―米壱斗四升
村中各戸初穂
内　現物支彿
一米　弐升　坐女
内訳
―米　壱升
―米　壱升
〔省略〕
稲荷大明神
延命地蔵尊
〔裏へ〕
〔省略〕
出席者
[七名の男性の名がある。全員男性。]
〔続き：墨書ではない。読みにくい。〕
立合者
〔省略〕
昭和四十七年二月九日
稲荷大明神初午祭典費用明細相
元請
一、米一斗五升五合
部落中各戸初穂
内納
一米壱升　　　 稲荷大明神／一米壱升
蔵尊　〕巫女〔？ここだけ青インク〕
〔省略〕
〔裏へ〕
昭和四十八年二月三日
初午祭典諸費用控
元　請
一、米壹斗四升
村中各戸初穂
内現物支彿
一、米弐升　　　坐女
内
一、米一升　　　稲荷大明神
一、米一升　　　延命地蔵尊
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延 命地
〔省略〕
[次の紙の裏へ。青いインクで書かれている。間違
ってこの年の分をここに記載している。]
四十六年
初午
一斗四升余り
内　弐升　坐女
〔省略〕
⑦平成元（1990 ）一平成5  （1993 ）年
〔表紙〕
平成二年二月十日
初午買物帳
社寺係〔名前無し。〕
〔1枚目〕
二月十日
稲荷大明神御〔略字体〕祭費用控
元請
－、米一斗六升＜五＞合　村中より参拝米
支佛
一、二升　坐女　稲荷大明神　一升／延命菩‐ 薩
一升
収入
一、一斗四升五合　　　　一升三五〇円
五、〇七五円
支 出
〔省 略 〕
〔裏面〕
平成三年二月五日?
?? 請
〔「九升」が消去してある。〕
一斗二升　参拝米
二升　坐女
〔省 略 〕
〔次の紙〕
平成四年二月十二日
元請
一、一斗二升　　町内参拝米
二升　　坐女
〔省略〕
平成五年二月六日
元請
一、一斗二升　　町内参拝米
一升三五〇円
〔省略〕
つまり、ここで、巫女に関する記述が途絶える。
以下、1994-1995年分が記載されているが、巫女の
項目はない。
資料Ⅲ－⑧　山形県東田川郡三川町横山地区・地蔵講
同地区の地蔵講における0 ・M 巫女による託宣の広報用テクストを含む4 点の資料を記載する。1 行が比較的
に長いので、2段組にはしない。
1. 「巫女のお告げ」
託宣の広報用テクストである。 B5の用紙を縦に使い、手書き、縦書きされている。
平成十年四月十四日春祭り巫女のお告げ
一、今年は、いの年、み年、とら年の人がよくない年なのですべてに注意
一、講中の南の方角に七月八月頃に手あやまちが見えるので注意
一、四月六月七月八月は火早いのでたばこなどに注意するよう
一、講中の宝達が東の方に火遊びみえる、又十二、三才の宝達が
非行に走らないよう友達関係には注意するよう」
一、講中の北に盗難が見えるので戸締まりなどに注意
一、今年は北の方角がふさがりなので木を切るのは良くない
一、講中の西の方五十代の高えぼしに災難みえるので注意
一、商資は六月九月、十二月はよくない、大工は七月十月に気をつける
一、六十、七十代の湯治はよくない、又秋には大人の病気がみえるので注意
一、五十代の高えぼし、六月十一月にもめ事見えるので金の保障などに
気をつける
一、いの年生れの人は北、とら年生れの人は東北の遠出には充分注意
一、二十代は五月八月、九月に四十代は五月末に乗り物にはn　　n
－、五月、六月、七月頃に二、三才の宝達に病気がはやる．
一、作柄は早生、中生は八分か九分作、畑作は八分作とみる
一、海水浴は七月末に注意また四、五、六、七、八月の洪水には注意
以上．
2, 「延命地蔵尊について」
B5 用紙にワード・プロセッサを用いて横書きで印刷されている。原文でも禁則処理が施されていない。
渡場の延命地蔵尊について
今から約150 年前（嘉永年間）は、赤川には橋がなく渡し-
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舟の時代であった。
記録によると夏はまだよかったが、春冬は水量も多く
渡し舟は難儀を極め、時々遭難もあった様である。
そこで渡場通りに地蔵尊を建立して渡し舟の安全、子供
の水難そのほか農作物の豊作を祈ったようである。
現在でも安産、子育ての守り神としてまた交通安全、災
難よけとして参拝の人は多い。
講元であるW 家の言い伝えによると地蔵様の本尊は
江戸時代の後期、赤川のしだみ（流木）の中より発見され
たものでタテ12 ～3  cm、ヨコ3 ～4cm イ立の小さい本尊である。
この地蔵様を本尊として現在の延命地蔵尊のお堂を建て
てお祭りをしたと伝えられている。、［ママ］
W・H（文政5 年、1822 年～明治21 年、1888 年、現在
のH 〔屋号：名。以下同様。〕の現主人より5 代まえの人）の記録によると明治の
ころは30 軒の講中があり、いまも26 軒の方が地蔵様を守っ
ておる。　しかも誰にも頼らず講中で守っておる。
渡場通りは全戸（新しい家は別）に中町内会では、N
、Y 、U 、H 、G 、
Y、の7 軒が入っている。
春は3 月6 日（啓塾）の百万遍、4 月14 日の春祭り、8 月23 日
の夏祭りが行われている。
以前の夏祭引こは、蛾眉橋の下で子供相撲があり、梵天
も出て中々にぎわったものである。
地蔵様の祭りや他の経費は、地蔵様についた畑の年貢（
戦後の農地開放まで）で賄われていたようである。
3。 亀の山のお稲荷様について
O・M 巫女は、この則こは稲荷もおろすと述べていたのだが、これについては、もう1 枚、同じくB5 の用紙
にワード・プロセッサを用いて横書きで印刷された「亀の山のお稲荷様について」には次のような記述がなされ
ている。
資　　 料　　　　　　 平成8 年フ月20 日
亀の山のお稲荷様について
当お稲荷様はその由来、建立のいきさつは、まったく
不明であるが、むかしから集落の入り口や出口には、、小さ
い社や庚申塚などがあり、疫病や悪魔が入らないように
したとの云いつたへがあり、助川、土橋から一本道の入り
ロとして稲荷様を祭ったものと考えられる。
渡場の延命地蔵講の記録によると明治31 年亀の山稲荷様
を合祭するとなっ ておる。
丁度その年から三組（横山共有財産保護会）から玄米 】斗5
升の祭典費が出ていることから三組から合祭を依頼され
たのではと考えられる。
以来延命地蔵講で管理運営しておる所である。
4。 「地蔵講申し合せ事項」
1998 年2 月23 日の日付がある手書き・横書きで、B5 版便せん6 頁にわたって書かれ、ホチキスで綴じられ
ている「地蔵講申し合せ事項」から、重要な部分のみ、抜粋する。「…」は省略を表わす。
平成10年2 月23 日
地蔵講申し合せ事項
1 、平成10 年祭典御宿より当番制とし。片廻り3 軒組
とする。…
2 、百万遍、春祭、夏祭は、原則として中公民館を使用
するものとする。早目に町内会長宅に予約すること。3
、祭典費その他は、一切会費制として宿元の負担
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はないものとする。…
4 、3 月6 日百万遍は、原則として中公民館を使用し、
午後2 時より集り、百万遍を申した後、お茶と
お菓子で直会をする。…
5、4 月14 日春祭は中公民館を使用し、会費一軒
2,000円とする。会費は不幸のあった家をのぞき
全員より徴集する。
当日、午前6 時全員集合してのぼり立て、掃除、
ちょうちんを下げたりお祭の準備をする。
亀の山稲荷様も掃除をし、賃銭箱をあける。
賃銭は当番の会計さんが夏祭り終了まで保管する。
巫女は前もって予約しておき、午前H 時まできてもらう。
送迎は当番でやりその際のガソリン代は出さないものとする。
巫女　住所・氏名　三川町大字猪子　O ・S［O・M 巫女宅の屋号］
電話　　 …
11 時より巫女のお告げを聞〔略字体〕く。すんだら用意の
料理（赤飯と1 折）で食事をしてもらい、後に当番
の人が送っていく。その際謝礼5,000 円と
お盆の米I 升をあげる。（米1 升は出した人に時価で支払う）
春祭の賄は、1 折1,000 円のパック詰を準備する。
赤飯または小豆飯は、l 折1 合（300g）のパック
詰を準備し、講中の他に地蔵様、稲荷様、巫女
の分も用意する。
酒、ジュースは原則として上ったものを使用する。
その他、豆腐汁だけ当番が用意するものとするが、
インスタント汁を使用しても差しつかえないものとする。
篤志会、清酒、ジュース、菓子等いたゞいたものは、
当番の中の1 人がノートに記入する。
終了後、篤志の清酒、ジュースの余った分は、
希望者に販売するものとする。値段は時価とし、
その都度出席の会員に相談する。
菓子その他は出席者のみに分けるものとする。
公民館使用料は当番の人が支払に行く。
ゝ　ゝ ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ春 祭 り に 地 蔵 様 の お 姿 を 必 要 な 枚 数 だ け
ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ ゝ ゝ
複 写 し て 講 中 に 配 布 す る 。 〔傍 点 筆 者 〕
6 、8 月23 日夏祭
中公民館を使用し、会費1 軒…
午前6 時全員集合
地蔵様ののぼり立て、掃除、ちょうちんかざり他。
稲荷様掃除、奏銭箱をあける。
午後1 時30 分より中公民館で夏祭の宴を始める。
午後6 時30 分より子供たちの盆おどりを始める。
8月23 日午後フ時より催事を開〔略字体〕始する。
催事は午後7 時より午後9 時まで延命地蔵尊前で行う。
午後9 時催事終了後、講中全員で後かたづけをする
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地蔵様の寮銭箱をあけて金額を数える。
当番はなるべく早く夏祭りの会計をとりまとめ、残金をW
〔苗字のみ〕宅まで届けることとする。
W （会計）では、一年間の収支をよく調べて残金
を郵便貯金とし、会員に会計報告をする。
夏祭りの宴のあとに3 軒組の当番の交替をする。
当番になった人たちは1 年間地蔵様稲荷様の
掃除と見廻り、12月23 日の地蔵様のお年夜の際、
12月31 日の大晦日、元旦への準備（かざりつけ）を
忘れずにやること。
地蔵様の道具類は現在収納する建物は考え
られないから、当番3 軒で手分けして保管するものとする。
資料Ⅲ－⑨　山形県東田川郡余目町古関・地蔵尊の託宣（平成11   （1999 ）年4 月24日）
1999 年4 月24 日、O・M 巫女による託宣をクライアントがメモ、要約し印刷したものである。 ワード・プロ
セッサを使用している。明朝体が用いられている。ファックスで送られてきたものなので大きさについては何と
も言い難いのだが、恐らくはB5 の用紙を用いている。横書きである。
古関地蔵尊〔やや大きめ〕
平成11 年4 月24 日
今年から3 年間悪い方角が北にまわるので、どこの家でもその方角に気をつ
けること。
ね、とり、うま、うさぎ、年の人は悪い年なので気をつける。
ねの人は一北
とりの人は一西
うまの人は一南
うさぎの人は一東　に縁組みしないように。
年の悪いたかえぼしは、家を建てたり立木を切ったりしないように、病気
にも気をつけるように。
小さい宝、若い宝は悪いことに誘われないように、登校拒否などされても
家族みんなで話し合い温かく見守って、協力していくように。
30 ～45 才のたかえぼし、へらどり乗り物、交通事故に気をつける。
50 才代のたかえぼし、金銭トラブル、金の保証、印鑑使うとき気をつける。12
～25.    6才危ない仕事、油断から災難招くのでいつでも気をつける。
若いたかえぼし、金銭トラブルに気をつけてだまされたりしないように。
60 代70 代80 代のたかえぼし、へらどり湯治には行かないように。
宿のたかえぼし、病気は長くかかるが、丈夫になるので気を楽にするように。8
月末一西の方に盗賊　　　　7 ～8 月一洪水に注意
フ。8.   10.   12月一火の元、たばこの始末に注意
5　月末～6 月一南東の方ちょっとした油断から手過ち、火事に気をつける。
小さい宝　　 －5 ～6 月悪い病気に気をつける
5 月　末　 水難に気をつける
10 ～12 月　やけどに気をつける
講中の皆さんからは、よく信心してもらい大変ありがたい、これからも長く
続けていくように。
資料Ⅲ－⑩　秋田県鹿角地方のイタコによるオシラサマ託宣記録文書
坂本定夫が採集した、秋田県鹿角地方毛馬内はO 家の「おしら様」の祭におけるイタコの託宣記録文書であ
る。〔〕内の注記以外は原文通りである。
正月の祭の時の、同家に関する部分の託宜〔ママ〕の写を原文のまま挙げれば次の如くである。
世の中
早生中　　　　 七分半
奥　　　　　　 八分半
五月　　　　　 水マシ
六月　　　　　　日照リ
－279 －
七八月　　　　 大風
陸作　　　　　 六分
屋内様
屋内六正二月春春悦
作物早生中種立ツベシ
七八月東風アルカ
三月二十五日テラスアルカ
七月二十日テラスアルカ心立ベシ
六月十日テラスアルカ心立ベシ
一ノ弓
六月北方金銭損ノ道カ
ニノ弓
四月三十日風クモリアルカ心立ベシ
一ノヘラ
四月風サワリアルカ心立ベシ
ニノヘラ
四月風ノクモリアルカ心立ベシ　三月末血ノ災アルカ
四十才男
正月
三月
五月
七月
八月十日
十一月
?
?
?
?
二月
四月甘日
六月
八月
北方金銭損ノ道　十月
悦　　　 十二月
二十二才男
悦　　　 二月正月
三月十日 馬 ヨリケガ受ルカ
四月　 病起ルカ心立ベシ
六月
八月廿二日
十月
十二月
五 月
悦　　　 七月
身上心立ベシ　　 九月
悦　　　 十一月十日
悦［坂本　1969:26-27］
悦
金銭上注意
食違イアルカ心立ベシ
悦
悦
悦
悦
?
?
???
???
病起ルカ心立ベシ
資料Ⅲ一面　 山形県東村山郡中山町のY・Y巫女による託宣の広報用文面
以下、烏兎沼宏之が採集した、同巫女のカミオロシを広報すべく 「中山町向新田集落で配布したプリントの文
面」である。全て原文通りである。
昭和五十八年神おろし　下組
稲作　　　　　 早生　八分半
中生　//
晩生　 八分
大豆、小豆　　　　　 七分半～八分
旧暦三月末から四月始めにかけて霜おりる。
新暦三月　 神まいり百万べん
四月五日前後　身の油断から手の過ちあり、
北東の方より
五月　　　 神まいり
六、七月　 雨風あり
六月　　　 西方より通りいっぺんの盗賊あり
七月　　　 五、六歳の子ども車のあやまち西南より
十月　　　 東南から悪い風邪はやる。
変りある時は、朝のばさつ（ご飯をたいたど
き、表面にぶきみな斑点が出ること）にて知
らせる。または、ミサキカラス（まるで不吉
を知らせるように、ガラスが鳴きさわぐこと）
にて知らせる。家内中てんでんに気をつけよ。
以上［烏兎沼　1987:100］
- 280 －
資料Ⅳ：画像資料
二二には、C) 川寄せ巫女による巫儀七の他の模様を撮影した写真6 点と、②託宣の記録・伝達に川いられ
る叉書資料のハード・コピーを収録した。
資料IV－①　 口寄せ巫女の巫儀
|。 宮城県本吉郡唐桑町の0・S巫女による小鯖第2行政区S・Y家のオシラサマアソバセ（2000 年4月20日）
左側にいる同巫女が手にしている赤いものがオシラサマである、同巫女が黒衣をまとっている事、クライ
アントが筆記用具を于にしている事も注記しておく。
2。 宮城県本吉郡唐桑町の0・S巫女による小鯖第1行政区平磯の|・T家を大本家とする同族によるオシラサマ
アソバセ（2000 年4月20日）
同巫女の前にある赤い ものがオシラサマである。向かって左にあるのがカネ、右が太鼓である。中央より
やや右の上の方に吊りトかっているものが、鈴を鳴らすための綱である。
－ 281
3。 宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女による小鯖第1行政区のカミサマアソバセ・直会（2000年|月19日）
カミサマアソバセ終了後の直会の ・ー餉である。 于拍子をしながら 同ーで民謡を歌っている。o ・s 。巫女が
オシラサマアソバヤと㈲じく黒衣を着けている二とが分かるであろう、
4。 山形県東田川郡三川町O・M巫女の成田新田・八幡神社祭典でのカミオロシ（1999 年4月25日）
画面が暗く、見にくいのだが、ストロボを使用出来る雰囲気ではなかった事を注記しておく。中央やや右
の拝殿に向かって正座しているのがO・M巫女で、また同巫女の左側にいる男性が、S・丁会長である、
282
5 山形県東田川郡三川町の0・M巫女による同郡余目町古関・地蔵尊の託宣（1999 年4月24日）
同巫女が左手に扇を持っている事、赤い衣を着ている事、圭かクライアント2 名が熱心にメ干を取る様子
が良く分かるであろう。
6。 山形県東田川郡羽黒町の0・Y巫女による同郡藤島町東堀越・地蔵様の託宣（1998年8月23日）
本文で挙げた事例の前年のものである。形式に異同はない。同巫 女が白衣を着け、右 唇に鈴、左手に扇を
持っている事が良く分かる。尚、ストロボは使用していない。
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資料iv- ②　託宣の記録・広報文書
二二では、託宣の記録・広報文書の形態・書体等を示すべく、各資料のうちの幾つかを、記載する。
｜ 宮城県本吉郡唐桑町小鯖第1行政区のカミサマアソバセ（平成12（2000）年1月19日）におけるO・S巫女
の託宣についての|・Kさんによるメモ
2000 年4 月20 日に撮影したものをスキャナで読み込んだ。
2 三川町猪子 一八幡講託宣広報用紙面（平成11   （1999）年3月19日配布分）
当日入手したオリジナルをスキャナで読み込んだ。
3. 山形県東田川郡三川町猪子・地神講託宣広報用紙面（平成11   （1999）年3月21日配布）
当日入手したオリジナルをスキャナで読み込んだものである。屋号は削除してある。
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4。 山形県東田川郡猪子・地神講の託宣記録（大正7  （1918 ）年）1999
年 川 月22 日に撮影したものをスキャナで読み込んだ。
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山形県東田川郡三川町猪子・地神講託宣記録（昭和34 （1959）年）
1999年 川月22 ロに撮影したものをスキャナで読み込んだ。屋号の部分は削除してある。
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6。 山形県東田川郡三川町猪子・地神講託宣記録（平成11   （1999）年）
1999年日 月22 日に撮影したものをスキャナで読み込んだ。屋号の部分は削除してある。
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山形県東田川郡三川町猪子 一大神講託宣記録（平成11   （1999) 年）
オリジナルのコピーをスキャナで読み込んだものである。
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8。 山形県東田川郡三川町成田新田・初午講託宣（大正12  （1923）年）1999
年II 月21 日に撮影したものをスキャナで読み込んだものである。
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山形県東田川郡三川町成田新田・初午講託宣（平成3 （1991) 年）
1999年II 月21 日に撮影したものをスキャナで読み込んだものである。
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10. 山形県東田川郡三川町横山・地蔵講「春祭り巫女のお告げ」（平成10  （1998 ）年4月14日）
オリジナルのコピーをスキャナで読み込んだものである。
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11. 山形県東田川郡余目町古関・地蔵尊の託宣（平成11   (1999) 年4月24日）
1999 年8 月24 日にファックスで送付して頂いたものをスキャナで読み込んでいる。
古 闘 地 蔵 尊
平成1 1年4 月2 4日
今年から3 年間暮い力角が北にまわるので, どこの家でもその方角|こ気をつ
けること．
ね、とり．うま、うさ≪■、年の人は尋い年なので気をつけ4.
ねの人It- 北
t りの人は 一西 、
うまのA は一鳥
うさぎの人は,- 東 に縁組みしないように．
年の悪いたかえliし は、家を建てたりSl* を切ったりしないように, m 気
にも気をつけるように．
小さい宝. 善い宝は愚いことに折われないように、登校IBS などされても
家族みんなで話し合い廬かく見守って、協力していくように．
30 ～46 才のたかえぼし ．へらどり乗り駒. 交通事峡に気をつIt る.
50 才代のたかえぼし、金餓トラブ ル、金の保証、印－使うとき気をつける.I
 2 ～2 5. 6 才危ない仕事. 柚断から災難招くのでいつでも気をつH る.
若いたかえぼし. 金鏑トラブルに気をつけてだ* された?)しないように.
60 代7  0 代80 代のたかえぼし、へらどり●嶮には行かないように．
宿のたかえぽし、m 気i 長くかかi が、丈夫な るので気を楽にするように
3 月床 一匯の方に盗蹟　　7 ～s 月一洪水に注章
7 ． 8. 1  0. 1  2 月一火の元. たぱこの始東に注意
5  月末~6 月-m 東の方ちょ つとした抽断から孚冶ち、火事に奥をつけs.
小さいS  -6 ～6 月　 蕭い病気に気をつける
5 月*　　 水M に鬼をつける
1  0~I  2 月　 やけどに気* つける
緋中の皆さんからは, よく噫心してもらい大変ありがたい、これからも長く
続けていくように、
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資料V  ：補遺　山形県西田川郡温海町小岩川・住吉神社の「湯乃花祭神事」式次第及び祝詞
ここには、山形県西田川郡温海町小岩川・住吉神社の「湯乃花祭神事」式次第及び祝詞を収録する。
旧村社・住吉神社宮司H・Y 氏は、「オジ」から預かったという「湯乃花祭神事」題された同神事の式次第
及び祝詞を記載した冊子を和紙に手書きにて清書して所蔵している。表紙には、
四月十四日
湯乃花祭神事
宮司　H ・Y  [本名〕
と書かれ、次の頁には、
十四日　湯乃花神事
一、修祓
一、祝詞（伊勢大神・住吉大神・個人神）
一、神楽
と 式 次 第 が 記 さ れ て い る。
以 下 、 祝 詞 は 「伊 勢 両 大 神 宮 」、「鎮 守 住 吉 大 神 」、「産 土 住 吉 大 神　H ・c r 屋 号 ：以 下 同 様。〕・‥（H ・Y ）」、
「金 山 比 古 大 神　H ・T 」、「皇 大 神 宮　E ・K 」、「熊 野 大 神　K ・S」、「 大 里 大 神　E ・J／ H・S」、「大 瀧 大神　H ・G 」、
「御 霊 神 大 神　 当 前 宿 主 」、「白 山 姫 大 神　A ・H ／ H ・K 」、「六 所 大神　E ・K 」、「河 内 大神　H ・H ／ 石 動 大 神E
・K 」、「大 島 大 神　E ・R/諏 訪 大 神　E ・G 」、「琴 平 大 神　H ・R 」 の14 種 類 が 記 載 さ れ て い る 。 以 下 、 こ の
う ち 、 屋 号 が 書 か れ て い な い 事 か ら 集 落 全 体 に 関 わ る 「伊 勢 両 大 神 宮 」、「鎮 守 住 吉 大 神 」 と 、 個 人 宅 に 関
わ る 「産 土 住 吉 大 神　H ・C … （H ・Y ）J の祝 詞 を 記 載 す る。
伊勢両大神宮
神風（乃）伊勢国折鈴五十鈴（乃）川上（爾）宮柱太敷立（底）鎮座（須）掛（ヶ麻久母）畏（伎）天照皇
大御神又外宮（乃）度会（乃）山田（乃）原（爾）鎮座（須）豊受大神（乎）招奉（里）坐奉（里底）白（左
久）年毎（乃）産土大神（乃）大御祭（爾）依（底）湯（乃）花（乃）神事捧奉（留）状（乎）平（ヶ久）
安（ヶ久）所聞食（志底）四方（乃）国平和（爾）村中（乃）人等（平）諸々（乃）柾事無（久）立栄（志
米）給（比底）取作（留）五穀物（乎母）悪（志伎）風悪（志伎）洪水（爾）会不給（和受）村中安全（爾）
夜（乃）守口（乃）護（里爾）守（里）幸（閉）給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
鎮守住吉大神
掛（ケ麻久母）畏（伎）産土住吉大神（爾）湯（乃）花（乃）神事（平）捧奉（良久波）年毎（乃）大御祭
（爾）氏子（乃）人等慎（美）敬（比）奉（留爾）依（里底）明日（乃）御浜（爾）神幸（ルビ：カミワザ）
（乃）時（平母）告（良志米）給（比底）、四方（乃）国平和（ルビ：おだい）（爾）御氏子安全（ルビ：
やすらか）（爾）又取作（礼留）五穀物（乎）悪（志伎）雨風（爾）不合給（和受）種々（乃）災害無（久）
海幸、山幸（乎母）授（ケ）給（比底）　諸々（乃）病（志伎）事煩（志伎）事無（久）夜（乃）守口（乃）
護（爾）守（里）幸給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
産土住吉大神　H ・C
掛（ヶ麻久母）畏（伎）住吉大神（乎）本間…慎（美）敬（比底）白（左久）年毎（乃）産土大神（乃）大
御祭（爾）湯（乃）花（乃）神事捧奉（留）状（乎）平（ヶ久）安（ヶ久）聞食（志底）願主（乃）家内（爾
波）諸々（乃）病（志伎）事無（久）煩（志伎）事無（久）家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全（登）
夜（乃）守a  （乃）護（里爾）守（里）幸（閉）給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
（H・Y）
O 内は振り仮名その他であり、原文では小さめの宇になっている。また、「爾」、「閉」は略字体になっ
ている。「産土住吉大神」への願主は2 名おり、場合によっては一人のみ参加するために「H・Y」には「O 」
が付されている。
－288  -
ここで興味を引くのは、「個人神」に対する祈願が、「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全」とな
っている事である。以下の祝詞はこの部分が異なっているだけで、それぞれ抜き出してみると、
「金山比古大神」→「家内安全・身 体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「皇大神宮」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全」
「熊野大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大里大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大瀧大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・海上安全・大漁満足・交通安全」
「御霊神大神」→「家内安全・身体堅固・海上安全・大漁満足・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「白山姫大神」→「家内安全・身体堅固・海上安全・大漁満足・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「六所大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「河内大神/石動大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大島大神/諏訪大神」→「家内安全・身体堅固・商売繁盛・交通安全」
「琴平大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
という事になる。
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